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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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中巻までのあらすじ









　ＳＨＩＮＣは、ＳＪ４を空港の上で始めていました。

　モンスター出現トラップに引っかかって苦労をしましたが、車を見つけることに成功。しかし強敵ＭＭＴＭとの戦いは回避して、その車に時限爆弾を仕込みました。

　さすがにＭＭＴＭは引っかかりませんでしたが、ＳＨＩＮＣはその隙に、レン達たちとの戦いを目指して南下することに成功します。

　しかし、ボスを含む三人が突然狙撃されて、かつてないピンチに陥ります。それを救ったのは、レンとの結婚を目もく論ろむファイヤが率いる、結託チームの一員でした。

　ファイヤ達の陣取る氷結湖上に招かれたＳＨＩＮＣは、そこで提案されます。レン達と戦う機会を作ってあげるから、結託チームに一時的に参加しないか、と。

　断る理由がないのでＳＨＩＮＣは提案をのんだのですが、もちろんレンにはそんなことは分かりませんでした。




　チームＬＰＦＭから逃げていたシャーリーとクラレンスの二人は、スキャンに映らない遊撃隊として、ピトフーイ狙撃のチャンスを窺うかがいます。

　しかし、なかなか上う手まくいきません。ギリギリのところで乗り物で逃げられてしまい、二人は困りました。

　レン達は、〝トライク〟と呼ばれる三輪バイクで、フィールド北東部に広がる空港で戦いました。勝負の相手は、同じくトライクに乗ったＭＭＴＭ。

　広い滑走路を使って、走りながらの高速バトルになりました。レン達はＭＭＴＭに大損害を与えましたが、ピトフーイも負傷し、大ピンチになりました。

　それを救ったのは、〝ピトフーイは自分で殺したい〟と後をつけ回すシャーリーの狙撃でしたが、レン達には分かりませんでした。




　レン達はフィールド北西の廃はい墟きよへと向かいます。そこで待っていたのは、勝負を挑もうとするＳＨＩＮＣの面々でした。

　喜び勇んで、レンは突撃していきます。ＳＨＩＮＣのメンバー達との、待ちに待った死闘が始まりました。

　しかし、そこに割り込んできたのは、ファイヤ傘さん下かのチーム。

　強烈な火力で襲われピンチになった、レン達とＳＨＩＮＣの運命は──。
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第十二章　「全滅を防ぐために」









「ピトさん逃げて！　多分南から、別の敵が来る！」

　レンの言葉に、返事はありませんでした。

　レンは廃墟ビルに挟まれた通りの先を睨にらみましたが、ピトフーイが投げたスモークの黒煙がこちらに流れてきていて、状況はまったく分かりません。

　ただ、視界の左上で、ピトフーイとエムのヒットポイントが猛烈な速度で減っていくのだけが分かりました。

　さっきからずっと響いて聞こえてくるのは、ブザーのように繫つながった音。

　前にピトフーイに、動画を見せられて教えてもらったことがあります。《Ｍ１３４・ミニガン》と呼ばれる、超々高速連射式の銃がＧＧＯにはあることを。

　そしてピトフーイらしく、その銃を持っているベヒモスという人のところに『言い値でいいから売ってよ！』と言いに行ってアッサリ断られたのだとか。

　二人のヒットポイントの減る速度を見て、

　え？　これ、即死……？

　レンは、チームメイトの死を完全に覚悟しました。

　ピトフーイとエムは間違いなくミニガンに撃たれたわけで、秒間数十発の連射を食らえば、体などバラバラでしょう。

　レンの脇でターニャが、おそらくボスと何かを話していますが、レンには聞こえませんでした。いえ、聞こえていたのですが、頭に入ってきませんでした。

　ずっと減り続ける仲間二人のヒットポイントが、フカ次じ郎ろうの二割を下回って、

「ああ……。ガンゲイルの神様！」

　よく分からない神に祈る以外に何もできないレンの耳に、

「装甲ハンヴィーよ！　私わたし達たちはいいから西に逃げて！」

　ピトフーイの声が飛び込んできました。

　二人のヒットポイントは、一割を切ったところで止まりました。




「ボス！　レンが敵が来るって！」

　ハンヴィーからミニガンを撃ちまくって、ピトフーイとエムを屠ほふるのを見ていたボスに、ターニャの声が聞こえました。

　同時に、ハンヴィーの上の銃座がゆっくりと回転して、ミニガンの銃口が自じ分ぶん達たちに向きました。そこから伸びたバレット・ラインが、自分の胸を指し示しました。

「ああ……。分かってる……」

　ミニガンの銃口が、眩まばゆく光りました。

　ボスは、これは絶対に死ぬと覚悟して、

「生き残ったヤツはとにかく逃げろ！　仲間を気にするな！」

　そう言い残すために叫びました。

　最後まで言えるか分からなかったのですが、言えました。

　自分のダメージは皆無で、

「え？」

　目の前には、壁ができていました。

　コンクリートの壁です。

　チームで一番怪力のソフィーが、持てる力の全てを発揮し、転がっていたビルの外壁を、板状のコンクリートを背中で持ち上げていたのです。

　２メートル四方で、厚さ５センチほどのコンクリートでしたが、斜めにしたことで弾丸は跳ねました。

　大量の銃弾の群れは、その威力を使って空へと消えていきます。数発に１発、お尻が光る曳えい光こう弾だんが含まれているので、赤い光の線が上空を舞います。それは、花火大会のような綺き麗れいさでした。

「ボスっ！　ビルの中に！」

　ソフィーの声を聞いて、ボスはＰＴＲＤ１９４１を持ったまま、通りの右脇のビルへと飛び込みました。

　その巨体に似合わぬ素早い動きでしたが、それを追いかけたミニガンからの銃弾が、文字通りの火線になって襲います。

　本当にギリギリで、ボスは助かりました。両方のお下げの先端が射貫かれて、ボスの髪がほんの少しだけ短くなりました。三つ編みがほどけて、室内に飛び込んだボスの背中へとかかっていきました。

　髪が全部ほどけて顔の左右にもかかり、まるで落ち武者のような形相になったボスの脇に、コンクリート壁を手放したソフィーが飛び込んできました。そして、

「無事だねボス？　みんなを連れて逃げて！」

　他の四人のヒットポイントが減っていないことを、ボスは確認しました。こちらがミニガンの銃撃を引きつけている間に、反対側の建物の中に逃げられたようです。

　そして、回復中とはいえまだ二割にも満たないソフィーへと訊たずねます。

「お前はどうする？」

「私はみんなの撤退を支えるよ！　ハンヴィーとミニガンだよ！　普通に逃げたら全滅だよ！」

　ボスは理解しました。

　ソフィーはここで、チームを守って死ぬ気だと。

　そして、もし同じような状況なら、自分もそうするだろうと。さっき空港でやったように。

　だからボスは、余計なことは言いません。

　必要なのは、たった一言だけ。

「頼んだ」







　スモークが晴れた戦場の通りが、急に静かになりました。

　ハンヴィーは、通りの真ん中で堂々と陣取っていました。ルーフの上でミニガンの銃口を左右に動かして次の獲物を捜していましたが、もう動くものの姿はありません。

　ハンヴィーの運転席で、

「どうだ？」

　プロテクターと覆面とサングラス姿の男が、防弾ガラス越しに前を見つつ、後ろの銃座に立っている同じ格好の仲間に聞きました。

　ミニガンの射手は、通りを睨んだまま答えます。

「だめだ、確認できない。ＬＰＦＭの二人には絶対に当てたんだが、建物の奥に吹っ飛んでいって見えなくなった」

「あれだけぶち込めば、さすがに生きてはいないだろう」

　運転手が言いました。

　先ほど彼かれ等らは、ピトフーイとエムが見えなくなったあとも、ビルの中へと数百発をぶち込みました。

　廃墟の一階フロア、そのほぼ全てに銃弾をばらまきました。そこに何があっても、ズタズタに引き裂かれたはず。

「だと思うが、【Ｄｅａｄ】のタグは見えない。あの二人は強者だからな。油断はできない。ＳＨＩＮＣの連中も、恐らくほぼ無事だ。──俺は見張るから、報告を頼む」

　決して気を緩めない銃座の男は、ミニガンの射撃スイッチに指を添えながら、右へ左へと束ねられた六本の銃口を動かしました。誰かが飛び出してきたら、防弾板に守られた場所から、即座に撃ちまくるために。

　圧倒的に優位な状況でも、彼は一切気を抜きませんでした。

　運転手が、ギアをバックに入れました。攻撃されそうになったら、即座に後進する準備をしておいて、

「こちら二号車だ」

　遠くにいる仲間へと話しかけるのです。

「チームＬＰＦＭのグレネーダーに発見されたので、交戦した。予定通り、ＳＨＩＮＣ共々殲せん滅めつする。このエリアに援軍を求む」







「どういうこと？」

　レンは走りながら、左隣を走るターニャに聞きました。

　たった一言の短い質問ですが、ターニャには意味が分かりました。

『自分達だけのバトルを楽しむはずだったのに、なんで邪魔が入ったの？　一体全体、アイツら誰？　というか、始まってからここまで、いったいどんな流れでどうなったの？』

　要するにＳＪ４でこれまでＳＨＩＮＣに何があったのか。

　二人はボスとピトフーイに言われたとおり、とにかく自分達だけでも逃げています。足の速いコンビの全力疾走。

　自分達がどんなに頑張っても、太い道路の真ん中にいる装甲ハンヴィーとミニガンという化け物には、まず敵かないません。ヘタすると、近づくことすらできません。さらに、その後ろにはもっとたくさんの敵がいるかもしれません。

　それならば、とにかく撃たれない場所に逃げてひとまずの安全を確保するのが先決。最悪、チームメイトが全員死んだら、自分達だけでも生き残らなければなりません。

　ターニャが、レンの質問に答えます。

「アイツらと結託したのは、その前に別チームにやられそうになったからだよ！　で、一度連中に救われた。凍った湖の上の陣地で、背の高いジャージ姿の変なヤツが、レン達と戦わせてやるよと約束したので、ボスはのった」

　ファイヤのヤツか……。

　レンは奥歯を嚙かみました。

「じゃあ、ハンヴィーは結託チームの仲間でＯＫ？」

「ＯＫ。だってここまでタクシーよろしく乗せてきてもらったんだもん。あの連中がミニガンを持っているなんて、全然知らなかったけどネ！　爪を隠していやがった！　能ある！」

「じゃあ、わたし達たちのバトルを最後まで黙って見ていれば、どっちか、あるいは両方大ダメージで、そのあと楽ちんだったじゃん」

「そだねー」

「なんで途中で攻撃し始めたの？」

「知らない！　けど、それは約束破りだ！　先生に言いつけてやる！」




　あー、そりゃー、どー考えても、私がわりーんだろうなあ、うん。

　フカ次じ郎ろうは言いませんでした。思っただけでした。

　フカ次じ郎ろうは、ビルの中にある階段を、音を立てないようにゆっくりと下りていました。レンの声は通信アイテム越しに聞いていましたが、自分からは喋しやべりません。

　グレネード攻撃をやっていたとき、偶然見つけたハンヴィー。

　暇潰しと戯たわむれで、十階建てのビルの屋上から、そいつを攻撃しようとしたフカ次じ郎ろう。

　でも、その前に既に見つかっていたんですね。なかなかに優秀な敵ですね。ファイヤの〝部下〟達は！

　フカ次じ郎ろうのグレネード攻撃は、構えた段階でバレット・ラインで警告されてアッサリと躱されて、彼女の胸には有あり難がたい銃弾のプレゼントが届きました。

　それは胸と背中に付けた防御プレートの隙間を縫った攻撃で、小さなフカ次じ郎ろうの胸を斜めにぶち抜いていきました。かなり遠距離からの狙撃だったのに、一撃で命中とはいい腕です。

　心臓を外れたのか、ヒットポイントが半分奪われただけで済みました。

　これはフカ次じ郎ろうがＡＬＯで鍛えまくって頑丈だったからこそ。もしレンなら、即死を二回くらいしていたことでしょう。

　しかし攻撃は終わりません。遠くから飛んできた何かが、フカ次じ郎ろうが倒れた屋上で爆発しました。

　衝撃でフカ次じ郎ろうの体は吹っ飛ばされて、ビルの屋上にある階段出口まで移動させられて叩たたき付つけられました。

　破片もいくつか体に刺さり、さらにダメージを足されて、ヒットポイントは残り二割となりました。

　それだけで済めば、まだよかったのに。

　フカ次じ郎ろうは今、ＭＧＬ─１４０を持っていませんでした。

　爆発の衝撃で、右みぎ太たと左ひだり子こはフカ次じ郎ろうを捨て、遠い場所に旅に出てしまったのです。ビルの屋上から飛ばされて、下の階のどこかに落ちているはず。

　視界右下の武器アイコンのところに２丁とも形はあるので、破損して全損ということはないのでしょうが、おそらくは広い瓦が礫れきのどこかに紛れているのでしょう。これからビルを下りて、探す暇があるのか、そして見つかるのか、フカ次じ郎ろうには分かりません。

　階段を下りながら、思いました。

　もし自分があのとき、なんとなくハンヴィーを攻撃しようとしなければ──、

　まだ〝ＬＰＦＭ対ＳＨＩＮＣ〟は続いていて、勝っても負けても、レンは思いっきり戦えていたのでしょう。

　つまりは、自分のせい。

　だから、

「なんだよ、結託チームは裏切りも好きか！　ＳＪ３と勘違いしてねーか？　まったくひでー奴やつらだな！　そんな奴らとは縁を切って正解だよ！」

　フカ次じ郎ろうは全力でしらばっくれて、レンにそんな言葉を送りました。




「フカっ！　無事っ？」

　レンはフカ次じ郎ろうの声を久々に聞いて、ビルの瓦礫の脇に飛び込んで足を止めました。ターニャもそれに倣ならいます。

　さっき戦った通りからは、数百メートルは西に離れました。通りは巨大なコンクリートの欠片かけらだらけなので、ハンヴィーでも乗り越えてくることは不可能でしょう。

　ただ、スナイパーには警戒して、小さな身を最大限に低くします。

「ゾンビゲームじゃないから生きてるぜ？　けどまあ、ＨＰを見ての通りよ。しばらくお注射の時間だな」

　フカ次じ郎ろうの声が戻ってきました。小声で喋っているのでしょう。声に勢いがありません。

　レンの視界の左上で、フカ次じ郎ろうのヒットポイントが、二割からゆっくりと回復中。救急治療キットを二本打って、八割まで戻すつもりでしょう。しかし、それが終わるまで６分もかかります。

　その下に並ぶピトフーイとエムのゲージは、一割から動いていません。

　何かしらの理由で救急治療キットを打っていない、あるいは動けない、喋れない状況なのでしょう。

　レンは二人の無事を願いつつも、フカ次じ郎ろうとの会話に集中することにしました。

「何かに挟まれて動けなくなっているとか、敵に捕まったとか、そういうの、ない？」

「あー、大丈夫。さっきいた屋上でちょっちヤラレちまったけどさ、なあに、猫にかっちゃかれたようなもんよ」

〝かっちゃかれる〟とは〝引っかかれる〟の意味。主に北ほつ海かい道どうで使われる方言。

「どこが！　──今どうしてる？」

「ビルの階段をゆっくりと下りてる。どこに敵がいるか分からないんだよねー。これ、迂う闊かつに出たら撃たれるよねー。相手はＳＨＩＮＣじゃねーよな？」

「敵はファイヤの仲間！　ミニガン以外の武器は分からない！　何人いるのかも！」

「〝ミニガン〟ってなんだ？　ミニだから可か愛わいいのか？」

「恐ろしいヤツだよ！　発射速度が猛烈に速いから、一瞬でも食らったら粉々になるよ！」

「粉々か……。なあレンよ、〝粉ふん塵じん爆発〟って知ってるか？」

「それ、今、重要？」

「いやあ、粉になった私が爆発できないかなと思ってな！」

「うん、ムリ」

「おっとそろそろ一階だ。じゃあまた後でな。さっき話していたのは、お前のイマジナリーフレンドか？　それともターニャか？」

「後者」

「じゃあとりあえず二人で仲良く逃げろ。ピトさんもさっきそんなこと言ってたよな。生き残れ。英語で言うとサバイブ」

「でも……」

「私も死ぬつもりはねーよ。できるだけ隠れながら、Ｇみたいにコソコソ動くよ。こっから先はしばらく、おのおので己の命を守る行動を取りな。運が良ければ、またどっかで会おうぜ！　敵の音を聞き逃したくないから、一度、通信切るぜ」

　そして、フカ次じ郎ろうとの通話リンクが切れました。

「…………」

　レンが何も言えなかったとき、隣でターニャが、

「あっ！」

　驚きの声を上げました。

　レンが声の主をちらりと見ると、そこには銀髪の下に、泣き出しそうな顔があって。

「ソフィーが、死んだ」





＊　＊　＊






　時間は、少し戻ります。

「頼んだ」

　ボスはソフィーに言って、同時に、チームとしてなるべく戦力を保ったまま生き残る方法を考えました。

　ターニャ以外の五人は、太い通りの左右に分かれて、建物の中に隠れています。

　ハンヴィーに向かって右側に自分とソフィー。左側にアンナ、ローザ、トーマ。

　ターニャの声が耳には届いていますが、それはレンとの会話だと分かります。彼かの女じよ達たちは、今遠くに逃げていることでしょう。しばらくは大丈夫。

　ボスは、一度ターニャとの通信を切りました。

　そして残りのメンバーに向けて、

「なんとしても、ここを生き残るよ！　そして、あのファイヤのケツの奥深くに、全員で蹴りを入れてやる！」

　自然に出てきた言葉ですが、リアルでは言わない方がいいです。

「おう！」

「了解！」

「ハラショ！」

　アンナ達から声が戻ってきて、ボスは頼もしい仲間に顔を綻ばせました。それは怖い顔でした。

　しかし、具体的にこの状況を、最小のロスで打破できる方法が見つかりません。

　五階建てのビルの反対側に出口はなく、また隣の建物とも繫がっていません。プラズマ・グレネードで壁を壊すという方法もあるのですが、たぶんそのままビルが崩れるでしょう。

　すると、どうしても一度は通りに出て逃げるしかありません。

　しかしそれは、ハンヴィーからのミニガン攻撃に身をさらすことです。

　ソフィーが囮おとりになるとしても、彼女が死ぬ間に、四人一斉に逃げれば、全員無事に逃げ切れるでしょうか？

　いやムリだ。

　ボスは心の中で、首を横に振りました。

　ボス達が隠れている場所から、安全になれる交差点までは30メートルほど。幸いにも道に障害物はほぼないので、飛び出して角を曲がるまで、数秒もあればいいでしょうか。

　しかし、その数秒が難関です。

　普通の銃ならともかく、ミニガンから逃れる術はありません。

　あの銃は、文字通り一瞬で一人を屠ることができる武器です。５秒もあれば、ホースで水を撒まくように道を掃射されて、道の幅いっぱいに銃弾が飛んでくるでしょう。当然、全員被弾して死ぬでしょう。

　では、３００メートルほど離れているハンヴィーに肉薄攻撃を仕掛けるか？　ビルを伝って近づいて、最後はグレネード攻撃？

　もっとムリでしょう。近づく前に撃たれる上に、よしんば全てが上う手まくいったとしても、向こうは〝バックをする〟という手段があるからです。

　必死になって考えているこのとき、ソフィーがボスの背中に回って、ほどけてしまった髪を再び三つ編みにしてくれているのですが、ボスはまったく気付きませんでした。

　それは、リアルでも、咲さきに対してカナがよくやってくれる行動でした。

「ハイできた」

「お？　ああ、カナ──、じゃなかったソフィー、ありがとう」

「じゃあやるか！　みんな、転ぶんじゃないよ！」

「待て、何か案でもあるのか？」

　ボスが慌てて訊ねると、

「さっきレン達がやったでしょ？」

　ソフィーはニンマリと笑って、ボスに手を伸ばしながら答えました。




「タイミングが重要だ！　外すなよ。全員武器は一度ストレージにしまえ。デグチャレフだけは、私が持っていく！」

　ボスは仲間に命じました。

　言いながら、愛銃ヴィントレス消音狙撃銃とバックパックをストレージにしまい、長い物干し竿ざおのような対戦車ライフルを、抱えるように手にします。

　これは相当に重いので、持つと重量オーバーでペナルティがついて、ボスの快速が生かせないかもしれません。

　しかし、他に方法はありません。今後装甲ハンヴィーと戦うときに、あるいはそれ以外のバトルで、これがどうしても必要になるかもしれないのです。

　ソフィーが、

「みんな準備はいいね？　そんじゃ、タイミング合わせるよ。大丈夫、大会ほどは緊張しないって！」

　そう言うと、手にした細いロープを抱き上げました。

　それはパラコードと呼ばれる、ナイロン製の頑丈なもの。そして先端に結ばれているのは、スイカのような丸い物体。

　ソフィーは、割れた窓の脇ギリギリに立つと、

「行くよ！　そりゃあ！」

　ロープの先端を時計回りに振り回し、砲丸投げの要領で、道へと放り投げました。

「よん！　さん！　にい！　いち！」

　ゼロ！　でボス達四人が飛び出しました。

　そして同時に炸さく裂れつする、ロープに結んであった大型プラズマ・グレネード。ボスからのプレゼント。

　道の真ん中で、直径20メートルの、青い半球体ができあがって──、




「クソッ！　やられた！」

　ミニガンの射手は、撃ちませんでした。

　通りの幅を覆う半球は、ありとあらゆる弾を破壊してしまうか、それとも上下左右に弾いてしまいます。

　あの爆発の後ろで、今ＳＨＩＮＣは逃げ出しているはず。

「やるな！」

　運転手が、相手を称たたえました。

「だが……」

　あと２秒待てばいい。

　遅れてやって来た爆音を聞き、爆風を感じながら、彼は両手でミニガンのグリップを握り、中央にある赤い発射レバーに親指を近づけたまま、待ちました。

　プラズマ・グレネードの奔流は３秒ほどで収まります。そのタイミングで撃てば、道の上を横殴りに掃射すれば、ＳＨＩＮＣの背中を射貫けるはず。

　あと１秒。

　男が、発射レバーに指を添えました。力を込めようとして──、

「なっ！」

　一つの半球が消えたと同時に、もう一つの半球が生まれました。

　同じもの、つまりはデカネードの爆発です。さっきより、さらに自分達に近い場所です。

　再びの爆音と爆風がやってきて、青い嵐が消えて──、

　またも爆発。

　今度はさらに近く、ハンヴィーから２００メートルほどの位置。

「やってくれるぜ！　誰かがこっちに迫ってきてる！」

　ミニガンの射手は、敵の作戦に気付きました。デカネードを楯たてに使うだけではなく、次の１発をさらに遠くに投げることによる、肉薄です。

「了解！　しかしまあ、デカネードをよくあんな遠くに投げられるな！」

　筋力値によって重さは変わってきますが、それでも相当に重い物体です。運転手が疑問に思った答えを、ミニガンの射手は実際に見ました。

　爆発の球体、高さ10メートルの山を大きく越えて放り投げられたのは、もちろんデカネード。２メートルほどの、細いロープが結ばれた。

「ああ、紐ひも付つきだ。遠心力を使えばできる」

「なるほど！」

　爆発と土つち埃ぼこりで見えませんが、その向こうで行われていることを、男達は予想しました。

　投げた瞬間に既に開いてあったウィンドウの〝実体化〟ボタンを押せば、目の前にアイテムは現れます。ロープが結んであるデカネードが。

　それを手にして、作動スイッチを押し、一回転しながら投げれば──、

　重いデカネードでも、長距離の連続投とう擲てきが可能でしょう。砲丸投げはムリでも、ハンマー投げならできるという理屈。

　とはいえ、よくぞとっさにそんなアイデアが思いつくものです。

　ＳＨＩＮＣの連中、リアルでさぞかし色々なものを投げているのでしょう。それが何か、予想もつきません。夫婦げんかの皿でしょうか？

　四回目の爆発は、１６０メートルの位置。

　爆風が、重いハンヴィーの車体を揺らしました。運転手がぼやきます。

「弾薬復活があるからって、バカスカ投げてきやがる」

「まあ、俺もおかげで撃ちまくれるんだけどな。素敵なルールだぜ」

「確かに」

　ミニガンの利点はその超高速連射ですが、同時に弱点の元でもあります。大量の銃弾が必要になり、それでもあっという間に弾切れするという。弾丸復活のあるこのルールでなければ、ここまで活躍できる銃にはならなかったでしょう。

　五回目の爆発は、１３０メートルの位置。新しい爆発が、前の爆発でできた土煙を一瞬で吹き飛ばすのですが、すぐに新しい土埃が舞うので、視界は望めません。

「近いな。さらに来るぞ。一度下がるか？」

「いや、引いても迫るのは同じことだろう。それに、ここで勝負をしないのは向こうに失礼だ。そろそろやってみる」

「何をだ？」

「まあ、見てろ」

　五回目の爆発が収まりかけて、その上を飛んでくる６発目のデカネードを、

「どりゃ！」

　ミニガンの射手は狙い、そして撃ちました。

　ヴォォ！

　短く吠ほえたミニガンから７．６２ミリ弾が群れになって飛んでいき、そしてデカネードを捕らえました。

　撃たれると簡単に誘爆するのが、ＧＧＯ世界のプラズマ・グレネード。

　デカネードは空中で爆発して、通りの真ん中に、完全なる球体を生み出しました。

　通りを照らし出す、青白い、惑星のような光。

「綺麗だな」

　運転手が呟つぶやきました。

　球体の上部は高い位置にあり、下部もほとんど地面に接しているので、

「これなら次を送り込めまい」

　ミニガンの射手は、狙いを下げました。あの光が消えたら、即座に道を掃射です。文字通り、箒ほうきで掃くように。

　光が消えたら──、

「なにっ！」

　彼は見ました。青い光が消える前に、突っ込んでくる女を。

　小柄で横に長い、ずんぐりむっくりのドワーフのような女。ボスと話していたときに聞いた名前は、ソフィー。




「いい腕で助かるよ！」

　ソフィーは、撃たれることを見越していました。

　近づけばいつかは、ミニガンで撃たれたデカネードが、空中で炸裂することが分かっていました。

　ならば、空中で球体が生まれた瞬間に、脇を通り抜けられる。

　爆風が荒れ狂うわけですから簡単ではないでしょうが、それでもプラズマの奔流に触れることなく近づける、最初で最後のチャンスです。

　体を豪快に揺さぶられる中、建物と青い球体の間を全力で駆け抜けて、そして見ました。装甲ハンヴィーを。

　さっきは遠かった車体が、残り１００メートルほどに。

　このときソフィーには、ビルの中に逃げ込んで隠れる、という選択肢もありました。五階建てのビルの中に逃げ込めば、ハンヴィーも追ってこられませんし、上からのグレネード攻撃を避けて、その場から逃げ出すでしょう。

　しかしそれでは、ハンヴィーは道を進み、逃げた仲間達を背中から襲う可能性があります。

　ここで、動けなくしておかねばなりません。

　30メートルほど近づいたソフィーは、最後のグレネードに結びつけられた紐ひもをグルグルと回転させると、

「食らいなっ！」

　リアルで磨いた新体操の技術と、ヴァーチャルで得た筋力をフルに使って放り投げました。




　ミニガンの射手にも、運転手にも、ソフィーが投擲の姿勢に入ったのは見えていましたが、

「さすがに」

「ムリだろ」

　残り70メートルの距離を、あの重いデカネードを投げられるとは思いませんでした。またも目の前で落ちて壁になるのだと思いました。

「動くな！　仕留める！」

「了解！」

　だからミニガンの射手は、運転手にハンヴィーを動かすなと命令し、同時にソフィーに狙いをつけて撃ちました。

　デカネードが互いの間で炸裂する前に、ソフィーを射貫ければいい。

　そして狙い通り、数十発の銃弾がソフィーを襲い、彼女の体をポリゴンの欠片に、瞬時に変えました。まるで爆弾でも食らったかのような、粉砕でした。

　ＳＨＩＮＣのソフィーは、ＳＪ４から退場しました。

「よし！」

　運転手が言うのと、

「しまった！」

　ミニガンの射手が叫ぶのが同時でした。

　死ぬ直前にソフィーが投げた紐付きの手しゆ榴りゆう弾だんは、70メートルの距離を見事に飛んで、狙い通りハンヴィーのルーフ、防弾板の上から車内に、入りませんでした。

　それはハンヴィーの少し前にぽとんと落ちて、そこで普通に爆発しました。

　ミニガンの射手には見えていました。それがデカネードではなく、プラズマ・グレネードでもなく、米軍が使っている《Ｍ６７》だったのが。

　つまりは、リアル世界にもあるごく普通の、破砕手榴弾。野球のボールほどの大きさのあれなら、遠心力をつければこの距離だって届くでしょう。

　安全ピンを抜いてから作動までの時間は５秒で、まさに車体の少し前で爆発しました。

　装甲ハンヴィーは、対人用の破片を撒まき散ちらす手榴弾では破壊できません。ボディもガラスも貫けませんし、車体を揺らすだけです。

　しかし、タイヤは別。破片が刺さった両方の前輪タイヤからは、空気が勢いよく抜け始めました。

　もちろんハンヴィーの車内へ投げ込むという選択肢もあったでしょうが、それはかなり難しくなります。だから、確実なパンクを狙ってきたのです。

「やられたぜ……。まったくなんて女だ」

　ミニガンの射手は、全てがソフィーの狙い通りにことが進んだことに、覆面の口元を綻ばせました。

　運転手もまた、

「最初からタイヤ狙いか！　お見事！」

　相手を褒めながら、サイドミラーを見ながら、前輪が両方ともパンクしたハンヴィーをゆっくりとバックさせます。

　ハンヴィーは軍用車両なので、パンクをしても、すぐに走れなくなるということはありません。ランフラットタイヤと呼ばれる、タイヤの左右の構造が頑丈なタイヤを履いているので、ペッチャンコのぐちゃぐちゃには簡単にはならないのです。

　とはいえ、本来持っている車としての性能はがた落ちになり、最高速度も制限される状態では、この先に突っ込んでいくのは無謀でしょう。

　ガタガタと揺れるハンドルを握りながら、運転手が笑いました。

「あはは。いい敵だな。──いやあ、楽しいじゃないか、スクワッド・ジャム」

　そして、ミニガンの射手も、

「ああ、いい敵だ。──こりゃあ、俺おれ達たちだけで楽しんでたら怒られるな」





＊　＊　＊






「ソフィーが、死んだ」

　ターニャの声が聞こえた直後でした。

「レンちゃん、無事？」

　レンの耳に、ピトフーイからの声がかかりました。

　どっちを気にするべきか悩みましたが、ここはチームメイトからの連絡を優先しました。

「無事！　ピトさんこそ！　今どうなってる？」

「メッチャ元気。あー、やっと動けるわー」

「死にかけだよ？」

「今、救急治療キットを打った」

　レンの視界の中で、ピトフーイとエムのヒットポイント回復が始まりました。

　二人とも今は一割程度。ピトフーイの手持ちは残り二本なので、６分後に七割まで復活。

　エムは三本まるまる残っているので、９分後に十割の回復が見込めます。それまで敵に１発も撃たれなければ、ですが。

「エムさんも一緒？」

「そうよー。そっちは一人？」

　ピトフーイの問いに、レンは素直に答えます。

「ターニャと一緒！」

「おっけ。仲良くね。スキャンを見て報告ヨロ。話はその後で」

　もうそんな時間なのかと、レンは慌てて胸ポケットからサテライト・スキャン端末を取り出しました。

　隣では、ターニャが既に画面を睨んでいました。

　レンも見ると、既に13時40分になっていました。

　ＳＨＩＮＣを発見して挑むことにしてから、10分しか経たっていませんでした。ほぼずっと走りっぱなし、戦闘しっぱなしの、濃すぎる10分間でした。

　十回目のスキャンが、既に始まっていました。30秒前に震えたはずの腕時計に、フカ次じ郎ろうと会話中のレンは気付いていませんでした。

　スキャンは南から始まっていて、すでに地図の中で半分ほど進んでいました。

　湖上では、六つの結託チームの位置を示しています。

　もちろんそれはリーダーだけなので、こちらに向かっているプレイヤーがたくさんいるはず。車があるのだから、彼等の移動速度は人間の十倍以上になることを、忘れてはいけません。

　空港エリアには、残り二人になったＭＭＴＭが。

　クレーターエリアには、動かないＺＥＭＡＬ。寝てるんでしょうか？

　スキャンが北へと進み、自分の位置を示しました。おかげで、敵はレンがここにいることを知りましたが、レンもまた、自分がどこにいるかを知ることができました。

　走りまくったレンは今、マップ北西部の廃墟エリア。マス目の表示だと、〝７の一〟あたりです。

　ＳＨＩＮＣは、つまりボスは、一つ隣の〝６の一〟にいます。レンがさっきＳＨＩＮＣと戦ったのもそのあたり。

　周囲に別の敵はと捜すと、いました。色々とご縁がある、フルプロテクターのＳＦ兵士集団Ｔ─Ｓが、廃墟エリアの西側、〝10の二〟の中に。

　それらをピトフーイに報告している間に、スキャンは終わりました。

　ターニャがボスと話をしているみたいなので、レンはピトフーイとの会話に集中します。どうやら彼女は、走っているようです。

「どうすればいい？」

「とりあえずそこにいて。位置はバレているから周囲の警戒だけは怠らずに。敵がチラリとでも見えたら──」

「うん。全力で西へと逃げる」

「そう。私達は北側からそちらに向かう。まあ、満まん身しん創そう痍いだから途中で転んで死んだらゴメンね」

「縁起でもない！　でも、ミニガンの掃射を食らってよくぞ……」

「いやあ、死んだかと思ったわよ！　でもまあ、運も味方につけてね」

「どうやったの？」

「エムのおかげ。アイツが私に覆おおい被かぶさった」

「ああ、背中の防弾板で……」

　レンにはすぐに分かりました。

　あの楯は一枚であっても、７．６２ミリ弾の攻撃を完璧に防ぎます。エムの大きな体で、ピトフーイを守ったのでしょう。

　でも、弾は貫かなくても、その衝撃は防がないわけですから──、

「押されてダメージ？」

「そっ。でも、ミニガンって怖いわねえ。銃弾が同じ場所に１秒で何十発も命中して、私とエムをコンクリの壁に押しつけたのよ。リアルだったら、二人とも肋ろつ骨こつが全部折れていたでしょうね」

「こっわっ……」

　ゲームでよかった。

　これをＧＧＯで思うのは何回目か、レンはもう覚えていません。

　まあ、ＳＪ２でレンに股間を縦に斬られた人も、そう思っていたでしょうけれど。彼はまだ、ＧＧＯを続けているのでしょうか？

「で、ハンヴィーがずっと目の前にいたのでビルから出られなかったんだけど、ＳＨＩＮＣのズングリムックリちゃんが頑張ってくれてね。前輪がパンクしたハンヴィーが、撤退してくれたのよ」

「ああ……」

　レンには詳細は分かりませんが、ソフィーはそれで死んだのでしょう。

　あとでお礼を言わなければ。

　それともお菓子をご馳ち走そうするか。







　レンがピトフーイと話している間、ターニャは通信アイテムを再び繫げたボスから、状況を聞いていました。

　四人の仲間達は、ソフィーのおかげで以後のダメージはなく、一団となってこっちに逃げているとのこと。

「よし、合流しよう！」

　ボスの返事は、

「もちろんだ。アイツらに食らわせないと気が済まんからな──、ガフッ！」

「ボスっ？」

　ターニャの視界の中で、ボスのヒットポイントが三割、一気に減りました。残り七割。




「狙撃だ！　左！」

　廃墟の十字路で、ボスは転倒しながら叫びました。

　そこは逃げ出してから二つめの大きな十字路。どうしても、敵がいる可能性が高い南側からの視界が開けてしまう場所です。

　しかし、西に逃げるためには通らざるを得ません。

　先行していたトーマ、アンナ、ローザは無事に30メートルほどの危険地帯を通り抜けたのですが、重く長いＰＴＲＤ１９４１を持っていたボスの走る速度は遅く、飛んできた銃弾に左ひだり腿ももを射貫かれました。

「ぐっ！」

　ボスはバランスを崩しました。もう左足で支えるのは不可能で、転倒不可避です。

　しかし、その場に腹はら這ばいに倒れてしまっては、確実に次の弾に射貫かれます。

「だあっ！」

　ボスは長いＰＴＲＤ１９４１を抱きしめながら、右足の力だけを使って身を捻ひねりました。

　槍やりのように長い銃を軸に巨体を横倒しにしてゴロゴロと転がり、立て続けに飛んできた２発目と３発目を躱かわしました。

　巨体に似合わぬ素早い動きでした。新体操でアクロバティックな動きに慣れていなければ、簡単にできることではありません。

「南にスナイパー！　ボス被弾！」

　通りの角からアンナが素早くスモーク・グレネードを投げて、そのボスと、南側のどこかにいるはずの敵狙撃手の間に灰色の煙幕を張りました。

「どこだ？」

　ＰＫＭマシンガンを実体化したローザが、アンナの後ろから聞いてきました。煙で見えなくてもいいから、だいたいの位置に銃弾をぶちまけるつもりでしょう。

　しかし、

「分からない！」

　アンナは正直に答えるしかありませんでした。

　ボスが狙撃されたとき、そして２発目３発目を撃たれたとき、銃声はまったく聞こえませんでした。発射のマズルフラッシュが見えませんでした。

　ならば相手は、サプレッサー装備。

　これは中に小部屋を設けた金属製の筒でしかなく、設計図と加工技術があればそれほど労なく作れてしまうモノですが──、

　銃の先端に取り付ければ、これだけで位置がまったく分からなくなる、実に恐ろしいアイテムです。

　分かったことと言えば、発射間隔の短さから自動連射式であることと、ファイヤの結託チームの一員であること。

　そして、

「連中、本気で私達を潰しにきてるよ！」

「だろうね！」

　トーマが同意しながら、左腿の痺しびれで上手く走れず、這はうようにして通りを渡りきったボスを引っ張りました。

　どうにか角に隠れたボスですが、16キログラム近くあるＰＴＲＤ１９４１は、さすがに持ってこられませんでした。広がってきた煙で見えませんが、今も交差点の真ん中に落ちているはず。

　ボスは険しい顔で、

「これではしばらく走れん。お前まえ達たちは先に行け！」

「でもっ！」

　さすがに承服しかねたトーマですが、

「はやく行かないと、次の交差点にも別のスナイパーが陣取るぞ！」

「くっ！」

　これには反論できませんでした。

　敵の数が多いと分かった今、とにかく一度態勢を立て直さなければ、一方的に追いかけられて不利になるのは明白です。

「私も後から行く！　ターニャとの合流を優先しろ！」

「了解！　ご武運を！」

　そして、アンナ達三人は、ボスをその場に残して走っていきました。

　その背中を見ながら、

「聞こえたなターニャ。お前達はまだやれる。いつも通り、ポイントマンをしろ。少しずつ西へ逃げつつ、周辺の安全を確保しておけ」

「りょ、了解！　──でも、ボスはどうするの？」

「足が動くようになったら、デグチャレフの回収を試みる」

「無茶だよ！」

「かもな」

　ボスは、腿ももを揉もんで痺れを取りながら、まだ濃いスモークの中で考えていました。

　今交差点に飛び出しても、相手も狙撃はムリでしょう。無駄弾を撃ってくるようなヘボでもないでしょう。しかし自分も、ＰＴＲＤ１９４１を見つけることができません。

　あの銃を諦めるか否いなか。

　まだ足は痺れているので、スモークが晴れるまで待つことにしました。

　見えて、少しでも取りに行けそうなら、その可能性に賭けてトライ。絶対に無理そうなら、諦める。

　ムリをして死ぬつもりはありませんが、あの銃を諦めるのもイヤだ。

　ボスが心の中で葛藤をしている最中に、つまり答えが出る前に、スモークが突風に躍らされて急速に晴れていきました。

　そして、ボスは見ました。

「なんでお前がいるっ？」

　思わず叫んでしまいました。

　交差点のど真ん中で、緑の迷彩服を着た巨体が──、

　エムがＰＴＲＤ１９４１を構えていました。
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第十三章　「撤退・その１」









　ボスが見たのは、バックパックとＭ１４・ＥＢＲを背負った、緑色の迷彩服の大男。

　そして、そいつが伏せて構えている自分達の銃、ＰＴＲＤ１９４１。

　長い銃身は、左右３枚ずつ組み合わさった、扇状の楯の中央から伸びています。

「なんでお前がいるっ？」

　ボスの方を見ずに、エムが答えます。

「借りるぞ」

　次の瞬間、エムの楯に銃弾が命中して跳ねました。

　それが自分の方へと跳弾してきて、

「ひゃっ！」

　ボスは巨体をべったりと伏せました。

　同時に、

「そこか」

　エムの手の中で、ＰＴＲＤ１９４１が吠えました。

　銃口の前から、そしてマズルブレーキの左右の穴から、大量のガスを豪快に吹き出して、爆弾の破裂もかくやという大音響を生み出しました。一瞬で、周囲に土埃が舞います。

　直径１４．５ミリ。重さにして60グラムという巨大な弾丸が、マッハ３弱という呆あきれた速度で飛び出ていきます。

　エムの楯を破壊するために手に入れた銃が、エムの手によって、エムの楯の中から放たれる様子を、

「…………」

　ボスは低い位置から見ていました。




「ちっ！　あの楯はチートだぜ！」

　サングラスに覆面姿、全身毒々しい迷彩服の男は、ビルの窓から身を躱しました。

　エムとボスがいる交差点から、およそ４００メートル離れた場所にあるビルの一室。

　男は窓まど際ぎわで伏せて撃ったＭ１１０Ａ１、サプレッサー付き狙撃銃を抱きしめると、サッと左に身を回転させます。

　右利ききで構える彼にとって、それが一番早い移動の方法だからです。

　慣れた素早い動きでした。分厚いコンクリートの壁の後ろへと、一瞬で隠れました。

　そこに飛んできた銃弾が、コンクリートに大穴を開けて、

「がっ！」

　その破片が、男の頭を直撃しました。

　強烈な打撃を食らった男のヒットポイントは、一気に四割減。

　もし回転して逃げるのがあと少し遅かったら、壁をぶち抜いてなお威力があった銃弾に、頭を射貫かれていたことでしょう。

　男は迷彩服と覆面を土埃だらけにしながら、

「ちっ！　あの銃もチートだな！　くわばらくわばら！」

　愛銃を抱えて部屋から飛び出ました。

　廊下を走りながら、男は救急治療キットを手早く打ち、

「俺が銃を抱いて左に転がると、完璧に読んでいたな……。いい腕だ。今度からは気をつけるよ」

　そして声を弾ませます。

「仕留め損なった。全員、一度合流しよう。リーダーも来てくれ。どうやら、思っていたほど楽には倒せない相手のようだ。ハンヴィー組にも連絡を頼む。キッチリと網を張って、追い込むぞ！」

　通信アイテムで、同じ迷彩服を着たチームメイトに声を送りました。

　そして、

「楽しくなってきたぜ！」




　ビルの間を何往復もした轟ごう音おんと、周囲を揺らした土埃が収まった頃、

「逃がしたようだ」

　スコープを覗のぞいていたエムが、ぽつりと呟きました。

　視界の先ではコンクリートの壁に大きな穴が開いていますので、その後ろで死んでいれば、【Ｄｅａｄ】のタグの光がかすかにでも見えるはず。

「やーい、どヘター！」

　ピトフーイの声が、どこかから聞こえました。

　ボスが身を起こすと、反対側の交差点の角に黒い服の女が──、ドラムマガジンを付けたＫＴＲ─０９を右手に、左手には楯を二枚並べたものを持って立っていました。

　まごう事なき、さっきまで撃ち合いをしていた相手です。

　ボスはストレージ操作をして、バックパックとヴィントレスを実体化しました。

　そして──、

「その銃をこっちに持ってきてくれれば、銃弾のプレゼントはナシだ」

　あえて挑発的な言葉を、エム達にかけました。

「そっちに持っていくだけでいいのか？　二人で一緒に持てば全力で走れるだろう」

　エムからはそんな心温まる言葉が返ってきて、

「じゃあそうするか！」

　ボスはニヤリと笑いました。それは、願ってもない申し出でした。

「よう、二人とも結婚しちゃいなヨ！」

　ピトフーイが、小学生のように囃はやし立たてました。




　ボスは、残り一本だった救急治療キットを躊ちゆう躇ちよなく打ちました。これで、３分後に体力が全快しているはず。

　ピトフーイが楯で身を隠しながら交差点を渡ってきて、その中央で、エムの楯を畳む隙をガードします。

　エムはさっき、スモークの中で楯を広げてＰＴＲＤ１９４１を拾い、構えるところまでやったのでしょう。ほぼ手探りで。

　二人の接近に、ボスはまったく気付いていませんでした。いきなり撃たれて殺されても、おかしくなかったところです。

　助かったか……。

　ボスは自らのミスを素直に認めた上で、ピトフーイとエムがやってくるまで、ヴィントレスのスコープを覗いて南側を警戒していました。







「やは！　大変なことになったわねえ」

「まったくだ！」

　ピトフーイとボス、そしてエムの三人は、西側に向けて走り出しました。

　ＰＴＲＤ１９４１は、銃身をボスが、ストック部分をエムが持って重量を分散しました。おかげで、エムの最大速度までは駆けることができます。

　ピトフーイは殿しんがりを務め、楯を左手に保持しながら、そしてほぼ後ろ向きに走りながら、追撃してくるかもしれない敵を警戒しました。

　ボスが、通信アイテムで仲間達に伝えます。

「ピトフーイとエムと一緒にいる。呉越同舟だ。皆、ターニャ達と合流したら位置を頼む」

　了解との返事をもらい、無事であることを全員から喜ばれました。

　走りながら、ピトフーイがさりげなく訊ねます。

「結託プレイのリーダーって、〝ファイヤ〟って名前のノッポ？」

「知ってるのか」

　ボスはあまり驚きませんでした。単に、それなりに有名なプレイヤーなのだろうと思いました。個性的なスタイルですし。

「やっぱりねえ。で、六チームの内訳は？」

　もはや結託チームに戻る可能性など、ゼロでしょう。ボスは、ここは素直に教えることにしました。

「ジャージ姿のファイヤのチーム。見たこともない毒々しい迷彩服のチーム。頑丈そうな胸プロテクター装備のチーム。ここまでが覆面とサングラスだ。他の三つのうち、一つは今までも出ていた光学銃だけのＲＧＢ。他の二つは、残念ながら初参加で不明だ。最初の三つ以外は、湖上での雰囲気からして、ＳＪが始まってから誘われた印象だな」

「ふむ。ハンヴィーを転がしているのは？」

「プロテクターのチームだ」

「ふむふむ。ミニガンもそいつか。厄介ね」

　ピトフーイの言葉に、ボスは先ほどの二人の様子を思い浮かべました。

　そして、素直に思うところを口にします。

「よくあの距離でミニガンを食らって、二人とも生きていたな……。私は即死を覚悟したのだが」

「光剣で全部切り落としたのよ」

「そりゃあ凄すごい」

　ツッコミ返さずに流したボスでした。そして、

「こっちは、チームを逃がすためにソフィーが死んだ」

「おかげで助かった。あとでお礼を言っておいて」

「分かった。──しかし、あのミニガンとハンヴィーは実に厄介だ。さらには狙撃手も凄すご腕うで。相手の人数も多い……」

　今もいつ撃たれるか分からないまま、三人は必死で走ります。

「そうね。たぶん今頃、私達包囲網を敷いているでしょう。六チームの半分でも出せば十分」

「どうするつもりだ？」

「一緒に逃げる気、ある？」

　ボスは２秒ほど考えて、

「それしかあるまい。ファイヤ達を倒し、最後の二チームになってから、決着をつけよう」

「じゃ、そのように」

　やがて、レン達と合流していたＳＨＩＮＣのメンバーから、弾んだ声がボスの耳に届くのです。

「見えたよ！　こっち！」





＊　＊　＊






　レン達がＳＨＩＮＣに挑んだところから、エムの射撃で銃声が止やむまで──、

　酒場の観客達は、歓声を上げたり悲鳴を上げたり囃し立てたりしながら見ていました。大変に盛り上がりました。

　ひとまず対人バトルがなくなって、中継映像はチームの全体像を映すほんわかした空撮に切り替わりました。

　片方の大画面では、凍った湖上で座るファイヤ達が映っています。迷彩服チームと胸部プロテクターチームが一人もいないことで、リーダーを含めた彼等全員が、廃墟へと出張っていることが分かります。

　ＲＧＢは相変わらず、湧き出るモンスターを光学銃でビシバシ射貫いていました。輝いていました。

　もう一方の大画面では、マップ北西部の廃墟を映しています。

　大きな通りに大小様々な瓦礫が転がる場所なので分かりづらいですが、ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣが集まっています。灰色の世界に、小さなピンクが目立ちます。

　そして始まる、ＳＪ酒場名物の勝手な勝負予想。野球場で酔っ払った親おや父じ達が、好き勝手なことを言うようなアレです。

「アマゾネスもレンちゃん達も、だいぶダメージ食らってるからな。これは勝てんだろ」

「結託チーム、今回は普通に強いじゃんか……。なんだよ順当かよ！」

「というか、今までの結託チームが割とグダグダだったってことよ。まあ、俺に指揮を取らせてくれたらこれ以上やれたけどな！」

「覆面野郎達はやっぱり、個人個人が相当の凄腕なんだな。銃もスゲエよ」

「ハンヴィーにミニガン載せれば、誰でも勝てるわ！」

「それはどうかな？　前輪両方ともパンクしたぜ？」

「背面に予備タイヤ積んでただろ？　もう一台から持ってくれば交換は可能だ」

「なるほど、そういやそうか」

「市街地での〝テクニカル〟は無敵だわ。賭けてもいい。今後ピンクのチビ達に勝ち目はない」

　などなど、各自勝手な予想ですが、なんとも一方的なムードです。

　ちなみにテクニカルとは、軽車両に重武装させた戦闘車両のこと。普通は装甲もないようなピックアップトラックに、重機関銃を積むなどします。

　エンジンの力で移動できるというのは、もうそれだけで遙はるかにアドバンテージがあるというのに、対戦車ライフル以外の弾は弾はじき返かえすハンヴィーの装甲プラス、ミニガンという重武装。

「チートだ！　チーターだ！　チーテストだよ！」

「お前は〝チート〟と言いたいだけだろうが！」

「うん！　好きな言葉なんだ」

「認めるなよ。好きってなんだよ。勝手に最上級作るなよ」

　ここで、ＳＪ１からずっと観戦している男が、力なく喋ります。

「ハンヴィーは全部で三台あるんだっけか……。それをメインに使って廃墟で追いかけて、残りは狙撃手が仕留める……。マップ北西部から逃げるのはまずムリ。あ、これ、詰んだわ。オレのレンちゃん達、終わったわ……」

　隣にいたスキンヘッドの男が、気落ちした男の肩をポンと叩たたきました。

「同意しておく」

「やっと、オレのだと認めてくれたか！」

「いやそこじゃない」





＊　＊　＊






　13時48分。

　廃墟エリアの一角に、レン達が隠れています。

　５分間同じ場所にいると湧いて出るモンスターを警戒し、レン達は一度場所を変えてから、作戦会議をしていました。

　そこにいるのは、死んだソフィー以外のＳＨＩＮＣ五人と、レンとピトフーイとエム。

　フカ次じ郎ろうは通信アイテムを切って以来連絡がなく不安ですが、ヒットポイントは順調に回復しているので、どこかで生きています。

　なあにフカのことだ。なんとかなるだろう。

　レンはまったく心配していませんでした。

　似たような状況は、シャーリーとクラレンスも一緒。この二人はずっと無傷のようで、一度もヒットポイントが減っていません。どこで何をしているのやら。

　レン達が今いるのは、大通りの交差点です。片側二車線道路の交差点なのでとても広く、50メートル四方はあるでしょう。ビルの外壁や、横倒しになったトラックなど、銃弾を防げそうな頑丈な掩えん蔽ぺい物ぶつも転がっています。

　さらに、高いビルが豪快に横倒しになっています。

　どうして倒れているのに形を保っているのかは、やはり無視しなければなりません。しかしおかげで助かりました。

　横倒しになったビルは、高さが20メートルはある壁になって、南側と東側の二方向を塞いでくれています。この交差点では、西側と北側だけに道が、そして視界が開けています。

　これで、少なくとも東や南から狙撃される心配はないでしょう。ひとまずの防衛には適した場所でした。

　レン達は、腰を低くして周囲を警戒していました。

　もちろん敵が来たら、西側へと全力撤退する予定。アンナとトーマが、注意深くドラグノフのスコープを睨み、ローザのＰＫＭマシンガンが、サポートに付いています。

　エムは手元にＰＴＲＤ１９４１を置いて、トーマの脇でＭ１４・ＥＢＲを構えていました。楯は全てバックパックに入れて、背負っています。バックパックは中央に大きく穴が開いていて、そこだけ板が見えていました。

　廃墟の上空はすっかりと雲に覆われて、強くなったり弱くなったりする風が、ビルの間を通り抜けていきます。

「状況は以上だ。ファイヤ率いる結託チームの連中に、我々は追い出された」

　ボスの声に、

「まったく、あの男め！」

　レンは思わず言ってしまいました。脇でピトフーイが、

「あちゃー！」

　大声で驚きました。

「ん？」

　レンが首を傾かしげて、ボスは訊ねます。

「レンも知っているのか。ファイヤとは、どんなヤツだ？」

　ピトフーイもレンも知っているのならそれなりの有名プレイヤーだろうと思って、〝敵を知る〟ために何気なく発した言葉ですが、

「えっ！　いや、その……、えっと、そのね……」

　レンがしどろもどろになったのを見て、ボスはそれ以上の何かを感じ取りました。ＳＨＩＮＣの他のメンツも同様です。

　うがー！

　レンは己の失言を悔いましたが、ピトフーイの大仰な驚きがわざとだと思い至り、

　うぬう……。

　奥歯を嚙みしめました。

「ま、知っておいてもらってもいいでしょ？　レンちゃんのリアルを知っている人たちなんだから」

　ピトフーイがサラリと言って、レンはもう反論する気も失うせました。ああ、好きにしろよと。

　それから20秒ほどかけて、ピトフーイはレンとファイヤのことと、結婚を前提にしたお付き合いをＳＪ４に賭けていることを説明。

　中身が女子高生のＳＨＩＮＣの盛り上がりは凄すさまじく、黄色い歓声が低い声で飛び交いました。

　その様子を空撮で見ていた観客達が、どんな作戦会議をしているのか首を傾げました。




「なるほど。全力で勝負したいか……。いいだろう」

　凍った湖の上で、ファイヤが通信相手に言いました。

　彼の周囲には、同じく濃い青色のジャージ姿のチームメイトと、灰色迷彩のチームと、砂漠迷彩のチームと、ＲＧＢの皆さんがいます。

　さっきまでと同じく、ＲＧＢの皆さん以外は、武器を実体化していません。言わば丸腰。

　そして、独自の迷彩服の男と、ＳＦプロテクター姿の男達は一人もいません。ハンヴィーも、一台も残っていません。

　ファイヤは、遠くにいる彼等十二人に対して、嬉うれしそうでも、悲しそうでも、楽しそうでもなく、事務的に言うのです。

「これまで色々と制約をつけてしまって、悪かったね。これからは、存分にバトルを楽しんでくれ。ピンクの小さい子を含む連中を、全員退場させてしまって構わない」




「とまあそういうわけでね、この勝負は色々と複雑なのよ。でもね、それでもレンちゃんは、みんなとの戦いをとーっても楽しみにしていたんだからねっ！」

　ピトフーイが説明の最後をそう締めて、ばちこーん！　と音が聞こえそうなウインクをかましました。

「…………」

　しばし絶句していたボスですが、そしてその後ろでＳＨＩＮＣのみんなが絶句していますが、

「レエエエエエン！」

　いきなり巨体が吠えながら迫り来ると、ゴツい手でレンの小さな手を握りしめました。骨が砕けるかもしれない勢いでした。

「うひっ？」

「私達が、レンを守りますからっ！　絶対に、絶対に守りますからっ！」

「はへっ？」

　どうやらボスの、いや中の人の咲さきの、少女漫画的乙女思考のスイッチが入ったようです。ゴツいゴリラ女が、目をキラキラと潤ませてレンに顔を寄せて、

「そんな、望まれない結婚なんてしちゃダメです！　ダメなんですう！」

「いや、まだ決まったわけでもな──」

「私達が、なんとしても守りますうっ！」

「あの……。でも、もしなんかあったら全力でしらばっく──」

「死ぬ気で守りますからああああ！　私を楯に使ってくださあああああああい！」

　イヤちょっと待って。勝負は？　ショーブは？

　ボスは険しい顔で周囲の仲間達を睨ねめ付つけると、

「おおい！　お嬢様方！　聞いたな！　──たった今から我々は、不幸な結婚を強いられてしまったお姫様を守るために戦い、そして死ぬぞ！」

　なにそれ結婚確定？

「ウラアアアアアア！」

　なにその全員の気合い怖い。巻き舌上手い。

「あらまあ！」

　あとピトさん、脇で幸せそうにニヤニヤするな。見えてんぞ。

　ボスの気持ちの全力疾走は止まりません。

「そうだエム！　お前の楯で箱を作ろう！　それにレンを入れてダクトテープで巻いて、私達が担かつぐ！　囲まれてしまったら、それを遠くに投げて、レンだけでも逃がす！」

　宝物かわたしは！　戦わせろ！

　あと、投げるな！　落ちたら死ぬわ！

　誰でもいいから助けてくれ、とレンが思ったところに、

「まあまあエヴァっち、エヴァっち。どうどう。落ち着いて。クールダウン」

　こうなった元凶のピトフーイが助け船を出すのです。

「まずとりあえず、この場を生き残ることを考えなくちゃ。こうしている間にも、包囲網はジワってるんだから」

「うむ。そうだな」

　急に素に戻るのも怖いぞ。

　エムが、女達の会話に割って入ります。

「盛り上がっているところ悪いが、そろそろスキャンだ。全員警戒しつつ、リーダーは端末確認」

　おっとそんな時間ですか。

　またもレンは、スキャン30秒前の腕時計の振動に気付かなかったなと思って、久しぶりに長袖をめくって左手首内側にある時計を見ました。

「あれ？」

　時計がありませんでした。

　どこかのバトル中に、吹っ飛んでなくなっていたのです。それは、気付かないワケですよ。

　むう、ずっと愛用していたのに……。

　安価なアイテムではありますが、ＳＪ以来ずっと苦楽をともにしていた腕時計がなくなるのはちょっと寂しく、同時に凶兆でないことを祈るばかりでした。







　13時50分。

　スキャンが始まりました。東から。

　レンとボスとピトフーイとエムが、姿勢を低くしたまま、その画面を睨みます。

「ＭＭＴＭはまだ空港の外れ。わたしたちが、二人にまで減らしてる」

　レンが画面を見ながら報告して、ボスが、

「了解！　助かる！」

　情報提供を感謝しました。

　ＭＭＴＭはたった二人なので、今頃は、

「子供でも作ってるかしらね？」

「ピトさん、下ネタ禁止！」

　スキャンが西へと進み、

「湖上！　ああ、四チームに減ってる！　ＷＥＥＩ、ＰＯＲＬ、ＳＡＴＯＨ、ＲＧＢ！」

　これでレンは覚悟しました。二チームが、フルメンバー十二名でこちらに来ていることを。

　ボスが、

「予想だが、ＷＥＥＩがファイヤのチームだと思う。前のスキャンで見た感じ、アイツの座っていた場所に近かった。あくまで、予想だがな」

「了解！　助かるよ！」

　そして、スキャンが西に進みます。クレーターエリアにはＺＥＭＡＬがいるのでそれはもう無視。彼等はたぶん、そこに家でも建ててますよ。マシンガンハウスを。

　スキャンが進みます。自分達の場所に、そして敵の位置に注目です。

「いた！　ＷＮＧＬと、Ｖ２ＨＧ！」

　やはり、廃墟の中にいました。移動した敵二チームです。この名前を覚えました。

　相変わらず、ＳＪの省略表示は呼びにくいです。〝ダブルジー〟と〝ブイツー〟とでも呼びましょうか。

　二チームは、ほぼ同じ場所にいます。マップのマス目表示で言うと、〝８の二〟の北東側。

　すぐに自分達の位置が表示されて、これでＳＨＩＮＣとＬＰＦＭの結託が残存プレイヤー全員に伝わります。

　自分達は、〝９の一〟。その中央北側。敵二チームとは、１キロ離れているかいないか。

「近いな……」

　ボスが唸うなりました。このスキャンが終わったら、敵二チームは肩を並べて進撃してくるでしょう。

　スキャンが終わるかと思った瞬間、もう一つの光点が付きました。

「あ！　近い！」

　レンが声を上げました。そういえば、彼等も残っていました。全身プロテクターの頑丈な連中にしてＳＪ２の優勝チーム、Ｔ─Ｓが。

　場所は〝10の一〟の右下。

　レン達と敵二チーム、そしてＴ─Ｓは、綺麗な三角形を描ける配置でした。

「思っていたより遠いけど、まあいいか」

　ピトフーイがそんなことを言って、ボスがすぐに気付きます。

「ははあ、彼等をこの戦いに巻き込むつもりだな」

「そっ！　西しか逃げる方向がなかったけど、少なくとももう一チームいるのは、敵にとっては不確定要因だからね」

「しかし、連中がこちらを撃ってくる可能性も」

「メッチャある。それも含めて──」

　ピトフーイが、ＫＴＲ─０９を持ちながら、身を起こしました。

「ゲームってヤツでしょ？　さあ、みんなで楽しみましょう！」







　ボスとレンが、端末から銃に持ち替えて、

「エム、作戦は？」

　ピトフーイは大男の足を蹴っ飛ばしながら言いました。

　こうしている間に、敵二チーム、ＷＮＧＬとＶ２ＨＧは動き始めて迫っているのか、それとも自分達のように作戦会議をしているのか。それは分かりません。

　エムが、いつものようにスラスラと、考えを口にします。

「やや消極的な案だが、ここにしばし陣取るのは悪くない。ハンヴィーが厄介な相手だが、ここなら来られる方向は西からだけだし、接近すれば絶対に見える。また、Ｔ─Ｓの視界にも入るだろう。瓦礫があるので、狙撃から隠れやすい」

　なるほど。悪くないかも。

　レンは思いました。一番恐ろしいハンヴィーとミニガン、さらに狙撃に対処しやすいのなら、いい作戦に思えます。

「だが──」

　エムは必ずデメリットも言います。

「この場を守れても、ずっとそうしていては勝利はない。さらに多勢で攻められたら？　Ｔ─Ｓが逃げ出したら？　結託チームに加わったら？　あとは５分後のモンスター出現だな。これはピトが光剣で仕留めればいいだろうが」

　なるほど……。

　レンと同じように、

「納得した。モンスターは、最初のヤツを銃で撃たなければいいんだな」

　ボスも、素早く全てを理解したようです。

　その上で、自分達のチームリーダーらしく、案を出します。

「では、全員を籠もらせて、ターニャを西へ偵察に出すのはどうだ？　Ｔ─Ｓの動向と、ハンヴィーの位置を探らせる」

「悪くない」

　エムが即答しました。

　それならわたしも行く。

　言いかけて、レンは止めました。

　ポイントマンは死ぬかもしれない任務です。ボスが、自分を守るためにそう言ってくれたことが、イヤというほどよく分かったからです。

「よし。では──」

　エムは恐らく、ではそれで、と言おうとしたのでしょう。しかし、

「グレラン！」

　ピトフーイの叫び声で、最後まで言えませんでした。




　ＧＧＯプレイヤーは、仲間に警告する言葉をよく叫びます。

　例えば狙撃されたら、

「スナイパー！」

　とか、

「狙撃！」

　などと言って、分かる場合はその向きを伝えます。

　これは自分が撃たれて死ぬ場合も同じ。

　グレラン！　とはグレネード・ランチャーの短縮形。弾が曲射弾道で飛んでくるよということで、

「っ！」

　レンを含めたその場の全員が、空を見上げました。

　そして見ました。バレット・ラインを。

　東側にある倒れたビルの上を跨またぐように、東側から大きな放物線を描く赤い線。それは自分達の隠れている残骸の30メートルほど脇で地面に触れていて、そのラインが高いところからどんどんと消えていきます。

　つまりは弾頭が飛んできているということ。

　ポン、という可愛らしい発砲音が、かすかに聞こえました。

　どん！

　全員が伏せるのとほぼ同時に、道路の上で爆発しました。

　幸運なことに高価なプラズマ・グレネードではなく、通常の弾頭。破片を半径５メートル四方にばらまきましたが、被弾した人はいませんでした。

　これで分かりました。敵のグレネード・ランチャー持ちが、倒れたビルの向こうにいます。そして、撃ってきました。

　スキャンの位置にいてハンヴィーで高速移動してきたのか、それとももともとある程度の位置を見越して配置されていたのか、どっちにせよ捕捉されました。

「散開！　次に備えて！」

　ピトフーイの指示で、全員ができるだけ散らばります。万が一プラズマ・グレネード弾頭だったら、一撃で全滅してしまいます。

　広い交差点のあちこちに散らばりながら、全員が上を注視します。しかしそっちばかり見ているわけにもいかないので、顔を上げたり下げたりと忙しいことに。

「なんでこんなにピンポイントで撃てた……？　なぜ、まだいると分かった？」

　ボスが疑念を口にしました。

　スキャンで分かるのは数十メートルの範囲。さらにいえば、スキャン後に全員が西へ移動していることも可能性としてはあり得ます。

　でも、さっきの攻撃は、明らかに狙い込んできた攻撃です。

「次だ！」

　エムの声。２発目の攻撃はラインが大きくズレていました。おそらくは、今強く吹いている風のおかげです。

　誰もがその場から動くことなく、一団から50メートル以上西側に離れた場所で着弾しました。こちらも通常弾頭。

「フカちゃんがいれば、反撃できたのにね」

　ピトフーイが言いました。彼女は腰からＭ８７０ブリーチャーを抜いて、ラインが躱せないときの対空射撃に備えています。

　レンもまた、フカ次じ郎ろうの不在を嘆きました。

　もし彼女がいれば、ラインの位置から逆算して、ビルの向こうの敵へと、ＭＧＬ─１４０グレネード・ランチャーで反撃できたでしょう。

　向こうだって避けるでしょうから確実な戦果は期待できなくても、一方的に撃たれている今よりは、状況はマシになるでしょう。

「すると、こっちにランチャー持ちがいないと分かって撃ってきている……？　連中、ここが見えているんじゃないか？」

　ボスの疑念に、

「観測手？」

　ローザが口にしました。

　だんっ！

　それに射撃で答えたのは、ドラグノフを持つアンナでした。

　四倍スコープを付けたドラグノフを南の空に向けると、いきなり撃ち始めたのです。

　数発連射してから、アンナが叫びます。

「ドローンだ！　南の空！　かなり高い場所！」

　なるほど！

　レンは、そしてその場にいた誰もが納得しました。

　最近実装された、高価で貴重なアイテム、ドローン。エムが持っているのだから、敵が持っていない理由はありません。

「くっそー、偵察機持ちか！　ズルいぞ！」

　ピトフーイが叫びました。たぶんギャグなのでしょう。

　アンナが、そしてトーマも狙撃で撃ち落とそうと対空射撃を始めましたが、二人で10発撃ち込んでも、当たりませんでした。

　ローザもＰＫＭマシンガンの銃口を向けてはみましたが、撃つのは止めました。

　雲に覆われた灰色の空、そのかなり高い位置で、豆粒みたいな点が、ＵＦＯのように小刻みに左右に動いています。あれを銃で撃ち落とすのは、まず不可能でしょう。

「グレラーン！」

　ラインを見つけたターニャの警報に、近くにいた人は再び逃げます。グレネード弾は交差点のほぼ中央に着弾して、動きが遅いローザが間一髪でした。

「うひゃ！」

　あと一瞬、瓦礫の脇に隠れるのが遅ければ、死んでいたでしょう。もし、さっき空に向けて撃っていたら、隠れる動きすら取れずにいたでしょう。

　相手のグレネード・ランチャーが、単発仕様で助かりました。フカ次じ郎ろうのような連発式だったら、最初の攻撃で六連射されていて、半分は死んでいたかもしれません。

　しかし、

「こりゃダメね。西側へ撤退かしら？」

　ピトフーイの言葉に、エムも同意せざるを得ません。ここにいたら、延々と砲撃を受け続けることになります。

「そうするしかない。東側にはグレラン持ち以外にも、数名いるだろう」

「倒れたビルの中に隠れるのは？　少なくとも攻撃からは守られる」

　レンは言うだけ言ってみましたが、

「それが見られているんだ。やがてはビルを囲まれてしまう。袋のネズミだ」

　エムに即答されました。

「むう」

　レンにだって分かります。西に逃げるのは、ハンヴィーが動きやすい道路を進むこと。さらにはＴ─Ｓもいるかもしれない。

「どちらにせよ、あのドローンに見張られていれば、どこに行っても同じだニャ！」

　ターニャが、場を和ませようとしたのか、可愛い語尾をつけて言いました。和んだかどうかは、よく分かりません。

「だな……。あまりグレネードを撃ってこないのは、ここに足止めしておきたいからか？」

　ボスが言いました。

　むう、何か方法はないか何か方法は何か方法は何か。

　諦めきれないレンの中で、

「そうだっ！」

　一つのアイデアが弾はじけました。

「エムさんのドローンは？　あれで敵のドローンを落とせない？」

「それは……、体当たりしろということか？」

　ドローンに武装はありませんから、確認のための問いでした。

「うん！」

　レンは、元気に答えました。

　いえ、決して忘れてはいないのです。忘れてはいないのですよ。それが一機11万円もしたことは。

　エムも、それくらいをケチる男ではなかったようで、腕を振ってストレージ操作を始めました。光の粒子が、形を作っていきます。

「グレラン！」

　アンナの声に、ラインに一番近かったレンとピトフーイが逃げました。

　二人の中間で着弾して、爆発音を轟とどろかせました。

　その黒煙が晴れてから、ドローンを手にしていたエムが言います。

「だが、相手にぶつけられるかどうかは、分からん……」

　エムにしては気弱ですが、それは自分の実力を分かっていての言葉です。

　飛ばして偵察することまではできても、相手にぶつける〝空中戦〟なんて練習はしていません。

　そんなとき、

　ジリンジリン。

　自転車のベルの音がしました。

「は？」

　戦場に不似合いなその音に、全員が空耳かと思いました。

　思いましたが、レンが一応音のした方を、北側の通りを見ると、

　ジリンジリン。

　自転車に乗った、金髪の美少女が一人。

「ドローンの空中戦……。そいつはオレっちの役目かな？」

　気取った声がしました。

　レンが破顔して、

「フカぁ！」

　そこにいた人の名を叫びました。

　フカ次じ郎ろうはヘルメットの鍔つばをちょいと持ち上げながら、

「待たせたな！」
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「待たせたな！」

　格好よく決めたフカ次じ郎ろうの頭の上に、ラインが音もなく下りてきて、

「逃げてえええ！」

「え？　うひゃああ！」

　フカ次じ郎ろうは自転車から飛び降りると、全力でダッシュしました。

　フカ次じ郎ろうが大きなコンクリートの裏に飛び込んだのと、敵のグレネードが着弾するのが同時で、

　どがしゃん！

　ターニャが使い、そしてフカ次じ郎ろうが使ったとても便利なアイテム〝自転車〟は、一度鉄てつ屑くずと化してから、ポリゴンの欠片になって消えていきました。

　瓦礫から顔を出したフカ次じ郎ろうのヘルメットに、舞い上がったコンクリートの欠片がコツコツと降ってきました。

「ああ、私の愛車が……。《プリティ・ミユー号》よ……」

　フカ次じ郎ろうが切なげに呟きました。

　そんな名前をつけていたのか。

　レンが呆れつつ、

「よくぞここまで無事に！」

　心から感心しました。

　あのビルから見つからずに逃げ出し、敵がいただろう東側を突破してきたわけで──、

　あれ？　ひょっとして、誰もいなかった？

「敵がこの倒れたビルの向こうにいるぜ！　ハンヴィー一台と、三人だ！　遠目に見た！」

　いや、やっぱり凄い！

　レンはフカ次じ郎ろうを、心の中で称賛しました。

「撃たれたビルからおっかなびっくり逃げていたんだけどな、チャリを見つけてからは少し楽になったぜ。なるべく北回りでサイクリングしてきて、スキャンでみんなの位置を知って、ハンヴィーから男がグレランを撃ってる隙に、助走をつけて一気に抜けてきた！　自転車最高だな！」

　フカ次じ郎ろうが一気に捲まくし立たてました。

「凄いよ！　あれ？　フカの銃は？」

　レンは、右みぎ太たと左ひだり子こが見えないことに気付いて、疑問に思って訊ねました。

　いつも武器をストレージにしまわないフカ次じ郎ろうですが、さすがに自転車に乗るときは邪魔だったのでしょうか。

「ああ、アイツらな……。ついうっかりして手を離したら、爆風で逃げられちまったよ……。ちょっとは探したんだが、全然見つからなかったから、自由にさせてやった。今頃元気に走り回っているさ。まあ、最後の武器の拳銃はまだあるから安心しな！」

　フカ次じ郎ろうはサラリと答えましたが、

「な、なんと……」

　レンの衝撃は大きく、

「あちゃー」

　ピトフーイもしかめっ面つらで天を仰ぎました。

　グレネード・ランチャー２丁がないということは、ここで反撃できないだけでなく、チーム戦力の大幅なダウン。

　しかし、いつまでも嘆いているわけにはいきません。

　それよりレンは、さっきフカ次じ郎ろうが言ったことが気になります。

「〝オレっちの役目〟、って？」

「よくぞ聞いた！」

　フカ次じ郎ろうは、ズイズイとエムに近づいていきました。

「よし、ＶＲゴーグルと操縦桿かん、出しな」

「え？　まさかフカが飛ばすの？」

　レンが後ろから聞いて、フカ次じ郎ろうは振り向きざまに親指を立てました。

「おうよ！」

「…………」

　エムは逡しゆん巡じゆんしていましたが、後ろから近づいたピトフーイが、何か耳打ちすると、

「分かった。頼む。ぶつけてもいいから、敵偵察機を撃墜してくれ」

「頼まれたぜ！　おっと、その間、私の体を運んで逃がしてくれよ！」




　どういうこった？

　レンが疑問符と共に見ていると、フカ次じ郎ろうはヘルメットを脱いでＶＲゴーグルを顔に装着しました。エムから渡されて、操作スティックの付いたコントローラーを左手に持ちました。

　エムは言われたとおり、フカ次じ郎ろうの小さな体をひょいと持ち上げると、肩車しました。これで、もしものグレネード・ランチャー攻撃からも避けられるはず。

　レンと同じように、ＳＨＩＮＣの面々が周囲と上空を警戒しつつも、その様子を不思議そうにチラチラと眺めていました。

「よっしゃ！」

　フカ次じ郎ろうの左手が、コントローラーのボタンを押します。地面に置いてあったドローンから腕が飛び出て、その先端でプロペラが回り始めました。

　そして、バネで弾かれたかのような急上昇。

　羽音に、フカ次じ郎ろうの声が重なります。

「ひゃっはー！　行っくぜー！　飛べ！　《チャーミン・ミユー号》！」

　名前はもうちょっとなんとかならぬのか。

　レンは思いながら、小さくなっていくドローンを見守りました。状況を打破してくれることを期待します。

「頼んだよ！　フカ！」

「まっかせろー！」

　明るい声を聞きながら、レンはふと思いました。

　フカ次じ郎ろう、いつドローンを、練習した？

　心の俳句を刻んだレンは、とあることをすっかり忘れていました。







　フカ次じ郎ろうやレン達と、わずか２００メートルしか離れていない場所に、一台のハンヴィーが止まっていました。

　そしてその中に、チームＶ２ＨＧの三人がいました。胸に頑丈そうなプロテクターを装備した連中です。全員、顔には覆面にサングラス。

　たとえ２００メートルしか離れていなくても、間にはビルが壁になって横たわっているので、まったく見えません。すぐには近づけません。

　だから、上からの攻撃が有効です。

　防弾板に囲まれたルーフから顔を出している男が持っているのは、《Ｍ７９》グレネード・ランチャー。

　米軍がベトナム戦争の頃に使っていた、中折れ式の単発ランチャーです。通常の銃とは逆に角度のついた木製ストックを付けた、不格好なショットガンのような外見をしています。

　彼のＭ７９には、まるで虎柄のような黄色いペイントがされていました。分かる人にだけ分かる、とある有名なベトナム戦争映画で使われた１丁の真ま似ねです。

　彼は先ほどからこれを、目の前に横たわるビル越しにポンポンと撃っているのですが、

「まだ連中は無傷だ」

　ハンヴィーの助手席で、ＶＲゴーグルをつけた男が言いました。もちろん彼がドローンの操縦者で、右手には操作スティックが握られています。

　グレネード・ランチャーの射手が、

「やっぱり、映画のようにはいかないか」

　グレネードの撃ち殻を手で引っ張り出しながら言いました。

　すると、運転席でハンドルを握る男が、

「これで全滅してもらっちゃ、困るぜ。滾たぎる勝負をさせてくれよ」

　ハンヴィーのギアは入ったままで、ブレーキを踏んで待機しています。

　何かあれば、すぐに発進できる状態です。ハンヴィーはずっとアイドリングを続けているのですが、燃料はまだ半分以上残っています。

　ぽん！

　男が、角度と向きを調整して、もう１発撃ちました。可愛らしい破裂音と共に、４０ミリの弾頭が飛び出していきました。

　数秒後に、かすかに破裂音が聞こえました。どうだ？　と訊ねられたドローン操縦者が答えます。

「避けられた。──連中、逃げないな。ずっとそこで籠ろう城じようするつもりか？」

「悪くはないだろうが、やがてはジリ貧だぞ」

　次弾を装塡しながら、グレネード・ランチャーの射手が言いました。

　そのとき、

「こちらリーダー」

　三人の耳に同時に声が届きました。

　同時通話のアイテムではなく、喋るときだけスイッチを押す、通常の無線機タイプです。

　こちらの方がうるさくなくていいからと、あるいはリアルだからと、または独り言も言えるのでいいと、使っているプレイヤーもいます。

「三号車に告ぐ。道路発見。二号車が向かう。Ｔ─Ｓは脅威ナシ。三号車は砲撃を止めて周辺警戒だ。お客さん達は南側から徒歩で向かう。どうぞ」

　それは、一号車からの、遠くにいる仲間からの報告でした。

　つまり、ミニガン搭載のモンスターである二号車を、西側の通りへ配置できる目め処どが立ったということ。

　周囲にいたチームＴ─Ｓは、逃げたので脅威にならないということ。

　一時的に結託しているＷＮＧＬという迷彩服のチームは一号車と二号車から降りて、廃墟の中で彼等なりに狙撃ポジションを探すということ。

　運転手が、代表で返します。

　彼は喉に手を当てて無線のスイッチを押して、

「三号車、了解。攻撃せずに待機する。──って少しは獲物を残しておいてくれよな。どうぞ」

「さあ、できるかな？　ドローンを下げるときにだけ教えてくれ。続けてこちらのを飛ばす。以上だ」

　ここで通話は終わり、運転手は肩をすくめました。隣の仲間に訊ねます。

「バッテリー、あとどれくらい保つ？」

「４分ってところか」

　グレネード・ランチャーの射手が、

「わりとあるな。その前に、さしたる驚きもなく、掃討終了かもな」

　周囲を見張りつつ、そう言い終えた瞬間でした。

「うおわっ！」

　ドローンの操縦者が、驚き声を上げたのは。




　ボスから借りた双眼鏡で、レンは見ていました。

　フカ次じ郎ろうが飛ばしたドローンは、あるいは〝チャーミン・ミユー号〟は、羽音と共に華麗に舞い上がっていきました。

　小刻みに横に動きながら空中に留まっている敵の偵察ドローンの後ろへと、高速で回り込みました。

　そして、躊躇なく、斜め横から体当たりを敢行します。

　普通にぶつかればこちらもプロペラにダメージを負うので、そうならない唯一の方法を使って。

　すなわち、平らなボディ部分を、相手の後部プロペラにぶつけたのです。接近して激突直前に身を捻った、見事な操縦でした。

　敵のドローンは右後部のプロペラを失い、バランスを崩しました。本来四つのプロペラで安定している物体がこうなってしまったら、もう助かる術はありません。

　錐きりもみ状態になった敵ドローンが、糸の切れた凧たこのようになって落ちていきます。

　それは長い時間に思えましたが、実際にはほんの５秒ほどで倒れたビルの側壁に激突して、ポリゴンの欠片になって砕け散りました。

　その上で、勝利の宙返りをするフカ次じ郎ろうのドローンを見て、

「すごい……」

　レンが呟き、ＳＨＩＮＣ達からは黄色い歓声が上がりました。




　倒れたビルの反対側で、

「どうした？」

「分からん！　いきなり落ちた！　ロストだ！　ああ畜生！　高かったのに！」

　Ｖ２ＨＧの二人がそんな会話を交わして、グレネード・ランチャーの射手は喉に手を当てて無線のスイッチを入れると、

「こちら三号車。〝ドローン・ダウン〟。〝ドローン・ダウン〟。どうぞ」

「こちらリーダー。では、こちらのをすぐに飛ばす。墜落の理由はなんだ？　撃たれたのか？　どうぞ」

「分からない。バッテリーではないはずだが……。しかし、〝ドローン・ダウン〟だ。どうぞ」

「お前、それって言いたいだけだろ？　どうぞ」

「あ、やっぱ分かる？　どうぞ」

「このハリウッド映画マニアめ！　こっちのを上げる。現状待機。以上」




「撃墜してやったぜ！」

　ＶＲゴーグルをつけたフカ次じ郎ろうが、楽しそうに叫びました。そしてすぐに、

「おっと、もう一台のハンヴィー発見！　空からなら、可愛いお尻が丸見えだぜえ……。これはミニガン積んでないヤツだな！　相手は一人だけ！」

　偵察機としての本領を発揮します。

　ピトフーイが、

「どの辺か分かる？」

「ここより南側の交差点。数百メートル向こうってことしか──、おっと待ってくれ、そいつが別のドローンを飛ばす準備をしてる！」

「金持ちめ。フカちゃん。やることは分かってるわよね？」

「たりめーよ！」

　ピトフーイがタブレット端末のような画面を出して、レンにも状況が見えるようにしました。

　といっても、ドローンに搭載しているカメラの映像をそのまま映すので、それが右へ左へと揺れに揺れて、とても見づらい上に酔いそうです。

「ほうら逃がすかあ！」

　相手のドローンが、形はまったく一緒で色だけが茶色に塗られている飛行物体が、画面の中で近づいてきました。

　そして次の瞬間、

「二機目！」

　画面いっぱいになりました。




　ハンヴィーの防弾板に守られたルーフで、自分が空に上げたドローンを肉眼で追っていた男は、

「なにっ！」

　それが別の白い機体に体当たりされる瞬間を見ました。

　落ちていく、自分の機体。空中に留まり続ける、敵の機体。

　何が起きたのかは理解しましたが、

「…………」

　なぜそんなことができるのかは、謎でした。




「フカ？　いつ操縦の練習を？」

　ＶＲゴーグルをつけているフカ次じ郎ろうに、レンは聞かずにはいられませんでした。

　フカ次じ郎ろうが答えます。

「してないぜ。だが、空を飛ぶのは初めてじゃない！」

　あっ！

　レンはやっと思い起こしました。

　今でこそＧＧＯにいるフカ次じ郎ろうは、普段は《アルヴヘイム・オンライン》で妖精だったことを。

　そして、そのゲームの最大のウリが、〝空を飛べること〟だったことを。




　そういえば、そうだった！

　レンは、ＡＬＯを始める前に調べたことを、ハッキリと思い出しました。

　ＡＬＯは全てのキャラクターに羽があるので、訓練によって、本来人間には備わっていない筋肉を動かすことによる〝随意飛行〟が可能になります。

　ではそれまではどうやって飛ぶかというと、片手に持った補助（操縦）スティックによるのです。

　普段からビシバシＡＬＯで飛び回っていたフカ次じ郎ろうに、ＶＲゴーグルによる主観視点でのドローン操縦など、容易たやすいことでしょう。

　そのフカ次じ郎ろうは、

「ひゃっはー！　アイムフラーイン！」

　エムに肩車されたまま、とても楽しそうでした。

「このまま遙かなる空へ！　──ってワケにもいかんのう」

　任務は忘れていないようでした。

「ピトさんや、次はどうする？　コイツの頭を小突く？」

　ハンヴィーの中で男が一人、こちらを見上げていました。覆面とサングラスで見えませんが、さぞ悔しい顔をしていることでしょう。

　このハンヴィーに乗っているのは彼だけ。別チームの姿は周囲にはナシ。

　その様子を、周囲のビルの外見共々確認したピトフーイは、

「場所は分かったからいい。そこより西側に、ミニガン付きがいるハズ。そいつを探して」

「ラジャー！」




　目の前で自分を睥へい睨げいしていたドローンが西へと去って、チームＶ２ＨＧのリーダーは耳に手を当てて幾度か叩きました。

「全員、通信アイテムを繫ぐぞ！」

　そして、五人の仲間達へと伝えます。

「こっちのドローンも落ちた。いや、落とされた。相手の機体の体当たりだ。とんでもない曲芸飛行士がいるぞ。西に向かった」

「そりゃすごい！」

「マジか……」

「ヒュー！　やる！」

　仲間達から、驚きの溜ため息いきや、囃し立てる口笛が返ってきました。

　ミニガンを載せているハンヴィーの運転手から、

「こっちに来るんだな。撃ち落とすか？」

　その言葉を聞いて、リーダーは一瞬悩みました。

　確かに、対空火器としても優秀なミニガンなら、ドローンを撃墜できる可能性は高いです。間もなく14時になるので、弾薬も惜しまなくていいでしょう。

　ただしそれには、今相手の出口を塞ごうとしているハンヴィーの停車は必須です。つまり、敵が西側へと逃げる隙を与えることに。

　しかし、

「よし！　停車して撃墜しろ！」

　リーダーは決断しました。

　今の自分達は一チームではないからです。ＷＮＧＬという、凄腕と同盟を組んでいるからです。

「その間、彼等に頑張ってもらう」







　ドローンがまだ元気に立っているビルの側面を舐なめるように飛んで、そのまま角を素早く曲がって、

「ミニガン野郎発見！」

　フカ次じ郎ろうは視界にハンヴィーを捉えました。

　大通りを西へ向け、散らばる瓦礫を器用に避けつつ走っていて、しかし今、急ブレーキをかけて止まりました。

「うげっ！」

　ルーフの防弾板に囲まれた銃座がくるりと回転して、こちらを向きました。

「いい目をしてやがる！」

　フカ次じ郎ろうはスティックを左に傾けて、同時に視界が豪快に傾きます。

　右隅に向けて、恐ろしいほどの光が飛んできて、駆け抜けていきました。

　フカ次じ郎ろうは、ドローンの高度を下げました。




　ピトフーイの持つ画面の中で、ミニガンの光の線がこちらへと飛んできます。

　それを右へ左へ躱すのは、フカ次じ郎ろうの卓越した操縦テクニック。

　先ほどより、画面の中のハンヴィーが急に大きくなりました。カメラのズームなどをしていないのなら、高度を大きく下げたということで、

「なんで？　上に逃げたら？」

　レンの疑問に、画面を持っているピトフーイが答えます。

「逆よ。上に逃げたら、ドローンの速度で横に逃げられる角度が小さくなる。ミニガンを振る角度も小さくなる。低い位置で、銃口の向きを見ながら飛び回っている方がいいのよ」

「なるほど……。さすがフカ……」

　レンがちらりと見ると、エムの肩車の上で、フカ次じ郎ろうの口元が楽しそうに歪ゆがんでいました。左手で持ったコントローラーのスティックが、激しく動いていました。

　レンは、美み優ゆの家で見た、彼女がシューティングゲームをビシバシクリアしていく様を思い出しました。

　あれは高一の、友達になって、すぐのときだったか。

　ほとんどテレビゲームを遊んでこなかった十五歳の香か蓮れんにとって、ゲーム機が自室にたくさんある美み優ゆはちょっとカルチャーショックでした。

　あれから５年。まさか自分が、フルダイブ型ＶＲゲームで遊んでいるとは。

「ほらほら。悔しかったら当ててごらーん？」

　ドローンを飛ばすだけのフカ次じ郎ろうに、相手への攻撃手段はありません。ただただ、相手の銃弾の嵐から逃げるだけ。

　しかし、強敵であるミニガンとハンヴィーを足止めして、貴重な時間を稼いでくれています。

「ピトさん、相手の足は止まってるよ！　今のうちに西へ逃げられる！」

「うーん」

　ピトフーイが、煮え切らない返事。

「私もそれがいいと思うんだが、どうした？」

　ボスが訊ねて、ピトフーイは答えます。

「もう一チームいたの、忘れた？」

　やっべー、忘れてた。

　レンが心の中で返事をして、

「ああ、そうだったな」

　ボスはちゃんと口で返事をしました。

「しかし、こっちは九人だ。六人の一チームなど返り討ちにしてやろうじゃないか」

　勇ましい、そしてそれは虚勢ではない発言でしたが、ピトフーイは首を横に振りました。

　そして背中のポーチからフォトンソードを一振り取り出すと、青白い光を伸ばしました。それを持ったまま腕を振り回して、割れたコンクリートの上から滲にじみ出でるように出現していたモンスターの頭をちょん切りました。

　ピトフーイの、まるで体に止まった蚊をたたきつぶすような気軽なアクションにより、この場での今後５分間の、少なくともモンスター関係の安全が保証されました。

　やっぱりピトさんすごい。

　レンはまったく気付いていなかったので、心の中で拍手を送りました。

　ピトフーイはフォトンソードをポーチにしまうと、話を戻します。

「ＷＮＧＬって名前だけどね、いまさっき気付いたのよね。アイツらきっと《ロング・ランサーズ》だわ」

　ピトフーイの言葉に反応したのは、

「なるほど、連中か……」

　今も指を激しく動かし、首も左右に忙しく振っているフカ次じ郎ろうを肩に乗せているエム。

「知ってるの？」

　レンが訊ねて、エムは、フカ次じ郎ろうが上にいるので小さく頷うなずきました。

「それなりに有名なスコードロンだ。参加条件は、〝単独行動ができるスナイパーであること〟という、実に極端な連中だ」

　通常のスナイパーは、スポッターとの二人一組が基本なので、単独での行動は定石外れになります。ただＧＧＯでは一人で遊ぶこともあるので、ソロのスナイパーがいないわけではありません。

　ピトフーイが、説明を引き継ぎます。

「しかも厳しい〝入隊試験〟があるって話よ。ＧＧＯに巣くうガンマニアの中でもさらに濃い、〝狙撃マニア〟さん達ね。ひたすら、己のスナイピングの腕を磨くことだけに腐心している連中」

　ＧＧＯには色々な人がいるなあと、レンは思いつつ──、そんな吞のん気きなことを考えている場合じゃない！　と気を引き締めました。

「じゃあ……、強敵？」

「単純に個々の狙撃技術だけでいえば、ＧＧＯ最強の一団でしょうね。射撃だけじゃなく、隠匿術、接近術も磨いてる。全員がラインなし射撃ができるとは思えないけど、それでも〝目標がバレット・ラインが視界に入らない角度や位置から狙う〟ことには長たけてるってハナシ」

「うげっ……」

　視野の外で見えないラインなど、ないも同然です。レンがどんなに素早くても、背中を指し示しているラインなど避けようがないのです。

「ちなみにロング・ランサーズの意味だけど──」

「〝長い槍そう兵へい〟でしょ？」

「惜しい。ロングは頭にＷをつけた〝Ｗｒｏｎｇ〟の方。だからＷＮＧＬ」

「〝間違った槍兵〟……」

「そういう連中よ」




　ここまで話を聞いたボスが、

「チーム全員がスナイパーで単独行動ってのは、ひどくバランスが悪くないか？」

　周囲を、特に西側を警戒しつつ、思ったところを口にしました。

　ＳＨＩＮＣは他のチームに比べればスナイパーが多い方ですが、それでも二人。消音装置故に近距離狙撃銃のヴィントレスを持つボスを入れたとしても、三人です。

「うん、悪い。だからチームバトルロイヤルの優勝を目指すには、とーっても不向き。まさかＳＪに参加していたとはね。偏屈者の集まりだから、こんな遊び大会に出るとは思ってなかったんだけど。でも──」

「優勝などさておき、ファイヤの下で他チームとの共同作戦に徹するのなら、アリだということか……」

　ボスの言葉に、

「そゆこと！　この先に配置されたのなら、簡単な道程じゃないってことね」

　ピトフーイは親指を立てました。自分達がヤバイというのに、楽しそうでした。

　一方レンは、ひどく御立腹。

　ファイヤの奴め！　どんだけのお金を積んで傭よう兵へいを雇ったんだ？

　ちゃんと話す機会があったら、真っ先にそれを聞いてやろうと思いました。




　フカ次じ郎ろうｖｓミニガンの戦いは、

「クソっ！　ちょこまかと！」

　ひとまずはフカ次じ郎ろう側有利で進んでいました。

　電動で回せる銃座に乗っているとはいえ、その移動速度はドローンの飛ひ翔しよう速度には勝てません。

　フカ次じ郎ろうは左右に振るだけではなく、時々宙返りまでして、急激に高度を落として逃げもします。

「ダメだ！」

　何回かのトライのあとで、ミニガンの射手はもう撃つのを止めました。しかしいつでも発砲できるように指を添えつつ、ドローンから目を離しません。

　撃たれないと分かったのか、ドローンは高度10メートルほどでハンヴィーの周囲をグルグルと回り始めました。

「悔しいが、撃墜は難しい。──移動するか？」

「いや、その場に留まれ。ドローンのバッテリー切れを誘う」




　フカ次じ郎ろうの方も、撃たれないというだけで、攻撃手段がないことには変わりありません。

　まさか特攻隊よろしく体当たりしたとしても、誰かを殺すまでの力はドローンにはないでしょう。ミニガンを都合よく破損させられるかというと、それもムリでしょう。

「どうするんだこれ？　電池が切れるまでこのまんまか？」

　フカ次じ郎ろうの視界の中で、そしてピトフーイの手の画面の中で、バッテリー残量は三割を切っていました。飛行可能時間は、飛び方によって変わってきますが、あと２～４分くらいでしょうか。

「ちょっとの足止めが目的ならそれでもいいけどさ、高いんだろコレ。戻った方がよくないかな？」

　エムの肩の上で、フカ次じ郎ろうが言いました。

「ぬう……」

　エムは、かつてないほど難しい判断を迫られていました。脳内で、思考が猛スピードで巡ります。

　今いる場所は、倒れたビルと大きな瓦礫に守られていて、なおかつ見晴らしもよく、ひとまず安全。

　しかし、ずっとここに住むわけにはいかない。膠こう着ちやくすればするほどこちらが不利になり、敵側が総攻撃をかけてきたら、詰むのは時間の問題。

　逃げるのならミニガンが動いていない今、それも南か西側しかないが、ロング・ランサーズという狙撃集団がどこにいるか分からない状態では、広い道路を大人数で駆けるのは危険過ぎる。さっきのボスのように一撃で行動不能になる可能性が高く、反撃すらできないかもしれない。

　進むも地獄。留まるも地獄。

　実はエムの頭には、一つの解決作が浮かんでいました。

　それは──、

〝全員でこの場を守りつつ、足の速いレンをミニガンのところに向かわせる〟

　という攻撃。

　狙撃の腕が立つ相手でも、小柄な体で高速で走るレンに当てるのは簡単ではないでしょう。そして、ドローンに気を取られているハンヴィーへ接近させ、プラズマ・グレネードを放り込む。

　現段階での最善手は、間違いなくこれです。

　しかし、レンが死ぬ可能性もそれなりに高い作戦を、香か蓮れんの人生がかかってしまっているかもしれない状態で選ぶ勇気が、エムにはありませんでした。

　もし今までのスクワッド・ジャムだったら、遠慮なく実行していたでしょう。実行していました。

　２秒ほど固まっていたエムに、

「そうだ！」

　レンが声を弾ませて言いました。

「わたしが全力で突っ走って、ミニガンに手榴弾放り投げてくるよ！」





＊　＊　＊






　13時57分。

　酒場の時計がそう告げた瞬間、交差点の陣地から、レンが飛び出していくのが映りました。

「おっ！　動いた！」

　観客達が注目します。

　一つの画面はズームアウトしながら、高速で走るレンを映していました。

　一つの画面は、レンのすぐ斜め上からアップで、レンを常に中央に映していました。高速で道を走っているので、背景の流れる速度が猛烈に速いです。

　今レンが、左手を振ってストレージを操作しました。

　その瞬間、走るレンの体に灰色の迷彩ポンチョがまとわりついて、棚引き始めました。

「おお、変身だ」

　廃墟で一番目立たない格好になったレンが、通りを駆け抜けていきます。




　数十秒前。

「それではレンが──」

「もちろん危険は承知の上だよ。でも、これはＳＪ。チームを勝たせないと！　わたし一人が生き残っても、どっちにしろ優勝はできない！」

「…………」

「心配ありがとう、ボス。でも、わたしはラッキーガールだよ！　そしてＳＪ１優勝者！　あのときみたいに暴れてくるよ！」

「……分かった。幸運を祈る！」

　さっきのボスとの会話を思い出しながら、レンは駆けました。転倒を一切恐れない全力疾走でした。リアルでは厄介だったであろうポンチョの空気抵抗など、ＧＧＯ世界では関係ありません。

　Ｐ９０はポンチョの下で保持して、何かがあればそのまま撃ちます。ただ、相手が狙撃手なら、無理に撃たないで、高速で走り続けた方がいいでしょう。

　進む方向は、エムの声が教えてくれます。

「次の交差点を、左だ。その先は太めの大通りだ。狙撃を警戒し、中央を２秒おきのジグザグに走れ」

「了解！」

　高度を取ったフカ次じ郎ろうのドローンからの映像と、地図を拡大したエムの判断で、レンは疾走を続けました。




「一人来たぞ」

　毒々しい迷彩服姿の、つまりはチームＷＮＧＬの一人が、そして覆面とサングラスの男が、静かに声を出しました。とても落ち着いた、渋い口調でした。

　男は、周囲では一番高いビルの、他のビルより高い階層にいました。ガラス窓が抜け落ちた枠の脇に身を隠し、手にしているのは、大型の双眼鏡。

「小柄だ。迷彩ポンチョを纏まとっている。ＬＰＦＭのアタッカーに違いない」

　男が見下ろす先、１００メートル下では、小さな敵が、ジグザグで走っています。

　男は双眼鏡を下ろし、地図を見ました。

　それはサテライト・スキャン端末ではなく、端末画面を拡大して、自分で防水紙にボールペンで書いた地図でした。

　地図には、通りの番号が振られています。さらに交差点ごとに特徴を──、例えばトラックがひっくり返っているとか、南東の角にあるビルには巨大な看板の跡があるとか、そういったことも書き込んであります。

　それらは全て、ＳＪ４が始まってからずっと氷結湖上で待機していた彼等が、スキャン端末を最大限に拡大しながら書き写したもの。

　これによって、フィールドマップ全てに、認識しやすい名前がつけられています。

「ターゲットは〝東第八通り〟をジグザグ走りで南進中。あと40秒で〝南五番通り〟との交差点に出る。出た瞬間に、右に曲がるために一瞬止まるだろう」

　ロング・ランサーズのリーダーは、そこまでを仲間に説明すると、

「獲物は早い者勝ちだ」







「ここまでは撃たれてないよ！　いい感じ！」

　レンは走りながら、エムに報告しました。

　隠れていた場所を出てから１分半ほど。既にかなりの距離を進みましたが、例の狙撃手集団からの攻撃はありません。

　近くにはいなかったのか、ジグザグに走っているので相手が狙えなかったのか、それは分かりません。

「いいペースだ。もうすぐ見える大きな交差点を右だ。そして30メートルほどで細い路地がある。左に入れ。その先１００メートルが、ハンヴィーのいる大通りだ。現在、交差点より30メートルほど右にいる。フカに牽けん制せいさせるが、注意しろよ」

「了解！」

　よっしやってやる！　行ける！

　路地に入ってさえしまえば、あとは１００メートル先30メートル右に、憎きミニガン野郎を乗せたハンヴィーがいます。

　自分の足なら瞬時に接近し、腰に付けたプラズマ・グレネードを２発、ぽぽい、と放り込めるはず。

　心を弾ませながらレンは大通りを抜け、交差点に突入し──、

　そこにあったコンクリ片に蹴け躓つまずいて派手にすっ転びました。
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第十五章　「あばれる二人」









「ひゃっ、ひゃっ、ひゃっ！」

　ぐるぐるぐると回転するレンは、ポンチョの中に手を入れていたおかげで上手に受け身も取れず、猛烈な速度のままで交差点を転がっていき、最後は路面で一度跳ねて、タイヤを失い廃車になっている黄色いスクールバスの後部に激突して、

「ぶべっ！」

　ようやく止まりました。

「どぐっ！」

　そして路面に落ちました。

　レンは、まったく気付いていませんでした。

　自分が転んだ瞬間に、頭の上を、《．３３８ラプアマグナム》という強力な弾丸が通り抜けていったことに。

　転んでなければ、頭を吹き飛ばされていたことに。




「強運は……、勇者の証あかしだな……」

　男は、ボソボソと呟きながら、ボルトハンドルを往復操作しました。空から薬やつ莢きようが銃の右側へと飛び出し、次が薬室に送り込まれます。

　レンがすっ転んだ場所から東へ４００メートルほど離れた道の上、横倒しになったコンテナ車の中に、彼はいました。

　ドアが開いていたコンテナ車の中は薄暗く、周囲から身を隠す絶好の隠れ家になっていました。

　そこで男が伏せて構えるのは、《バレット　Ｍ９８Ｂ》狙撃銃。

　５０口径の対物狙撃銃で有名な米国バレット社が出した、ボルト・アクション式の対人狙撃銃です。

　撃ち出す弾は、対人用として強さと大きさのバランスが取れていると言われている．３３８ラプアマグナム。５０口径の対物狙撃銃と同じく、１２００～１５００メートルまでは人を狙えます。

　弾が大きいので銃の全長も長く、Ｍ９８Ｂの全長は１．２メートルほど。マガジン装弾数は10発。

　ピトフーイが見たら躊躇なく、

「売ってくれ！」

　と言いそうなこの銃を構える彼は、もちろんロング・ランサーズの一人です。毒々しい独自の迷彩服に、覆面にサングラス姿。

　男のスコープの中で、転んだレンの頭部が、十字線の中央に捉えられました。

　既に４００メートルでのゼロイン、つまりスコープの調整は終わっていますので、後は引き金に指を触れると同時に放つだけ。

　しかし、男は撃ちませんでした。

　撃つ前に、相手が撃たれたからです。




「痛っ！」

　レンは肩を抉えぐっていった銃弾の痛みに顔をしかめて、しかし生き残るための努力をしました。

　すなわち、自分の背中にあるスクールバスの車体の下に、転がるように隠れたのです。

　低い位置から見えた道路で、ビシッ！　バシッ！　と次の弾が連続で爆はぜました。隠れていなければ、あの２発に体を射貫かれていたことでしょう。

　レンは這って、バスの中央部へと移動しました。

「くそお！」

「どうした？」

　エムからの、通信アイテム越しの質問。

「交差点で転んだあとに撃たれた！　狙撃！」

　最初に転んでいなければその場で死んでいたのですが、それはレンには分かりません。

　ヒットポイントが七割にまで減っていたので、レンは躊躇することなく救急治療キットを打ちました。残り二本。

　バスの下に、次の銃弾は飛んできませんでした。

「車の下に隠れてるんだけど、敵の場所が分からない！　飛び出して大丈夫？」

　レンは、ドローンを回してくれないかと思って訊ねましたが、

「分からない。ドローンは回せない。今フカがミニガンの牽制をしている」

「うう……」

　レンは、バスの下でポンチョを脱ぎました。匍ほ匐ふく前進でバスの中央へと、西側へと向かいます。そしてＰ９０を右手に持ったまま、脱いだポンチョを左手一本で放り投げてみました。道の上へ。

　ビシッ！

　瞬時に弾が飛んできて、ポンチョに穴を開けました。なんという敵の反応速度と、正確な射撃か。これでは飛び出せません。

「完全に狙われてる！　車から出られない！」

「そうか。こっちからも悪いニュースがある」

「聞くよ！」

「ドローンのバッテリーが、あと１分も保たない」

「うげっ」

「さらに言うと、あと20秒でスキャンだ。レンの位置はバレる」

「ぐっ！」

「いいニュースもある」

「聞くよ！」

「そっちに狙撃手が複数いるのが分かったので、俺達はスキャン後に西へと飛び出す」

「ブラボー！」

「できる限りのことはするが、レン、幸運を祈る」

「了解！」

　とは言われても、どうしよう？

　レンは途方に暮れました。




　レンとエムの会話を聞きながら、ピトフーイはドローンからの映像を睨んでいました。

　そして、

「フカちゃん、できる限り高度を上げて！」

　操縦士に命令。

　まだエムの肩車の上にいるフカは、

「あいよ！　最後は太陽に近づいて溶かしてやる！　飛べ！　フェニーックス！」

　色々間違っていることを叫びながら、左手のスティックを操作して、ドローンを垂直急上昇させました。

　景色がグイグイと広がっていくのを見ながら、ピトフーイは西側へと注目します。そして、視界に入ってきたのは真まっ直すぐに走る線路と──、

　その上にドンと鎮座しているディーゼル機関車。素早い指の操作で、そこだけをグッと拡大して、

　にやり。

　ピトフーイの頰のタトゥーが歪みました。







　時計の針が、14時00分を指しました。

　とうとう、ＳＪ４のバトルが２時間を経過しました。前回ＳＪ３が１時間59分だったことを考えると、記録更新です。

　そして、まだまだ記録は伸びるでしょう。

　酒場の観客達は、酒をかっくらったり好きなものを食べたりしながら、バトルを楽しんでいました。

　バスの下で身動きが取れなくなったレンを見ていた男達が、

「レンちゃん今度こそダメだあ！　ぐふふ」

「なんでお前、嬉しそうなの？」

「いやあ、負けて帰ってきたレンちゃんを慰めようかなと思って」

「キモっ！」

　一方別画面では、スキャンを見終えたＳＨＩＮＣ達とピトフーイ達が、隠れ家から飛び出して走り始めました。

　ターニャが先頭、ＳＨＩＮＣが続き、エムが、なぜかフカ次じ郎ろうを肩車したまま。ピトフーイは殿しんがり。

「いよいよ動くか……。あの二チームに、勝機はあるのか？」

「ムリじゃないかなあ。北西部で袋のネズミだろう」

「結託チームはまだ六チームあるんだぜ？」

　勝手な勝負予想は、一方的でした。




　ドスドスと走るエムの肩車に揺られながら、

「うえ。酔いそう」

　フカ次じ郎ろうはそんな感想。右腕でエムの頭にしがみついています。

　そして、30秒以上報告がない仲間に訊ねます。

「レンや！　まだその場から動けぬか？」

「ムリ！　音もなく撃たれてるよ！」

「こっちゃバッテリーがもうダメだ」

「いいよ！　戻って！」

「馬鹿野郎！　お前を置いて戻れるか！」

「フカ……」

「いや実はな、すでに戻る分もないんだわ」

「マジか！」




　くそう……。

　レンはまだバスの下で、ピンクの置物と化していました。

　バスの中央に逃げ込んで、万が一の跳弾を避ける以外、やれることがありません。

　そうこうしている間に、敵スナイパーがじわりと迫っているかもしれず、向きを変えては、足が見えないかと焦あせるばかり。

　せめてもの救いは、先ほどから仲間達が西側へと逃げられていること。レンが少なくとも二名の、ロング・ランサーズと対たい峙じしているおかげ。

　するとわたしはここで、リーダーらしくみんなの犠牲になるのかな？

　レンは仰向けに寝っ転がり、バスの底面を真っ直ぐ延びる、ドライブ・シャフトを見つめながら思いました。

　そして頭の中で、

　ぱぱぱぱーん。ぱぱぱぱーん。

　メンデルスゾーンの『結婚行進曲』のイントロが流れ始めて、ジャージ姿の神父が現れて、

「イヤだ！」

　勢いよく立ち上がろうとして、ドライブ・シャフトに頭をぶつけました。

「あぐっ！」




「エムさん。ドローン、どこに〝落とす〟？」

　フカ次じ郎ろうは、持ち主に容赦のない質問をしました。

　バッテリー残量はごくわずか。さっきの14時の復活時も、さすがに今飛んでいるドローンのバッテリーまでは復活してくれませんでした。

　とはいえ、別にムリに落とさなくても、どこかに不時着させてバッテリー切れのまま放置すれば、運が良ければＳＪ４終了後に戻ってきます。

　しかしフカ次じ郎ろうには、そんな〝面白くない〟ことをするつもりは毛頭ないようです。

「また買ってあげるわよ！」

　ピトフーイからの許可も出たことですし、

「よし、好きに落とせ」

「そうこなくっちゃな！」




　ハンヴィーでミニガンを構えているＶ２ＨＧの男は、

「野郎、どうするつもりだ？」

　高く高く舞い上がっていく、先ほどまで散々自分をおちょくってくれていたドローンを見上げながら言いました。

　結局撃ち落とせず、無駄な弾薬とバッテリーの浪費をしましたが、それは先ほどフル回復しています。

　次に目の前に来たら、また撃ってやると思っていた男の視界の中で、

「ん？」

　小さな粒だったドローンが急激に大きくなり、

「んん？」

　やがて形を作り、

「どわっ！」

　彼の顔面を直撃しました。

「どうした？　撃たれたのか？」

　運転手が慌てて聞いて、

「痛ってえ！　──ああクソ、ドローンに体当たりを食らった！」

　ミニガンの射手は、顔を押さえながら答えました。

　目と鼻に直撃したのでヒットポイントが３パーセントほど減っていましたが、こんなのは誤差の範囲です。

　ただし、かなり痛かったです。せっかくチームで揃そろえたサングラスも、どこかに吹っ飛んでいきました。

「くそう！　──ん？」

　見るとドローン、ハンヴィーの防弾板の外側に引っかかっていました。

　もちろんプロペラのほとんどが破損していて、交換しなければ再び飛べませんが、アイテムとして全損、ロストはしていない模様。

　自分達のは二機も撃ち落とされて、さらにこれが敵チームに拾い上げられて再利用されるのが癪しやくに感じた男は、

「よし、ぶっ壊してあげよう」

　防弾板の裏から上半身を出すと手を伸ばして、ドローンを摑つかみ上げました。さっきまで散々〝見下して〟いた機体下部のカメラが、自分の両目を映していて、

「なあに、礼は要らないよ」

　男はそう言いながら、勢いよく道路へと叩き付けました。

　ドローンのボディが割れて、ポリゴンの欠片へと散っていきます。

　それを見ていた男の頭が、破裂しました。




「なあに、礼は要らないよ」

　南に５００メートルほど離れた道の上で、シャーリーは車の陰に伏せていました。

　抱いているのは、もちろんＲ９３タクティカル２。

　やっと巡ってきた狙撃のワンチャンスを見事にものにしたシャーリーは、ボルトを真っ直ぐ引いて空薬莢を弾はじき出だし、押し込んで次の炸裂弾を装塡しました。

　車の反対側で、双眼鏡を睨んでいるのはクラレンス。

「また初弾命中！　もうお前は狙撃の天使かよ！　エンジェル！」

「やかましい」

　二人のレンズ越しの視界の中では、運転手が振り向いていました。

　そして、頭のない仲間の肉体が車内で倒れているのを見て、固まっていました。

「運転手もやっちまおうぜ！」

「いや、防弾ガラスだ……。炸裂弾でもムリだ」

「じゃあ接近して！　俺が乗り込む！」

「正気か？」

「もちろん！」

　シャーリーは顔を上げて、クラレンスのニンマリ笑顔を見ました。

「ま、好きにしろ」

「ほほーい！」

　二人は立ち上がると、車の後ろに止めてあった〝乗り物〟へと近づいていきます。

　自分達をここまで、音もなく運んできた〝乗り物〟へ。




「グラントがやられた！　狙撃だ！　敵位置は不明！」

　ハンヴィーの運転手は、首が元に戻って綺麗な死体になった仲間を見ながら、チームメイトに報告しました。

　そして、もっともな疑問を口にします。

「狙撃だった。恐らく南側からだ。まさかとは思うが、連中じゃなかろうな？」

「念のために確認する。お前はこちらに移動しろ」

「了解」

　運転手はハンヴィーを動かすと、交差点の中で一度向きを変えて東へ。リーダーの一号車へとゆっくり走り出しました。




　シャーリーが狙撃を成功させたのと同じとき、レンをまさにスコープに捉えている人がいました。

　Ｍ９８Ｂを持っている、ロング・ランサーズの一人です。先ほどは隠れるためにトラックの荷台の中にいましたが、今はその上に伏せています。

　彼は荷台に登って高さを稼ぎ、遠くにあるスクールバスの車体の下を狙える角度を手に入れました。

　４００メートル先の景色のなかで、パンクしたバスの車体の隙間など薄い線でしかありません。

　しかし男はそこへと狙いを定めると、引き金に指を触れると同時に引き切りました。

　放たれた弾丸は空気を切り裂いて飛んで、まるで吸い込まれるように、バスの車体の下に入っていきました。




　びしがん！

　突然周囲に響いた音で、

「ひゃっ！」

　レンは驚いて身をよじって、また車体に頭をぶつけるところでした。

　撃たれてる！　狙われてる！

　レンは何が起きたか理解しました。弾丸がバスの車体の下に飛んできて、コンクリートの路面に跳ねてからバスの車体に跳ねて、激しく音を立てたのです。

　見ると車体の金属部分にうっすらと煙が。そしてその脇には、燃料タンクが。

　うわうわこれこれやばいやばいやばい。

　レンはゴロゴロと転がって、バスの先端へと移動しました。せめてホイールの裏へ隠れようと、前輪の後ろへ。




「見つけた。ピンクに戻ってる。俺がやれる」

　Ｍ９８Ｂの男は、完全にレンを視界に捉えました。

　レンが逃げた前輪の方向は、男にとってはより見えやすくなる位置でした。パンクしているホイールだけでは、レンの体を隠し切れていません。

　ごそごそと何かしているようですが、下半身は狙撃可能な場所にあって、

「悪いなみんな。獲物は俺がいただく」

　ピタリと狙いをつけました。

　この位置なら、相手からはラインは見えないはず。男は引き金にそっと指を触れて、バレット・サークルの出現を待ちました。

　彼の狙撃技術と銃の性能から、バレット・サークルはとても小さく、心拍によって最大に膨らんだ状態でも、レンの下半身にすっぽりと収まっていました。

　つまりは、どんなふうに引き金を引いても、システム上必中するということ。外すことができません。

　あと１ミリ、人差し指を動かせばよかったそのとき、

「全員聞け。ハンヴィーが狙撃された。ミニガンの男が死んだ」

　リーダーからそんな声がかかりました。

　男は射撃を止めて、一度指を引き金から離しました。バレット・サークルが消えました。

「我々の誤射ではないかと問われている。そんなことはないと思うが、念のための確認だ。誰か間違って、もしくは間違えなくて撃ったか？　リーダー怒らないから正直に言ってごらん」

　男は笑いましたし、同時に仲間達の笑い声が返ってきました。

「そうか違うな。よし、しっかりと伝えておく。すなわち、周囲に敵の伏兵がいる。油断するなよ」

　リーダーの声を聞き終えて、男は再び引き金に指を添えました。これを撃ったらこの場所から素早く逃げることにして。

　そして、躊躇なく撃とうとした瞬間、バスが爆発しました。







　その少し前。

　ここにいてはヤバイ。悪い意味でヤバイ。

　レンは黄色いスクールバスのホイールの裏に隠れつつも、自分が窮地なのはあまり変わっていないと認識していました。次に飛んでくる弾丸が、自分に食い込まない保証はないのです。自分に食い込まなくても、バスの燃料タンクに命中しない確証もないのです。

　一刻も、いえ一瞬でも早く、ここから離れなければなりません。そして、ビルの中に逃げ込まなければなりません。

　なにかほうほうはないかなにかほうほうはホウホウハ……。

　レンの頭が猛スピードで回りました。

『死にかけの人が走そう馬ま燈とうを見るのは、不慮の生命の危機において、それまでの記憶の中から〝死なずにすむ方法はないか〟を必死に探っているからに他ならない』

　そんな文章が──、いつ読んだのか忘れましたが、頭をよぎりました。

　そして、まさに今がそんな状態です。ＧＧＯやＳＪでは何度も経験してきたことですが。

　動けない場所での、外部からの銃撃という危機──、そういえば最初のＳＪでもありました。ＳＨＩＮＣとの戦いの最中に。

　あのときは岩の裏に隠れた自分に、猛烈なマシンガン攻撃。出たらすぐに撃たれるけど、ずっと隠れていても、そのうちやられる、という状況でした。

　そして助かったのは、今も持っているプラズマ・グレネードのおかげでした。爆発を楯にして、反対方向へと遁とん走そう。

　いけるか？　いけるのか？

　走馬燈が答えを出してくれたような気がして、

　ああ、いや、ムリだ……。

　レンは否定しました。

　あのときは、どっちから撃たれているかよく分かっていたし、逃げる方向もあったし、自分の足でも逃げられる環境でした。

　今は違います。

　バスの先端の先には建物が見えているのですが、何せ交差点のほぼ中央に鎮座しているので、建物までは最短でも30メートルほど。

　既にスナイパーに捕捉されている今、この距離を無事に駆け抜ける自信はありません。

　もうだめだ！　走馬燈品切れだ！

　レンが思った瞬間、もう一つの記憶が生まれました。

　それはＳＪ３での、船内での初戦闘。

　自分達めがけて砲弾のように空中を吹っ飛んできた、ターニャの姿でした。







　Ｍ９８Ｂを持つ男を含め、ロング・ランサーズに属し、今レンを狙える位置にいたスナイパー達は、見ました。

　バスがプラズマ・グレネードの爆発で持ち上がるのを。

　大きなスクールバスの車体が、お尻から持ち上がって宙に浮きました。車体下部は直径５メートルほどの青白い奔流に巻き込まれて砕けていきますが、その爆風が車体後部を持ち上げたのです。車体後端にロープでも引っかけて持ち上げたかのような、動きでした。

　次の瞬間、バスの燃料タンクへの引火が起こりました。車体後部を宙に浮かせたまま、黄色いスクールバスが、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていきます。

「なんだ……？　あのチビ、自殺しやがったぞ……」

　Ｍ９８Ｂを持つ男が、トラックの荷台から下りながら言いましたが、

「いや、違う！　逃げた！」

　耳に戻ってきたのは、ビルの中、すなわち高い場所から狙っていた仲間のそんな声。

「ほう、どうやって？」

「爆風だ！　ピンクのチビ、自分で起こした爆風に乗って飛ばされやがった！」




　土埃まみれで、全身に擦り傷を負って赤い被弾エフェクトを光らせているレンは、廃墟ビルの中にいました。

「う、上手くいった……」

　バスの炎が照らさない奥へと這って逃げて、ひとまず狙撃されることはなくなりました。

　かなり無茶な思いつきでした。

　バスの後部で、自分から５メートルほど離れた場所でプラズマ・グレネードを起爆。衝撃はバスの下を暴風となって駆け抜けるので、その勢いで外に押し出してもらう。

　どれだけダメージを食くらうか分からないまま、レンはそれを実行しました。

　全身に細かい傷だらけ。さっき打った救急治療キットはまだ仕事中ですが、終わってもヒットポイントは八割ほどでしょう。

　つまり二割を犠牲にしたわけで、

　死ぬよりはマシだ！　わたしはまだまだやるぞ！

　てってれてーてー、てってれてーてー、てってれてーてー、てってれれー。

　レンの脳内で、メンデルスゾーンの『結婚行進曲』に代わってワーグナーの『ワルキューレの騎行』が、その勇ましいメインテーマが流れ始めました。

「どしたレン？　無事かあ？」

「うん！　ひとまずスナイパーから逃げてビルの中だ！」

「やるじゃんか相棒。こっちは全員無傷で逃げてるぜ今のところ！　──あっ！」

「フカ？」

「訂正。アンナが撃たれた。こりゃ重傷だな」

　フカ次じ郎ろうの声に、近くで撃つドスの利いた銃声が被かぶりました。ローザがＰＫＭを撃ちまくっているのでしょう。

　その音がピタッと止んで、

「あ、ターニャも撃たれた。死んでねえといいけど……」

「ぐうっ……！」

「こっちはいいから、お主は生き残ってそこから脱出することを考えな！」

「うう……」

「余計な情報は邪魔だろう。安全になるまで一度通信切るね」

「分かった……」

　レンは耳に指を当てて通信アイテムを切って、世界は急に、静かになりました。

　バスが燃える音が、不気味に響いて聞こえました。







　ミニガンの射手を失ったハンヴィー二号車の運転手は、レンが起こした爆音を聞いて警戒し、ハンヴィーを止めました。

　サイドミラーを使い、周囲からの自分への攻撃でないかを確かめました。

　東西に延びる大通りには敵はなく、周囲のビルと、道路上で邪魔をしている瓦礫が見えるだけです。

「よし」

　再びアクセルを踏んで、ハンヴィーは走り出しました。

　東へと、仲間と合流するために。

　その後ろに、馬が現れました。




「なんだあの、馬みたいなやつは？」

「だから馬だよ」

　酒場での会話は、どこか間が抜けていました。

　画面の一つには、右へ左へとせわしなく障害物を避けながら進むハンヴィーと、その後ろから追いかける馬が映っています。

　馬は、南側の路地から飛び出してきました。その背に乗っているのは、女性プレイヤーが二人。

「え？　──マジで馬？」

「おたく、ＧＧＯ歴短い？」

「まあ、うん。実は３ヶ月くらい」

「じゃあしょうがない。先輩面するつもりはないが教えとくな。あれは〝ロボットホース〟。機き械かい仕じ掛かけの馬だが、モンスターとしてじゃなく、プレイヤーが乗れるアイテムになってる」

「へえー。乗れるんだ」

「乗れない」

「はい？」

「俺を含め、まず普通のプレイヤーには乗れない。振り落とされる。俺もそうだった。これを取ればすぐに乗れるというスキルも、一切ない」

「アイツら乗ってるよ？」

「だから、リアルで乗れるんだよ」




「すげえよシャーリー！　お前にできないことあるのかよ！」

　疾走する馬の背中で、そしてシャーリーの背中に抱き付きながら、クラレンスが叫びました。

　必然的にシャーリーの耳元での絶叫になったので、彼女は顔をしかめて、

「お前を静かにさせることくらいだ！」

「ふっ……、俺を殺すのは無理だぜ」

「そういう意味じゃない。ああ、その方法があったか」

「ヒドいな仲間だろ？」

「いいから黙ってろ！　舌嚙むぞ！」

　Ｒ９３タクティカル２を体の前にぶら下げたシャーリーは、金属ワイヤーの手綱を握っています。

　サラブレッドを思わせる立派な体格の、そして機械の馬。

　それが二人をここまで乗せてきてくれた、音を立てない高速移動を可能にしてくれた立役者でした。







　それは、およそ小一時間前のことです。

　高速道路でピトフーイの狙撃に失敗したあと──、

　自分達にも都合のいい乗り物が欲しいと、二人が辺り一面探し回った結果見つけたのが、この馬でした。

　高速道路上で斜めになって止まっていた、大型ＳＵＶが引っ張っていた四角いトレーラー。その中に入っていた、一頭の機械の馬。

　側壁にもたれかかっているので壊れているのかと思いきや、人が近づくと目に光が灯ともりました。両脚を少しばたつかせて立ち上がると、首を動かして、扉を開けたシャーリー達を真っ直ぐ見据えました。

「よしよし。お前──、走りたくないか？」

　シャーリーが優しげに問いかけると、ロボットホースは、首をブルブルと震わせました。

「イヤだって言ってる」

　爆薬バックパックを背負ったクラレンスが、腰を引かせながら言いました。

　シャーリーは、

「よし、おいで」

　ロボットホースをトレーラーから引き出すと、

「よしよし。脚も無事だな。いい体をしてるな」

　鈍い銀色に光る機械の体を、その前脚を、後ろ脚を、優しく優しく撫なで回まわしました。

　ロボットホースは、頭の上までで２メートルを楽に超える巨体です。

「こ、怖くないの？」

　クラレンスが、たっぷり５メートルは離れた場所で脅おびえています。手にしているＡＲ─５７の銃口を、すぐにでも向けそうな雰囲気です。

「真後ろに立つなよ。蹴り殺されるぞ」

　シャーリーは、あまり見せない笑顔で脅しました。

「うひい！」

　クラレンスは、８メートルまで離れました。

　シャーリーは、鞍くらや鐙あぶみなど、装着されている馬具の位置を調整しながら、

「大丈夫。ＧＧＯ世界の馬も、リアルの馬も、こっちが真摯なら応えてくれる」

「俺達淑女だよ？」

「その紳士じゃない。あと、私達が淑女か？」

「議論はそのうち。でも、乗れるの？　なんか難しいって聞いてるよ？」

「ああ、確かにな。だから、こっちでもだいぶ練習した。私のいるスコードロンの連中は、馬好きが多くてな」

「まじかー。ＧＧＯに来てまでして、何やってるのさ君きみ達たち？」

　シャーリーはまだ一応、《北の国ハンターズクラブ》に在籍しています。ＳＪ２でＫＫＨＣとして出場したあのスコードロンです。

　シャーリーのリアルである霧きり島しま舞まいを始め、全員が北海道で狩猟をしているハンターという特殊なスコードロンです。よって、そのリアルスキルはかなり豊か。

　実弾射撃や動物解体のみならず、山スキー、スノーシュー、除雪車、スノーモービルなどが扱える人たちですが、乗馬ができる人もかなりいます。

　中でも舞まいは、東京にいた少女時代から、遠い場所にある乗馬クラブに通っていたほどの馬好き。大学でアウトドアサークルにいたときも、頻繁に乗馬を楽しみました。

　北海道でネイチャーガイドを生業にしている今も、近所の牧場から馬を借りて時々乗っています。その牧場の乗馬体験やホーストレッキングツアーも、ガイド業の一環として率いています。

　ＫＫＨＣは、ＧＧＯにも機械だが馬があると知って、乗る練習をしました。

　ロボットホースはいい意味でも悪い意味でも高性能な、あるいはピーキーな馬です。それは競技用最高峰のサラブレッド、それも最高に速いが最高に気むずかしい一頭を思わせます。

　ただノンビリ歩かせるだけならさておき、高速移動アイテムとして使用する場合、つまり本気で走らせるとなると、シャーリーでも一苦労でした。

　何度も何度も落馬を体験して、ときには頭から落ちて死に戻るという、リアルでは一度しか経験できないだろう貴重な機会にも恵まれた結果──、

　シャーリー達は、ロボットホースを普通に乗りこなせるようになりました。

　とはいえ、それが対人バトル中に役立つことなど、今まで一度もなかったのですが。







　馬が走っています。

　見つけてからここまで、移動のためにそれほど速度を出してこなかったロボットホースが、今は全力疾走をしています。

　追いかけるのは、先ほど一人を屠ってやったハンヴィー。

「格好いいなあシャーリーは！　くそう悔しい！　俺が馬に乗れたらなあ！」

「なら、今度教えてやるよ！」

　シャーリーにしては珍しく、楽しそうに言いましたが、

「え？　別にいいよ怖いから」

　さらりとそう言い返されて、少し悲しそうな顔へと変わりました。

「で、どうするんだよ？　ピトフーイを狙うんじゃないの？」

「そのためにはアイツらが邪魔だ。ひとまず、あの車を襲うぞ」

「どうやって？」

「それは……、それは……」

　何も考えてなかったようです。

「まったく困ったちゃんだな！　じゃあここは俺に任せろよ！　すっげーいい案があるんだ！」

　クラレンスは自信たっぷりに言うと、左手を振ってストレージを操作、背負っていた巨大な爆薬バックパックのみならず、メイン武器のＡＲ─５７、さらにはマガジンポーチや、右みぎ腿もものファイブセブンのホルスターまでしまってしまいました。

「あ？　どうするつもりだ？」

　ちらりと振り向いたシャーリーが聞いて、

「真横につけて！　ちょっとアクション映画やってくる！」

　ブーツに黒い戦闘服上下だけという、身軽な外装になったクラレンスが答えました。

「落ちても拾わんぞ！」

「つれないなー」

「武器はどうするんだ？」

「ここにあるさ」

「あ？」

　シャーリーが再び振り向くと、クラレンスは己の胸に手を当てていました。

「は？」




「おーいハンヴィー！　後ろだー！　後ろにいるぞー！」

　酒場の男の声が聞こえたわけではないでしょうが、

「げっ！」

　ハンヴィーを運転するＶ２ＨＧのメンバーは、

「なんだありゃ……」

　異形の追跡者に気付きました。サイドミラーで見て、ぽつりと呟きます。

「馬か？」

　馬です。

　二人乗っているのが見えて、それが味方でないことは一目で分かりました。

「冗談じゃない。馬賊なんかにつきあってられるか」

　自分一人だけの今では戦うべきではないと判断し、男はアクセルを踏みました。そしてすぐにブレーキを踏んで、瓦礫を右へ左へと避けて、またアクセルを踏んで、

「ああくそっ！」

　さっきせっかく苦労して通り抜けてきた道を、今度は全力で戻ることになりました。




「ハイっ！」

　拍車が付いていないブーツで〝拍車をかけて〟、シャーリーはロボットホースを加速させ、瓦礫に正面から突っ込ませました。

　そうなると馬が取る手段は二つに一つ。

　すなわち、勢いよく跳び越えるか、急停止して後ろの二人を前に放り投げるか。

「跳べるよ！　お前は跳べる！」

　シャーリーに愛されたロボットホースは、その気持ちに応えました。

　人の背丈ほどはある障害物の山を、

「うひゃあ！」

　悲鳴を上げるクラレンスを乗せたまま、ひらりと跳び越えたのです。
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　シャーリーは跳躍の前に、抱き付いていたクラレンスごと少し腰を浮かせて体を前に持っていき、着地後はまた何事もなかったかのように鞍に戻りました。

「そうだ！　よくやった！　楽しいねえ！」

「どこが？　こっちは死にそうだよ！」

「お前に言ってない！」

　二人を乗せたロボットホースは、コンクリートの道路に謎の金属でできた蹄ひづめの音を響かせながら、ハンヴィーまであと少しと迫りました。

「追いつくぞ！　どうするんだ？」

「左に並んで！」

「どうなっても──」

　シャーリーは、鐙に載せた両足で脇腹を押し込むと、手綱の左を少し引きました。

「知らんぞ！」

　少し加速したロボットホースは、ハンヴィーの左脇へと並んで、

「とりゃああああ！」

　その背中から、今度はクラレンスが跳びました。




　格好よく跳んだクラレンスは、格好悪く防弾板に腹から落ちました。

「ぐげっごふっ！」

　かなりの大ダメージで、ヒットポイントが二割減りました。リアルでやらかしていたら、内臓破裂をしていたかもしれません。

「いてて！」

　クラレンスは一度防弾板の外、車体後部のルーフにしゃがむと、左手をサッと振りました。ストレージの操作ウィンドウが出ると、一つだけボタンを押しました。

　それから、ハンヴィーの車内へと飛び降りていきます。




　だだん！

　運転していた男は、車内で大きな足音を聞きました。

　ハンヴィーの車体中央には、銃座に立つ人向けの、パンタグラフ式のような〝お立ち台〟があります。この鉄板の台に乗ると、かなりいい音がします。

　さっきまでそこで足音を立てていた死体が蘇よみがえるわけがないので、今いるのは敵。乗り込んできた敵。

　男はブレーキを踏んで車を止めにかかります。同時に右へと振り返りながら、左腕を助手席との間に置いてあるＨＫ４３３アサルト・ライフルに伸ばしました。

　その動きは素早くよどみなく、ストックを折りたたんであるＨＫ４３３はスルリと持ち上がって、安全装置が外されながら、銃口が後ろへと向けられて、

「は？」

　そして手が止まりました。

　そこには──、

　下着姿の女がいました。

　さっきまで仲間の胸から下が見えていた場所に、しゃがんで全身を、そして肌を見せている女がいました。

　黒い髪は短く、シャープな顔立ち。

　胸はあまりなく、スレンダーな体つき。

　目にも眩まぶしい白い肌を隠すのは、わずかな面積の黒い下着だけ。
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　上半身には、スポーツ用のようなブラジャー。

　下半身には、柔らかそうな腿の間に魅惑的な三角形を見せる、ショーツ。それも角度の関係で太ふと腿ももに隠されて、まるで何も穿はいていないように見えます。

　妖よう艶えんに微ほほ笑えむ顔の下に走る首のラインが、鎖骨の作る深い窪くぼみが、上下に波打つ白いデコルテが、ブラの下でかすかに膨らんだ乳房の角度が、脇腹にうっすらと見える肋骨が、絞られた腰のくびれが、腿から繫がるお尻のラインが、可愛い指が並んだ細い足先が──、

　男の目に一瞬で飛び込んで、脳内をスパークさせました。男の体の中を、熱い血が全力で駆け巡っていきます。どこに集まるかはさておき。

　男は全身で感じました。ハンヴィーの車内に、突然いい匂いがしました。

　女はにっこりと微笑んで、顔と上半身を運転席に寄せながら言うのです。

「ねえ……、おっぱい揉む？」

「え？　うん、はい」

　男が脊髄反射的に答えて、銃を下ろして手を離し、そのまま左手を、胸の黒い布の部分へと伸ばしました。

　その手を、女は細い右手で優しく受け止めると、

「うっ！」

「こっちだよ……」

　自分の胸元へと導きます。そのとき彼女の左手は、運転席の後ろに。

　男の手が、ますます胸へと近づきます。

　ごくり。

　あと数センチで、触れられる。感触を確かめられる。

　そんな夢のような瞬間に、女の左腕が座席の後ろから男の顔に向けられて、握られていたファイブセブンが火を噴きました。

　わずか２センチの距離にある銃口から弾丸が飛び出して、男の額から側頭部へと抜けていきます。

　頭を射貫かれた男は、それでも必死に体を捻って、よりいっそう左手を伸ばしました。それは、最後まで生きることを諦めない姿でした。

　おっぱいだ！

　指先で、ほんの少しだけ触れたブラの感触を楽しみながら、

「ああ……」

　ヒットポイントが減りきった男は、死んでいきました。

　覆面とサングラスで、表情は分かりませんでした。







　ロボットホースをくるりと転回させたシャーリーは、

「ほらよっ！」

　瓦礫に頭から突っ込んで止まっているハンヴィーのルーフから、【Ｄｅａｄ】タグを煌きらめかせる男の死体を、砂袋のように放り投げているクラレンスを見ました。

　彼女は、〝アバターがこれ以上は脱ぐことができない〟状態、つまり下着姿でした。

「あらよっ！」

　二つ目の死体を軽々と放り投げる様子を見て、シャーリーが素直な感想を漏らします。

「お前、結構力あるな」

「きゃあ！　見るなよシャーリー！　エッチ！」

「そんなお約束はいらない。どんな手段を取ったかも、大変よく分かった。とても真似はできないけどな」

「え？　簡単だよ。〝装備・服装の一括解除〟」

「やり方の問題じゃない」

「俺よりもおっぱいあるのに」

「そういう問題でもない」

「使える武器はなんでも使おうよ」

「あとでじっくり話し合おうか」

　シャーリーは周囲を警戒しつつ、ロボットホースを前に進めます。

　騎上の高い位置から、ハンヴィーの車内を覗のぞき込こみました。

　防弾板に囲まれた銃座に据え付けられた、六本の銃身を束ねたメカメカしいガトリング式機関銃、Ｍ１３４ミニガンを見ました。そして首を傾げます。

「なんだこの部品は？　放水銃か？」

「ええっ？　ミニガンも知らずにＧＧＯやってるの？　おっくれてるー！」

「悪かったな。で、強いのか？」

「一番強いよ！」

「一番強いのは、私の愛銃だ」

「うん、そういうの今いいから。──って馬が怖い。顔を寄せないで！」

「まったく」

　シャーリーが手綱を引いていなければ、弾丸は彼女の腿に当たったでしょう。

　狙撃の銃弾はロボットホースの左前脚付け根に当たり、機械の体を穿うがちました。

　驚いたロボットホースが前脚を上げ始めて、シャーリーは即座に鐙から足を外し、手綱から手を離し、勢いよく右脇へと飛び降りました。

　ロボットホースは、後ろ脚だけで直立しました。もしシャーリーが飛び降りていなければ、そのまま後ろへと、馬と一緒に倒れていたことでしょう。そして下敷きになっていたでしょう。

　ロボットホースは体を戻すと同時に、踏ん張りが利かない左側へと倒れていきました。その途中にも飛んでくる銃弾が、シャーリーの頭の上を飛び抜けました。

「くそっ！」

　Ｒ９３タクティカル２を構えようとするシャーリーに、

「いいから乗って！　この車、防弾だよ！　運転できるよね？」

　車内に逃げ込んでいたクラレンスが、運転席のドアを大きく開けました。防弾のドアとガラスで、シャーリーを守ります。

「なんで私が……。クソッ！」

　シャーリーは汚い言葉を吐くと、まずは長いライフルを差し入れてクラレンスに持ってもらい、そして運転席に乗り込みました。

　乗り込む途中に、倒れたロボットホースの首に、無慈悲な止とどめの銃弾が命中するのが見えました。

　それは、猟師として舞まいが、エゾシカ相手に何度も行ってきた行動で、

「ゴメンな……！」

　ロボットホースの首が力なく崩れ落ちるのと、シャーリーが運転席のドアを閉めるのが同時でした。

「なあに、いいってことよ！」

　クラレンスが助手席で言って、運転席でお尻の位置を正しながらシャーリーは、

「お前にじゃない、馬にだ。手を合わせて感謝しておけよ。あと、早く服を着ろ！」

「ほいよ！」

　クラレンスが左腕を振って、ストレージから〝一括装備〟のボタンを押しました。

　座っているクラレンスの体に黒い戦闘服がまとわりついて、その上にマガジンポーチなどが張り付き、最後はＡＲ─５７が体の前に現れました。まるで魔法の変身です。

　強力な爆薬を詰め込んだバックパックは、実体化するやいなや車体の後部に放り投げました。まあそれくらいの衝撃では爆発しないでしょう。しませんでした。

　ハンヴィーは大きな車体の割に、ルーフは低く少々圧迫感があります。ミニガン用のバッテリーのバッグと、ミニガンに繫がった給弾レール、そして数千発を蓄える巨大な弾薬箱が、後部座席を二つとも占領しているので、なおさらです。

　がきん！

　銃弾がフロントガラスに命中して、ほんの少しだけ、当たった場所を灰色に曇らせました。もし防弾でなければ、そのままシャーリーへ命中する角度でした。バレット・ラインは、一瞬しか見えませんでした。

　シャーリーやエムのようなラインなし射撃ではありませんが、ほぼ確実に狙い込んだあと、サークルが出て最初の収縮で躊躇なく撃っています。相手の高い技量が分かります。これなら、通常の戦闘時に避けるのはそうとう難しいでしょう。

「いい腕だ」

　シャーリーは腰のポーチから双眼鏡を取り出して、前を睨みました。

　５００メートルほど先。同じ車がこっちに舳へ先さきを向けていて、防弾板の中で狙撃銃を構えている男がいます。その構えに、殺意を感じます。

「そりゃ怒っているだろうな。仲間を倒して悪かった」

「まったくだぜシャーリー。ピトフーイを殺すって高尚な目的はどこ行っちゃったんだよ？」

「忘れてないよ。さて、逃げるか……」

　シャーリーは、ギアを探してバックに入れると、アクセルを踏みました。




「くそ！　ダメか……」

　自分が乗っているのと同じ防弾ハンヴィーなので、銃撃が無駄と悟ったＶ２ＨＧのリーダーは、ルーフから身を引きました。

「運のいいヤツらだ」

　撃っていたライフル、《Ｌ１２９Ａ１》を脇に置いて、運転席へと戻りました。

　この銃は、７．６２×５１ミリＮＡＴＯ弾を使う自動連射式狙撃銃。

《ヘッケラー＆コッホ　ＨＫ４１７》や《ナイツアーマメント　ＳＲ─２５》などと同じく、〝パテントの切れた《アーマライト　ＡＲ１０》ライフルのクローン〟です。

　なので外見は、３丁とも大変によく似ています。銃に詳しくない人には、難易度の高い間違い探しのレベル。

　Ｌ１２９Ａ１というのは、イギリス軍が制式採用したときにつけた名前になります。モデルになったのは《ルイス・マシン＆ツール（ＬＭＴ）　ＬＷ３０８ＭＷＳ》という銃。

　銃には、銃器メーカーがつけた商品名と、採用した軍がつけた制式採用名があるので厄介です。

　この銃を使うスナイパーでありチームリーダーの彼こそが、空港南部でボス以下ＳＨＩＮＣの三人を立て続けに狙撃し、窮地に陥らせた張本人でした。

　そのあとにチームメイトがＳＨＩＮＣに言った、〝ＤＯＯＭのスナイパーが君達を撃って、それを我々が仕留めた〟など、もちろん噓うそ八はつ百ぴやくです。ＳＨＩＮＣを上手く結託チームに誘い入れるための自作自演でした。

　しかし、凄腕のスナイパーに性能のいい狙撃銃をもってしても、装甲ハンヴィーには敵いません。ズルい相手です。今は自分もその中にいるのですが。

「こちら一号車。悪いニュースと悪いニュースがある。どっちから知りたい？」

「ヨハンもやられたのは分かってる！　今そっちに向かってる！　弔い合戦だな！」

　先ほどグレネード・ランチャーを撃っていた男から、そんな声が返ってきました。

　仲間が屠られたというのに、実に楽しそうでした。さっきまでより、楽しそうでした。ＧＧＯを遊ぶ連中は、みんなこうです。

「じゃあ悪い方を伝える。所属チーム不明の二人の伏兵に、ミニガンごと二号車を乗っ取られた」

「なっ──」

　さすがに絶句した男でしたが、すぐに、

「いいだろう！　ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣの追撃はひとまずおいておいて、奪い返してやろうぜ！」

「だめだ。二号車は放置だ。我々は、別の道で西へ向かう」

「命令には従う、リーダー。だが理由を教えてくれ」

「たとえミニガンでも、車内にいる限り俺達は簡単には射貫けない。移動していればなおさらだ。スナイパー連中も、彼等なりに生き残れる強者だろう。当初の計画通り、目標を北西に追い込み、囲むのが先だ。ＬＰＦＭさえ壊滅させれば、ファイヤとの契約は終わりだ。あとは何をしてもいい」

「分かった……。これからは単なる独り言だが、ＬＰＦＭを消すことに、ファイヤにどんだけの理由があるんだろうな？」

「これは俺の独り言だが、俺にも分からない。あえて聞かなかったからだ。でも、それが〝依頼〟である以上、死ぬまで全力を尽くす」

「独り言を続けるが、今回の参加報酬、一体幾らもらったんだ？　気になって仕方ないぜ」

「あはは！　コトが終わったら、あるいは今いま際わの際きわに、包み隠さず教えるよ。たぶんみんな吃びつ驚くりするぜ？　おっと、これも独り言な」





＊　＊　＊






　がごん！

　コンクリートの塊に豪快に車体をぶつけて、

「うがっ！」

　クラレンスの体は左右に揺さぶられ、分厚いドアに右肩をぶつけました。

「痛い！　なんでもできるシャーリーは運転は下手か！　そもそもこれを〝できる〟と呼んでいいのか！」

「うるさい！　黙って見てろ！」

　運転席でハンドルを握るシャーリーは、右腕でシフトレバーを動かし、ハンヴィーをバックさせました。

　ごぎん！

　勢いがつきすぎて、後ろにあった廃車に右後方をぶつけました。

「ああもう！　ＧＧＯってゲーム、そういう遊び方じゃないよ？」

「クソッ！」

　広い北海道で生活するための必需品〝普通自動車免許〟を持っている霧きり島しま舞まいですが、バイクや馬は大好きで得意でも、四輪は好きでは、そして得意でもありません。

　普段の生活の足は、同僚から安く売ってもらった４ＷＤの軽自動車。それですら、運転はゆったりです。

　舞まいは、免許取り立ての頃に駐車場で、他人の車にぶつけてしまったことがありました。大した破損ではなかったのですが、持ち主にはこっぴどく怒られて、保険から弁償しました。

　それ以来舞まいは、できることなら運転などしたくない、とすら思っています。それでは北海道で生活ができないので、仕方なくしています。夏はさておき、冬はどうしようもありません。

「この車がでかすぎるんだ！　トラックか！」

　シャーリーは、目の前にあるハンドルを叩きました。

　ハンヴィーは、大きな車です。車幅は約２．２メートル。全長は約４．８メートル。全長はさておき、幅が広すぎます。

　軽自動車で１．48メートル。小型自動車で１．８メートル。大型のＳＵＶでも１．９メートルくらいという幅を考えると、かなりのサイズ。

　こんなに大きな車を、舞まいは一度も運転したことがありません。しかも慣れない左ハンドル車で、ハンヴィーはハンドル位置が車体の端に寄っています。

　左右の窓には装甲板と防弾ガラスが貼り付けられているので、周囲の視界も狭いです。後ろは、まったく見えません。

　右側面をガリガリと擦りながら、どうにか瓦礫の狭い箇所を抜けましたが、その先にはまた別の障害物が転がっていました。

　シャーリーは、溜息をつきました。

「さっきのヤツ、運転がすっごく上手かったんだな……」

「うーん、殺さない方がよかったかな？　でも、下僕にするには、シャーリーも一肌脱がなきゃダメだったと思うよ？」

　ロボットホースで追いかけてきた道を戻って、そのまま西へと向かっている二人ですが、さっきから、さほど進めていません。

　狙撃してきた一台は無理な追撃をしてこないようで、そこだけは安心していますが。

「この道が悪いんだ。別の道を探して、西へ向かう。ピトフーイ達はそっちだ。フィールド北西に追い込んで、襲う！」

「マジかよシャーリー、狙撃じゃなくてこの車で轢ひき殺ころすのか？」

「ああ？　それはちょっと……、イヤだな」

　思わずリアルの運転の怖さが口に出てしまったシャーリーですが、

「いいじゃんやっちまえ！　別にムリに狙撃縛りをしなくてもいいよ！」

　クラレンスは勘違いしてくれたようでした。

　シャーリーは少し走らせ、曲がり角を見つけて右にハンドルを切りました。

　ビルとビルの間の裏路地です。幅５メートルほどと細いですが、幸いにも障害物がほとんどない道でした。真っ直ぐ北へと延びています。

　シャーリーはぐっとアクセルを踏んで加速。やっと普通に走れました。

　その１００メートルほど先に別の交差点が見えて、交差する道路は太そうです。

「あの道だよ！　俺達に用意されたのは！　勝利へのヴィクトリーロード！」

　クラレンスが指を差して吠えました。

「だといいがな。あと、勝利とヴィクトリーでかぶってるぞ」

「曲がるのは左ね！　お茶ちや碗わん持つ方！」

「私が右利きでよかったな。よし、待ってろよピトフーイ！」

　ピトフーイ憎さに調子に乗ってしまったシャーリーは、ろくにブレーキもかけずに交差点で左折を始め、

「うひゃあ！」

　助手席のクラレンスの悲鳴と共に、曲がりきれない車体が交差点角のビルめがけて突っ込んでいきます。

「うっ！　やばいやばいやばい……」

　シャーリーはブレーキを目一杯踏みつつ、目を瞑つぶって神に祈りました。タイヤが豪快に滑って車体が横滑りしていき、やがてハンヴィーの右後部が、

　がぐべちゃ！

　ビルの側壁に激突して、

「ぐわ！」

「だっ！」

　クラレンスとシャーリーを容赦なく揺さぶりました。

　クラレンスは防弾ガラスの枠に激しく側頭部をぶつけ、被弾エフェクトが小さく煌めきました。ヒットポイント、５パーセント減少。ハンドルに摑まっていたシャーリーは、どうにか無傷でした。

　頭を右手で押さえたクラレンスが、運転席へとクレームをつけます。

「だからこういうゲームじゃないよ！　俺が運転した方がいいんじゃない？」

「悪い……。いや、もっと慎重にいく」

「まったくもう。ほら発進！」

「分かった……」

　ハンヴィーが走り出しました。

　ベッコリと凹へこんだ車体右側後部が、ガリガリと音を立てながらビルから離れていきます。

　そしてそこには、車体とビルに挟まれて潰された死体が、一つ残っていました。【Ｄｅａｄ】タグを点灯させた男の脇に、バレットＭ９８Ｂが落ちていました。

　凄腕狙撃集団、ロング・ランサーズの初の死者は──、

　自動車事故によるものでした。
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　バス大爆発という、早口言葉になりかけの状況を作り窮地を脱したレンでしたが、

　ああ、あんまり変わってない！

　その場に釘くぎ付づけになっているのは同じでした。バスの下から、廃ビルの中になっただけ。

　飛び込んだのは、もともと電気屋だったのでしょうか？　薄暗い中に、画面の割れた大型テレビが、無言で不気味に並んでいる部屋でした。

　レンは階段を探しました。

　せめて階上に上れば、別の視界が広がるのではないかと。

　そして諦めました。店の中に、上に行けるルートは何もなかったのです。

　貸店舗のスペースだったようで、防犯のためでしょう、横に抜ける出口もありません。道に面した北側だけが、唯一の出入り口でした。

　レンは暗い店の奥に身を潜めて、明るい窓側を睨んでいました。そこに誰かが来れば、Ｐ９０をフルオートでぶちまける覚悟で。

　今、14時何分でしょう？

　腕時計を失ったので、サテライト・スキャン端末を出さないと時間が分からないのですが、その光に弾丸が飛んでこないかが怖くて、レンは実行できません。

　５分以上ここにいたら、モンスターは湧くのでしょうか？　それも気になります。ナイフで切り損ねたらどうなるか。

　うう……。心細い……。

　孤軍奮闘といえば格好いいですが、実際には孤立無援です。

　いっそ一か八かで、通りに飛び出してみるかと思っては、音もなく撃ってくるスナイパーの恐怖に負けて足が動きませんでした。この前のテストプレイとは違い、ＳＪは一度死んだらお終しまいなのです。そして死ぬと、人生のかかった困ったことになるのです。

　ねえピーちゃん、どうしたらいい？

　心の中で胸の前に持つ愛銃に問いかけましたが、答えはありませんでした。

　ねえナーちゃん、どうしたらいい？

　後ろ手にナイフを触りながら問いかけましたが、答えはありませんでした。

　ねえプーちゃん──、

　プラズマ・グレネードを触りそうになって、さすがに止めました。

　そのときです、

　ずぼおー！

　道路から獣のイビキのような音が聞こえてきたのは。




　ハンヴィー！

　ＳＪ２において、車内で車外で、延々と聞きまくったのでレンは覚えています。

　あれは軍用四駆のハンヴィーが立てるエンジン音。排気量６５００ｃｃ、水冷Ｖ型八気筒ターボディーゼルエンジンの咆ほう哮こうです。

　音はビルの間で反響していますが、明らかに大きくなってきます。

　つまり東側、またはレンにとって右側から、この大通りを走って近づいてきているということです。

　音からして、ハンヴィーは一台。複数台だったら、もっとずっと騒々しいはずです。

　ぐっ！　どうする？

　レンは悩みました。

　ひょっとしてアレは、ミニガン付きのハンヴィーではないでしょうか？　本来なら１００メートルほど南側の通りにいたはずの。

　もしそうなら、なんとしてもプラズマ・グレネードを投げ込んでやりたいです。そのために飛び出してきたのですから。

　ここに隠れていることさえバレていなければ、通り過ぎるときに車体の下に放り込むのは可能でしょう。向こうからやってくるという幸運には恵まれましたが、やっと任務が果たせます。

　しかし、同時に思いました。

　あのハンヴィーの中に、自分が飛び込めないかと。

　防弾板に覆われたルーフも、上は大きく開いています。ＳＪ２で乗ったから分かります。

　ここから飛び出して真っ直ぐ近づき、ジャンプをして走っているハンヴィーに飛び込む。ＳＪ２で迫るハンヴィーを飛び越えたことはあるので、そのタイミングは計りやすいです。

　いえ、それより目の前でプラズマ・グレネードを炸裂させ、一度足を止めさせる方がより確実です。さらには自分をどこかから見ているスナイパーの目も、一瞬でも眩くらませられるかもしれません。

　車内に飛び込んでさえしまえば、外からの狙撃は、ハンヴィーの装甲板が防いでくれます。

　中に何人いるか分かりませんが──、そこはもう、大暴れするしかありません。

　ピーちゃんを四方八方に乱射して、弾が切れたらナイフを振り回す。同士討ちを恐れる心配もない、ＳＪ２のドームのジャングルでもやった、ある意味自分の一番得意な戦闘スタイルです。

　いける……。やれる……。やる！

　レンは決断しました。

　それが、自や棄けを起こした結果の自滅的思考でないとは言い切れませんが、ここでスナイパーに足止めされて、何もできないまま味方に置いていかれたり、あるいは全滅させられるのを聞いているだけよりは、ずっとずっとマシなはず。

　やるぞ！

　レンは、脳内の血管が煮える音を聞いたような気がしました。

　エンジン音は、急速に大きくなりました。もうかなり近いです。レンは左手で腰に付けたプラズマ・グレネードを持つと、作動秒数をいじりました。３秒だったものを、４秒に。

　慎重に下手投げでスイッチを押して道路の真ん中に放り投げて、即座に爆発するタイミングです。

　エンジン音がいっそう高まって、

　さあこい、こい、こい……。

　レンは壁かべ際ぎわに駆け寄るとスイッチを押しました。







　突然目の前で起きた青白い爆発に、

「なにっ！」

　ハンヴィーのドライバーはブレーキペダルを蹴っ飛ばしました。

　重い車体がどうにか停止したのは、青い球体の直前。

　そのまま突っ込んでいたら、なんでも壊すプラズマの奔流に、車体前部が嚙み千切られていたでしょう。

　爆風が重い車体を揺らして、ルーフから土埃が吹き込みます。

　いえ、入ってきたのは土埃だけではありませんでした。

「たあー！」

　甲高い絶叫と共に、ピンクのチビが飛び込んできて、一度車体後部の鉄板の上で尻餅をつきました。

「いて！」

　そしてすぐに身を捻ると、犬歯を剝むき出だしにしてＰ９０の銃口を向けてきて──、




「あれ？」

　レンは、Ｐ９０の引き金を絞りきる直前に気付きました。

　左側の運転席と、右側の助手席から振り向いているキャラクターの姿が、一応はチームメイトだということに。

　でも、間に合いませんでした。

　Ｐ９０が発砲されて、１発の銃弾が飛び出し、コンソールにめり込みました。

「うひゃあー！」「だあああっ！」

　クラレンスとシャーリーの悲鳴が同時に聞こえて、

「ごめーん！」

　その先にレンの絶叫が混じりました。

「でもなんで！」

　驚いたのはレンも同じです。

　決死の、必死の覚悟で飛び込んでみれば、そこにいたのは１時間以上前に別れたお仲間。

「何やってるの？」

　まだＰ９０を構えたまま、レンが聞いて、

「こっちに向けるな！」

　シャーリーが、

「盗んだバイクなら弁償するから！」

　そしてクラレンスが叫びました。

　レンはＰ９０の銃口を下ろしながら、左右をチラリ。ミニガンに繫がる金属レールを見て、

「撃たないよ！　ってこのハンヴィー、ミニガンごと奪ったの？　凄い！」

「まあね！」

　クラレンスが堂々と威張りました。まあ、最終的に奪ったのはここでランジェリー姿になった彼女のおかげですが。

「乗っけてって！　西側にみんなが逃げてるから、その支援に行こう！」

「なるほど。そこにピトフーイがいるんだな？」

　シャーリーの鋭い眼光に、

「うっ！」

　レンは一瞬、Ｐ９０を持つ手がびくんと動いてしまいました。シャーリーなら、ピトフーイを見つけ次第そこにこの車を突っ込ませるかもしれません。

　というか、彼女達は仲間なんでしょうか？　敵と認識してもいいのではないでしょうか？

「ほう、やるか？」

　シャーリーが睨みました。ただ、彼女の銃は横になって膝の上に置いてあり、すぐに発砲できる状態ではありません。

「ねえレン、運転上手？」

　クラレンスが突然聞いてきました。

「は？」

　ぽかんとしたレンに。

「代わってくれるのなら、遠慮なくシャーリーを撃ってもいいよ？　そしたら仲良くしよう！」

「ああ分かってた。お前はそういうヤツだった」

　シャーリーが呆れました。

　レンは正直に答えます

「運転は……、できない……」

「俺もだよ。だからシャーリーを撃ったら、この巨体も、ここでただの置物だよ」

「分かった……。ピトさん云うん々ぬんはさておくから、ひとまず走って！　ここにはスナイパーがいるの！　だからさっきまで出られなかったの！」

　レンが言って、シャーリーは少し不満そうでしたが、

　がん！　がん！

　ルーフの穴から車内に飛び込んできて火花を散らした銃弾に、決断を後押しされました。

　レンなどはあと少しで足先を射貫かれるところで、

「うひゃ！　──早く！」

「えいくそ！」

　再びエンジン音が高まって、チームＬＰＦＭの三人を乗せたハンヴィーは、プラズマ・グレネードが開けた穴を跨いで走り出しました。その間も、何発もボディを撃たれて、車内に響きました。

　レンがクラレンスに訊ねます。

「今何時？」

「えっと……、14時８分！」
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　14時少し前にレンを送り出してから、およそ10分間。

　その間のピトフーイとエムとフカ次じ郎ろう、そしてＳＨＩＮＣの四人は、何度死ぬと思ったか、もう覚えていません。

　レンによるロング・ランサーズの牽制が上手くいったと判断して交差点の陣地から飛び出したのですが、それは半分は正解で、半分はハズレでした。

　このときロング・ランサーズのメンバーのうち、リーダーを含む三人が、レンの方へと向かいました。残りの三人は、潜んだ場所で冷静に待機。

　そして数分後、ピトフーイ達を通りで見かけると──、すぐに撃たなかったのです。

　こちらは三人、向こうは八人。しかも本気で逃げています。向かってきているのをビルの上から撃っても、二人か三人しか仕留められないことを、彼等は経験上よく知っていました。

　だから彼等は、まず一度ピトフーイ達を西側に行かせました。緊張の面持ちで駆け抜けている彼等は、攻撃がないことに少しホッとしたかもしれません。

　そして彼等はビルから出て、背後についたのです。

　後方を警戒する殿しんがりに気付かれないように、身を隠しての追撃です。それは、ロング・ランサーズにとってはお手の物。

　狙撃を開始したのは、14時５分頃から。

　毒々しい迷彩服に覆面、そしてサングラスという、同じ風体の三人ですが、狙撃銃は二種類でした。

　一人が持っているのは、《ＲＰＲ》。意味は、ルガー・プレシジョン・ライフル。

　米国スターム・ルガー社製のボルト・アクション式狙撃銃で、口径は．３０８ウィンチェスター、つまりは７．６２×５１ミリＮＡＴＯ弾。

　銃身から真っ直ぐ伸びたストックや、ピストルグリップなど、まるでアサルト・ライフルのようなシルエットが特徴です。

　ＲＰＲは、特にどこの国の軍隊が採用したという話はありませんが、民間のシューターに、〝性能がいい割に、とても安価で買える一丁〟として大人気です。ＧＧＯにおいても値段が安く、それでいて狙撃銃としては申し分ない性能を誇ります。

　彼のＲＰＲは迷彩服と同じ色に完璧に塗装されていて、構えるとどこまでが人でどこまでが銃なのか分からなくなります。

　三人なのに銃が二種類なのは、残りの二人の持つ銃がまったく一緒だから。

《ＳＰＲ・Ｍｋ１２》自動式狙撃銃がその名前。ＳＰＲは、スペシャル・パーパス・ライフルの頭文字。

　口径は５．５６×４５ＮＡＴＯ弾と、いわゆるＭ１６や８９式小銃が使うのと同じ口径です。

　銃そのものも、Ｍ１６のカスタムモデルで、大まかな外見は似ています。

　ただ、銃身はかなりいじられていて、高精度の狙撃が可能になっています。弾丸も特別なものを使います。サプレッサーも装備。

　有効射程が６００メートルほどと、より大口径の狙撃銃に比べて短いのですが、そこまでの命中率と、銃の軽さはアドバンテージです。

　さらに、元がＭ１６アサルト・ライフルなので、いざとなればフルオートで連射もできるのも強みです。

　そして、外見がまったく同じようにセットアップ（スコープや、バイポッドなどのアクセサリーを装着）された２丁を使うメリットはもう一つありました。

　それは、〝分身の術〟。

　別に彼等が忍者なわけではありません。ＧＧＯにそんなスキルやアイテムがあるわけでもありません。

　しかし、偶然背格好や頭身が同じだった二人のアバターは、顔を隠すと、どっちがどっちだか、まったく分からなくなるのです。

〝ロング・ランサーズの兄弟〟とスコードロン内で揶や揄ゆされるこの二人は、生まれも育ちも全然違う、単にＧＧＯ内で偶然知り合っただけのガンマニアなのですが、妙に意気投合しました。

　ならばと、常に同じ外見をしてきました。このＳＪ４では迷彩服と、ＳＰＲ・Ｍｋ１２。

　外見が同じに見える二人は、バディとなって一緒に戦います。それも、あえて離れて。

　一人が必要に迫られて身をさらして攻撃しているとき、一人は完全に隠れているのです。

　そして一人が敵のプレッシャーを受けると、無理をせずにサッと逃げます。敵が追いかけた瞬間に、もう一人が背後から襲うという戦法。

　撃たれた人間にしてみれば、ワープをしたか分身したように見えることでしょう。

　こうして二人は、ロング・ランサーズの中ではもっとも対人戦闘に適したメンバーとして、スコードロンがＰＫ狙いの一団に襲われたときなど、本領を発揮してきました。

　そして今も。




　ＳＨＩＮＣでソフィーに次ぐ戦死者となったのは、アンナでした。

　ＲＰＲを持った男に狙われ、そして最初の目標になりました。

　バレット・ラインが見えない後ろから撃たれ、

「ぐっ！」

　銃弾は彼女の左腹を貫いていきました。

　強力なライフル弾ゆえにヒットポイントは一気に八割ほど削られて、アンナはその場にうずくまります。しかし即死を逃れたことで、仲間達に警告する余裕が生まれました。

「ここは抑える！　みんなは行って！」

　アンナは、ボス達に叫びました。

　そして自身は瓦礫の脇へと伏せて、ドラグノフ狙撃銃を構えました。ここで、死ぬまで後ろの敵を食い止めるために。

　ボス達はそれが最善手だと分かり、

「くっ……。全員走れ！」

　そのときＰＫＭを牽制で撃ちまくっていたローザは、

「クソッ！」

　ボスの命令に従って、射撃を止めました。そして、アンナを視界の隅に残して走り出しました。

「そうだよ、みんな行って！」

　アンナは瓦礫に寝そべってドラグノフを構えて、ただ一人、次の攻撃を待ちました。

　四倍スコープを覗いて、通りを睨み、

「いた！」

　ちらりと動く迷彩服の男を見つけ、そこへ狙いをつけて──、

　撃つ前に別の場所からの銃弾を頭に受けて、

「くっそ……」

　待機エリアへと戻されました。

　アンナの死亡を知ったボスは、

「次に撃たれても残るな！　とにかく全員走れ！」

　三人に減った仲間達に、あるいはもう三人いる仲間達に命令しました。







「追うぞ」

「了解」「了解」

　ロング・ランサーズの三人も、追撃戦に移ります。

　一人のスナイパーを倒したあと、敵七人は、もう反撃せずにひたすら逃げる方へ専念しています。止まってもらう方が自分達にとっては撃ちやすいので、それは正しい判断だと思いますが、ならばこちらも本気を出すのみ。

　スナイパーは、基本的に全力疾走はしたくありません。理由はもちろん、心拍数が跳ね上がるから。

　しかし、不断の努力で己の弱点を潰すことを身上としているロング・ランサーズでは、全力ダッシュ数百メートルの後に狙撃するという、冬季五輪競技にもなっているバイアスロンのような訓練を行っていました。

　その結果鍛えられた彼等は、荒れる心拍の中でも狙い、バレット・サークルが最小になるタイミングに引き金を絞りきる技を磨きました。

　ＲＰＲを持つ男は、瓦礫の中を駆け抜けたあとにひっくり返っているトラックの上へと登り、前方４００メートルほどの位置──、逃げる一団の先頭で瓦礫の中を縫うように走っている、銀髪のキャラクターに狙いを定めました。




　ＲＰＲから放たれた弾丸はターニャの肩に当たって、

「ぎゃふっ！」

　小さな体をくるりと回転させられました。それでも転ばなかったのは、彼女のバランス能力の高さゆえ。

「ぐそー！　狙撃キライ！」

「ラッキーだな！　走れ！」

　ボスはターニャが即死でなかったことに喜びつつ、一つのことを考えました。

　ピトフーイ達を、置いていくか？

　この一団にはエムという鈍足がいるので、全体の速度が遅くなっています。

　さらにボス達が本気の身体能力を発揮して、近くのビルに飛び込めば──、

　敵狙撃手の目標は、ピトフーイ達だけになります。

　西側へと疾走することに固執するピトフーイは、たとえ撃たれても、この通りを駆け抜けろという判断ですが、その理由が、ボスには分かりません。

　どうする……。

　走りながら悩むボスの頭へと、１発の銃弾が飛んできました。

　ボスの体を転ばせたのは、いつの間にかすぐ脇に来ていたピトフーイでした。バレット・ラインに気付き、左脚を引っかけて転倒させたのです。

　ボスは受け身を取りながら、頭の上を通り越していたバレット・ラインを見て、それを消しながら飛んでくる銃弾の飛翔音を聞きました。

「ほら立って！　もう少し！」

　ピトフーイに引っ張り起こされて大きな瓦礫の陰に隠れたボスは、

「ああ！」

　悩むのを止めました。

　同時に──、

　そういえば、香か蓮れんさんはピトフーイのリアルを知っているんだよなあ。

　ボスは、もしくは咲さきが思いました。

　とんでもない破滅的衝動があるが、実際にはかなり真面目な人間……。

　ピトフーイのリアルがどんな人間か、知りたくなりました。







　この撤退戦の中で一番奮戦したのは、主武装であるグレネード・ランチャーを両方失い、銃はＭ＆Ｐ、９ミリ口径拳銃しか残っていないフカ次じ郎ろうでした。

　フカ次じ郎ろうは一番小さな体格で狙撃されにくく、ちょこまかと小さな瓦礫の脇にネズミのように隠れては、

「そら」

「よっしゃ！」

　エムに渡されたデカネードを、力の限りぶん投げるのです。それも布を使って。

　仕組みは簡単。細長い布の片方をしっかりと手首に巻き付けて結び、布の中央にスイッチを入れたデカネードを置いて、ぐるりとくるみます。反対側を手で握れば、デカネードを振り回す準備は完了。

　あとはぐるんぐるんと腕を振り回して、タイミングを計って手を離せば、布から離れた重量物はかなり遠くへ飛んでいくという案配。ソフィーも使った、原始的だが効果的な投擲方法です。

　その爆発で遠くにいる相手は倒せませんが、爆発の青い球体は銃弾からの楯となりますし、巻き上がる土埃は若干ですが煙幕効果もありました。さすがに、通り左右のビルを都合よく倒すまではムリでしたが。

　ただ、ロング・ランサーズの三人の追撃は少々遅くなれど、止みません。

「ぐっ！」

　エムがジグザグ走りのステップを読まれ、腿へと１発被弾しました。相手はバックパックに防弾板が入っていることを知っていて、狙いを低くしてきました。

　それでもエムは、痺れる足で走り続けます。

　ピトフーイも撃たれました。後方に敵の姿を見かけて、そこへとＫＴＲ─０９で牽制射撃をしていたときに、道の反対側から。

「ぐっ！」

　ラインが見えると同時に身をよじったので、胸ではなく左肩を射貫かれただけで済みましたが、

「違う……、アイツら……。そうか！」

　敵の二人が使ってきた分身の術は、理解しました。







　こうして、14時08分。

　さらに何発も被弾し、ほぼ全員がどこかしらに被弾エフェクトを煌めかし、ヒットポイントが五～七割程度まで減らされた〝負傷者〟──、あるいは〝生存者〟七人が、

「見つけた！　ピトさんあったぜ！」

　ディーゼル機関車の前まで、逃げてきました。




　南東へと真っ直ぐに延びる単線のレールは、廃墟の中で異彩を放っていました。

　そしてその上に鎮座する、全長22メートルはある巨大な金属の移動物体。外見はボロボロです。

「あの裏に隠れて！　ブービー・トラップがあるからまだ乗らないで！」

　ピトフーイが六人に指示して、スナイパーからの絶好の隠れ場所を見つけた彼と彼女達が、疾走する速度を上げました。

　ピトフーイは、付け足すことを忘れませんでした。

「あと、先客には礼儀よくね」

「はい？」

　ターニャは疑問に思いつつも、いつものようにビゾンを腰に構えたまま走り、誰よりも先に機関車へとぐるりと回り込んで、

「あ！　──やあ！　久しぶり！」

　そこに隠れていた全身プロテクターのＳＦ兵士集団、Ｔ─Ｓの皆さんとご対面しました。







「こちらレン！　みんなどこ？　こっちは凄いことになってるよ！」

　ハンヴィーの助手席で、レンは通信アイテムを繫ぎ直し、仲間達に話しかけました。

　シャーリーの運転で、ハンヴィーは大通りをゆっくりと進みます。道にある瓦礫や廃車を、危なっかしい運転で避けながら。あるいはぶつかりながら。

　クラレンスは銃座の中に立っていて、ミニガンのグリップを握って、トリガースイッチに指をかけていました。

　さっき一瞬だけ試射したので、これが発砲できるのは確認済み。

　とんでもない轟音と発射速度にびっくりしましたが、据え付けてある銃なので、狙って撃つのは普通の銃より簡単に感じました。クラレンスの視界には、動きが落ち着いているミニガンのバレット・サークルがずっと見えています。

　当然、敵にはサーチライトのようにバレット・ラインが見えているでしょうが、一向に構いません。進む先に敵を見つけたら、超高速連射でぶちかますのみ。

　レンの耳に、

「ようご無事で何より。いやー、こっちもなかなかのパーリィータイムだぜ！」

　フカ次じ郎ろうからの声が戻ってきました。

　レンの視界に見えるフカ次じ郎ろうのヒットポイントは、現在七割。先ほどビルの上で大ダメージを負った彼女ですから、救急治療キットはもう残っていないでしょう。

「ど、どうなってるの？　ＳＨＩＮＣのみんなは？」

「アンナは残念ながら死亡。貴重なブロンド仲間だったぜ……。今頃オレ達たちを、待機エリアという空から見ているぜ」

「そう……。他は無事なんだね？」

「傷だらけだけどな。まあ生きてる」

「うう……」

「それよりそっちはどうなってる？」

「こっちは、ハンヴィーの──」

　レンが説明を始めた瞬間、

「うひゃ！」

　フカ次じ郎ろうの悲鳴に、グレネードの着弾音が混じりました。







　機関車の脇で起こっていることは、フカ次じ郎ろうの言う〝パーリィータイム〟──、かなりの大騒ぎでした。

　二台のハンヴィーが、道路の上、機関車がよく見える位置に到着したのは、最後にエムが隠れた直後でした。

　同時に猛烈な射撃が加えられて、機関車へと銃弾の雨あめ霰あられが飛んできます。あと４秒遅かったら、エムはレールの上で死体になっていたことでしょう。

　機関車先端から見て11時の方角、３００メートルほどの位置に、二台のハンヴィーが重なって止まりました。

　こちらに右側面を斜めに見せて一台が止まり、その後ろに少しズレてもう一台が。装甲の力をより強固にするための配置です。

　リーダーは、前方に止めた一号車のルーフから、Ｌ１２９Ａ１で狙撃を始めました。

　三人乗っている三号車からは、二人が下車して車体を楯にしました。ＨＫ４３３アサルト・ライフルと、Ｍ７９グレネード・ランチャーを、バリバリと、あるいはポンポンと撃ってきます。

　レンと喋るフカ次じ郎ろうの近くで機関車の屋根に着弾して、

「うひゃ！」

　彼女を縮ませました。

　最後の一人は、後方の防弾板に《Ｈ＆Ｋ　ＭＧ５》、７．６２ミリ機関銃を据え付け、３秒ほどのバースト射撃を繰り返してきました。

「うひゃあ危ない！」

　ピトフーイが楽しそうに言いながら、山なりのグレネードを、Ｍ８７０ブリーチャー、短縮ショットガンで撃ち落としました。それは完全に機関車の裏に落ちる、直撃コースでした。もし撃ち落とさなければ、ＳＨＩＮＣが三人くらい死んでいたでしょう。

　エムは線路の手前で、手早く楯を広げました。わざと機関車から３メートルほど離れて、そちらへと弾丸を引きつける作戦でした。

　しかし敵は利口でした。あえてエムを撃たず、機関車の前後に銃弾を散らして、そこから逃げさせない攻撃をし続けます。

「ぬう」

　ならばとエムはＭ１４・ＥＢＲを放ちましたが、ハンヴィーの防弾板に阻はばまれました。

　逆に、自分の楯のわずかな隙間にバレット・ラインが照射されて、

「っ！」

　エムが顔を傾けた瞬間、Ｌ１２９Ａ１の弾丸が飛び抜けていきました。

「いい腕だ」

　機関車の裏で、フカ次じ郎ろうがトーマに、

「デカブツ、出すかい？」

　運び屋としてストレージにしまっていたＰＴＲＤ１９４１を実体化するか訊ねて、

「よし！　それでハンヴィーを──」

「やめ！　構えた瞬間に狙撃されるわよ！」

　ピトフーイのその言葉に、二人とも顔を見合わせました。

「分かった……」

　明らかに気落ちするトーマに、

「ま、もちっと預かっていてやんよ。勝手に撃ったり売ったりしないから安心し」

　ポンと背中を叩きながらフカ次じ郎ろうが言いました。




　ピトフーイ達が応戦しているのと並行して、ボスがＴ─Ｓと怒鳴り合っていました。

「撃つなら撃て！　ただしその先は、絶対に長生きできないぞ！」

　ボスの本気の怒声はかなり怖く、Ｔ─Ｓの皆さん、完全に押されています。

　００２番をつけたエルビンの《ＸＭ８》を始め、他のメンバーの《ステアー　ＡＵＧ》、《ＳＡＲ２１》などの銃口はボス達にずっと向けられているので、引き金を引けば３秒ほどで全員殺せるでしょう。

「状況が分かってるのか？　結託チームの中の凄腕が撃ってきてるんだよ！」

　今も周囲には、着弾する音が響いています。

　明らかに機関車が的で、金属を削る音がガリガリと。何発かの弾は車体の下で跳弾して、唸りを上げながらＴ─Ｓの一人に当たりました。無傷で無事でしたが。

「じゃ、じゃあどうしろと？」

　こういうときに代表して喋らされる空気に逆らえないエルビンが、恐る恐る訊ねました。

「そんなの決まってる！」

　ＳＪ３で一緒に戦い、先日のテストプレイでも共闘した彼等でしたが、今は敵です。彼等がずっと隠れていた理由が、ボスには分かっています。スキャンで多数の結託チームを知り、ＳＪ２のときのように、最後まで逃げ回る、優勝狙いの漁夫の利作戦だったのでしょう。

　別にそのこと自体を非難はしませんが、

「この状況で我々と共闘せず、生きて逃げられると思うか？　今だけでもいいから、手を貸せ！」

　どかん！

　Ｍ７９グレネード・ランチャーからの着弾が、彼等の後ろで地面を揺らしました。

　どうやらそれで、ひとまずのスイッチは入ったようです。

「わ、分かった……」







　Ｖ２ＨＧの四人は、見ました。

　機関車の先頭の脇から、全身プロテクターの兵士が出てくるのを。

「Ｔ─Ｓか！」

　それまでのＳＪの中継をちゃんと見て研究している彼等は、すぐに気付いてそこへと銃撃を集中させます。

　たとえ貫けなくても、倒せればいいのです。

　しかし、Ｔ─Ｓは前回までと、少し違っていました。

「グレラン！」

　目標にしている男が持っている、Ｍ３２０グレネード・ランチャーを認めて、警報を発しました。

　ぽん！

　Ｔ─Ｓの００３が撃った４０ミリグレネード弾は、前方のハンヴィーのボンネットに命中しました。

　そして炸裂。

　リーダーは既に防弾板より下に下がって隠れていて、破片の直撃を避けました。

　フロントガラスは大量の破片で一気に曇り、ボンネットの装甲板はへしゃげて穴が開きました。

　エンジンルームからは白い煙が。これを走らせるのはもうムリでしょう。

　しかしＶ２ＨＧの人的被害はなく、再び射撃を開始します。

　リーダーはＬ１２９Ａ１を構え、次のグレネード弾を装塡している００３の手元をじっくりと狙い、撃ちました。

　Ｍ３２０に命中して、それを００３の手から弾はじき飛とばしました。




「あほう！　そんなに身を乗り出して撃つヤツがあるかー！　せっかくの武器はもっと上手く使え上手く！」

　ピトフーイの容赦ないダメ出しを食らいながら、００３はすごすごと引き下がってきました。

　どうも彼等、鉄壁の防御力に自信がありすぎて、〝銃撃戦では、基本的にできるだけ身を隠して撃つ〟という大切なことを忘れてしまっているようです。

　Ｍ３２０は拾い上げましたが、

「ああ……」

　太い銃身に銃弾が食い込んでいます。それを引っこ抜いたとしても、グレネードは再び撃てそうもありませんでした。

「高かったのに……」

「直せ！」

　ピトフーイが言い返した瞬間、Ｍ７９からの反撃の１発が飛んできました。００３に直撃して、その体を３メートルほど後方に吹き飛ばしました。

　さすがのプロテクターはこれでも無事でしたが、体に全ての衝撃が伝わり、こうなれば中の人間が耐えられません。即死です。【Ｄｅａｄ】タグをつけた００３の体が力なく横たわり、

「畜生！」

「アイツら！」

　Ｔ─Ｓのメンバー達がいきり立ちました。

　ＳＪ２のときのように、〝全員無事〟で漁夫の利優勝を狙う作戦は、これにておじゃんです。

「ああ、ご愁傷様」

　ピトフーイが声をかけました。

　そのピトフーイの脇腹を小突く、フカ次じ郎ろうが一人。

「なあに？　フカちゃん」

　フカ次じ郎ろうは小声で、老人、あるいは老婆の演技で、周囲のＴ─Ｓメンバーに聞こえないように言うのです。

「お主も悪よのう……。ワシは見とったぞ……。さっきのグレネード、余裕で撃ち落とせたじゃろ……？」

「あらそうかしら？」

「グレランが壊れたヤツに用は、もはやない、いや、死んでもらって場を盛り上げるために、ワザと……、じゃな……」

「あらやだそんな」

「ところで、忘れてはおらんかの……？」

「何が？」

「右みぎ太たと左ひだり子こはいなくなってしまったが、ワシはまだ、背中にプラズマ・グレネード弾を５発残しておるのじゃよ？」

　にやり。

　ピトフーイの悪魔的微笑みを見て、

「うむ。ま、必要があれば、じゃな」

　フカ次じ郎ろうはコッソリと離れていきました。







　機関車の運転席に登っていたターニャが、ドアを開けて顔を出しました。

「トラップ、全部解除したよ！　すっごくたくさんあった！　えげつない仕掛け方してた！」

　声がかかるのが同時でした。

　ピトフーイは満足げに見上げ、

「よーし、ご苦労様！　じゃあみんな、この機関車で逃げようか！　乗り込め！　ほら乗れ！　やれ乗れ！　エムも来なさーい！　アンタしか運転できないでしょう！」

「分かった今行く！」

　エムは銃を背負い楯を摑むと、自分の体をガードしながら移動しました。




「お前等も早く！　右側にいれば撃たれない！」

　ボスは自分の仲間に、そして今は仲間のＴ─Ｓの面々に、巨大な機関車に乗り込めと命じました。後部にあるハシゴには、人の列ができました。

　機関車の両側面には、後部から運転席脇まで人が歩ける細い通路が、いわゆる〝キャット・ウォーク〟があります。長いそこに並べば、この人数だろうと運んでくれるでしょう。

　Ｔ─Ｓの皆様も、ガコンガコンとプロテクターをぶつけながら登っていきます。彼等には、ちょっとキャット・ウォークは狭そうです。

　ボスは一団の中で最後にハシゴに手をかけて、先ほどの逃走中の、ピトフーイとの会話を思い出しました。




「大丈夫よエヴァ。あそこにある機関車は絶対に動かせるわよ。だから北西部に追い込まれても、一気に逃げられる。それを目指してるのよ」

「そこまで断言できる、その理由は？」

「簡単！　まず、あのアホ作家を含むフィールドデザイナーは、今回乗り物を多く配置した。これ見よがしに置いてある無傷の乗り物は、全部動かせるでしょう。そして、この地はＭＭＴＭのスタートポイントだった。彼等がそれを調べたのなら、当然動かせると分かったはず。もちろんそのときは、不利になるから使わなかっただけで」

「は？　ならばむしろ、誰にも使わせないために破壊していくだろう、普通」

「普通はね。でも、ダビドはそうじゃない。絶対にブービー・トラップを残しておいたはずよ。ゲーム終盤で焦って使おうとするヤツらを、そこで屠るために。まだ使えるからこそ、今も残っているのよ」

　私にはそこまで読めないなあ。人生経験が浅いからかなあ。まだ女子高生だもんなあ。

　ボスはそんなことを思いながら、地面を離れました。




　エムは、運転室にいました。

　機関車の前方にある運転室は、当然防弾ガラスではないでしょう。撃たれないように身を低くしながらエムは、まずは運転室右側にある運転席にたどり着きます。そして、その後方にあるメインの電源を入れました。

　大きなレバーをガコンと上へ。これで主電源が入り、あちこちのランプが、ただしまだ壊れていないものだけが点灯しました。正面にあるモニター二つは、ウンともスンとも言いませんでした。

　そして、〝エンジンスタート〟と英語で書いてある黒いボタンを押します。

　たったそれだけで、巨大な機関車がぶるると身震いを始めました。車両後方から、重低音が響き出しました。計器やディスプレイがほとんど死んでいるので表示されませんが、これでメインとなるディーゼルエンジンは起動したはずです。

　あとは、エンジンで発電した電気で、モーターが動く、はず。

　以前エムがもっと小さな鉄道車両を運転したときは、それでＯＫでした。ＳＪだからと難易度が上がっていないことを願うばかりです。

　エムは、運転席左側の二つのレバーを見つけました。一つは前から後ろへと動かす、マスター・コントローラー、要するにアクセル。その斜め左上にある似たようなレバーは、後ろから前に動かす、ブレーキ。それぞれのレバーには〝８〟までの番号が振られていて、利きの強さを示します。

「よし、行くぞ！　全員、なにかに摑まれ！」

　窓に銃弾が飛んでくるので、エムは運転席でしゃがんだまま、大きな声を出しました。

「みんな、動き出すってさ！　──エムさんや、そりゃいいけど、レンは？」

　機関車脇で皆に警告したフカ次じ郎ろうが、そんなことを訊ねました。

　ピトフーイは、腕時計を見ました。

　14時12分。スキャンは終わっています。

　さっきのあの状態で見られた人が仲間にいるとは思えないので、ピトフーイは直接本人に聞くことにしました。

　いまどこ？　と。







「え？　噓うそっ！」

　レンの驚く声を聞いて、通信アイテムを切ってしまっているシャーリーとクラレンスは、

「なんだ？」「どーした？」

　同時に訊ねてきました。

　ハンヴィーは大通りを、廃車を避けながら、ときにぶつかりながら、ジワジワと西へ進んでいます。

　さっきのスキャンでレンとクラレンスは、自分達がＳＨＩＮＣまであと１キロほどの場所にいることを知りました。さらに近づいていますので、間もなく見えてくるはずです。

　それにしてもノロノロ──、いえ安全運転です。

　レンは、自分が全力で走っていればもう到着できていたかもと思いましたが、必死になって運転してくれるシャーリーに、それは言えませんでした。

　レンは、二人へと答えます。

「ピトさんとＳＨＩＮＣ、あと、そこにいたＴ─Ｓ！　今すぐ機関車で南に逃げるって！」

「なにいっ！　ふざけるな！」

　キレたのはシャーリーでした。

　それはそうでしょう。

　ここまで必死になって、マップの右端から左上まで、バイクや徒歩や馬で追いかけてきて、ここ数分は慣れない四輪の運転で神経をすり減らしているというのに、獲物のピトフーイがさっさと逃げ出すなど許せません。脳の血管が切れそうです。

「ピトさん！　ちょっと待って！」

　レンは通信アイテムへと叫びます。

「こっちはちょっと凄いことになってるんだよ！　実はハンヴィーに乗ってるんだよ！」

「あら、どうやって？」

「シャーリーとクラレンス！　二人が奪ったミニガン付きハンヴィーに乗ってるの！　今そっちに向かってる！」

　ピトフーイからは、

「え？　車なの？　そのわりには、追い抜かれなかったけど？」

　もっともすぎる問い。

「そりゃ……、車にしちゃ鈍いけど、いろいろ安全運転なんだよ！」

　レンの言葉に、

「うぐっ！」

　シャーリーは心を抉えぐられました。

「どうせ私の運転は下手だよ……。車にぶつける運転しかできない女だよ……」

　リアルでの過去のトラウマを抉られ、緑の髪を揺らしながらうつむいて、

「うわあ前見て前！」

　クラレンスが悲鳴を上げました。

　ガリゴリっ！

　廃車に車体を擦らせながら、ハンヴィーは進みます。

「ピトさん！　なんとしても追いつくから、もうちょっと待って！」

「ゴメンもう間に合わない。むしろレンちゃん、その車で個別に逃げた方がよくない？　スキャンはそっちにいっちゃうけど、燃料が切れるまではずっと有利だよ」

　それもそうかも……。二人は心強いし……。まだ燃料は……、三割くらいあるし……。

　レンは一瞬納得しかけましたが、首を横に高速で振りました。

「だめだよ！　それじゃチームじゃないよ！　ＳＪはチームで闘うんだよ！　生きるときも死ぬときも、一緒だよ！　できるだけ！」

　レンの叫びを、

「…………」

　シャーリーはすぐ隣で聞いていて、

「だよねえ」

　わざわざしゃがんでポンと肩を叩いてきたクラレンスに心底ムカつきましたが、

「なら──、任せろ！」

　思いついたことは、実行することにしました。

　シャーリーはハンヴィーのアクセルを踏みこんで猛加速すると、道路に横たわる、焦げてフレームだけになっている車に体当たりしてぶちかましました。

「ＳＪ終了までには、絶対にピトフーイを殺やるからな！」

　猛たけった牛のように加速を始めたハンヴィーは、さっきまでの三倍の速さで走りました。横倒しになっていた大きなバスをひらりとよけると、

「なんだお前は死ね！」

　その後ろでプラズマ・グレネードを手に待ち伏せていた、そして突然の突進に慌てて逃げようとしていた迷彩服姿の男を、背中から跳ね飛ばしました。

　宙を舞う間に【Ｄｅａｄ】タグを点灯させた男を見上げながら、クラレンスが叫びます。

「ひゃっほう！　そうだよシャーリー！　これはこういうゲームだよ！」

　ロング・ランサーズ、残り四人。







「エムー、機関車出してー」

「分かった……」

　エムは、左手でコントローラーを後ろに下げました。一気に〝８〟のノッチの位置まで。

　ぶもおおおおお、と大きな音が響いて、ワンテンポ、いえツーテンポほど遅れて、ゆっくりと１８０トンの巨体が、全長22メートルの機関車が動き出しました。

　右側キャット・ウォークに並んでいるＳＨＩＮＣやＴ─Ｓのメンバーから、歓声が上がりました。




「おいおい！　あれ動かせるのかよ！」

　慌てたのは、Ｖ２ＨＧの皆さんです。

　機関車裏からの反撃がなくなったので、ひとまずは無駄弾を撃つのを止めて、味方であるロング・ランサーズの到着でも待とうかとノンビリしていたら、予想していなかった展開になりました。

　Ｍ７９グレネード・ランチャーがメインアームになった男が、

「はあ……。あんなにボロでも動くんだなあ。動かせるヤツいるんだなあ。なかなかの光景だ。どうせなら、運転してみたかった。乗ってみたかった」

「何を吞気に……」

「まあまあ。俺に任せろ！」

　Ｍ７９が発射されて、グレネードが車体の側面で爆発して、

「どうよ？　──あれ？」

　機関車はゆったりと、しかし確実な加速を続けました。１８０トンもある金属の塊は、対人榴りゆう弾だん程度ではびくともしないようです。銃で止めることなど、もっと無理でしょう。

「これは、対戦車砲が必要だな」

　マシンガナーの男が言って、

「なんでお前、プラズマ・グレネード弾を買ってこなかったんだ？」

　隣にいる男に質問。彼が答えます。

「俺が今まで見た映画には、そんなの出てこなかったんだ」

「だからＳＦも見ろとあれほど」







　機関車はじんわりと、しかし確実に加速していきました。

　車体右側のキャット・ウォーク最先端で手すりに摑まっているフカ次じ郎ろうは、

「ひゃっほう汽車の旅！　線路は続くぜどこまでだ？」

　頰に風を受けてかなりご満悦。

　仲間の死体を見送るＴ─Ｓの皆さん五人は、

「…………」

　終始無言でした。ヘルメットで顔は見えませんが、かなりムスッとしていることでしょう。

　ボスは最後尾でローザと共に、追尾してくるかもしれない敵を警戒していましたが、

「ハンヴィーだ！」

　やはり来ました。

　憎きミニガン付きのハンヴィーが、自分達が逃げてきた道から勢いよく飛び出してきたのです。乱暴な運転で、猛烈な速度で左にハンドルを切って、こちらへと向かってきます。

「ローザ！」

「あいよ！」

　ボスは位置をローザに譲りました。たとえ装甲を貫けないと分かっていても、牽制はしなければなりません。

　ローザのＰＫＭマシンガンが、手すりの上に置かれました。

「おらあああああ！」

　どどどどどどど。

　そしてローザと銃の低音バスが唸ります。

　放たれた銃弾はハンヴィーへと向かい、車体のあちこちで火花を散らし、

「やめてええええ！　撃たないでえええええええ！」

　乗っているレンの絶叫を誘いました。

　結局、フカ次じ郎ろうが混雑しているキャット・ウォークを通って伝えにいくまでの十数秒間、レン達はボコボコに撃たれることになりました。







　機関車を追うためにハンヴィーに乗り込んだＶ２ＨＧの面々は、その機関車を追いかけていくもう一台を認めて、

「アイツらだ！　やっぱり来やがった！」

「ミニガン泥棒め！」

「よし追うぞ！」

　無事な後方の一台へと乗り込みます。座席が三つ埋まり、中央の銃座にはＭＧ５のマシンガナーが立ちました。

　そこに、通信アイテムの声が届きます。

「こちらロング・ランサーズだ。やっと追いついた。可能なら乗せてくれ」

　Ｖ２ＨＧのリーダーは、アクセルを踏むのを止めました。

　右側のサイドミラーで見ると、迷彩服の男達が四人、それぞれのライフルを手に、道を全力疾走で駆けてきています。残り１００メートルほど。

　リーダーは、彼等の執念深さに感服しましたが、同時に叫ばずにはいられません。

「ダメだ来るな！　全員伏せろ！」

　ロング・ランサーズにとって不幸だったのは、まだ彼等には、角度的に機関車しか見えていなかったことでした。追いかけているミニガン付きのハンヴィーが、手前のビルのおかげで見えていなかったのです。

　そして見えたときには、既に手遅れでした。

　たとえ伏せたとしても。




「左側に敵兵四！　やっちまえクラレンス！」

「おうよ！」

　ハンドルを握るシャーリーの声に、クラレンスは銃座を四十五度左に向けました。ミニガンのターレットは、足の位置に大きな板状のボタンがあり、それを押すとモーターの力ですうっと回転します。

　銃口を向けていくと、同時にバレット・サークルも動いていきます。最後はミニガンのグリップを持つ腕で、微妙な狙いの調整をして、サークルが四人の男達の側に来る前に、

「それいけえ！」

　クラレンスは、発砲を開始しました。

　[image: ]────────────────！

　高速回転する銃身から、炎と轟音が吹き出しました。

　ミニガン下部からは撃ち出したのと同じだけの数の空薬莢とベルトリンクが降り注ぎ、あっと言う間に車内に広がっていきます。ＧＧＯの常で、全てポリゴンの光になって、次々に消えていきます。その光は途切れることなく、殺風景なハンヴィー車内を、幻想的に染め上げました。

　銃身は炎を吹き出し続け、秒間数十発のペースで放たれた７．６２ミリ弾が、鞭むちのように線を描いて男達へと伸びていき──、

　そこにいた四人全員の身長を、一瞬で半分にしました。




「ああクソ！」

　Ｖ２ＨＧのリーダーや、助手席に乗る男は、サイドミラー越しに見ました。

　威力をよく知っているミニガンが放たれて、曳光弾の作る赤い光の線が鞭のようにしなり、男達四人をザッパリと切断していきました。

　二人戦死の報告は来ていますので、ロング・ランサーズ、これにて全滅です。

　ファイヤに従い、結託チーム勝利のために頑張ってきた凄腕狙撃集団は──、たくさんの命中弾を敵に与えて、狙撃では負けることがありませんでした。

「クソッ！」

　銃座にいた男が、ＭＧ５マシンガンを連射しました。

　狙い違たがわず、弾丸は機関車の後を追いかけるハンヴィーにガンガン命中していくのですが、当然全て弾かれます。

　撃っている男の目に、まるでオーロラのように波打つ赤い光が見えてきました。

　ミニガンのバレット・ラインです。超高速連射が可能なあの銃を移動しながら撃つ場合、こうして線が繫がって布のように見えることを、男は知っていました。

　赤い布が自分へと被さって、

「ちっ！」

　男は潔いさぎよく愛銃から手を離して、お立ち台から足を浮かせて、体を車内に落としました。

　ミニガンが再び吠えて、弾丸がハンヴィーを襲い、車体や防弾板は傷だらけになりながらもどうにか耐えました。リーダーがバックギアを入れて下がったので、撃たれた時間は一瞬で済みました。

　しかし、男のマシンガンは何発も銃弾を食らい、置いてあっただけの銃座から車内に落ちてきました。

　男はそれを両腕で受け止めました。そして確認します。まだ全損ではありませんが、銃身に多数の弾痕があり、どう見ても安全に使えそうにありませんでした。

「ああ！　なんてこった！」

　愛銃を要修理状態にされた男は嘆いて、潔くストレージにしまいました。

　後部座席のＭ７９使いが、

「やっぱりスゲー威力だな、ミニガンは！」

　半分は楽しそうに言いました。同時に、彼のＨＫ４３３を渡してきます。

　男はそれを有り難く受け取りながら、

「まったくだ！　グラントのヤツめ、さぞかし満足だろうよ！」

　今は待機エリアか酒場にいるはずの、ミニガンの持ち主の名前を呼びました。手に入れたときの彼の満面の笑みとか、超上機嫌な様子とか、今必要のないことを思い出しました。

　そして、３００メートル前方を左へと横切っていくハンヴィーを見ながら、ニヤリと笑って呟くのです。

「でもよ、その銃座は万能じゃないぞ」
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第十七章　「ファイヤ・オン・アイス」









　14時15分。

　廃墟の中の真っ直ぐな線路を、機関車が走っていきます。黒い煙を噴き上げて、大地を揺るがせながら。

　それに続くのは、一台のハンヴィー。こちらのエンジン音もなかなかうるさいのですが、さすがに機関車には負けていました。

　ハンヴィーの車内で、

「ピトさん！　四人やっつけたよ！」

　レンは楽しそうに言いました。

　クラレンスの腕と、半分以上はバレット・サークルとミニガンの連射力のおかげで、それまで倒してきた以上の敵を一撃で屠れました。

「見てたわよ！　やるじゃない！」

「えへへ。で、これからどうするの？　このまま機関車を追いかけて、一緒に行けばいいの？」

　現在機関車は、時速70キロほどで走行中です。

　線路の左右に道はないのですが、モデルになった米国の景色らしく、灰色の玉砂利が平らに敷いてあるので真っ平らです。幅も10メートルはあります。柵などもありません。

　その上を、だいぶ上手くなった、あるいは吹っ切れたシャーリーの運転で、かすかに砂すな埃ぼこりを上げながら、ハンヴィーは時速80キロほどで追いかけています。追いつくまで、残りは２００メートルほど。

　ピトフーイがどこまで逃げるつもりなのかは分かりませんが、機関車で逃げる後ろを付いていって、止まったら自分達が援護をすればいいと、レンは思いました。

　しかし、ピトフーイからの返事は、

「そりゃたぶんムリねえ」

「え？　なんで？」

「地図を忘れた？　この先は湖上を渡る一本橋よ。たぶん、線路の幅くらいしかない。ハンヴィーのタイヤ幅は、けっこうギリギリ。そんなの渡れる？　止めはしないけど！」

「うっ、そうだった……。あっ、でも！　湖上でも車で走れるよ！　凍っているんだもん！　さっきボス達が──」

「そうね。でもその先は、高速道路が横切ってる。線路は上を通っているからいいけど」

「ああ……」

　どっちにせよ、ハンヴィーではずっと機関車に同行はできないと知り、

「じゃあ、乗り移るしかないの？」

「まあ、そうね。だから別行動でいいって言ったのに。いっそ、そのままファイヤのところに突撃をかますのはどう？」

「わたしたちはチーム！　それに──」

　ファイヤへの車両突撃は少し魅力的に感じたレンですが、アイツのすました顔にタイヤの跡をつけてやりたいと思ったレンですが、

「どうせ周囲を凄腕チームが守ってるんでしょ？　絶対にやれる自信はないよ。それより、ピトさんの作戦に従うよ。何か考えがあって、機関車で逃げてるんでしょ？」

「オーライ、分かったわよ。じゃあ、追いついて乗り込むことを考えて」

「分かった。じゃあ機関車止めて」

「それは、ダメ」

「どうして？」

「後ろ見れる？」

　後ろ？

　レンは右側のバックミラーを覗きました。

　そしてそこに小さく映る、一台のハンヴィー。

「うっ！　追いかけてきてる！」

　レン達より３００メートルほど後方でしょうか。さっき撃ってやったハンヴィーが、ピッタリと追尾してきています。

　レン達とは逆の、線路の左側を通ってます。

　おっと今ハンドルを切って線路を跨いで、右側に出ました。かと思ったら、また左に。その際に少し距離が開きましたが、また加速して詰めました。どうやら意図的にスラローム走行をしているようです。

「連中賢いわね。さっきから、５００メートルくらいで付かず離れずなのよ。グレラン攻撃の射程外だし、デカネードの置き土産にも警戒している。このままずっと偵察して、ファイヤに逐一情報を送るつもりでしょう。というか、既に委細万事伝わっていると思っていいわね」

「うぐぐ……」

　しつこい上にひどく優秀なヤツらだと、レンは嫌がりました。

「だから、こっちはどうしても急がないとダメなの。湖上のファイヤ達が橋に先回りしていたら、橋脚にプラズマ・グレネードでも仕掛けられていたら、もう全滅。ゲーム・オーバー」

「分かった……、止まるのはいい！　ちょっとあの送りオオカミを始末してくる！　そしたら乗り移る！」

「オッケーがんばってー。でも、時間はそんなにないわよ」







「クラレンス！　後ろにストーカーがついてきてる！　もう一撃頼む！」

　リラックスムードで車内中央にある台に座っていたクラレンスが、

「お？　おうよ！」

　レンに叫ばれて、慌てて立ち上がりました。

「どれどれ？」

　クラレンスが後ろを見ると、確かにいました。一台のハンヴィーが。車内に顔を戻して、エンジンの騒音、風切り音に負けないように叫びます。

「でもあれ、撃ち抜けないよ？」

「じゃあ、タイヤ！　なるべく低い位置を狙って！」

「ああ、それなら、なんとかなるかな！」

　クラレンスは、前を向いているミニガンのグリップを摑むと、銃座の回転スイッチを足で押して、左に回し始めました。

　そして、およそ直角に近づいて、

「あれ？」

　回転が止まりました。それ以上は、回りません。

「どうしたの？」

　レンが下から聞いて、クラレンスは素直に答えます。

「あー、これあれだ、後ろ向けないってヤツだよ」

「なにいっ！」

　レンが振り向いて車内を見て、

「ああ……、そりゃそうか……」

　百聞は一見にしかず。理解しました。

　ミニガンの弾は、本体右下側から金属レールによって送り込まれています。レールに繫がる巨大な弾薬箱は、右側の後部座席の上。

　だから、いくらフレキシブルに動く金属レールでも、ある程度以上は曲がらないのです。この場合、左右に約九十度ずつ振るのが限界。

「どうやっても真後ろには撃てないんだ……。相手はそれを知ってる……。だから堂々とついてきてる……」

　レンの呟きを、クラレンスが拾います。

「そりゃそうか。じゃなきゃ、身をさらして追いかけてはこないよね。やーめた」

　ミニガンから手を離して、クラレンスはまた座ってしまいました。

「それじゃあこうすればいいだろう！」

　シャーリーが突然吠えて、ブレーキを踏みました。

「ぶべっ！」

　レンは助手席のダッシュボードに体を打ち付けて、

「あうっ！」

　クラレンスは運転席と助手席の間でひっくり返りました。

「そらあっ！」

　速度が落ちきってない状態で、シャーリーは左にハンドルを切りました。

「うひゃあ」

　クラレンスがレンの方へと遠心力で吹っ飛ばされ、

「ぶげっ！」

　そこにいたレンを押しつぶしました。

　ハンヴィーはレールを乗り越えながら反対側へと出て、最後は百八十度向きを変えました。車体が大きく傾いた、恐ろしく危険なＵターンでした。

「運転手さーん！　やる前に言ってよ！」

　レンの上にひっくり返りながらクラレンスがクレームをつけ、

「どーいーてー！」

　その下でレンがもがきました。

　シャーリーは二人を無視すると、ブレーキを踏んでハンヴィーを急停車。立ち上がろうとしていたクラレンスが、

「どわっ！」

　再びひっくり返ってレンを押しつぶしました。

「むげ！」

　シャーリーは膝の上のＲ９３タクティカル２をひっつかむと、運転席を立ち上がって、誰もいない銃座のお立ち台の上へ。

　そして装甲板の上にＲ９３タクティカル２を据えると、スコープを覗きました。相手は正面にいるハンヴィー。距離は２５０メートルほど。

　こちらが乱暴なＵターンしたのを見て、慌てて停車していて、さらにはバックで走り始めています。

「逃がすか」

　シャーリーは撃ちました。

　飛び出した炸裂弾はレールに沿って飛翔して、ハンヴィーの左前輪に命中。その中で炸裂しました。

　頑丈で分厚いタイヤですが、内側からの爆発には耐えられません。タイヤが側面から千切れ、回転の遠心力で宙を舞い、あっという間にホイールだけになりました。

　それでも、ホイールで砂利をひっかきながらバックをするハンヴィーに、

「次だ！」

　シャーリーは、素早い再装塡からのもう一撃。

　動いているとはいえ、３００メートル以内で、タイヤという大きな目標は、外す方法が分かりません。

　ハンヴィーの右前輪も同じように千切れ飛んで、ホイールだけになりました。タイヤの分の高さがなくなり、車体が少し前のめりになりました。

　それでも、残された後輪の力だけでずりずりと後退を続けるハンヴィーは、まるで手負いの獣のようでした。

　シャーリーは滑るようにして運転席に戻ると、やっと体を起こしたクラレンス──、ただしまだレンを踏みつけている者に、

「ほうら足を止めてやったぞ。遠慮なくやれ！」




「タイヤを吹っ飛ばされた！　ヤツら突っ込んでくるぞ！」

　運転しているリーダーが、それ以上走らせるのを諦めました。もはや逃げるのは不可能だと、覚悟しました。

　いくら装甲板に囲まれている車両でも、近距離からミニガンの連射を食らえば、やがては削られて撃ち抜かれます。

　ならば、

「全員降りろ！　左右に散って逃げろ！」

　ミニガンの一掃射で全員が屠られることだけは、さっきのロング・ランサーズの二の舞だけは避けねばなりません。

　重いドアが次々に開いて、三人がそれぞれ飛び出していきましたが、

「リーダー？」

　運転席のドアは、開きませんでした。

「いいから逃げろ！　そして廃墟に紛れて、全力で湖上へ戻れ！　命令だ！」

　リーダーは命じながら、Ｌ１２９Ａ１狙撃銃を手に、車体中央の銃座へと立ちました。

　それを見ていた男達は、振り返らずに走り続けました。20メートルほど先にある廃墟のビルへと、全速力で向かいます。




「アイツら逃げるよ！」

「撃て撃て！」

　クラレンスはシャーリーにせっつかれて、ミニガンをぶちまけました。

　曳光弾の作る光の線が右側に逃げた男を追いかけましたが、さすがに遠く目標も小さく速く、そして走る車の揺れもあって、当てることができませんでした。

「ゴメン逃がしちゃ──、ぎゃふっ！」

　クラレンスが、発言の途中で悲鳴を上げました。

「っ！」

　レンが振り向くと、お立ち台の上に崩れ落ちてくるクラレンスの姿が。その左頰には、赤々と被弾エフェクトが光っていました。

「ああ！」

　防弾板とミニガン本体のごくわずかな隙間から、銃弾が飛び込んだのでしょう。

　クラレンスのヒットポイントが、グイグイと減っていきます。

　意外と頑丈な彼女なので、即死ではないかもしれませんが、これは大ダメージ。そして顔を思いっきりひっぱたかれたも同然で、かなりの痛みと痺れを感じていることでしょう。

　大丈夫？　と聞いてもしょうがないのでレンは聞きませんでした。クラレンスが、涙声を出します。

「うう痛いよお……。女の顔を撃つとはヒドい……！　やっぱり、おっぱい見せなかったからかな……？」

「え？　おっぱい？」

　レンが目をパチクリしたのと同時に、シャーリーからの鋭い声がかかります。

「それは忘れろ！　向こうの銃座にスナイパーがいる！　レン！　とにかくそのデカいのを撃て！　当たらなくてもいいから！」

「え？　うん、分かった！」

　ミニガンなど撃ったことがないレンですが、もう自分がやるしかありません。車両中央に倒れているクラレンスの足の間に立ちました。

　そして、

「わたし、これ、顔が届かない……」

　足りませんでした。

　レンの身長では、どんなに背伸びしても防弾板とミニガンのボディまでしか見えず、外が視界に入りませんでした。

「だああ！　このどチビが！」

　シャーリーはいつも口が悪いです。

「いやあそれほどでも」

「なぜ喜ぶ！」

「説明すると長いんだけど、ちょっと今はまだ、ノンビリと言えないっていうか……」

「すでに長い！　もう目の前だぞ！」

　相手までの距離は残り１００メートルほど。今もルーフの上からバシバシと狙撃銃を撃ってきていて、フロントガラスに被弾跡が増えていきます。

　シャーリーは、

「ああもう、このままぶつけてやろうか！」

「ヤメテ！　そういうゲームじゃない！」

　レンが必死に叫んだ次の瞬間、急に身長が伸びました。

　実際にはクラレンスが後ろから抱え上げていて、

「ほうら、たかいたかーい！　撃てレン！」

「ありがと！」

　レンは目の前にあるグリップに両手を添えると、たぶんこれだと思うスイッチを押しました。
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　目の前で火事が起きたかと思いました。銃口から吹き出す火の熱波が、ヴァーチャルな感覚となって顔を襲います。そんなところまで再現しなくてもいいのに。

　最初はメチャクチャなところを撃っていましたが、曳光弾の赤い光と着弾の土埃、そしてバレット・サークルをハンヴィーへと近づけていき、とうとう捉えました。

　猛烈な火花が散りました。

　ハンヴィーは、まるでネズミ花火のように黄色い光を撒き散らしました。ミニガンの赤い曳光弾がその周囲に、四方八方に散っていきます。着弾して跳ねる音が、獣の咆哮のような銃声に混ざります。重い車体が、グラグラと揺れながら押されていきます。

　レンの炎越しの視界の中で、それがどんどんと近づいてきます。80メートル、70メートル、60メートル。

　どこまで撃てばいいのか分からずに、レンはずっとスイッチを押し続けました。

　放水のような銃撃に晒さらされて、ハンヴィーの装甲の命が、いよいよ尽きるときがきました。

　数十発の弾丸を受け続けた装甲はとうとう抉えぐり尽くされて、穴が開き始めました。その穴を通って、弾丸が車内へと飛び込みだして、

「ぐっ！」

　中にいた男の両りよう腿ももを貫いていきました。

　男は、上半身を車内に落としました。今もガリガリと撃たれ続け、車内を弾丸が飛び回るのを見ながら、仲間達へと叫びます。

「こっちはもうダメだ！　優勝はいいから、なんとしてもアイツらを仕留めろよ！　それが俺達の任務だ！　頼んだぞ！　そうだ、ちなみに今回の報酬だが──」

　最後まで言えませんでした。

　ハンヴィーは燃料タンクにまでダメージが達し、ＧＧＯのお約束で引火。

　中にいた男と共に派手な大爆発をして、フィールドから消えました。







「ファイヤさん。Ｖ２ＨＧも残り三人だそうです」

　広い広い、白い白い湖上の上で、足を前に投げ出して座り、ぼんやりと空を見上げている男の耳に、言葉が届きました。

　周囲には同じ色のジャージを着た五人が取り囲むだけで、もう誰もいません。

　真っ白い地平線が見える西側の遠くに、さらに遠くにある橋に向けて全力疾走をしている、ゴミ粒のような点が十二個ありました。

「そうか。このゲーム大会は、思ったより時間がかかるものなんだね」

　灰色の空を瞳に映しながら、ファイヤは言いました。

「でも、みんなを信じるよ。みんなの頑張りを、期待して待つよ」







「ねえリーダー、本当にまだ動かなくてもいいの……？」

　空港滑走路の東側の端で、ＭＭＴＭのケンタが言いました。彼は、トライクの車体に背中を預けて座っています。

　トライクの脇では、リーダーであるデヴィッドが、こちらは完全に仰向けになって寝ていました。愛銃ＳＴＭ─５５６を脇に置いて、頭の後ろに置いた手を枕にして目を閉じて。まるで昼寝です。

「まだいいよ。今何分だ？　あと何分だ？」

　自分の時計を見ることもなくデヴィッドは訊ね、

「14時18分。まだ３分はあるね」

　ケンタは腕時計を見て、現在時刻と、この場所にモンスターが湧き出るタイムリミットを告げました。

「次は、高速道路の上までは移動してもいいかな。20分のスキャンはそこで見ることにしよう」

「リーダー」

「ん？」

「リーダーが勝負を投げてないのは分かるけど、それでいてここまでノンビリしているのが不気味だよ」

「今は何もできないからだ。最終決戦の場所に行くまでは、休憩タイムだ。ＳＪでこんなにのんびりできるとはね」

「なるほど。──ってまさか、それがフィールドのどこになるか、今の段階で予想がついてるっての？」

　ケンタが、座ったままですがデヴィッドに顔を向けて、

「ああ。なんとなく、だがな」

　デヴィッドは目を閉じたまま答えました。

「まじかよリーダー。略して〝まじリー〟。──で、それはどこ？」

「まあ待て。外れたら格好が悪い」

「ちぇ」

　デヴィッドはゆっくりと目を開けて、灰色の空を視界いっぱいに入れました。

　そして、

「それまで死ぬなよ、ピトフーイ。俺が殺してやるまではな」





＊　＊　＊






　機関車は、ひたすらに驀ばく進しんしていました。

　スピードメーターの数字は〝62〟を指しています。これは恐らくマイルなので、時速１００キロほど。どうやら、どんなに頑張っても、この機関車はこれ以上は出せない設定のようです。

　とはいえこれは、キャット・ウォークにいる人ひと達たちにとってはかなりスリリングな体験です。心細い手すりの向こうで、地面が、廃墟の街並みが、猛烈な速度で流れていきます。

　機関車は前方先端にも人が立てるデッキがあるのですが、そこにいるのは、

「わはは！　私飛んでいるわジャック！」

　好きな映画ごっこを楽しんでいるボスと、

「もうそろそろ、いい？」

　それにつきあわされているローザでした。

　エムは運転席。ちゃんとイスに座って、左手はブレーキレバーに添えています。

　ピトフーイは運転室左側にいて、窓の外を双眼鏡で眺めて警戒しています。

　何せ速度があるので、１分間に１．５キロは進んでしまいます。今いるのは、おそらくは〝９の三〟のあたりだと、ピトフーイは目安をつけました。

　平らな廃墟の中では見晴らしが利きませんが、もう間もなく、左側に凍った湖が見えてくるはず。そして線路は、その上にかかる橋を渡り始めます。

　湖中央にいたというファイヤのチームへ、自分達が機関車で逃げているという報告は行っているはず。

　橋へと向かってきているとして、果たして先回りされてしまうか、否か。

「間に合ってよねー」

「ピトさんや、それはさすがに無理なんじゃないかな？　全員がレンみたいに韋い駄だ天てんならともかくさ」

　フカ次じ郎ろうが、ピトフーイの呟きを拾って言いました。

　キャット・ウォークがとても狭いうえにお客さんがたくさん並んでいるので、フカ次じ郎ろうは今、運転室でノンビリしています。

　その脳内で、ザッとした計算が行われました。走り始めてからここまで、２分とちょっと。湖上中央から橋までは、１．５キロほど。レンならさておき、普通のキャラクターなら、３分以上は絶対にかかるでしょう。

「追いつけないよ。抜けられるよ。レン達はさておき」

「だといいけど、まだ何か、敵側に乗り物が残されていたら……？」

「ん？　ボスの話だと、もうハンヴィーはないだろ？」

「じゃあ訂正。まだ何か、〝のりもの〟が懐ふところに隠されていたら……？」

「はい？」

　フカ次じ郎ろうの怪け訝げんそうな顔と声には応えず、ピトフーイは運転室中央にあるドアを開けて、先頭のデッキにいる〝ジャック〟と〝ローズ〟に声をかけます。

「二人とも！　ラブラブタイムは終わり。そろそろ湖が近いから戻って。左側からの攻撃に注意！」

　さっきまで黄色い歓声を上げていたボスが、

「ああ、分かった。──総員、気張れ！　湖上に目を光らせろ！」

　渋い声で言いながら戻ってきます。そして、

「ところでレンは、今、どうしてる？」




「置いてかないでよー！」

　レンは今、泣きべそをかいていました。

　三人の協力プレイで敵ハンヴィーをスクラップにしたのはいいのですが、おかげでだいぶ遅れました。必死になって列車を追いかけています。

　シャーリーがどんなにアクセルをべったり踏みこんでも、最高時速は１２０キロ。これはＧＧＯにおける、あるいはＳＪにおける、ハンヴィーの設定最高速度のようです。

　走っても走っても、真っ直ぐに延びている線路の先に、機関車が全然見えてきません。

「誰か出てこないかなあ。撥はね殺してやるぞー」

　シャーリーがなにか危ないことを言いながら片手でハンドルを握っていて怖いですが、もうそれは我慢します。

　レンの望みは、一刻も早く機関車に追いつくことだけ。

　ああ、誰でもいいですから、この願いを叶かなえてください。







　レンの願いを叶えてくれる人が、湖上にいました。

　真っ平らな白い氷の上に、六人の男達がいます。

　スキャンがあれば、彼等が〝ＰＯＲＬ〟だと分かったでしょう。ずっと湖上にいた、結託チームの一つ。

　服装は、灰色の迷彩服。都市部で有効なこの迷彩服ですが、氷の上でもそれなりに景色に紛れていました。

　覆面とサングラスは、していません。それぞれがそれぞれの、偶然引き当てたアバターの顔を見せていました。楽しそうな顔を。

　彼等がいるのは、橋まで６００メートルの地点でした。

　橋がよく見えます。鈍い灰色をしたコンクリート製の細い橋が、いくつかの橋脚を湖に突き立てて、横一文字に、水平に延びている様子がよく分かります。視界の中でその橋が、ぐいぐいと迫ります。

　彼等は猛スピードで進んでいました。全力疾走するレンよりもずっと速く、湖上を駆け抜けているのです。

　彼等全員の足には──、

　ＳＨＩＮＣが近くにいるときはストレージに隠していた、ある〝のりもの〟が装着されていました。

　湖の湖畔のボートハウスで、ファイヤと同じチームの男が見つけた、〝スケート靴〟というアイテムが。

　橋まで５００メートル。

　キャラクターの筋力値をフルに使った力強い滑りで、その速度はリアルなら世界新記録レベル。そしてＶＲ世界に、筋肉疲労はありません。全速力で滑り続けられます。

　４００メートル。

　彼等の視界の右端に、廃墟を抜けてきた機関車が小さく映りました。

「もういいな！　やるぞ！」

　リーダーらしい男が命じながら左手を振って、ストレージ操作を始めます。

「おう！」

　全員が応じ、氷を蹴るのを止めて、滑りながら武器の実体化を始めました。




「左側に敵！　氷の上に、六人！」

　運転室から双眼鏡を覗いていたフカ次じ郎ろうが見つけ、報告しました。

　線路の左右にもう背の高いビルはなく、樹木やわずかな平屋建ての家が並ぶだけ。線路はここから緩やかに上って、道や湖を渡る細い橋へと続きます。前に目を向けると、蜘く蛛もの糸のような細い線として見えています。

「ちっ！」

　ピトフーイは舌打ちをしました。フカ次じ郎ろうは怪訝そうに、

「いったいどうやったんだ連中？　乗り物もナシに」

「足元を見て」

「はい？」

　フカ次じ郎ろうは、双眼鏡をズームさせて見ました。彼等の足元を。

「あああっ！　スケート靴履いてやがる！　そりゃないぜダンナ！」

「やっぱりねえ。湖上の脇にあったのよ」

　ピトフーイが、予想が当たった嬉しさ半分、状況が悪くなった苦々しさ半分で言いました。

　フカ次じ郎ろうが、

「実は私、スケート大嫌いなんだよねー。体育の授業で散々やらされてさー。あれは疲れるだけでさー」

　道産子どさんこらしい感想を述べました。

　何せ呆れるほど寒い土地なので、校庭に水を撒いておけばスケートリンクができあがります。そこをひたすら、疲れるまで滑り続けるという行為が、美み優ゆや香か蓮れんの思うスケート。

　デートで女が彼に摑まって〝きゃあこわいー。あっ！　近づいちゃった……〟なんてことが起きないのが北海道。

「どうする？」

　エムが、機関車のブレーキレバーに手をかけたまま訊ねました。

　ピトフーイはフカ次じ郎ろうから奪った双眼鏡を目に当てて、

「連中、どうして橋まで来ない？　デカネードは持っていないのか……？」

　大型プラズマ・グレネードを持っていないのなら、橋を吹っ飛ばすことは不可能です。それとも、単に間に合わないか？

　そんな連中が、

「これが答えだ」

　とでも言いたげに、武器を実体化し始めました。

　足を止めて滑る彼等の体の前に形作っていく物体を見て、

「クソッ！　──ＲＰＧが来る！　全員衝撃に備えて！」

　ピトフーイは運転席から顔を出して、後方に絶叫しました。

　敵の武器、それは《ＲＰＧ─７》。

　ソビエト・ロシア製の、ロケット推進の対戦車兵器。

　先日のテストプレイで敵側のＡＩ達が使った、つまりもう実装されている、強力なシロモノです。撃てるものとしては、ＧＧＯ最大火力を誇るアイテムの一つでしょう。

　鋭いコーン状の弾頭には、先端が接触すると爆発する火薬が詰まっています。

　後方には推進用のロケット燃料が積まれていて、これが火を噴いて、音の速さより少し遅い秒速３００メートルほどまで加速していきます。

　男達が、スケート靴のエッジを立てて急停止しました。目の前に現れた長い筒を右肩に乗せて、弾頭部分を手早く差し込み、肩で構えます。

　一人の背後で煙が吹き出し、前方には弾頭が飛び出しました。

　大砲の要領で撃ち出された弾頭が、ロケットに引火して、加速を始めます。目指すのは機関車。

　およそ２．５秒後、走る機関車の前方数メートルの空間を、最初の弾頭が横切っていきました。

「もう間に合わない！　突っ切れ！」

　ピトフーイはエムに命じました。

　機関車は、車以上に簡単には止まれません。今すぐブレーキをかけても、完全に停止できるのは湖上の橋の上になってしまうはず。

　そうなったら、もうただの的です。しかもみんなが逃げる場所もなくなります。

　次の瞬間、橋の入口にさしかかった機関車の左側面に、２発目が唸りを上げて飛んできました。

　車体後部のエンジンルームに命中し、機関車の巨体が身震いするように揺さぶられました。

　乗っていたＳＨＩＮＣの女達やＴ─Ｓの男達は、

「うひゃ！」「ひゃは！」「ぎゃ！」「どわっ！」

　キャット・ウォークの上でひっくり返ったり押しつぶされたりして、悲鳴を上げました。誰も落ちなかったのが奇跡のようです。

　エンジンの発電力を失いパワーダウンしたのか、機関車の速度が、がくんと落ちました。

　矢継ぎ早に３発目が飛んできて、運転席前方の連結器に命中して爆発しました。そこにあった、金属の太い腕をもぎ取っていきました。

　４発目が、運転席の上の屋根に命中して、しかし運良く掠かすった程度で、起爆せず空へと弾かれて消えていきました。運転室では、ゴツンといい音が響きました。

「フカちゃん外に逃げて。エム、死んでも走らせ続けなさいよ！」

「分かった」

　力強く頷いたエムだけを残して、フカ次じ郎ろうとピトフーイは機関車右側のキャット・ウォークへ向かいます。

　さっきと同じく、今でも右側は安全です。もし直撃されても、分厚くエンジンが詰まっている機関車を貫くことはできないでしょう。

　二人がドアから出た瞬間、５発目のロケット弾が運転室左側に直撃しました。

　戦車の装甲をも貫く爆発の噴流は、運転席の鉄板など紙も同然に射貫いて、爆発のエネルギーは狭い運転室の中で暴れまくりました。窓ガラスが全て内側から吹っ飛び、屋根が半分捲めくれました。

「ぐうっ……」

　エムが無事だったのは、運転室右側で頭を低くしていたから。逆側の命中だったら、即死していたことでしょう。

　とはいえ爆発の音と衝撃は彼を容赦なく襲い、頭を激しく揺さぶりました。視界が乱れて、平衡感覚が失われます。エムはそれでも、マスター・コントローラーが衝撃で戻らないように、押さえ続けました。

　エンジンはまだ唸っていますが、機関車はどんどん速度を落としていきます。

　６発目が飛んできました。同時に北東から強風が吹きました。噴射口より羽根が後ろにある構造上、ロケット弾は銃弾とは逆、つまり風上へと流されます。

　ロケット弾は機関車の後部へと進路を変えて、

「うひゃ！」

　最後部にいたターニャが、手を伸ばせば触れられるくらいの距離を飛び抜けていきました。線路右側に広がる廃屋の一つに激突して、家を燃やし始めました。




　湖上でそれぞれ１発ずつぶっ放したＰＯＲＬの六人は、

「くう！　楽しい！」

　ストレージから次の弾頭を実体化して、ＲＰＧ─７の発射器へと差し込みました。この対戦車武器は使い捨てではないので、予備弾頭があれば何度だって撃てます。

　既に足を止めている彼等の位置は、橋の入口までは４００メートルほど。

　ＲＰＧ─７で必中を期すにはもっと近い方がいいのですが、敵からのグレネード・ランチャーの攻撃を考えると、これが一番いい距離。

　なにせ目標は、22メートルある巨体。そしてそれが、橋にさしかかったところで止まりつつあります。止まってしまえば、ただの標的でしかありません。

　六人は、後方へ吹き出すガスで仲間を吹っ飛ばさないように横一列に広がって、準備を終えた者から順に、今度は膝を立てて腰を落としました。

　スコープで目標を狙い、その中に見えるバレット・サークルを機関車に重ね──、

　攻撃の第二波を始めました。







「フカっ！　どうしたの！　フカ！」

　レンがフカ次じ郎ろうに何度も問いかけましたが、よっぽど忙しいのか、返事はありません。

「見えてきたよ！」

　銃座の上に立っているクラレンスが双眼鏡を見ていて、

「ああ、なんかボコボコに攻撃されてるよ！」

　拡大された視界の中で起きていることを、二人に説明します。

「左からなんか飛んで──、ああ、あれはロケット弾だ！　橋の上の機関車にビシバシ命中してるよ！」

「な……」

　レンは、クラレンスの言葉に絶句しました。

「すごーい！　また当たった！　機関車、よくまだ動いてるなあ。左側は煙が出てるよ！　蒸気機関車みたい！」

　いや、楽しそうにゆーな。

　レンは、クラレンスに文句をつけそうになりました。

　機関車が遅くなっているのは、レンにも分かりました。フロントガラス越しに見える点が、大きくなっていきます。そして黒い煙をあげているのも分かりました。爆発の音が、エンジン音と風切り音に混じって響いてきました。

「ど、どっからの攻撃？」

「うーんと左の──、まだ見えないけどたぶん湖上！」

「シャーリー！　湖岸に下りて！」

「なんでだ？　ピトフーイは目の前だぞ？」

「そのピトさんが死んだら、何しに出てきたか分からないでしょ！　それに、人を撥ねたくないの？」

「じゃあしょうがないなあ」

　シャーリーは獰どう猛もうに笑うと、ハンドルを左に切りました。

　廃墟が終わり、湖畔に沿って走る道があります。ハンヴィーはそこへと飛び出すとそのまま横切って、湖岸へと下りました。

　砂利と砂混じりの湖岸に出ると、一気に景色が開けました。

　完全凍結した湖は、まるで白い砂漠でした。広く、白く、そして平らでした。湖岸は30メートルほどの幅があって、その先は氷。そこでハンヴィーは止まりました。

　急ブレーキを踏んだシャーリーが、

「これ、本当に走っても大丈夫なのか？」

　おっかなびっくり、言いました。

　レンは知りませんが、シャーリーのリアルは北海道在住。凍った湖上での活動経験は豊富ですが、同時にその恐ろしさも、よく分かっています。

　スノーシューやスキーでならともかく、大きく重い車で走るのはかなり危険な行為です。北海道でも場所によっては可能ですが、それは氷の厚さをしっかりと調べた上でのこと。

「大丈夫！　ボス達はそう言っていたよ！　車で結託チームのところまで行ったって！」

「そこはここじゃないだろ？　もし割れて落ちたらどうするんだ？　絶対に死ぬぞ？」

　シャーリーの心配はもっともですが、今はそんなことを言っていられません。

　沖合の氷の上、数百メートル先から、今もＲＰＧ─７の発射煙が上がっています。遠くて人はよく見えませんが、そのバックブラスト──、後方発射煙は目立ちます。

　彼等を倒さずして、ＳＪの優勝はないのです。

　だからレンは、左側でハンドルを握るシャーリーに、レンなりに最大限分かりやすい説得を試みるのです。

　つまりＰ９０の銃口を向けて、引き金に指をかけてバレット・ラインを発生させて、

「じゃあ降りろ！　わたしが運転する！」

　要するにハイジャック。乗っ取り。

「ふっ」

　シャーリーは笑いました。そしてアクセルを蹴っ飛ばして、

「どわっ！」

　レンはひっくり返って狙いがズレました。そしてシャーリーは、そのまま湖上へと突き進み、ハンヴィーのタイヤが氷の上を転がり始めました。

「いいガッツだ！　今日だけは応えてやる！」

「ありがとう！　シャーリー！　それでこそ仲間だ！」

「さあどうかな！」

「クラレンス！　近づいたらぶちかまして！」

「おうよ！　って弾が何発残っているか知らないよ？」

「いいよ！　頼んだ！　遠慮なくどうぞ！　今日はクラレンスの日だよ！」

「なら遠慮なく！」

　笑顔のクラレンスがミニガンの銃座にしがみつくのと、飛んできたロケット弾がそこに命中するのが同時でした。

　爆発のジェット噴流は装甲板を貫き、ミニガンを台座から奪い取り、クラレンスの左腕ごと、10メートル以上吹っ飛ばしました。

「どぎゃあ！」

　またもクラレンスが悲鳴と共に車内に落ちてきて、レンは見ました。

　湖の上に吹っ飛ばされたミニガンが落ちていくのと、クラレンスの左肩から先がなくなっているのを。

「ああ……」

　さっき救急治療キットを打って戻している途中のクラレンスのヒットポイントは、ガッツリ減っていき、ゼロに近づいていきます。

　２発目のロケット弾が、車体右側を通り過ぎました。２メートルほどズレていたので被害はなかったのですが、

「っ！」

　シャーリーはすぐさま左にハンドルを切って、彼等へ向かうルートを変更しました。

　もししなければ、３発目がハンヴィーに直撃していたでしょう。すぐ真後ろを、勢いよく通り過ぎました。

　ハンヴィーは東へと逃げ続けます。防弾ガラス越しにレンの目にも見えたのは、棍こん棒ぼうのように太い太い真っ赤なバレット・ライン。

　なるほど、ロケット弾のラインはこういうふうに見えるのか。

　感心しているレンめがけて、右側から追撃の４発目が飛んできて、

「ああ、ガンゲイルの神様」

　本日二回目の神頼みが炸裂しました。

　シャーリーの超乱暴なハンドル捌さばきで、ラインがハンヴィーからズレた瞬間に、そのラインを消しながら弾頭が飛んできました。

　運転席からわずか数十センチ脇を、通り抜けていきました。




　ロケットランチャー野郎達に背を向けて全力逃走するハンヴィーに、５発目は飛んできませんでした。

「うー、ひどい」

　クラレンスのヒットポイントは、ごくわずかだけ残っていました。

「俺のミニガンを返せ……」

　いや元々はあなたのではない。

　レンは心の中でだけ言っておいて、それからシャーリーに、

「ど、どうする？」

「どうもこうも。あんなのに近づけるか！　私の車が壊れる！」

　いや元々はあなたのではない。

　レンは同じことを思いながら、万策が尽きてしまったのかと思いました。

　シャーリーは諦めていませんでした。

「もう少し、そうだな７００メートルほど離れたら、車を止めて私が狙撃してやる。アイツらはいい的だ！」

「おお！　それだ！　頼もしい！」

　次の瞬間、弾が車内に飛び込んできました。

　正確には弾ではなく、光の粒子なのですが、

「ひっ！」

　レンの目の前で防弾ガラスをすり抜けて、顔の前でバシャッと弾けたオレンジの光と、

「ぐっ！」

　同じようにシャーリーの頭の直前で弾けた緑の光。

「光学銃で撃たれてる！」

　レンが叫びました。これは間違いなく、光学銃の攻撃です。

　光学銃の弾が防弾ガラスを貫いてくることを、レンは初めて知りました。ＳＪにおける、光学銃のアドバンテージなのでしょう。光なのだからガラスはスルーする、という、分かるような分からないような理屈です。

　常に付けている対光弾防御フィールドがなければ、自分とシャーリーは死んでいたでしょう。

　光の粒は進行方向から立て続けに飛んできます。まるで、煌びやかな光のシャワーに包まれたよう。

　その生まれる場所にいるのが、

「チームＲＧＢだ！　接近された！」

　スケートに遅れること１分以上。徒歩でやって来たＲＧＢ。

「くそ！　挟まれた！　狙撃はナシだ！　一度逃げるぞ！」

　ブレーキを踏んだシャーリーの判断は、もっともなのでしょう。

　ここで身を出して狙撃する余裕はありません。後ろには、ＲＰＧ─７を撃ってくる敵、前方には、ハンヴィーのガラスを通り抜けてくる光学銃。

　もう逃げるしかありません。

　でもそれでは、敵の誰一人にもダメージを与えられないことになります。ＲＰＧ─７で撃たれまくるピトフーイ達のピンチは続くことになります。

「でもっ！」

　レンはシャーリーに反論したくて、

「でもなんだ？　他に良い案が？」

「…………。ない」

「死にたいのなら、お前だけでも降ろしてやるが？」

「…………」

　黙ったレンの代わりに、

「それがいいね」

　クラレンスが答えました。







　機関車の速度はますます落ちていました。

　スピードメーターが吹っ飛んでしまったので分かりませんが、時速にすれば30キロほどでしょうか。

　さっき一時的に攻撃が止みましたが、十数秒後にまた復活しました。

　橋の上を進み続ける、いえ、〝進み続けるしかない〟機関車に、何発目かもう数え切れないＲＰＧ─７が命中して、

「うわああ！」

　とうとう加重に耐えきれなくなった手すりがひん曲がって、Ｔ─Ｓの一人、００５をつけたメンバーが機関車から転落しました。

　コンクリートの橋は細く、ただレールが載っているだけ。欄干などはありません。

「いーやーだー！」

　彼は叫び声と共に数メートル下の氷へ、頭から落ちていきました。

　硬い氷に首から落ちれば、どんなプロテクターをしていても助かりません。即死認定されて、【Ｄｅａｄ】のタグを、

「…………」

　エルビン他、チームメイトと、そうでない人達が見送りました。

　機関車に乗っている、ＬＰＦＭの三人、ＳＨＩＮＣの四人、そしてＴ─Ｓの四人、合計十一人は、一つの沈没船に閉じ込められた乗客のようでした。

　ときに14時20分。

　スキャンが始まっていますが、車両の外にいる人達の中に、見る余裕がある人はいません。両手でしっかりと摑まっていないと、次に落ちるのは自分になりますから。

　速度がさらに落ちました。時速20キロほど。普通なら飛び降りても死なない速度ですが、橋の上ではさっきの００５と同じ運命を辿たどるでしょう。

「天は、我らを見捨てたかのう」

　フカ次じ郎ろうが言いました。彼女はさっきからずっと、小さい体を生かしてキャット・ウォークにペタンと座り、足をプラプラとさせながら湖の雄大な景色を楽しんでいました。

「私達は諦めないぞ！　停止したら、橋の上に展開して撃ち返してやる！」

　ＳＨＩＮＣの気概を、ボスが代表しました。

　もちろんそうしても、すぐにＲＰＧ─７の攻撃や銃撃を食らい、勝ち目はないことは分かっている上で。




「いよいよお終いか……。連中も頑張ったよ」

　酒場では、機関車の最後を見届けようと、多くの観客達が画面を静かに睨んでいました。

　もっともそれまでは、ロケット弾が命中する度にヤンヤヤンヤの、花火大会のような大喝采でしたが。

「あれに、レンちゃんは乗ってないんだよな？」

「さっきハンヴィーにいたのを見た」

「その車も、ミニガン吹っ飛ばされて今は逃げてる。あの人数に挟まれたら、勝ち目はないよ」

　さっきのスキャンの結果が、サブの画面に出ています。

　クレーターエリアのＺＥＭＡＬと、空港のＭＭＴＭはもうさておき──、

　ＬＰＦＭはリーダー位置がレンなので、湖の上を北東に逃走中。ＳＨＩＮＣとＴ─Ｓは橋の上。Ｖ２ＨＧは頑張って自分の足で走っているようですが、まだ廃墟の中です。

　そして橋の東側手前には、ＲＰＧ─７をバカスカと撃ちまくっているＰＯＲＬ。数百メートル東側に、己の足で追いついてきたＲＧＢ。

　最後に、湖中央でほぼ動いていない、そしてそれ故に、結託チームのリーダーがいると思われる、チームＷＥＥＩとＳＡＴＯＨとなります。




　この瞬間、色々な場所で色々な言葉が生まれました。

　酒場では、

「強豪でも、さすがに追い込まれたら負ける。今回のＳＪは、そんな当たり前のことを、オレ達に教えてくれたな」

「勝手に上手にまとめるな！　番組の終了間ま際ぎわか！」




　凍った湖上では、

「よし、ありったけぶち込め！　どうせあと10分で復活するんだから遠慮するな！」

　ＳＪ４のルールを生かして、容赦なくＲＰＧ─７を連射しているＰＯＲＬが、

「割と楽に勝てたな」

「ああ。砲兵としての役目は十分に果たせた」

「結託プレイを申し込まれたときは悩んだが、やっぱり勝ち戦ってのはいいもんだな」

「同感だ。アイツらを仕留めたら、返す刀でファイヤ達殺しに行こうぜ」




　東に数百メートル離れた、やはり湖上では、

「どうだハンヴィーを追い返したぞ！　光学銃万歳！」

　ＲＧＢの皆さんが狂喜乱舞していました。

　彼等はハンヴィーに気を取られすぎていて、数秒前に車体から転がり出た、白い塊に気付きませんでした。




　ＰＯＲＬとＲＧＢ達のちょうど中間くらい。

　さっきハンヴィーが逃げ始めた地点に、一人の女が伏せていました。

　真っ白のポンチョで全身を包み、氷の上に保護色になって伏せていました。左腕のない女が、右手を振ってストレージ操作をします。

　光の粒子が集まって、彼女のすぐ脇に実体化したのは、緑色の大きなバックパック。

「じゃあ、いっちょやったるか！」

　笑顔で言いながら、クラレンスはバックパックから伸びている紐を引きました。
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第十八章　「ＺＥＭＡＬ」









　あのとき味わった大爆発を、レンはハンヴィーのバックミラーで見ました。

　シャーリーがあちこちにぶつけたのでボコボコでヒビが入っているバックミラーの中で、巨大な衝撃波の白い球体が生まれて消えて、そこへオレンジの光と紅ぐ蓮れんの炎が混じり、巨大に膨れあがっていきます。

　衝撃波がハンヴィーを捕らえて車体を揺らし、死にかけだったバックミラーを吹っ飛ばしていきました。

　レンは前を向くと、視界左上で×印がついている仲間の名前を呟くのです。

「クラレンス……」




　少し前。

「死にたいのなら、お前だけでも降ろしてやるが？」

「…………」

　黙ったレンの代わりに、

「それがいいね」

　クラレンスが言って、左腕がないので右手でストレージ操作。雪中迷彩用の真っ白いポンチョを身に纏いました。

「な、なにを？」

「降りる準備さー」

　答えながらクラレンスは、さらに空中で決定ボタンを押して、ハンヴィー車内の奥に転がっている、ＤＯＯＭから奪った爆薬バックパックをストレージにしまいました。

「準備よし。あ、噓。もう一つ」

　クラレンスは最後に、マガジンを大量に実体化してバラバラとハンヴィー車内に落としました。ＡＲ─５７用、あるいはＰ９０用のマガジンを。

「レン、また全部使っていいぜ！　俺のマガジンはラッキーアイテムだからな！　これ持ってまた優勝しろよ！　──シャーリー！　復ふく讐しゆう頑張れよ！　あの世から応援してるぜ！　でもよ、こうなったらギリギリピトフーイと協力してチャンスを狙うってのも、あるんじゃないか？」

　レンは、クラレンスが何をやりたいのか理解し、

「…………」

　何も言えませんでした。マガジンを借りたＳＪ２では優勝していませんが、そのことを訂正するのは止めました。

「お前死ぬ気か？　死ぬ気だな？」

　シャーリーが訊ね、クラレンスは、

「まーねー」

「クソっ！　勝手に死ぬことは許さんぞ、相棒」

「でも、ここで俺が死なないとみんな死ぬし」

「…………。クソっ！　ピトフーイを殺るときは、お前に戦果を確認してほしかったんだがな」

「そんなん、これからいつでもつきあってあげるよ。よし止めて！」

　シャーリーは、

「…………」

　もはや何も言わずにブレーキをかけました。

「シャーリー、悩みすぎるなよ！　もっと人生、じゃなくてゲーム人生、気楽に過ごそうぜ！」

　最後に相棒にそう言い残し、クラレンスはハンヴィーが止まるや否いなや後部左側のドアを開けると、氷の上に白い体を滑らせて伏せたのです。

　そして、その十数秒後に自爆しました。







　爆発の衝撃波は空気の圧力となって湖上を駆け抜けて、ＲＰＧ─７を撃とうとしていた男の狙いをずらし、撃たれた１発は湖の上で何度も何度も跳ねて無駄になりました。

　ＲＧＢの面々にも襲いかかり、彼等の射撃を一度停止させて、膨らむ紅ぐ蓮れんの球体や空へと生えていくキノコ雲は、彼等の度肝を抜きました。

　大変な爆発でしたが、それがどうして起きたのかまったく分かりませんが、少なくとも遠くにいた彼等十二人にダメージは一切なく、

「なんだったんだ？　今の？」

「さあ」

　そんな会話があちこちで聞かれました。




　音が機関車にまで到達して、ピトフーイは爆発を知りました。

　確認のために、レンへと訊ねます。

「自爆したのは誰？　クラちゃん？　それともシャーリー？　あるいは両方？」




　レンにそれに応える余裕はなく、

「ヤバイヤバイ急いで急いで！」

「あの馬鹿っ！　実は私達まで殺すつもりだったのか？」

　ハンヴィーの車内では、二人が恐きよう慌こうを来きたしていました。

　レンは銃座の上に頑張ってよじ登って後ろを睨み、

「あああああああ追いつかれる！」

　自分へと迫ってくるひび割れに、ただただ恐怖していました。







　酒場の観客達は、大変にスペクタクルな映像を見ることになりました。

　上空の高い位置から撮っている──、として再現している映像では、爆発の跡地が大きく黒い窪くぼ地ちになっているのが見えました。

　爆発の熱で氷が一気に溶かされて、さらに焦げた跡です。

　そして、そこで突然に生まれて、そこから無数に走っていく、黒い稲妻のような線。

「割れてる！」

「まあ、そりゃそうか……。あれだけの力でシェイクすればな……」

　車が走れるとはいえ、分厚いコンクリートの橋ほどの強度は、氷にはありませんでした。周囲に広がった衝撃波も、氷を広く広く叩いていきました。

　一度入ったヒビは、張り詰めていた一枚の大きな氷を、不可逆的に変化させました。

　石が当たったガラスが砕け散るように、ヒビが周囲へと、一気に広がっていきます。




「なんだよ今の爆発の威力は……」

「どんなアイテムだ？　どこで買えるんだ？」

「遠くて助かったぜ……」

「ハンヴィー逃げてるぞ？　やっちまう？」

　そんなことを言っていたＲＧＢの皆さんと、

「くっそー！　１発無駄にしちまった！」

「やっべえ威力だったな……」

「どんな爆弾だよ」

「まあみんな無事だけどな。攻撃にしちゃ、距離がデタラメだ」

「いったい、何がしたかったんだアイツら？」

　そんなことを言っていたＰＯＲＬの皆さんの足元へと、ひび割れが車以上の速度で迫っていきました。

　ビキビキ、バキバキという恐ろしい音が足下から聞こえ始めたときには、もう何もかも手遅れでした。とはいえ爆発と同時に全力で逃げていたとしても、どちらにせよ絶対に無理だったでしょう。

　生き物のように広がるひび割れは、十二人全員を、ほぼ同時に足元から掬すくい、

「うぎゃ」「え？」「噓？」「おわあ！」「ぶっ！」「あひゃ！」「なんで？」「ぬ？」

　それぞれの悲鳴と共に転倒させて、そのまま黒い水の中へと叩たたき落おとしていきました。

　ある者は重い銃器を吊つったまま瞬時に水没し、ある者は必死になってあがいた末に巨大な氷に体を挟まれていき、ある者は銃をつっかえ棒にして３秒ほど耐えた後に落水、またある者は必死のスケーティングでその場から逃げだそうとして、左右の足をひび割れに広げられて強制的に開脚させられ、

「スケートの次はダイビングかよ！　これはそういうゲームじゃなかったはずだが？」

　そんな最後の言葉を残して、ＳＪ４のフィールドから消えていきました。




「いやああ！　やばいやばい！　急いで急いで！　アクセルアクセル！」

　ハンヴィーが走るすぐ後ろでは、さっきまでは頑丈な〝道路〟になっていた氷が、バキバキと割れています。

　レンは進行方向へ振り向くと、湖岸まであとわずか。残り１００メートルほど。

　間に合う！

　しかしレンの思い虚むなしく、化け物の触手のようなひび割れは、後輪を捕らえました。

　ハンヴィーの左後輪が割れ目に捕まって、突然の急ブレーキがかかり、

「うわっ！」

　銃座で身を乗り出していたレンは、慣性の法則に守られて前方へと吹っ飛ばされました。

　ミニガンがあればそれにぶつかっていたでしょうが、今はありません。銃座の装甲板の隙間をスルリと通り抜けたレンの小さい体は、そのまま放り出されてハンヴィーの前へ。

「うわあああ──、いでっ！」

　空中で前方一回転してお尻から氷の上に落ちたレンの体は、そのままツーッと滑っていき、

「うがが」
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　そして何度かバウンドしつつ止まりました。

　お尻がかなり痛かったですが運良くダメージはなく、レンはすぐに起き上がると、

「あれ？」

　自分が安全な場所にいることを知りました。

　足の下は、砂利です。あまりに勢いよく吹っ飛ばされたことで、レンはカーリングの石のように滑っていったのです。湖岸まで。

　レンは自身の安全にホッとしつつ、沖合に目をやって、

「ああ……」

　ひび割れに捕まっているハンヴィーを見ました。

　50メートルほど先、後輪は両方とも落ちて、それでも前輪だけで必死になって進もうとしています。しかし、氷の上で虚しく空転するだけ。

　運転席のシャーリーが喘あえいでいる姿が、弾痕だらけの防弾ガラス越しに見えました。

「車捨てて逃げて！」

　レンは叫びましたが、通信アイテムを繫げていないシャーリーには届きません。

　シャーリーの顔を見るに、軽くパニックを起こしているようです。後輪が落ちている、そして前輪が空転していることを気付かずに、ひたすら脱出しようとアクセルを踏みこむだけ。

　岸に近づいてひび割れが収まっているのか、それとも割れ進む速度が落ちただけなのかは分かりませんが、まだハンヴィーは氷の上にいます。

　た、助けなきゃ！

　レンは、氷の上を駆け抜けて近づき、彼女に伝える、あるいは引っ張り出すことを考えて、

　あ、でも……。

　レンの中に、悪魔が生まれました。

　黒い服を着てトゲトゲしい翼と尻尾を生やしたレンが、ポンと頭の上に現れて、

　いいじゃんか放っておいて。シャーリーにはこのまま死んでもらった方が、よくね？

　レンに囁ささやき、唆そそのかすのです。

　でも！

　いやあ、アイツはまたピトフーイを狙って何をやるか分からないぜ？　そのたびにドキハラしていたら、こっちの身がもたなくね？

　でも！

　それによ、迂闊に助けに行って、自分まで飲み込まれたらどうすんのかなー？　しぬぜー？　超死ぬぜー？

　うっ……。

　なんなら『結婚行進曲』、また流しましょうか？　今度はワーグナーで。ハイ！　たーんたーたたーん、たーんたーたたーん！

　ううっ……。

　確かにわたしには死ねない理由がある……。そのために、リスクを負うのは……。しかもシャーリーはまだピトさん暗殺を諦めていないし……。

　うううううううううううっ！

　レンの心が、ダークサイドに落ちようとした瞬間でした。

「レンちゃん、人助けに理由は要らないよ！」

　ピーちゃん！

　肩に掛かっているＰ９０が、優しく語りかけてきてくれた気がしました。

「確かに色々と問題がある彼女だけどさ、今のシャーリーは、大切な仲間だよ！　チームだよ！」

　そうだよね！　仲間は、助けないとね！

「そうだよ！　それにね──」

　それに？

「シャーリーを撃ち殺すチャンスなら、これからだってあるよ。そのときは遠慮なく頼ってね！」

　待て。




「なぜ進まないっ！」

　運転が上手くない人がやりがちなのが──、

「くそっ！　進めっ！　進めっ！」

　車が進まないときに、アクセルをそれ以上踏みこむこと。

　実際には、アクセルを緩めた方がタイヤのグリップが回復するのですが、そして北海道で運転しているシャーリーは知識としては持っているのですが、焦ると頭からすっ飛んでしまいます。

　ひび割れがさらに進み、ハンヴィーがガコンと後ろに傾きました。後輪はもう水の中で、前輪は宙に浮いていますが、運転席からは見えません。見えるのはもう空だけ。

　次の瞬間、運転席のドアが外側から開かれて、

「もうムリだから逃げて！」

　ピンクのチビが叫びました。

「っ！」

　シャーリーは我に返ると、助手席との間に横たわっていたＲ９３タクティカル２を引ひっ摑つかみ、外へと飛び出しました。

　氷にコンバットブーツの靴底を食い込ませながら、シャーリーは必死になって走り、走り、走り、一度転んで、また走り、

「はあっ！」

　湖岸の砂利の上にたどり着いて、足がもつれて、そのままお尻から倒れ込みました。

「はあ……。くそっ……。ああ……。くそっ……、はあ……」

　しばらく喘いだシャーリーは、レンを探しました。

　右を見て、いません。

　左を見て、いません。

　どちらにも、広い湖と湖岸が見えるだけ。

「っ！」

　振り向くと、そこにはほとんど水没してフロントグリルしか見えなくなっているハンヴィーがあって、その手前にも太いひび割れが走っていて湖の水が黒々と見えていて、

「まさか──」

「重い。どいて……」

　お尻の下から、レンの声が聞こえました。





＊　＊　＊






「やあやあレンちゃんお久しぶり。はいお疲れー！」

　14時25分。

　橋の上に止まっている機関車に、レンとシャーリーがたどり着きました。

　ここまで、ずっと走ってきました。橋は機関車と同じくらいの幅しかないので、左右に落ちないように、線路の真ん中を慎重に。

　ようやく到着してピトフーイや、

「レンー！　お主よう生きとったのう！」

　フカ次じ郎ろうに歓迎されました。

　その後ろでは、ボス以下ＳＨＩＮＣの生き残りが笑顔を見せていました。Ｔ─Ｓの皆さんは、屋根の上に見えました。

　レンは抱き付いてきたフカ次じ郎ろうにちょいとどいてもらうと、ボスのもとへ。

「よかった……。よかった……」

「過酷なＳＪになったな。でもまだ、終わっていない！」

「うん！」

「一緒にファイヤをぶっ倒して、それからまた再戦しようじゃないか！」

「もちろん！　受けて立つよ！」

　レンとボスが熱い女の友情を交わしている後ろで、

「やーやー、お疲れさん！　よく生きてたわね！」

　ピトフーイはシャーリーに明るく話しかけました。とはいえ体の前には安全装置の外れたＫＴＲ─０９を吊っているので、撃ち殺そうと思えばすぐにでもできる態勢です。

「お前もな。成り行きでまた同行することになったが、いつ寝首を搔かくか分からないからな。覚悟しておけよ」

　鋭く尖とがった抜き身の真剣みたいな顔を作ったシャーリーに、ピトフーイはニンマリと笑いながら答えます。

「分かった。あと、空港では大ピンチを助けてくれてありがとうね！」

「は？　──なんで分かった？」

　スルリと取れた剝むき身みの蟹かに肉にくみたいな顔になったシャーリーに、ピトフーイはやはりニンマリと笑いながら答えます。

「改めて考えたら、他にいないしね。管制塔から狙撃したんでしょ？　あの距離で当てるとは流石さすがね」

「次はお前を撃つ」

「はいはい。じゃあ、機関車に乗って乗って！　切符は要らないわよ！」







「これ……、まだ動くの？」

　フカ次じ郎ろうの後に続きながら、レンは訊ねました。さっきボコボコに撃たれているのを見ていましたし、今は止まっていますし。

「さあ？」

「〝さあ？〟って……」

　二人は機関車左側のキャット・ウォークに登りました。ロケット弾を受けてあちこちベコベコで焦げ跡だらけの左側面ですが、歩く場所は無事のようです。

　とはいえ細い手すりがあるだけ。ここから滑り落ちたら、その先は氷の浮かぶ湖ですので、レンは慎重に歩きます。

　車体中央から前あたりに、エムとＴ─Ｓの一人がいました。巨大なハッチを開けて、中を覗き込んでいます。

　Ｔ─Ｓの生き残りは四人。００１、００２のエルビン、００４と００６。

　三人は機関車の屋根の上で、周囲を見張っています。エムに話しているのは００６でした。

　彼等が番号をつけたのは、そうしないと仲間内でも見分けがつかないからに違いない。

　レンはつくづく思いました。

　近づくと、００６の声が聞こえてきます。

「台車に──、車輪や車軸に１発も当たっていなくてよかったですね。エンジンは無事なのに速度が出ないのなら、ダメージは電気系でしょう。予備配線に切り替えるだけで直る可能性は高いですよ」

　エムの顔に、驚きが浮かびました。

「分かるのか？」

　００６が、表情の見えない顔をエムに向けました。

「こことは違う別の世界では、しがない鉄道エンジニアでして」

「頼りになる」





＊　＊　＊






　14時26分過ぎ。

　酒場の観客達は、見ました。

　氷が粉々になって、白い部分と水の黒い部分がモザイク状になった湖──、その上に真っ直ぐ延びる橋を、一台の機関車が走っていくのを。

　それでなくてもボロボロの外装を、穴だらけ焦げ跡だらけにしながらも、十三人のプレイヤーを乗せた機関車が疾走していきます。

　今、とうとう湖を渡りきりました。橋はそのまま、東西に走る高速道路の上を越えていきます。

　恐らくこのあたりが、橋としては一番高い場所。

　見晴らしがよさそうな場所ですが──、

　それはすなわち、遠くからでも見つけられやすいという意味になります。




「見つけましたよ！　女神様！」

「シノハラ。いい加減その呼び名止めてってば。名前は教えたでしょう？」

「はっ！　申し訳ありません女王様」

「もう……。で、どんな様子？」

「機関車です。結構人が乗っています。こっち側に見えるだけで六人ほど。アマゾネスと、ピンクのチビと、あと、宇宙兵士と」

「いい報告ね。それだけであの三チームがいることが確実に分かったわ。リーダーはピトフーイでしょうね」

「お分かりになるので？」

「まあ、ゲーマーの心理ってヤツで？　彼等が行きたい場所は一つよ。網を張るから、さっきの指示通りに動いて」

「イエス！　マイ、ゴッデス！」







　機関車の風を受けながら、

「大変だったのう、お主も。よく生き残ったもんだよ」

「まあねえ」

　フカ次じ郎ろうとレンは、並んで座って話をしていました。

　両方のキャット・ウォークが使えるようになったので、さっきのような満員電車状態は解消されています。今二人がいるのは右側。

　機関車は００６の尽力で速度を取り戻し、最高速度とはいきませんが、時速70キロほどで快調に進んでいます。

　高速道路を跨ぐと、線路は下り坂になりました。右側にはクレーターだらけの、月面もかくやという景色が広がり、左側には平らな家々と、菱ひし餅もちのようにそびえるドーム球場、その向こうに巨大ショッピングモールが見えています。

　ピトフーイが運転室から顔を出して、

「そろそろ全員左側に移動してー！」

　そう叫びました。

　同時に、機関車の速度がぐっと落ちていきます。

　レンとフカ次じ郎ろうは、ひとまず言われたとおり、のそのそと後部へと移動しながら、通信アイテムで訊ねます。

「止まるの？　森まで行くんじゃないの？」

　そういえばレンは、この機関車の目的地を聞いていません。やっと追いついて再会を喜んでいただけでした。

　てっきり、橋に守られている森の中へ行き、森を背に立て籠もるのだとばかり思っていました。消極的な作戦ではありますが、ダメージだらけの今では、安全策を取るのだと。

「違うわよ」

　ピトフーイの声が聞こえて、レンとフカ次じ郎ろうが機関車の後部にやって来たときでした。

　銃弾の雨が機関車に降り注いで、乾いた音を立て始めたのは。




　それは突然の出来事でした。

　上空は晴れているのに降ってくる、〝キツネの嫁入り〟のような雨。

　カカカカカカカカカカカカカカカカンカカカンカンカカン！

　機関車右側上空から降り注ぐ銃弾が、小太鼓の連打のように金属音を立てて──、

　本当に本当に運がなかったとしか言いようがなく、

「がっ！」

　その１発がキャット・ウォークを歩いていたトーマの喉を貫いていき、バランスを崩した彼女は足を滑らせて狭い金属板から滑り落ちて、

「っ！」

　Ｔ─Ｓの一人、００１をつけた男がその手を摑みました。

　彼にも銃弾は飛んできましたが全て弾き、そのままトーマを両手で引っ張り上げると、デッキ後部に引きずってきました。

「トーマ！」

　右側にいたボスが飛んできて、レン達の脇をすり抜けてトーマへと近づきましたが、

「ボス……、ゴメン！　ドラ……、使って……。エム銃は、エムに……」

　最後にそれだけ言って、彼女はがっくりと顎を落としました。【Ｄｅａｄ】のタグが点灯しました。

　ボスはトーマの背中にあったドラグノフ狙撃銃を取ると、

「ありがとう。落としてくれ」

　００１にそう伝えました。

「…………。分かった」

　００１は全てを理解して、狭いキャット・ウォークで、まだ生きているプレイヤーの邪魔にならないように、トーマの死体を緩やかに放り出しました。

　減速をしているとはいえ走っている機関車です。トーマの死体は一度レールの上でボンと跳ねて、それから後方へと、転がりながら去っていきました。

「ああ、また仲間が……」

　レンを含め十二人になった機関車へと、次々に赤いバレット・ラインが、そしてそれらを消しながら銃弾が降り注いできます。

　秒間に30発近くが降ってくるので、１丁ではないでしょう。最低でも３丁が、同時に発砲しているのです。

「ちぃ！　連中がこんな手を打ってくるなんて！」

　運転席のピトフーイは、頭の上にガンガンと降ってくる銃弾の音を聞きながら、双眼鏡で南西を睨みます。

　そこにいるチームが誰かは、もう分かっています。

　全員がマシンガン装備の、ＳＪきっての火力バカ集団、全日本マシンガンラバーズ。表示名ＺＥＭＡＬ。

　しかし、近くにその姿は見えません。

　線路の右側数百メートルは、まったく遮蔽物がない茶色の荒野です。そんな所でマシンガンを連射していれば、発射炎で絶対に見えるはず。

「遠距離からの、マシンガンによる曲射制圧射撃か……。ベストな方法だ」

　運転席のエムが、身を低くしながら言いました。

　制圧射撃とは、相手の動きを封じるための射撃のこと。

　空港でジェイクがやった攻撃もそれに近いものがありましたが、こっちはもっと割り切っています。相手が見えないほどの距離からの、曲射──、つまり山なり弾道の射撃をしてきているからです。

　やっていることはグレネード・ランチャーの攻撃に似ていますが、その距離が違います。

　おそらくは１キロメートル以上、あるいはそれ以上の遠方からの射撃です。それも手で持っているのではなく、クレーターの底で、機関銃を三脚で固定しているはず。

　三脚で固定された機関銃は、反動の全てを頑丈な脚が抑えてくれるので、その集弾率は飛び抜けて高くなります。

　当然ですが、見えない場所への超々遠距離射撃になるので、問題は狙いをどうつけるか、つけたとしてもタイミングをどう計るか。

　それを解決するのが、観測手。まずは誰か一人を着弾点に行かせて、通信アイテムで指示を出し、引き金に指を触れさせます。

　するとバレット・ラインが発生するので、それを目安に着弾点を修正、銃の角度や向きを微調整すればいいのです。ＧＧＯなら、実際に撃ってみるまでもありません。

　ＺＥＭＡＬがクレーターエリアを完全に制圧してから、１時間以上の時間がありました。これらの戦法は、十分に試す余裕があったことでしょう。むしろこの戦い方の準備をしていたから、彼等はそのエリアから出てこなかったのでしょう。

　ＺＥＭＡＬは、近づいてくる敵に遙か遠方から銃弾の雨を降らせる網を、もしくは罠わなを仕掛けていました。その網の位置に、当然ですが〝一番太い道〟として線路も入っていました。そしてそれに突っ込んでいってしまったのが、この機関車だったというわけです。

　７．６２ミリの機関銃を３丁持っているＺＥＭＡＬにとっては、自分達の性能をフルに発揮した最高の戦術です。

「連中、優秀すぎるぞ。いったいどうしたんだ？　何か悪い物でも食べたか？」

　突撃連射バカの彼等が、どうしてそんなに〝優れた〟手を打ってくるか、エムには本当に本気で分かりませんでした。

「油断したわー。誰か、頭のいい人がついたのね。油断したわー」

　ピトフーイが、苦々しい顔で楽しそうに言いました。

　ピトフーイはさっきのスキャンをちらりと見ていますが、ＺＥＭＡＬの位置は、根っこが生えたと思えるほどずっといた、クレーターエリア中央でした。ここまで来るのは、間に合わないはずだったのです。

　もちろんリーダーマークだけを遠くに置いたトラップだったのでしょうが、そんな手まで、ＺＥＭＡＬが使ってくるとは。

　ＳＪ４でピトフーイが取った作戦は、何度も何度も裏目に出ています。

「今日は私の日じゃなかったかー」

　ピトフーイは軽く肩をすくめて言いました。そして他ひ人と事ごとのように続けます。

「ま、こんな日も、あるさ」

「念のために聞くが──」

　エムが、ゴツい顔を寄せて真顔で訊ねます。

「レンをファイヤと結婚させるために、ワザと、などではないだろうな？」

　ピトフーイを信頼、あるいは信奉しているエムにしては、かなり攻めた発言でしたが、ピトフーイは首と手を横に振りました。

「ないない。絶対ない。だって──」

「だって？」

「レンちゃんと結婚するのは私だもん！」

「…………」

　エムは静かに黙りました。







　間もなく機関車が止まります。

　既に橋は渡り終えて、周囲は平らで、線路の左右には道路。右側にはクレーターの広がる荒野が、左側には低層住宅地が広がっています。

　ピトフーイは左側のキャット・ウォークに出て、声を張ります。

「止まったらすぐに降りて、東側へ向けて全力疾走！　一番近い家に隠れるまでは、ラインを見落とさないように！　なおかつ、周囲の伏兵に注意して！」

　真っ直ぐ限界速度で走りつつ、後ろから降ってくるラインと弾丸、そして家の中で待ち伏せしているかもしれない敵に気をつけろという、難易度の高い指示です。

「ピトさんなんでここで降りるの？　森まで行くんじゃないの？」

　レンが聞き返しました。

「森に行ってもジリ貧！　唯一勝てる可能性がある場所に逃げるのよ！」

「それって、どこ？」

「もちろん、モ──」

　ピトフーイの答えは、頭の一文字しか聞こえませんでした。

　周囲にけたたましい銃撃音が響いて、バレット・ラインがキラキラと煌めいて、銃弾が飛んできました。

　それは頭の上からではなく、東側にわずか80メートルほど離れた、一番近い家の中からでした。




　さっきまでが上から降り注ぐパラパラとした雨だとしたら、今度は横からの放水でした。

　弾丸の密度は濃く、そこにいた人間には、最低でも１発の銃弾が当たりました。それは、ほぼ同時に起こりました。

　レンは左腿の外側に１発食らって、走り出そうとしたまま豪快に転ぶことになりました。おかげで伏せられたので、それ以外の銃弾を避けられたのは、強運ゆえでしょうか。

　フカ次じ郎ろうは脇腹とヘルメットに１発ずつ。こちらはうつぶせに倒れたあと、執念でＧから始まる虫のように地面を這って、さらにもう１発を足の裏に食らいながらも、機関車の車輪の裏に隠れました。

　ピトフーイはいち早く反撃するためにＫＴＲ─０９を構えたところで撃たれ、右手を銃弾が貫いていきました。銃を落としながらもすぐに伏せて倒れて、背中を見せて丸くなることで、被弾率を最大限まで下げました。その背中にも１発飛んできて、防弾プレートで阻まれました。

　エムは運転室から出るところで、ぺらぺらのドアを貫いた弾が腰と足に命中し、その場で転倒させられました。破片だらけの運転室で勢いよく伏せたので、飛び出ていた金属片でザックリと顔を切りましたが、次の弾は頭の上を通り越していきました。

　シャーリーは左脇腹を１発目が掠かすめ、２発目が右足首に命中。倒れながらも彼女はピトフーイへとＲ９３タクティカル２を向けて１発放ったのですが、決死の銃弾は、無情にも地面で炸裂しただけでした。次を撃とうとしたときに、銃弾がプラスチック製のボディに命中し、彼女の腕から剝ぎ取っていきました。

　一番不運だったのは、ターニャでした。いつも通り先陣を切って駆け出していったところを、一番近くから一番多くの銃弾を食らうことになり、文字通り蜂の巣になりました。６発目で【Ｄｅａｄ】タグが点灯しましたが、さらに食らい続けました。しかし彼女に必要以上に着弾したことで、後ろにいた人は救われました。

　ローザは、反撃のためにＰＫＭマシンガンを持ち上げかけたところを撃たれました。彼女には１発しか当たりませんでしたが、それも肩を掠めただけでしたが──、数発がマシンガンの弾薬箱にめり込んで、規定以上のダメージを食らったパーツはポリゴンの欠片になって消えました。そこから銃に送られるはずの弾薬ベルトが千切れて、銃から落ちていきました。

　ボスは右膝を綺麗に射貫かれて、その場へと前のめりに倒れて、さらに、大きなお尻に１発命中。

「きゃん！」

　場所が場所なので、可愛い声を上げました。

　結局、マシンガン３丁の怒ど濤とうの攻撃で無事だったのは、Ｔ─Ｓの四人だけでした。彼等も全身に数発ずつ食らってはいるのですが、鉄壁の防御力が救いました。

　それでも撃たれ続けることがいいわけはなく、

「うひゃ！」

　エルビン以下四人は、体中から火花を散らしながら、機関車の後ろに回り込んで逃げるしかありませんでした。

　これは正しい判断で、もしその場で留まって撃ち返していても、手にしている銃器が使い物にならなくなっていただけでしょう。

　終わってみればわずか５秒ほどの銃撃時間でしたが、機関車の脇で、立っている人はもう皆無でした。

　処刑場のようになった空間で、

　やばい、これやばい……。

　レンは、四割まで減った自分のヒットポイントを、そして同じような状況の仲間のゲージを見ながら、この状況をどうやって打破するかを猛烈な速さで考えていました。

　倒れた場所から機関車までは５メートルほど。

　起き上がって走って逃げて、車輪の下に隠れれば──、でも起き上がった瞬間に撃たれたらもう一発でアウト。

　敵陣に切り込んだとしても、相手が一人、いや二人までならなんとか射線を躱せるかもしれませんが、３丁あるともうムリ。

　今射撃が止んでいるのは、弾薬ベルトの交換中ではありません。ＺＥＭＡＬは持っている弾を全てずっと撃てるベルト給弾システムを使っていますから。意図的に射撃を止めただけでしょう。

　１秒ほどの静寂の間に、レンはほとんど諦めました。ＳＪにおいて色々と窮地に陥ったことはありましたが、これほど〝考える時間もない〟窮地は初めてでした。

　倒れているレンの視界には、機関車の車輪が見えていました。その隙間から、フカ次じ郎ろうがいつの間にか隠れていたのと、Ｔ─Ｓの皆さんが逃げている様子が分かります。

　高速思考中の常で、全てがスローモーションに見えています。

　撃たれても無事だったＴ─Ｓは、反撃や仲間の支援など考えず、線路の右側へと死に物狂いの大逃走。

　まあ、それでもいいか。

　レンは、恨む気にはなりませんでした。

　彼等が反撃しても、次の一掃射で自分達は蜂の巣になるのは不可避。ならばせめて、彼等だけでもこの殺さつ戮りく現場から逃げおおせて、ＺＥＭＡＬに一泡吹かせてほしいです。

　ＳＪ２で自分を後ろから撃ってくれた彼等ですが、今回ここまでは協力した仲間です。もうすぐ死ぬ自分達とは違い、少しでも長生きができますように。

　そう思った次の瞬間に、頑丈なＳＦ兵士達は次々に死んでいきました。青い奔流に飲み込まれて。

　トラップだ……。

　線路の右側に、ブービー・トラップが仕掛けられていました。

　埋め込まれていたプラズマ・グレネードが地雷のように炸裂して、頑丈なプロテクターも紙のように千切っていきました。下半身をほとんど失った四人は、次々に【Ｄｅａｄ】タグを煌めかせていき、チームとしてＳＪ４から姿を消しました。

　銃撃が終わってから５秒が経っても、次の攻撃がありませんでした。

　その代わり、近づく足音が聞こえました。

　レンが顔を百八十度反対へと向けると、50メートルほど先に、一人の女性プレイヤーが立っていました。




　今まで一度も見たことがない人でした。

　直接でも、そして中継でも。

　二十歳ほどに見える、女性アバターです。

　整った目鼻立ちに白い肌。灰色の瞳、ワインレッドの赤毛をショートカットにして、紺色のニット帽を被っていました。

　自分ほどではないにせよ、小柄で華きや奢しやな体格をしていました。着ている上下の戦闘服は、緑色で虎とら縞しま模様の、いわゆるタイガーストライプ。

　体の前には、クッキー缶のようなドラムマガジンを付けた、よく分からないが短めのマシンガンが吊つるされていました。

　えっと、誰ですか？

　相手チームがＺＥＭＡＬなことは間違いなかったわけですが、あのチームにこんな女性、いましたっけ？　いなかったですよね。誰かの女装でもありませんよね。

　そして、この状況で、堂々と身をさらして歩いてきている理由もよく分かりません。

　後ろにまだ狙いをつけている仲間がいるとはいえ、痛みから復活してきた人に撃たれるかもしれないと考えていないのでしょうか？

　レンが色々と混乱していた、射撃終了から10秒後のことでした。

「ねえあなた達たち、降参してくれない？」

　その女性が言いました。




　全員、呆あつ気けにとられて反撃も忘れていました。

　もっとも、ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣの中で、瞬時に反撃が可能な人は一人もいませんでした。

　たとえいたとしても、銃を持ち上げたら、彼女に向ける前に後ろにいる二人に撃たれることになります。なので、必然的に女性の話を聞くしかありません。

「別に無慈悲に全滅させてもいいんだけど、どっちがいい？　私としては、できれば降参の道を選んでくれた方が気分がいいんだけどね。将棋で言えば〝投了〟。それともこのまま、王将を取られるまでやるのが格好いいと思う？」

　レンは、啞あ然ぜんとしました。

　開いた口がふさがらないというのは、こういうときのためにあった言葉なのでしょう。このヴァーチャルな殺し合いの中に、投了を求めてくる人がいるとは。

　レンは思いながら、足の痺れが弱まっているのを感じていました。

　動くようになれば、せめてあの女だけでも。近づいて抱き付けば、後ろの二人も撃ってこれまい。彼女をざっくざっくと斬り殺したあとは、多分自分が死ぬだろうけれど。

　そう思った瞬間に、後ろから声がしました。

「分かった！　リーダーの私が認めるぜ！」




　それはフカ次じ郎ろうの声で、

　はい？

　レンが振り返ると、大きな車輪の脇からフカ次じ郎ろうがのっそりと出てきました。彼女は手に武器を持っていないので、そのままスタスタと歩き、女へと向かいます。

　いつの間にリーダーになった？

　レンは問とい質ただしたい気持ちを我慢して黙って待ちましたが、フカ次じ郎ろうがレンの方へ向かってきているのと、

「にげろや」

　通信アイテムでしか聞こえないように喋ったので、理解しました。

　フカ次じ郎ろうは歩を進め、そのままレンとＺＥＭＡＬの間に入ろうとしています。

　フカ次じ郎ろうが前に出るやいなや猛ダッシュをすれば、彼女がボロ雑巾のように撃たれている間に、車両の下に逃げられる可能性が出てきました。

　その先がどうなるかは分かりませんが、ここで死んではいけないレンだけでも逃がそうというフカ次じ郎ろうの親心を察し、

「フカ……」

　レンは思わず呟きました。

「フカ？」

　それが聞こえてしまったのか、ＺＥＭＡＬの女が聞き返してきて、それにはフカ次じ郎ろうが答えます。

「おうよ！　私がチームＬＰＦＭのリーダーにして、一団を率いていた凄腕のカリスマ・プレイヤー、その名もフカ次じ郎ろう様だ！　ちなみにチーム名は、〝ラブリー・プリティ・フカ次じ郎ろう──・マジスゴーイ〟の略な！」

　せめて最後まで英語で通せ。マーベラスとか、マグニフィセントとか。

　レンは思いましたが、同時にダッシュの準備をしました。もう少しでフカ次じ郎ろうはレンの脇を通り過ぎます。足の痺れはどうにか無視できるレベルになりました。

　最初で、最後の、チャンス。

　その瞬間、マシンガンの女が訊ねてきました。

「えっ、フカ次じ郎ろう？　〝ツヴァイヘンダー・シルフ〟の？」




　フカ次じ郎ろうの足がピタリと止まりました。レンの２メートル手前で。

　そこにいたら逃げられん！

　そう思ったレンですが、同時に女の言葉にも興味を引かれました。フカ次じ郎ろうを知っているみたいです、彼女は。

「ほう……、ほほほう……、お前さん……。妖精の世界からの……、回しもんかい……？　言っちゃいけない二つ名を、うっかり言っちまったようだな……」

　フカ次じ郎ろうは、実に悪そうな顔をしていました。

　右手を、抜いて撃っても当たらないＭ＆Ｐ拳銃のホルスターに近づけていて、西部劇のガンマンのようです。抜いて撃っても当たらないのですが。

「やっぱり！　ＡＬＯであんまり名前を聞かなくなったって噂うわさだったけど、ＧＧＯにいたのね！　妖精は美人だったけど、こっちは可愛いわね！」

　一方女は、なぜかとても嬉しそう。手にしたマシンガンをゆっくりと持ち上げると、撃つのではなく手を広げました。自分をよりちゃんと見せるために。

「ごきげんよう！　私よ私！　って言っても見た目がまったく変わっているから分からないわよね！」

　女は、久々の友達に会ったかのように、とても楽しそう。いえ、実際そうなのでしょうけれど。

「お？　おうおう！　ちょっと待て！　当てるから！　ユーはミーがＡＬＯで会ったことがあるヤツな！」

　フカ次じ郎ろうまで、完全に戦闘中の態度ではなくなりました。

「〝メイベル〟か？　あのときは、砦とりでの上から叩き落としてすまなかった。いやあ、飛ぶのが苦手だとは思ってなくてさ！」

「ブブー！　ハズレ」

「〝エクスーレ〟だろ！　あのときは、頭を二つに割ってしまって悪かったな。いやあ、ちょうど剣を持った私の目の前に逃げてくるから」

「残念、違う」

「〝ヴィヤレス〟か！　あのときは、炎の中に蹴っ飛ばして悪かったな。いやあ、冷え性で寒がっていると思ってさ」

「うーん、じゃなくて」

「〝イレーヌ〟だな！　あのときは、モンスターの足元におびき寄せて悪かったな。いやあ、動物好きかと思ってさ。あと、一番楽に死んでもらうためにはそれしかなくてさ」

「おしい！　と言いたいけど全然違う」

　フカや、おまえは何人殺しているんじゃ。

　レンは思いましたが、会話に割り込むのは止めておきました。

「まあ、ちょっと難しかったかな？　答えはね、〝ビービー〟よ」

　とうとう女が自分から名乗って、

「ああ！　ビービーか！」

　笑顔で返したフカ次じ郎ろうは、次の瞬間に爆発しました。

「てめえ！　よくも巨大石臼ですり潰してくれたな！　飛行中の羽を剣でぶった切ってくれたな！　火山の火口でウェルダンにしてくれたな！　脳天に矢を射うってくれたなああああ！　底なし沼に沈めてくれたなあああああっ！」

　フカや、おまえは何回殺されているんじゃ。

　レンは思いましたが、会話に割り込むのは止めておきました。




「フカちゃん、お知り合い？」

　ピトフーイの声がしました。レンが首を向けると、被弾のエフェクトを右手に煌めかせながら、線路の脇に座っていました。その手に、銃はありません。

「おうよ！　コイツの名前はビービー。ＡＬＯで散々私を殺してくれやがった、シルフの宿敵たるサラマンダー──、火妖精族の女だわ！　その当時は、派手なちゃんちゃんこを着たボディビルダーみたいな外見だったけどな！」

「なるほど。じゃあ昔のよしみで、ビービーさんの説得を頼みたいんだけど」

「おうよ。言いくるめて手下にしてやるぜ！」

「伝えてくれる？　〝ここは見逃してほしい〟って」

　は？

　レンも驚きましたし、それ以外の面々──、シャーリーやエム、ＳＨＩＮＣの生き残りの二人もまた啞然としたのが、空気に乗って伝わってきました。

　まさか、まさか、ピトフーイがそんなことを言うとは。

　フカ次じ郎ろうも相当に驚いたようで、

「おうよ！　──え？　ピトさんや、マジ？」

「マジよ。このままここにいて撃ち殺されるだけなら、わずかでも可能性に賭けてみるべきじゃない？」

「いや、まあ、そうだけど……」

「いいから、聞くだけ聞いてみて」

　ピトフーイの静かな迫力に負けて、

「お、おうよ……」

　フカ次じ郎ろうは黙って話を聞いていたビービーに向き直りました。

「えっと……」

　フカ次じ郎ろうが、どうやって言葉を紡つむごうかと思った瞬間、

「うん、いいわよ」

　ビービーは即答しました。
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第十九章　「ハンドガン・オンリー」









「え？　いいの？　はい？」

　フカ次じ郎ろうの驚きは、全員の代弁でした。

　レンはピトフーイの発言にも心底驚きよう愕がくしていたのですが、ビービーと名乗るマシンガン女の反応にも呆れるしかありませんでした。

「いいわよ。あなた達を全員このまま見逃してあげる。ただし、一つだけ条件が」

　ビービーの声を聞いて、

　なあんだ、やっぱりか。

　レンは思いました。

　ビービーという女はすぐに、

「この場でみんな死ねやあ！」

　とか、

「ただしケツから撃ってやるぜ！」

　とか言うに決まっています。口調がちょっとアレですが、ＺＥＭＡＬのイメージに合わせてみました。

　今日初めて会った人ですが、フカ次じ郎ろうの旧知の仲なら、そんなプレイヤーに違いありません。以上証明終わり。

「おい、何考えている？　レン」

　フカ次じ郎ろうがこっちを見ていました。

　この超能力者め。

　レンは心の中で舌打ちをしました。

「条件がなんだか、分かる？」

　ビービーの問いに、ピトフーイは即答します。

「メインアームの放棄でしょ？」

「さすがねえ」

「じゃあそういうことで」

　はい？　え？　なにがどうなった？

　レンは、完全に置いてきぼりです。ちらりと見ると、ＳＨＩＮＣの二人、ボスとローザもかなりぽかんとしていました。

「なるほど、そういうことか」

　フカ次じ郎ろうだけは理解したようで、

「つまりはどういうことだ？」

　実際していませんでした。

「あとで説明してあげる。はいみんな、メインの武装をそこに置いて立って。もう体の痺れは取れたでしょ？」

　ピトフーイの説明に、さすがにボスが食らいつきました。

「ど、どういうことだ？　説明を求む！」

「それは移動中にやってあげるから、急いで！　もう29分を回るから」

　ピトフーイの言葉に、スキャンが関係あるのだと、そのことだけは分かったボスが、手にヴィントレスを持たずに立ち上がりました。

「はい、レンちゃんも。ピーちゃんとはしばしのお別れ。なあに、終わったらちゃんと戻ってくるわよ。シャーリーも、ライフルは置いていって」

「よく分からないが……。拳銃はストレージに入れたまま持っていっていいんだな？」

「もちろん。そして走るわよ！」







「女神様……、アイツら逃がしてよかったので……？」

　機関車の脇で、走って去っていくレン達を眺めながら、ピーターが聞きました。

　ＺＥＭＡＬの中では一番背が低い、いつも鼻に貼ったテープがトレードマーク。背中には弾薬箱を背負い、そこから伸びた金属レールが、手にしているネゲヴ機関銃に繫がっています。

　隣にいるのは、刈り上げ頭に黒人のアバターを持つマックス。同じようにして、ミニミを保持して周囲に鋭く目を光らせています。

　二人に守られつつ、ビービーはサテライト・スキャン端末を見ていました。

　そして、機関車の脇に放置されたレン達の武装をちらりと見ながら答えるのです。

「大丈夫。彼女達はここに戻ってこないわ。ほぼ全員、あのモールの中で死んじゃうでしょうからね」





＊　＊　＊






　酒場で見ていた観客の中で、

「え？　何がどうなった？」

　状況を理解できた人はいませんでした。

　遠距離からのマシンガン攻撃と、見事な罠からの銃撃と、ブービー・トラップに引っかかって全滅したＴ─Ｓ。

　完全にここで、ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣは終わったと思っていました。

　それが、謎の女との会話のあと、両チームの生き残りは走り出したではありませんか。しかも、今までずっと使っていたメインの銃を置いて。

　ターニャの死体が転がる現場には、ピンクのＰ９０を始め、ピトフーイのＫＴＲ─０９、エムのＭ１４・ＥＢＲ、シャーリーのＲ９３タクティカル２、ボスのヴィントレスと、トーマから借りたドラグノフ、そしてローザのＰＫＭマシンガンが残されました。

「え？　何がどうなった……？」

　観客達の中で、状況を理解できた人はいませんでした。

　画面の中で、14時30分を迎えて、スキャンが始まりました。







「何がどうなってるの？　ああ、ピーちゃん……」

　そして、レンもまたまったく状況が理解できぬまま、走っていました。

　先に行っていいと言われたので、誰よりも先行して駆けています。

　線路の東側に広がる低層住宅地、道は走りやすく見晴らしはいいのですが、手にいつも持っているものがないのが、とても落ち着きません。

　しかし、おかげでまだ生きています。

　ピーちゃんは、わたしの身代わりになったのだ。

　そう思うことにしました。

　ＺＥＭＡＬのビービーが言った、

「置いていった銃は使わないし、絶対に壊さないから安心してね」

　という約束を信じるしかないのです。

　それよりも今は、ピトフーイの話を聞く方が先です。

「じゃあちょっと説明するけど、エムだけはスキャンを見ていて。まあだいたい予想通りだろうけど」

「分かった」

　レンは、目はブービー・トラップや伏兵に、耳は通信アイテム越しのピトフーイの声に集中しました。

　レンの後ろには、かなり離れてボスとローザ、シャーリーとフカ次じ郎ろうが続いていますが、全員同じ気持ちでしょう。ＳＨＩＮＣの二人は、ピトフーイの肉声が聞こえるところにいました。

「まず、あの女がヘヴィーな凄腕プレイヤーなのはよく分かった。ＡＬＯでのフカちゃんを何度もぶっ殺すことができるほどのね」

「ちょっと油断していたんだいっ！」

　何度もか？

　レンはツッコみたかったのですが、それは黙っていました。

「だから機関車の移動をいち早く察して、止まる場所を予想してそこに三重のトラップを仕掛けて、待ち伏せていた」

「それが分からん！　なんで止まる場所まで分かったんだ？」

　ピトフーイの話の途中でしたが、ボスが辛抱堪たまらないといった様子で訊ねました。

　確かに謎です。機関車で来るのが分かっていたとしても、止まる場所まではさすがに読めないはず。

　ボスやレンの疑念に、ピトフーイが答えます。

「あの場所が、〝地図上の最短距離〟だったからよ。モールまで」

「お？　モール？」

　ボスの間の抜けた声が聞こえました。

「そう、今目指している場所。巨大ショッピングモール。私はそこへ行きたかったから、真っ直ぐに太い通りを走り抜けられるように真西に止めた。ビービーはそれを読んでいた」

「ああ、なるほど……。そういうことか……」

　ボスは完全に理解したようですが、レンはまだです。なので聞きます。

「モールって……、買い物でもあるの？」

「ないわよー！　そこで戦うの！」

「なんで？」

「レンちゃん、特別ルール忘れてない？」

「モンスター？　あ、弾薬復活の方？」

　レンの目にさっき、14時30分の弾薬復活表示が見えましたのでそう答えると、

「もう一つの方」

「……？」

「ピトさんや、コイツ完全に忘れてますぜ」

　フカ次じ郎ろうまでそんなことを言い出して、自分だけが理解していないのがかなり悔しいレンですが、素直に訊ねることにしました。

「なんだっけ？」







「なるほどね、モールか……」

　トライクを走らせながら、ＭＭＴＭのケンタは言いました。

　後部座席にはリーダーであるデヴィッドが乗っています。走っているのは、空港南側の高速道路──、ではなく、その東の陰に隠れるように併走している一般道路。

　向かっているのは南東にある、巨大ショッピングモール。14時15分頃にまったりと話した、その〝答え〟の場所です。

「〝拳銃ルール〟だ」

　デヴィッドは、

「あのクソ作家は重さを無視する特別ルールまで拵こしらえて、わざわざ拳銃しか使えないエリアを設定したんだ。それがフィールド内にないワケがない。そして、このマップで拳銃戦闘にもっとも相応ふさわしいと思える場所は、つまりプレイヤーが〝納得できる〟場所が、モールだ」

「リーダーはなんで、ピトフーイがひたすらにそこを目指すと読んだのさ？」

「理由は──、アイツやピンクのチビが戦いやすいとか、それなりにダメージを負った身ではアサルト・ライフルでの一撃がキツい、などがあるんだが、一番の理由はあの女の心理だ」

「ほほう、どんな？」

「あの女はこう思っている──。〝せっかくの拳銃マストエリアなら、使わなきゃ楽しくないでしょ？〟」




「せっかくの拳銃マストエリアなら、使わなきゃ楽しくないでしょ？」

　説明してくれたピトフーイが最後にそう付け足して、

「ってそんな理由っ？」

　レンは呆れました。

　左側にドーム球場が見える町中を、今も走っています。ショッピングモールが、目の前に見えてきました。高速道路の向こう、曇り空の下にそびえるオフホワイトの建物は巨大です。まるで要塞です。

「でも、確かに納得はできる」

　ピトフーイの脇で、二つの三つ編みを揺らして走るボスが言います。

「建物内なら、かなりの近距離戦になるので逃げ隠れはしやすい。拳銃では、一撃のダメージも少ない。突然撃たれて即死の頻度が減る。ファイヤ達にレンが屠られる可能性は、グッと低くなった。悪くない」

「さっすがエヴァっち。あんた私のチームに来ない？」

「遠慮しておく」

「理由は分かったけど……、肝心のファイヤ達はそれに乗ってくると思う？　わたし達をギリギリまで放っておいた方が、自分が無傷で勝てる確率が高いんだよ？　それが分かっていて、わざわざ不利なモール内に戦いに来ると思う？」

　レンの質問に、スキャンを見ていたエムが答えます。

「ああ。もう向かってきているぞ」







　酒場の観客達は、見ました。

　14時30分のスキャンで、生き残りチームの位置を。

　クレーターエリアのＺＥＭＡＬと、やっと廃墟を抜けたあたりのＶ２ＨＧを除けば──、

　残った五チームが、モールを目指しています。今現在戦闘がないので、移動中の様子を中継していました。

　東側からは、ＭＭＴＭの二人が高速移動で迫ります。トライクに二人乗りなので、大変な高速。しかしまだ一番遠いです。

　西側からは、ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣの生き残りが、近い場所からですが己の足で必死になって走っています。

　そして、北側からは、ＷＥＥＩとＳＡＴＯＨの名前がついたチームが、一台のトラックで向かっています。運転しているのは、砂漠迷彩の男達。きっと、ゲーム序盤で既に見つけてあって、どこかに隠してあったのでしょう。

　彼等の移動の様子からして、大変によく分かりました。

　それらの五チームは、このあと数分以内に、次々にモールへとたどり着くことが。

　そして、それぞれの方面から中に突入することが。




「つまりビービーは、わたし達があのモールの中で死ぬから、手を下す必要はないと判断した。むしろ他の敵とそこで戦って、少しでも倒してくれるのなら有り難い、と」

　レンが結論づけた上で、

「理解した。うん」

　ビービーとピトフーイの判断に納得がいきました。

　フカ次じ郎ろうを倒しまくり、ピトフーイと分かり合えるビービーという女に興味がわきましたが、今は余よ所そに置いておかねばなりません。

　それより、敵です。

　モールで当たりそうなのは、ＭＭＴＭと、ＳＡＴＯＨとＷＥＥＩ──、つまりはファイヤ達。彼等も拳銃戦を挑もうというのなら、レンにとっても不満はありません。

　ただし、不安はあります。

「わたし、拳銃なんてチュートリアルのとき以外撃ったことないんだけど！」

　準備すらしなかったのでピトフーイからもらっていますが、それをちゃんと見てすらいません。果たして使えるのでしょうか。もちろん狭い室内なら、背中に付けたコンバット・ナイフだけで戦う手段もあるのですが。

「ま、そのへんはモールに着いてからね。それよりみんな、今のうちにお薬をよろしくね！」

　ピトフーイが、全員に向けて最大限のヒットポイント回復を命じました。

　さっきビービー達に撃たれて、レン達はかなりのダメージを負っています。

　レンはガッツリと半分以下まで減らされたので、残り二本だった救急治療キットを躊躇なく打ちました。３分後にはすぐもう一本打つ予定。

　一応これでマックスまで回復するはずですが、それは６分後になります。

　打たれ弱い自分が、果たしてそこまで生きているか。しかし、ファイヤより先に死ぬわけにはいきません。一瞬でもヤツより長生きすれば、自分の勝ちなのですから。刺し違える覚悟で嚙みついてやろうと、レンは思いました。

　フカ次じ郎ろうは残り六割。もう手持ちの救急治療キットはなく、治しようがありません。

　ピトフーイとエムもまた、廃墟での大ダメージが効いていて、救急治療キットは使い切っています。ヒットポイントの減りも激しく、ピトフーイは半分弱。エムは少しマシで、残り六割です。

　彼等三人はこれだけで戦わなければなりませんが、そもそも基礎体力が非常に高いです。この先どれくらいの被弾に耐えられるかというと──、フル回復のレンとあまり変わらないのではないでしょうか。今までのＳＪ４で三人が食らったダメージを考えると、レンは何回でも死ねそうです。

　ほとんどダメージを負ってこなかったシャーリーは、救急治療キットが残り三本。ヒットポイントの残りは六割。

　彼女は一本だけ打ちました。３分後に九割まで回復した時点でどうするかは、考え方次第でしょう。

　レンには分かりませんが、わずか二人にまで減ってしまったＳＨＩＮＣは、ボスがヒットポイントの残りが七割。お薬はゼロ。

　ローザは八割。まだ二本残っている救急治療キットは、使いませんでした。

　敵のことを考えると、ファイヤ達十二人の体力や救急治療キットは、間違いなく完全に残っていることでしょう。ＭＭＴＭの二人は、多少はダメージを与えましたが、それでも自分達よりは残っているでしょう。

　有利か不利かを考えると、自分達は不利です。

　自分を入れても七人の集団ｖｓ十二人の結託集団。そして味方になることはないだろう、復讐に燃えているＭＭＴＭの二人。

　でも──、

　ここで諦めたり、挫くじけたりするわけにはいきません。

　負けるまでは、まだ負けていない。

　ここまで何度も何度も危機があったが、まだわたしは生きている。

　だから、何があっても──。

　アバターにも体温があったのなら、今頃猛烈に上がっていることでしょう。

　ドームスタジアムを左手に見ながら通り越して、南北に走る高速道路を勢いよく渡って、

「ファイヤを倒す！」

　レンは走り続けました。







　やがて、呆れるほど巨大な建物が、レンに向けて迫ってきていました。

　実際には建物は一切動かず、レンが手前に広がる平面駐車場を超高速で突っ走っているのです。曇り空の下でオフホワイトの建物が、壁のように下から上へと迫り上がっていきます。

　今レンに見えているのは、巨大モールのほんの一部です。方角で言えば西側の平面。

　ショッピングモールのメインの建物は横（東西）が８００メートルほど、縦（南北）が３００メートルほどの長方形をしています。それだけで住宅地の一つが入ってしまいそうなほど、巨大なエリアです。

　ＳＪ３の豪華客船より、長さで二回りほど、幅では三倍以上。

　何階建てなのかは分かりませんが、窓のない巨大な建物が、まるで水槽のようにそびえています。そしてその四角には、直径１５０メートルほどの、八角形の建物が四つくっついています。

　開始時のマップチェックでエムが、角にあるのは付随するデパートだろうと予測していましたが、その通りでした。近づいてハッキリと見えました。幾文字か抜けた看板が、レンも聞いたことがある海外有名デパートの名前を刻んでいます。つまり現実にある名前ですが、使ってしまってよかったのでしょうか。

　右に《ＪＣペ○ー》、左に《シ×ーズ》を見ながら、レンは広い広い駐車場を一人で駆け抜けて、ガラスがバリバリに割れているモールの入口前へとたどり着きました。

　入口の上には、モールの名前が飾り文字で記されています。

《Mall of the World》と、実にご大層な名前。しかし、サイズからして世界最大を謳うたっていても噓ではないのかもしれません。

　レンはすぐに入らずに、入口脇で警戒しつつ待機しました。ガラスが割れていたり残っていたりするドアの前には、中の見取り図のような物がありましたが、今は見るのは止めておきます。

「みんなよく聞いてね。一度モールに入ったら、たぶんノンビリ作戦を立てている余裕は一切ないだろうから、今のうちに言うべきことを全て言っておくわ」

　まだ遠くにいるピトフーイから、指示が来ました。

「入ったら、もちろんある程度はチームとして動くけど、戦況次第ではどうなるか分からない。散って戦うこともあるかもしれない」

　できれば散りたくないなあ。

　レンは思いましたが、確かにバトルがそれを許さないことはよくあることです。

「その中でも必ず二人一組、つまり〝バディ〟で行動すること。一人が見ているのとは逆を、もう一人が見ること。通信アイテムも、バディ以外は切って。状況に応じて、無線モードで話しかけて。バディは、私はエムと。エヴァはローザと。フカちゃんはシャーリーとね」

　すかさず、シャーリーのクレームが入ります。

「私は一人でいい！」

「だーめ。常に二人で行動。スナイパーにはスポッターが必要でしょ？」

　ピトフーイに窘たしなめられ、シャーリーは黙りました。

「まあまあ、私が可愛いケツを守ってやるからさ」

　フカ次じ郎ろうが言いましたが、セクハラ発言でしたが、問題はそこではありません。

　彼女の拳銃の腕の下手さに定評があることで、レンはちょっとだけシャーリーに同情しつつも、肝心なことに気付いて訊ねるのです。

「ピトさん、わたしは？」

　てっきり誰かのペアについて行動しろと言われるのかと思いきや、

「レンちゃん？　決まってるじゃない、単独よ」

「さっきと言ってることがちがーう！　なぜー？」

　レンは、モールの入口脇で、一人でジタバタと暴れました。

「理由は簡単。レンちゃんの本気速度についていける人が誰も残っていないからよ。ターニャがいたらバディを組ませたんだけどねえ」

「うっ──」

　二の句が継げませんでした。

　ああターニャ、なぜ君は死にたもうたのか……。

　レンは、１時間前は本気で殺し合っていた相手の死を悼いたみました。

「でもね、それでレンちゃんが不利になったとは思わないわよ、私は。全然」

　ピトフーイが、そんな言葉を続けました。倒置法でした。リップサービスではない、本心のように聞こえました。

「レンちゃんには有利な戦場よ！　狭い場所と、己の速度を生かして存分に戦いなさい！」

「わ、分かった……」

「いい子いい子。──じゃあ、プレゼント開けていいよ」

「プレゼント？」







　うっ、悔しいけど──、可愛い！

　ピトフーイからの贈り物を実体化したレンは、そんな感想を抱きました。

　口に出すとピトフーイがニヤニヤしそうなので、心の中だけで。




　光の粒子が形作ってレンの目の前に現れたのは、一つのバックパックでした。

　色はよくある黒なのですが、レンの帽子に似たピンクと白のラインが縦に入っています。

　大きさは、長さが40センチほど。幅が30センチほど。厚みは少し減って、25センチほどでしょうか。

　よくあるデイパックという小型のバックパックですが、小柄なレンが背負うと、エムが大型バックパックを背負うような対比になるでしょう。

　中身はなんでしょう？　いえ、拳銃だということは分かってはいますが。

　レンは、足元に置いたバックパックの上部ファスナーを開けます。そして、中に入っていたものを見つけて、引っ張り出しました。

　そして、可愛いと思ってしまったのです。




　それは、ピンク色をした自動式拳銃でした。

　出したときは黒いナイロン製のホルスターにスッポリと収まっていて、レンが抜くと、その全身が姿を現します。

　フレームやスライドが濃いめのピンク。グリップやフロントに追加されたパーツが薄いピンク。

　思いっきり全体的にピンクですが、黒い部分もあります。それは銃身部分。引き金やハンマー。部品を締め付けるためのネジ部分。そして、狙いやすいように、照準器の中に穿たれた点。

　レンは拳銃について調べなかったので、それがなんというモデルかは分かりませんが、チュートリアルのときに女教官に撃たされた銃に、全体的な雰囲気が似ています。

　あれは確か《コルト　Ｍ１９１１Ａ１》。通称〝ガバメント〟と呼ばれる大型の軍用拳銃で、世界で一番有名なピストルの一つだったはず。

　このピンクの拳銃は、よく形が似ていますが、より小さめに感じます。ジャンルで言うのなら、〝中型拳銃〟でしょうか。

　まずグリップが短くなっているのですが、その分を補うためか、マガジンの底には角のように出っ張った、小指を引っかけるパーツがあります。レンの手で握ると、余裕がありつつも実にしっくりきました。

　ガバメントより全長も短く、銃の銃口部分にはスライドとは別のパーツがくっついています。それが何のためなのかは不明。

　そしてフレームの前方左右には、スライドを下から挟むように別パーツが張り出していて、やはり用途は不明なのですが、

「ここが可愛い……」
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　思わず呟いてしまったのは、そのパーツの広がった部分に、レンの帽子にそっくりな白いラインが入っているから。

　銃の左側だけのラインで、反対側には描かれていないことも、帽子を思わせてくれました。

「気に入ってくれたようねえ」

　通信アイテム越しに感想を聞かれてしまい、ピトフーイの声が戻ってきました。

　顔を上げると、彼女達は広い駐車場にさしかかっていて、小さく見えました。到着までは、まだ１分以上はかかりそうです。

「悔しいけど、可愛い……。認める……。この拳銃、何？」

　観念したレンが訊ねました。

「よくぞ聞いてくれましたわねっ！　それは──、私が作ったカスタムモデルよ！」

「作った？」

「そう。ＧＧＯにはガンスミスのスキルやモードがあるのは知ってるよね？」

「まあ。色を変えるくらいのコトはしたけど」

「今回拳銃が必要になったのを思って、あれこれ考えたのよ。レンちゃんに一番向いているのは何か、ってね」

「それが、これ……」

「イエース。ベースになった銃の名前は《ＡＭ．４５》。ＧＧＯ用の架空銃だけど、実際にある《デトニクス・コンバットマスター》って銃に、いくつかのパーツを取り付けたものよ。ＧＧＯ内じゃ、コンパクトかつパワフルなバックアップ拳銃としてそこそこ人気あるんだけど、知らない？」

「うん、知らない」

「まあいいわ。で、元は黒かったそれをピンクに塗って、白いラインも入れて、レンちゃん仕様にしてみたの！　それもピーちゃんみたいに一面ピンクじゃなくて、少し色を変えたピンクのツートンに！　目指すイメージを固めるまで、何日もかけちゃったわ」

「それは、どうも……」

　この忙しい最中に何日もかけるとは、情熱の使い方を間違っている気がするのですが、それを指摘するのは止めておきました。

「そしてできあがったのが、それ！　名付けて《ＡＭ．４５　バージョン・レン》！　ニックネームは、《ヴォーパル・バニー》！」

　名前を聞いたレンですが、どちらにしてもやたら長いのが気になります。なんて呼べばいいのやら。

　さらには、〝ヴォーパル〟の意味が分かりません。バニーはもちろん〝ウサギちゃん〟の意味だと分かるのですが。

　銃のスライド左側には、大きく《ＡＭ．４５》。その前方、レンの帽子の耳を模したパーツの上部には小さめの文字で、《Vorpal Bunny》と刻印されています。

　英語は苦手ではないレンですが、Vorpalの意味は頑張っても全然思い浮かばず、

「ピトさん、ヴォーパルって？」

　諦めて訊ねました。

　喜び勇んで教えてくれるのかと思ったレンですが、

「うーん、説明が長くなる。今は時間がないからあとで」

　そう言われると追求するのも悪いので、あとでインターネットで検索することにしました。呼び名は、とりあえず〝ヴォーちゃん〟にすることにして。

　ピトフーイが訊ねてきます。

「元々がガバメントの短縮モデルだから、使い方は一緒。覚えてるわね？」

「まあ……」

　レンは、マガジンが入っているのを確認して、スライドを引きました。

　金属音が幾重にも擦れ合う音と共に１発目が装塡されて、視界の右下には銃のマークが装備品として表示されて、その右脇に〝６〟という残弾数値が出ました。マガジン一つあたり、６発ということになります。

　ガバメントと同じなら、弾は《．４５ＡＣＰ》という種類。いわゆる〝４５口径拳銃〟としてはもっとも一般的な弾。口径の大きさから、強烈なパンチ力があります。

　ガバメントシリーズは、握ったときに親指がくる位置に、安全装置があります。普段Ｐ９０の安全装置はかけないレンですが、拳銃だと銃身が短く、暴発時に自分を撃つのが怖いのと、楽に外せる位置にあるので、使うことにしました。

「はいここからが説明、よく聞いて！　銃の前方にある追加パーツは、接近戦用よ。先端のパーツは、銃口が相手に当たっていても撃てるため。左右のパーツは、なにかに銃を押しつけて安定させても、スライドの動きを阻害しないため」

「なるほど……」

　レンは左手で触ってみました。フレームにがっちり固定されている部分なので、ここが何かに触れていても、遠慮なく撃てます。

　自動式拳銃は、スライドが押されていると不完全閉鎖となり撃てない、スライドの動きが阻害されると撃ってもジャム（装塡不良）を起こす、という弱点があるので、それを克服するためのカスタムということに。

「だから、遠慮なく接近戦を挑みなさい。レンちゃんの小ささ、瞬発力、速度を生かしなさい。相手の喉笛に押しつけて、食らいつくように撃つのが美しいわよ！　《Ｖｚ６１　スコーピオン》を使ってＰＫをしていた日々を思い出して！」

　そんな時代もあったなあと、レンは思い出しました。

　あの頃、顔も見せずに容赦なく襲撃して殺してしまった皆様に、ちょっと謝りたい気持ちがぶり返しました。

「あれと同じで、両手に持って迫って、ひたすらヒット・アンド・アウェイよ！　頑張って！」

　両手？

　レンが首を傾げつつ、まさかと思いながらバックパックの奥を探って、

　あらま。気付かなかった……。

　まったく同じ銃が、もう一つ入っていました。つまりは二丁拳銃です。

　どっちともヴォーちゃんと呼んでいいのかいけないのか、レンの中で新たな葛藤が生まれました。今ここで悩んでもしょうがないので、ヴォーちゃんは二つで一つ、という解釈を発生させました。

「Ｐ９０のマガジンポーチはストレージにしまって、そこにホルスターを付けてね。左右があるから──、ってまあ間違えないか」

　レンは言われたとおりにして、ウィンドウを操作。腰をスカートのように飾っていたＰ９０用マガジンポーチが消えて、その下の両腿にホルスターがキッチリと装着されました。

　右手用をホルスターに納め、左手用の１丁のスライドを引いて装塡すると、視界の中でアイコンが増えました。

「じゃあ、練習のために撃ってみて。とりあえず両方とも１マガジン。その前に、バックパックを背負ってね」

　レンは言われたとおり、両方の拳銃を腿のホルスターに納めて、それからバックパックを背負いました。胸の前のベルトをバックルで留とめて、体にぴったりと密着させました。

　拳銃の装備はウェイトとして足されない特殊ルールのおかげか、バックパックはまったく重くありません。空の鞄かばんプラス少々、くらいしか感じません。

　これなら、高速で動き回るのになんの支障もないでしょう。狭い場所をくぐるときだけは、注意が必要かもしれませんが。

　レンは、両腿のホルスターに手を伸ばしました。

　余談ですが、銃を抜こうと腰に手を当てた姿勢が、アキンボ（akimbo）と呼ばれる、相手を挑発する格好。そこから派生して、ゲーム内の〝二丁拳銃〟もアキンボと呼ばれるようになりました。

　ピトフーイ達はだいぶ近づきましたが、まだ数十秒はかかりそうです。

　レンは言われたとおりに、サッと２丁を抜くとスパッと安全装置を外し、スコーピオンのときのように、両手を軽く突き出し、両腕で空中にある何かを抱えるような体勢で構えました。

　完全に真っ直ぐに腕を伸ばさないのは、反動を肘で受け流すためと、敵に近づけすぎて奪われたり、撥はね除のけられたりするのを防ぐためです。

　自動式拳銃はスライドが往復するので、顔に近づけすぎて撃つと危険。なので10センチ以上は離します。

　左右に持った拳銃が、それぞれ内側へ少し傾き、〝ハ〟の字の角度で目の前にきました。銃を真っ直ぐにしないのも、腕の位置が自然になって、より撃ちやすいから。

　２丁あるので、照準器は使いません。引き金に指を触れ、出た二つのバレット・サークルを、入口脇に、15メートルほど離れた場所に転がるゴミ箱に重ねて、

　どばばばばばばばばばばばばん。

　レンは連射しました。チュートリアルで撃っているので４５口径拳銃の強烈な反動には慣れていましたし、それ以後に筋力値も少し上がっているので、銃は暴れずに弾丸はゴミ箱に吸い込まれていきました。

「おお……」

　左右６発ずつ、12発をぶち込んでゴミ箱をポリゴンの欠片に変えたレンは、

「なかなか使えそう」

　素直な感想を漏らしました。

　ヴォーパル・バニーは実に引き金が軽く、ちょっとの圧力でスパンと切れます。おかげで小気味よく連射ができて、スライドもまた、鋭くいい動きをします。

　同時に、疑問が湧きます。

　レンの手の中で、拳銃のスライドは後ろに下がりきったまま止まって、弾切れを教えてくれています。

　Ｐ９０だったらマガジンポーチから新しいのを出して塡はめ込むのですが、この拳銃用のポーチはありません。

　撃ちました。さて再装塡は、どうするの？

　レンの心の俳句を察したか、残り50メートルくらいにまで迫っていたピトフーイが、教えてくれます。

「じゃあ、空マガジンを落として。そのまま両腕を後ろに回して、鞄の左右下にある穴にグリップを差し込んでみて」

「……？」

　レンは言われたとおりに、グリップ左側にあるマガジンキャッチボタンを、右手では親指で、左手では中指で押しました。空のマガジンは、音もなくスルリと落ちていきました。

　そして、両手を後ろに回し、バックパックの下あたりに近づけていくと、確かに穴がありました。

　そこでいいのかなと思いつつ、レンは小指と薬指を握りから外して、そのままグリップを差し込んでみると──、

　かしゃん！

　小気味よい金属音と共に、両手に軽く衝撃が伝わってきました。

「お？」

　レンが腕を前に戻すと、両方の拳銃には、新しいマガジンが収まっていました。空薬莢の排出穴から、金色のズングリムックリした弾が見えています。

　レンは右手では親指で、左手では人差し指で、スライドストップレバーを押し下げました。下がっていたスライドが弾丸を咥くわえ込みながら前進して戻りました。視界の右下に、再び〝６〟の数字が二つ現れました。

「ほお……」

　ぽかんとしているレンの脇に、ピトフーイが駆け寄ってきました。フカ次じ郎ろう達もそれに続きます。レンは拳銃の安全装置をかけて、両方ともホルスターに納めました。

　ピトフーイはレンの背中のバックパックをポンポンと叩いて、

「凄いでしょ！　特注品！　鞄の中に予備マガジンがずらっと入っていてね、グリップを入れると突き出してくれるギミックを拵えたの！　言わばマガジンのマガジン！　左右20個ずつあるからね！　合計２４０発！」

「なるほど……」

　確かに便利です。これならば、遠慮なく撃ちまくり、素早く再装塡ができます。両手拳銃の弱点である、〝再装塡に時間がかかる〟を完全にクリアしています。

　ピトフーイは、左手をサッと振ってウィンドウ操作をしました。そして実体化したのは、同じバックパック。

　こちらの色は黒一色。背の高い彼女が背負うと、ずっと小さく見えました。

「こっちは私用」

　ピトフーイは右腿と左腿に《ＸＤＭ》拳銃を提げていますから、同じように高速リロードのために用意したのです。というより、そもそも自分用に作って、レン用にも拵えたのでしょう。

「そして、もう一つだけギミックが」

　ピトフーイは、レンの背中のバックパックを、その背面を拳で叩きました。コンコンと、硬質な音がしました。

「ここには、エムの楯と同じ材質の、軽い板が全面に入ってる」

「ピトさん、それって……」

「そう。ここだけはどんな拳銃で撃たれても、絶対に貫通しない。だから、どうしても敵に撃たれそうになったら、背中を見せて屈かがむか、頭をガードしつつ逃げる。いいわね？」

「了解……！」

　拳銃で撃たれても即死があり得るこの身に、この防弾装備は大変心強いです。助かります。

　至れり尽くせりの、武器とアイテムでした。自分で手に入れていたら幾らかかったのだろうか？　レンは考えるのをやめました。

「ええ、いいなー。私のは？」

　フカ次じ郎ろうが脇で文句を言いましたが、そもそも彼女は１丁しか持っていません。撃っても当たらないヤツを。

「また今度ね」

　サラリとスルーされて、

「ちぇー」

　フカ次じ郎ろうは右腰から、《Ｍ＆Ｐ》を抜きました。左手でストレージを操作すると、グレネード弾を入れていたバックパックは消えて、代わりに左腰に大量のマガジンポーチが付きました。

　胸のベストにはまだグレネード弾が入っていますが、何に使うつもりなのか、フカ次じ郎ろうはそれを外すつもりはないようです。

　ボスとローザは、ＳＨＩＮＣの制式採用拳銃である《ストリージ》を右腰に提げていますが、それの装塡を再確認しました。さらに、左腰や胸に、予備マガジンが入ったポーチを大量に実体化させました。

　ただし、普段から使っているプラズマ・グレネードは逆にしまいました。これに被弾すると、仲間ごと吹っ飛ぶことになりますし、狭いモールでは使いどころが難しい武器です。逆に出したのは、破片を撒き散らす通常のタイプ。ロシア製の《ＲＧＤ─５》です。

　その間もずっとボス達は互いに背中合わせで、周囲の警戒を怠っていないのはさすがです。位置関係からここに敵が来る可能性は低いのですが、もし来たら、即座にモールの中に逃げ込むつもりでいます。

　エムは、バックパックから楯を取り出しました。

　手持ちで使うために、二枚を縦に組み合わせます。それをエムは、両手に持ちました。右腿にＨＫ４５拳銃はあるのですが、抜きません。

　エムが両手に持った楯で守りつつ、ピトフーイがその後ろから攻撃するのが、ここでも彼等の戦闘スタイルのよう。エムの大きさを考えると、隠しきれない身で移動するより、その方がいいでしょう。

　最後にシャーリーはというと──、何も出しませんでした。

　皆の戦闘支度を、緑の髪の上に被かぶった帽子の位置を直しながら待つだけ。フカ次じ郎ろうもそれに気付いたようで、

「シャーリー、お前さん、ひょっとして拳銃をどっかに落とした？　悪いけど私のは貸せないよ？」

「出していないだけだ。ギリギリまで手の内は見せない。このモールから生きて出るのは、私だけだからな。それからＲ９３を取りに戻って、どれだけ時間をかけてでも、ＺＥＭＡＬを全滅させてやる」

「マジかよスゲーな！」

　フカ次じ郎ろうが大仰に驚きましたが、レンは思いました。シャーリーのヒットポイントと救急治療キットの残数、狙撃能力と炸裂弾を考えると、まったく不可能ではないと。

　時間は14時38分を過ぎました。

　ピトフーイが、

「次のスキャンを見て相手の数を再確認、それから中に入る。突入前にこれを見て」

　ピトフーイが皆をチョイチョイと呼び寄せて、七人はモールの入口の前で集まりました。

　ガラス越しに中を見ると、基本的には薄暗いですが、灯あかりが生きている箇所がかなりありました。真っ直ぐな廊下が延びていて、その奥がひときわ明るくなっています。

　入口には、さっきレンが見なかった内部の地図がありました。今回はしっかりと見ます。頭に叩たたき込こむために。

　学校の黒板のような大きさの、巨大な地図です。初めてこのモールに来る人向けなのでしょう。お店の細かい配置は描かれていませんが、だいたいこのエリアでは何が買えるか、英語で書かれていました。

　簡単に言えば、モールの内部はドーナツ状をしていました。

　巨大な長方形の建物の中にぎっしりと店があるのではなく、中央部分は、大きく開いています。明るいことから見て、そこはガラス天井の吹き抜けになっているのでしょう。

　ここだけの広さを見ても、長さでおよそ６００メートル。幅で１００メートルほど。かなり巨大な空間です。

　中庭部分の地図には、遊園地らしい絵が描いてありました。古めかしいデザインの家や、ローラーコースターなどのアトラクションが見えます。
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　ドーナツ状の建物の中央には、ぐるりと一周する太い通路があって、その左右が細かく区切られて、お店になっていました。

　外側は外壁に面しているので窓はなく、内側は中庭に面しているので、東西の中央部分には、広いバルコニーが描かれています。

　東西南北それぞれの通路に、階段とエスカレーターがたくさん配置されています。エレベーターは、通路の隅や中央に。フロア数は、六。

　四角は別のデパートに繫がっているので、そこだけは斜めにはみ出るように、太い通路が延びていました。

　デパートの内部はよくある構造で、中央にエスカレーター。壁際にエレベーターです。

　さほど難しい地図ではないので、レンは頭に叩き込みました。

　その上で、目標物がない室内なので、東西南北だけを見失わないように、視界の一番上に表示されているコンパスを再確認しました。




「だいたい分かった？」

　ピトフーイが聞いて、全員が頷きました。

「では、可愛い洋服を売っている店はどこかね？」

　フカ次じ郎ろうが訊ねました。

「そんな暇はないよ。秋物欲しいけど」

　レンが答えました。

「三階の北東側が、ファッション関係のお店が揃っているみたいね」

　ピトフーイが言いました。

「ならば、そこで戦おうか？」

　ボスが訊ねました。

「お前等真面目にやれ」

　シャーリーが怒りました。





＊　＊　＊






　レン達が西側の入口で準備をしていた頃──、

「今頃、あの女は反対側だろうな」

「楽しそうだねリーダー。略して、〝たのリー〟」

　東側の入口前に、デヴィッドとケンタが到着しました。レン達がいる西側と同じような外見をしていて、同じようにモールの名前が刻まれています。

　ここまで頑張ってくれたトライクは、５００メートルほど手前で、道路の上で止まっていました。ガス欠でした。仕方なく二人は、ここまで全力疾走してきました。

　急いで拳銃の準備をします。入ったら使えないであろうアサルト・ライフルと予備弾倉は、ストレージにしまいました。

　デヴィッドは、普段から愛用しているステアー社製《Ｍ９─Ａ１》、９ミリ口径自動式拳銃を右腰のホルスターから抜いて、スライドを少し引いて装塡を再確認しました。

　この銃の照準器は通常の凹凸ではなく、三角形の窪みがある溝に、三角形のフロントサイトを組み合わせるという独特の、あるいは奇妙奇き天て烈れつな形をしています。まず他の銃では見られないスタイルです。

　慣れるとこちらの方が絶対に狙いやすいと、デヴィッドはいつも言うのですが、賛同してくれる仲間は誰もいません。

　そして彼は、ストレージから別の拳銃を出しました。

　それは、ＭＭＴＭの他のメンバーが今回揃って用意した、ベレッタ社製の自動式拳銃《ＡＰＸ》でした。同じく９ミリ口径で、マガジンには17発入り。

　カーボン樹脂製のホルスターごと実体化したＡＰＸを、デヴィッドはお腹なかの部分に装着しました。ちょうど鳩みぞ尾おちのあたりです。ＧＧＯの常で、近くに持ってきてウィンドウのボタンを押すだけでキッチリと装着されます。

　デヴィッドはＡＰＸを一度抜いて装塡したら、ホルスターに戻します。さらに、同じようにもう１丁を実体化し、こちらは左腰に装着しました。

　ケンタも同様に、さっきまで持っていなかった２丁を追加実体化しました。デヴィッドと同じように、腹の前と左腰に装着するのです。

　最後に二人は、ＡＰＸの予備のマガジンが詰まったポーチを出して、腰のベルトの余った部分に、そして背中に、スペースが許す限り貼り付けていきました。

　ＭＭＴＭが今回の拳銃戦のために用意した戦法は、とにかく撃ちまくること。

　メインで使う１丁が弾切れを起こし、予備のマガジンに交換する暇がなければ──、まずは右手で腹の前の銃を抜いて射撃を継続。それを撃ちきったら左手で腰の銃を抜いて撃ちまくる。

　その間、相手からは逃げることなく、むしろ近づくために突撃をします。肉薄して仕留めるスタイル。

　３丁の拳銃と、仲間用に背中に付けた分も含めた予備マガジンの準備を終えて、最後は空いたスペースに、ぶつからないように間隔を空けて通常の手榴弾を装備しました。

　たった二人に減ってしまいましたが、

「準備完了だ、リーダー。やろうぜ」

「ああ。まずはピトフーイを殺し、その後はこのモールにいる者全て、皆殺しだ！」

　ＭＭＴＭは燃えていました。







　レン達が、そしてＭＭＴＭが準備をしていたそのとき──、

　よりも少し前。

「今からなら、モールに入られる前に襲えるのでは？」

　ファイヤ達ＷＥＥＩに向けて、結託チームのＳＡＴＯＨの一人、髭ひげ面づらの男が言いました。口くち髭ひげと顎あご髭ひげが似合う彼は、ＳＡＴＯＨのリーダーです。

　それは移動中のトラックの中で、ＳＡＴＯＨの運転手以外の十一人は、幌ほろで覆われた荷台に向かい合わせに座っていました。

　ＳＡＴＯＨは、米国海兵隊が使っている茶色の砂漠迷彩で揃えたチームで、装備もほとんどがそれに倣っています。最初から結託していたチームではないので、覆面とサングラスはありません。

　主武装は全員同じで、《Ｍ２７　ＩＡＲ》。

　一見するとＨＫ４１６アサルト・ライフルによく似ていますが、その銃により長く厚い銃身を取り付けて、スコープとバイポッドを標準装備した銃です。口径は同じ、５．５６ミリ。

「まあ、そうだろうな」

　答えたのはファイヤではなく、その隣に座る、青いジャージを着て覆面にサングラスの、誰が誰だか分からないＷＥＥＩの一人でした。

　彼等が今いるのは、南北に繫がる高速道路の上。

　スキャンで判明した、ＬＰＦＭが向かうであろう巨大ショッピングモールへと移動している最中です。足は、ＳＡＴＯＨがＳＪ４開始直後に見つけて隠しておいたトラック。マップ中心部の高速道路を、一般的なスピードで南下しています。

　もっと速度を出し、そして多少遠回りになりますが西側の入口へと直接乗り付ければ、ＬＰＦＭやＳＨＩＮＣと正面切って戦えるはず。

　ＳＡＴＯＨのリーダーの言いたいことはそれでしたが、

「だが、少々危険だ。接近すれば察知されるし、開けた駐車場では、五分の戦いになるだろう。向こうにはエムの楯や、炸裂弾を使う狙撃手、ＳＨＩＮＣの対戦車ライフルがある。モール内での拳銃戦の方が、我々としてはやりやすい」

　ＷＥＥＩの男はしっかりと反論しました。

　もちろん彼は、いいえここにいる彼等全員が──、

　レン達が全員かなりのダメージを負っていて、ＳＨＩＮＣなどは残りが二人だけで、しかもメインアームをＺＥＭＡＬに取り上げられるようにして失ったことを知りません。

　ＷＥＥＩの男が、言葉を続けます。

「だが、君達の考えも分かる。仲間になってくれたからこそ、ここまでまったく戦わせずに時間を過ごさせてしまった。正直、退屈だっただろう。もし自分達だけででも、ライフルが使えるうちにＬＰＦＭを襲いたいというのなら、止めることはしない。我々は途中で降りて、自分達の足でモールに向かおう。どうする？」

「…………」

　ＳＡＴＯＨのリーダーは、髭ひげの生えた口元を少し歪ませて思考し、最後はニヤリと笑いました。

「そういうことなら、納得した。モールの中で、君達の側に立って戦おうじゃないか。ここまで来たのなら、一いち蓮れん托たく生しようだ」

「ありがとう。お礼ついでに、頼みがある」

「ほう、どんな？」

「モールに着いたら、先んじて戦ってほしい。その戦闘が終わるまで、我々は控える」

「つまりは露払いか？　こちらが全滅したら、初めて君達が出てくる、と？」

「そうだ。君達には、ファイヤが死なないように先に戦い、結果としてそうなるのなら、死んでもらいたい」

　その言葉を聞いて、ＳＡＴＯＨのリーダーはフッと笑いました。

「〝報酬〟を聞いていなかったら、ふざけるなって断っていただろうな」

　そう言いながら、ずっと話していたＷＥＥＩの男ではなく、その隣のファイヤへと手を伸ばしました。握手を求めるために。

「いいぜ、承った。まずは俺達がモール内でＬＰＦＭとＳＨＩＮＣを襲う。もちろん勝つつもりだが、連中は強敵だ。できるだけのダメージを与えた上で、全滅も覚悟する。あとは頼む。見事に勝ってくれ」

　ファイヤは何も言わずに、彼の目を真っ直ぐ見据えて、手をしっかりと握りました。

　手を離すときに、

「頼んだ」

　短く、しかし、しっかりと言いました。

　ＳＡＴＯＨのリーダーは、

「頼まれた」

　そう言うと、腰に装着したホルスターを軽く叩きました。

　その中に収まっているのは、茶色をした自動式拳銃、コルト社製《Ｍ４５Ａ１　ＣＱＢＰ》。

　やはり米国海兵隊が使っている、近代化カスタムがされた最新型のガバメントです。ＣＱＢＰは、クロース・クオーター・バトル・ピストル、つまり近接戦闘用拳銃の略。

　ライフルと同じように、チーム全員が同じ装備でした。ホルスターが銃のシルエットより大きいことで、拳銃にフラッシュライトが装着されていることが見て取れます。

　暗い場所での戦闘用に強力なライトを装着するのは、リアルでは一般的なスタイルです。

　ＧＧＯにおいては、暗すぎる場所がないのと、何より拳銃の重要度が高くないので、あまりやっている人はいません。

　逆に言えば、ライトまで付けているチームは、普段から拳銃を重視している、すなわち扱い慣れているでしょう。

　ＷＥＥＩの男が言います。

「では、我々も準備をするか」

　そして、ファイヤ以外の五人が、ウィンドウの操作を始めました。

　それぞれの男達の手の中に、それぞれの拳銃が収まっていきます。戦うための、準備がなされていきます。

　それを見ていたＳＡＴＯＨのリーダーが、

「…………」

　無言のまま、ゴクリとツバを飲み込みました。

　そして、心の底から素直な感想を漏らすのです。

「君達が敵でなくて、よかったよ」
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第二十章　「モールでの戦い・その１」









　14時40分になった瞬間──、

　生き残ったプレイヤー達が、酒場の観客達が、同じスキャン結果を見ました。

　モールの側にいるプレイヤー達は、結果を一瞬だけ確かめると、もう十分だとばかりに、すぐに端末を切りました。

　そして、割れたガラスの中へと、モールの中へと突入していきます。

　すなわち、ＭＭＴＭが東側から。

　ＷＥＥＩとＳＡＴＯＨが北側から。

　ＬＰＦＭとＳＨＩＮＣが西側からです。

　ショッピングモールの戦いが、始まりました。







　入口の割れたガラス戸をくぐった瞬間、レンの視界の中に、

『あなたは拳銃戦エリアに入りました！　ライフルなどの長物の使用はロックされます。ハンドガン、手榴弾、フォトンソード、ナイフ、打撃武器のみが有効になります！』

　分かっていたとおりの警告文が出ました。

　レンは、走りながらモールの中を、新たな戦場をチェックしていきます。

　入ってすぐは、幅が40メートルもあるエントランス通路があります。まるでトンネルのような広さですが、天井は普通のモールと変わりありません。

　もちろん廃墟なのですが、建物としてはしっかりしていて、ゴミや瓦礫などは思ったより少ないです。足元はオシャレな模様のレンガタイル。割れているところも少なく、走りやすそうです。

　天井の照明は、半分ほどが死んでいますが、つまり半分は今もしっかりと点灯しています。

　もちろん外よりは暗いですが、目が慣れてくると〝暗くて何も見えない〟ということはありません。中央部の吹き抜けからの光も、かなり入ってきます。

　モールの内部の造りは、日本で、リアルで見るそれとあまり変わりません。ただ、そのスケール感が五倍くらいあるので、ひたすら巨大です。天井さえ目に入れなければ、レンは普通の町中を走っているような気分になりました。

「広いなあこりゃ」

　フカ次じ郎ろうが同じ感想を口にしました。そして、

「レンよ。飛び出し過ぎて迷子になるなよ」

「そっちこそ！　呼び出しアナウンスはかけられないからね！」

　そこまで言葉を交わしたとき、フロアを一周する通路との交差点に出ました。

　通路は、絨じゆう毯たん敷きでした。

　厚めの絨毯が敷き詰められていて、足に優しくなっています。そして何より、ブーツでも足音がほとんどしないという、敵にとっても自分にとっても、接近しやすい環境に。

　通路幅も猛烈に広く、概算で20メートルほどはあるでしょうか。

　中央部分には、ベンチや屋台があって、ちょっとしたお祭りの通りのようです。

　階段やエレベーターの乗り口も、中央にあります。そういった場所では、通路は上階と繫がる、細長い吹き抜けになっています。

　この通路を右へ行けば、南側から一周するルート。左に行けば、北側ルート。近くにある階段やエスカレーターを駆け上るという選択肢もあります。

　この先はもう、スキャン位置などには頼れない、いつどこで敵と遭遇するか分からない戦場です。

　大きなモールとはいえ野外よりはずっと狭く、閉じられた空間です。戦闘の音は聞こえてくることでしょう。

　そして、一度始まってしまえば、終わるまで、さほど時間はかからないでしょう。







「いよいよ拳銃戦か……」

　モールへ入っていくＬＰＦＭとＳＨＩＮＣの映像を見ながら、観客が呟きました。

　別の映像でも、ＭＭＴＭの、そしてＳＡＴＯＨとＷＥＥＩの動きが見えています。

　ＭＭＴＭは二人だけなので、バディ行動を取るのは必須で、デヴィッドとケンタの二人は、まずは高いところを押さえようと、東側の階段を駆け上っています。

　ＳＡＴＯＨは対照的に、六人が一塊でした。あくまで、チームとして戦うようです。

　意外だったのが、ＷＥＥＩ。ジャージ姿の男達は、映像に映っていませんでした。北側の入口から入って、しかし通路まで出てこなかったようです。彼等が何をやりたいのか、まったく読めません。

「拳銃戦は、厄介だよな」

　観客の一人が、自分の腰に提げたホルスターを叩きながら言います。

「なんつっても、当てられる距離が短い。俺はこれを撃っても、20メートルも離れたら人には当たらんな。ＧＧＯを始めて、かなりショックだったわ」

　情けない言葉ですが、それを笑う人はいません。

　拳銃とは、とにかく当たらないのです。

　銃口のわずかなズレが、弾が飛んでいった先では大きなズレになるのが射撃です。しかも手だけで構える拳銃では、どれだけ練習しても、ライフルのようにはいきません。さらに自分も動いていて、相手だって止まっていない。

　止まっている相手で50メートル、動いている相手で20、頑張って30メートルが交戦距離になるでしょう。

　この距離では、バレット・サークルはさておき、バレット・ラインはほとんど意味をなしません。敵からのそれが見えると同時に、撃たれていることでしょう。

　拳銃弾はライフル弾と違い、一撃の威力が小さく、急所以外なら１発や２発の命中では、相手を死なせることができません。だから、体中を撃たれながらでも、数秒あれば、拳銃やナイフで反撃ができます。

　モールの中という、ごちゃごちゃして狭い場所での拳銃戦は、野外の戦いより苛烈な殺し合いになるのは間違いなく、

「やっべ、楽しみだわ！」

「俺もー！　戦っている二人が同じ画面に入るってのもいいよな」

　観客達にとっては、願ってもないシチュエーションなのでした。

「さあ、存分に殺し合ってくれよ！」







　打ち合わせをしたわけではありませんが、

「レンちゃん、注意しつつ先頭。ボス達に次を任せるわ。私とエムは中央。フカちゃん達は殿しんがりとサポートを」

　ピトフーイが一団の指揮を取ることになりました。異論を唱える人はいません。

「いいけど、これどっち？」

　真っ直ぐ進んで中庭、通路を右側へ行って南側、左側の北側──、今のレンには、三ルートが選べます。

　ファイヤ達が入ってきたのが北側なので、普通に決戦を挑むのなら左でしょうが、それはちょっと勇みすぎでしょうか？

「そうねえ──」

　ピトフーイが、何かを言おうとした瞬間でした。

　爆発の振動が足元を襲い、ワンテンポ遅れて爆音がモール内に響きました。

　遠くからの爆発で、腹に響くような重低音です。おそらくはデカネード。爆発の青い炎や煙は見えませんが、

「北側……？」

　レンは感覚的に予想して、

「そうね。ファイヤ達の位置だけど」

　ピトフーイも同意しつつ、

「戦闘になるには、早すぎない？」

　そんなもっともな疑問。

「まさか、ここまで結託してきたのに仲なか違たがいとか？」

　レンの言葉には期待が籠もっていました。いいぞもっとやれ。

　ずずん。

　再びの揺れと爆音に、

「いや、違うな」

　エムがいつもの冷静な口調で言うのです。

「爆発が左側から近づいてきている。連中、通路を爆破しながら、堂々と進撃しているんだ」

「なるほど。ほらほら、正面切って戦いに来いよ、ということか」

　ボスが同意しました。

「よっし！　もちろん受けて立つよね！」

　レンは声を弾ませましたが、

「いいえ。南側に一度撤退」

　ピトフーイはそう言うと、

「エムと私が殿しんがりを務める。みんなは先に行って」







　最初の爆発音が響いたとき、

「むっ」

「爆発？」

　ＭＭＴＭのデヴィッドとケンタは、最上階である六階の、中庭が見渡せる展望エリアにいました。

　高い位置を押さえるために、全力疾走で階段を駆け上がったからです。たった二人では敵チームと正面切って戦うわけにはいかず、視界が利く場所でひとまず待機するために。

　そこは、東西にそれぞれ、一階を除く全てのフロアに拵えてある、バルコニーのような場所です。

　中庭に向けてアーチ状のバルコニーが突き出ていて、縁には洒しや落れた意匠の欄干。そこから見る景色は、建物の中であることを忘れさせます。

　見上げると、縦横に走るパイプフレームに支えられたガラス張りの屋根があります。パイプは大小を組み合わせてあり、どこかの神殿のよう。金属部分はボロボロですが、ガラスが割れている箇所は一つもありません。灰色の空が、空間に光を提供しています。

　下には、巨大な中庭が広がっています。

　地図で見たとおり、奥行きで６００メートル。幅で１００メートルという巨大空間。

　そこを一番占めているのは遊園地で、ローラーコースターがとぐろを巻いて走っていて、観覧車やメリーゴーランド、バイキング船、ウォータースライダーなどの遊具が、ゆったりと配置されています。

　ホットドッグやアイスクリームを売るための小屋が、あちらこちらに点在。それらを繫ぐ床は全て、子供が喜びそうなパステルカラーで塗られています。色がくすんでいるので不気味さを漂わしていますが、廃墟が好きな人には実にそそられる景色です。

　そんな中庭に、右側から、つまり北側から、もわっと煙が出てきました。

　真っ黒な、いかにも毒々しい煙です。それも大量に。スモーク・グレネードの煙ではありません。あれは、もっと一般的な理由からの煙。

「火事だな……。北側のチーム、放火もしてやがる」

　デヴィッドが、苦々しそうに言いました。

　再びの揺れと爆発音。今度はデヴィッドにも、青白い奔流が見えました。デカネードの爆発が、モールの一階で生まれて、二階と三階の一部を吹き飛ばしていきます。

　爆破だけでここまで火は付きませんので、彼等が何か油などを撒いているのは明白です。

　火災、そして煙は、広いモール内をジワジワと侵食し始めました。







　レン達は、モールを一周する通路の南側、その中央部分に来ていました。階数は三階。

　ここには巨大なフードコートがあり、特別に開けていました。中庭からの光が入るので、とても明るい場所です。

　縦横１００メートルはある空間に、何本かの太い柱が立っています。幅が１メートルはある、鋼鉄パイプ製の頑丈な柱です。およそ20メートル間隔でしょうか。

　天井は通路とは違って、四階まで吹き抜けになっているので高く作られています。そこへと柱は繫がり、その間に、直径１メートルはあるシャンデリアが吊されています。

　まるで高級レストラン。モールのフードコートにしては豪華すぎます。

　汚れに備えてタイル張りになっている床には、大量のテーブルとイスが並んでいます。

　こちらもよくある簡素なプラスチック製ではなく、全てが木製の、なかなかにシックな作りです。テーブルは直径１．５メートルほどの円形で、大きく、それなりに分厚く、斜めにすれば拳銃弾くらいは防いでくれそうです。

　空間の壁際には、営業していない食べ物屋がずらり──、

　有名バーガーショップから、中華料理から、日本料理から、メキシコ料理から、無国籍料理から、つまりはありとあらゆる種類が、今は死んだように静かに並んでいます。

　見晴らしがいいので、ピトフーイはここを、ひとまずの防衛陣地として選びました。南側だけに壁があるので、それを背にして、前方と左右を、分担して見張ります。

　レン達にも、煙は見えていました。

　中庭の向こう側、１５０メートルほど離れた場所では、一階から黒い煙が立ち上って、広い空間をジワジワと染め続けています。

「連中、爆破のみならず放火まで！　みんなの憩いの場で、ヒドいことしやがるもんだ」

　フカ次じ郎ろうが言って、

「まったくだ！」

　レンも同様に憤いきどおりましたが、

「おい待てー。前に豪華客船でお前さんは何をやった？」

　フカ次じ郎ろうは、言わずにはいられませんでした。レンには、豪華客船を真っ二つにしたという前科があります。

　ボスが、

「アイツら、ここから私達を追い出したいのか？　実はモールで戦うつもりなど、ないのか？」

　テーブルの陰から、煙が増える中庭を見ながら言いました。

　空間が広すぎるので、実際にモール内が全て黒煙に包まれるまでは、まだだいぶ時間はかかりそうですが、ずっとこんな戦法をとられては堪たまりません。なにせ自分達には、外で戦うだけの武装がないのですから。

　ローザも意図を察して、

「まさか、ビービーという女がそれを教えたとか？　結託チームの一つで──」

「いやあ、ヤツはそんなこたーしないぜ」

　フカ次じ郎ろうが否定して、それを覆くつがえす材料がないので、ＳＨＩＮＣの二人は黙りました。

　爆発音は北側から間断なく聞こえてきて、その騒音に耳が奪われていたとき──、

　唐突に、敵がやって来ました。




「敵だ！　東から来るぞ！」

　ボスの言葉と、

「敵だあ！　西から！」

　フカ次じ郎ろうの言葉が混じり合って、

「はい？」

　北を向いていたレンの頭はかなり混乱しました。

　二人のうちどちらかが東西を間違えている可能性を考えれば、信用度が高いのはボスの方ですので、レンは心の中でフカ次じ郎ろうに謝りつつも、振り返りました。仲間達は、レンより20メートルほど南側に、フードコートのほぼ中心部にいます。

　そして始まった銃声を聞きながら、見ました。

　フードコートのテーブルとイスが並ぶ空間で、左右に向けて銃を撃っている仲間達を。

　左側にいたボス達は、柱の後ろに身を隠して、右手一本でストリージを撃ちまくっていました。つまり東側に。

　右側にいたフカ次じ郎ろうは、テーブルの下に頭を隠しながらもＭ＆Ｐを連射していて、さらに少し離れた場所にいるエムが、楯を広げて持って、後ろからピトフーイがＸＤＭを撃っています。こちらは西側に。

　そして３秒後──、

　ボスやフカ次じ郎ろうのいる場所に、電動カートが突っ込んできました。







　電動カートは、モールがあまりにも広いので、足腰の弱い老人や子供、あるいは足の不自由な人達を運ぶためのもの。

　カートと言ってもかなり大きく、幅は１．５メートルほど。長さも３メートルはあるでしょう。これはちょっとした軽自動車並みのサイズです。このモールでなければ、通路を走らせると邪魔でしょうがないことでしょう。

　車体の色は爽やかな水色ですが、くすんでいたり錆さびが出ていたりとボロボロです。

　四つのタイヤの上では座席が剝き出しで、先端中央にある運転席の後ろには、横並びで片側四つのシートがあります。反対側も併せると、最大八人乗りということに。

　運転席の前には、客の買い物を入れるための大きな籠がついているのですが、レンの視界に入ったとき、そこにはテーブルが置いてありました。

　そう、フードコートで使われているテーブルです。おそらくは反対側にも同じようなフードコートがあって、そこから持ってきたもの。

　テーブルが、ボスやピトフーイが放つ９ミリ弾や、４０口径弾を防いでいます。

　なるほど！　そういうことかっ！

　一瞬の光景で、レンは理解しました。

　ＳＡＴＯＨの六人は、三人ずつ二台の電動カートに便乗して、防弾板の代わりにテーブルを置いて、通路を走ってきたのです。東回りと、西回りで。

　電動カートをフルアクセルで、人が走るよりも速く。そして容赦のない突撃をしてきたのです。

　先ほどまで続いていた爆発は、全てそのための陽動でした。

　振動を感じさせたり煙を見せたりすることで、カートが走る音をごまかしたり、中庭側に注意を引きつけたりするための。自分達がここに陣取ったことも、敵には見えていたのでしょう。

　そしてもう一つ、分かりました。

　こんなに準備がいいのは、彼等が自分達よりずっと早くモールに着いていたからだと。

　さっきのスキャンでは、あえてリーダーマークだけを入口に残していたのだと。

　たぶんレンが先に到着した頃には、彼等はモールに着いていて、中をじっくりと見る時間があったのです。このカートが使えることも、テーブルが防弾板になることも、そのときに知っていたのでしょう。




　ボスがカートを発見したときは、80メートルほどの距離がありました。

　正面からは、まるでテーブルが向かってくるように見えて一瞬混乱しましたが、すぐに迫ってくるカートだと、乗っているのが敵だと気付いて、

「敵だ！　東から来るぞ！」

　仲間への警告と共に、柱の陰からストリージを向けました。

　バレット・サークルをテーブルに重ねて、１秒に１発ほどの射撃。すぐ隣でローザが、同じように撃ち始めました。

　弾丸はテーブルに命中して木き屑くずを飛ばすのですが、

「ダメだ！」

　貫いていませんでした。




　まったく同じことが、反対側でフカ次じ郎ろうに起こりました。

　フカ次じ郎ろうが見つけて、仲間に警告を発し、撃ち始めて──、

　弾は１発も当たりません。９ミリ弾は絨毯を削り、後ろの店のガラスに穴を空け、階段の手すりに食い込みました。

　後ろから撃ち始めたピトフーイの弾丸は、テーブルに新しい模様を刻みました。

「ちっ！」




　レンは見ました。

　視界の右と左。その両方から、置いてあるテーブルやイスをバキバキと跳ね飛ばしながら、電動カートが突っ込んでくるのを。

　猛烈な速度でした。

　モールの中でお客を運ぶ車が、そんなに速度を出すことができるのかと思えますが、それは単なるモードの切り替えで可能です。外の駐車場を走ったり、閉店後などでお客がいないときに迅速に移動したりするために、低速と高速の切り替えスイッチがあるのです。

　当然男達は高速モードにして、全力全開、フルアクセルで突撃してきました。

　カートは、フードコートのテーブルとイスの並びを抉っていき、数十メートル食い込んでから止まりました。

　運転席、右側の座席、左側の座席──、それぞれから一人ずつ、計三人の茶色い戦闘服の男が飛び降りて、拳銃を撃ちまくり始めました。




　一瞬で、大乱戦になりました。

　縦横１００メートルの空間に、味方が七人、敵が六人。

　完全にごちゃ混ぜになったバトルです。

　あまりにもたくさんのことが、同じ数秒間に起こりました。




　フカ次じ郎ろうが一マガジン17発を撃ちまくったあと、弾切れになったところにカートが突っ込んできました。カートに跳ね飛ばされたイスがフカ次じ郎ろうの頭へ飛んできて、あわや殴られるところでした。

　わずか10メートルの位置で降りた男に、Ｍ４５Ａ１の銃口を向けられました。真っ直ぐ向けられた大きな銃口が、男と共に自分へと近づいてきます。

「やべえ」

　身をかがめたことで１発目は頭の上を通り過ぎ、

「うひゃ！」

　転がったことで次の弾はテーブルに弾かれました。

　そして顔を上げたとき、勝利を確信してニヤリと笑う男の顔が、わずか３メートルと、すぐ近くにあって──、




　ボスはストリージの弾倉を取り替えると、

「左右に分かれろ！」

　ローザに指示しつつ、自分は柱の右側へと飛び出ました。

　ローザは左側に。しかしカートが弾き飛ばしてきたテーブルが足に激突して、

「あぐっ！」

　豪快にすっころびました。

　ボスは電動カートの左側面を狙う角度を手に入れましたが、同時にそこから狙われるポジションも獲得しました。

　８メートル先。ボスがバレット・サークル越しに見る男から、バレット・ラインが延びてきて、自分の胸にピタリと照射され、

「はっ！」

　ボスは両足を勢いよく前に出しました。巨体は背中から床に落ちていきます。４５口径のずんぐりした銃弾が腕の間を、顔の直前を通り過ぎていくのを、ボスはしっかりと見ました。

　ドスンと落ちた瞬間に、ボスはストリージを撃って──、

　弾はＭ４５Ａ１へと命中し、男の指をへし折りながら、その手からもぎ取りました。




　すっころんだローザは、

「くそう」

　テーブルの脚の上に腹這いになって止まっていて、そこへとバレット・ラインが照射されました。運転手だった男と、後部座席右側に乗っていた男と。

　４５口径の容赦のない銃弾が、ローザの腿と脇腹を貫いて、

「うぐがっ！」

　衝撃で押された体がごろんと転がりました。

　ＳＡＴＯＨの二人は、一人が射撃を続けながら迫りました。縦に並ぶことで、後ろの人間の被弾率を下げつつ、先頭の男が攻撃を続けるスタイル。弾切れのときは瞬時に前後を入れ替えます。どんなゲームでもよく使われる、スイッチ攻撃。

　倒れたローザの体に、容赦のないトドメの銃弾が食い込んでいく中で、

「くらえ！」

　ローザは腰に付けた手榴弾の、安全ピンだけを抜きました。




　ピトフーイは、見ました。

　自分とエムから、15メートルの位置で止まった電動カート、そこから二人が降りて、自分達へと狙いを定めたことを。

　エムはすかさずピトフーイの前に出ると、楯を両手で持ち上げました。

　その楯を叩く豪快な金属音。

　エムは腕だけでその衝撃に耐えつつ、ピトフーイを守りました。さらに、

「うおおおお！」

　その楯を持ったままの、全力の前進を始めます。

　楯が、エムの太い脚が、途中にあるテーブルやイスを撥ね除けていきます。まるで先ほどの電動カートのよう。

「よっしゃ！」

　ピトフーイは先ほど連射した右手のＸＤＭのマガジンを落とし、バックパックの後ろに突っ込みます。同時に左手で、もう１丁を抜いていました。

　エムが除雪車のように押しのけてできた空間を駆けると、

「しゃがめ！」

　エムに命令。楯を上に掲げたままスッとしゃがんだエムへとジャンプすると、ピトフーイはその肩へと跳び、そしてその肩から跳びました。

　楯を乗り越え、空中に浮かんだピトフーイが両手で構えるＸＤＭが、男達へと銃弾の雨を降らせました。
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　レンは、右腕一本で構えました。

　ピンクの新しい相棒、ヴォーパル・バニーを。

　電動カートが突っ込んできてすぐ──、

　レンは両手に銃を持ったまま、仲間達のもとへと駆けたのですが、もう間に合いません。フカ次じ郎ろうへ銃撃していた男は、倒れている彼女へとピタリと狙いを定めました。

　残りの距離は20メートルほど。

　こんな距離を拳銃で当てる自信など皆無ですが、それでもやらなければフカ次じ郎ろうは死にます。

　右腕を突き出して、バレット・サークルを待てないので照準器で狙って、

　おねがいっ！

　レンはヴォーパル・バニーの引き金に力をかけました。




　同時に、ローザの腰で手榴弾が爆発して、辺り一面にその破片と、テーブルやイスの破片をぶちまけました。

　そしてまた、次の数秒間に、たくさんのことが起きました。




　爆風を感じながら、

　フカ次じ郎ろうは見ました。自分を完全に仕留められる位置にいた男の頭が、落としたスイカのように割れて吹き飛んだのを。

　そして首のない体が勢い余って数歩進んでから、自分の方へと倒れてきました。

「おっと」

　フカ次じ郎ろうは両足を上に出すと、男の胸を受け止めて、

「どんなに好きでも、抱き付くのはＮＧな」




　ボスは、背中から落ちた体勢から、背中をバネにして体を跳び起こし、両足が再び絨毯を捕らえました。

　爆風の影響を一番受けて、その巨体が大きく右へと揺らぎましたが、

「うおおおらああ！」

　拳銃を弾かれた男への突撃は止まりませんでした。

　ストリージを撃ちまくりながら男へと迫り、数発体に食らいながらも両腕をボクサーのように構えた男へと向けて、ジャンプ。

　彼の顔面へと、トドメとなる強烈な蹴りを食らわせました。

　その姿は、まるでバレリーナのようでした。




　手榴弾の爆発によってローザの体は腰から半分になって、ＳＪ４から退場していきました。

　彼女の最後の攻撃は、前にいた男の顔面を破片だらけにして、道連れにしていきました。

　しかしそのおかげで、後ろにいた男はほぼ無事で、左へと視線とＭ４５Ａ１の銃口を向けました。

　カートの脇にいた仲間の顔に、お下げのゴリラ女の爪先が食い込んでいるのを見て、ほとんど狙わず、直感的に撃ちまくりました。




　自分が弾丸を送り込んだ二人の間に着地したピトフーイは、

「じゃあ、お前から」

　右にいた男の顔に右手のＸＤＭを向けると、右目を撃ち抜いて退場させました。

　左にいた男には、左腕の強烈なエルボーアタック。銃弾を複数食らって体の動きがほとんど取れなかった髭面の男は、首を引っかけられて仰向けに倒れて、

「ほれっ！」

　その頭に、ピトフーイの左足が降ってきました。

　頭を蹴られて、さらに床に打ち付けた男が、

「ぐあっ！」

　体を反らせながら悲鳴を上げました。

「エム！　コイツ確保！」

「了解」

　エムの巨体が、楯ごと男へとダイビングしてきました。




　レンは、フカ次じ郎ろうを撃とうとしていた男の頭が吹っ飛んだのを見て、

「え？」

　理解ができずにいました。

　右手で狙っていたヴォーパル・バニーは、まだ撃っていません。

　撃つ前に、相手の頭がパンと吹っ飛んでしまったのです。

「え？」

　左側からローザの手榴弾の爆風がやって来て、レンの帽子の耳を揺らしました。




　最後まで戦ったのは、ボスでした。

　男を蹴り殺して着地した瞬間に、左肩に感じた痛み。

　ストリージを向けながら身を捻って、次の弾丸は躱しました。

　そして電動カート越しに見えた、自分を殺そうとする男。

　自分を楽しそうに睨みつつ、大きな銃口を向けている男へと、

「おらあ！」

　ボスは楽しそうに撃ち返しました。

　電動カートの上を、左右から幾筋もの銃弾が飛び交いました。







　フードコートでのバトルは──、

　電動カートが突っ込んできてから、ボスの放った弾が男の頭を射貫くまで、つまり始まってから終わるまで、20秒もかかりませんでした。

　突然始まって突然終わった、大騒ぎ。

　その間に、ＳＡＴＯＨの五人は死に、一人はエムに捕まりました。

　ローザが死に、ボスはヒットポイントを三割にまで減らされました。

　レンが駆け寄ると、エムが一人の男に話しかけていました。

　茶色い戦闘服を着た髭面のアバターの男は、床に胡座あぐらをかいて座っていました。その手には何もありません。体のあちこちで、被弾エフェクトが輝いていました。

「やられたぜ……。さすがは優勝、上位入賞経験者だ。あんたらやっぱり強い。この作戦、結構勝機があると思ったんだがね。たった七人にやられるとはね。こっちは一人しか倒せないとは情けない。楯を手に持つってのは、いい案だなあ。今度真似していいかい？」

　そしてすっかり観念した様子で、楽しそうによく喋っています。

　負けを認めた、戦い終えた男の清すが々すがしさなのかな。

　レンは思いましたが、全然違いました。

　パン。

　ピトフーイは、ＸＤＭをいきなり撃って、男の膝を射貫きました。

「がっ！　痛え！」

「うひっ！　ピトさん何するの？」

　もちろんこれはゲームなので〝捕虜虐待〟にはあたらないのですが、降参した相手を撃つなど、マナーとしてはかなり悪い行動です。ＳＪ２で散々暴れ回ったピトフーイにしてみれば、今さらなのでしょうけれど。ついでに、レンもドームの中で似たようなことをやってますけれど。

「はいはい、そうやって情報を教えない！」

　ピトフーイの男への言葉に、レンは自分がちょいと、いいえかなり甘かったことを思い知りました。

　なるほど彼は、今もファイヤチームと通信アイテムが繫がっていて、自分達のことを伝えたのです。相手が今、たった六人しかいないことを。

　ならば！

　ファイヤのことを思うと、レンにも聞きたいことが生まれました。

　レンはスタスタと男に近づいていって、前に立ちました。両手にヴォーパル・バニーを持ったまま。右手で狙いをつけたまま。

「あなた……、ファイヤの仲間？」

　髭面の男が、レンを見上げて笑いました。

「仲間、といえばそうかね。別チームだが、今回は組ませてもらったよ。君がレンだね？　ＳＪのこれまでの中継で見たよ。速いし、強いね」

「それはどうも」

　二人の会話を、フカ次じ郎ろうが、ピトフーイが、エムが、ローザの死体に祈りを捧ささげてから戻ってきたボスが、そしてさっきどこにいたのかまったく分からないが、別に逃げ出したわけではなかったシャーリーが聞きます。もちろんですが、周囲を鋭く警戒しながら。

「ファイヤに伝えて。あなた達の結託チームを、わたし達はいくつも倒してきたって」

「〝結託〟って言葉はヒドいなあ。悪い意味しかないよ。でもまあいいや。確かに君達は頑張って、俺達の仲間をいくつも倒してきたね。たいしたものだ」

「そして、残るは、あなたのチームだけだって」

「確かに。残るのは、ファイヤさんのいるチームだけ、だねえ」

「ここで、これから、絶対に倒すって」

「うーん、絶対に倒す、か。まあ、悪くない闘志だね。きっと向こうも喜んでいるよ。そうじゃなきゃ、面白くないって」

　レンは小さく頷くと、右手に持っていたヴォーパル・バニーの狙いを、男の頭に向けました。人差し指で引き金に触れて、バレット・サークルを男の額に当てました。

「最後に一つだけ、これはあなたに個人的な質問なんだけど」

　男が、バレット・ラインとヴォーパル・バニーとレンを見ながら答えます。

「なんだい？」

「今回の結託、ファイヤに、あの男に、いったい幾らもらったの？　どれだけクレジットを積まれたら、あの男にそこまで尽くせるの？　せっかくのスクワッド・ジャムで、自分達のチームの優勝を最初から諦めてしまうの？」

　レンが心の底から知りたいことでしたが、髭面の男は、

「ぶっ！」

　吹き出しました。

「あはははっ！　あはははあはは！　あははははは！」

　高らかに笑う男を見て、レンは眉をひそめました。

「何かおかしかった？」

「あはははは！　おかしかったよ！　だから一つだけ、いいことを教えてあげる──、〝君は何も分かっていない〟」

「そんなことはどうでもいい。聞きたいのは、ファイヤに、幾らもらったか」

「あはは。それは答えられないね」

「…………」

　レンは、ちらりとピトフーイを見ました。

　どうぞ、とでも言いたげに微笑んだので、レンは引き金を引きました。







　ピンクのチビがピンクの拳銃で仲間を処刑したのを、レンズ越しに見ていた男がいました。「よし、連中はよくやってくれた。では、こっちもやるか」

　彼は、仲間へと短く言いました。

「まずは俺が一撃をかます。皆は適当によろしく」

「了解だ。頼んだぞ、ベラルト」

　ジャージ男の一人が、〝ベラルト〟と呼ばれた男が──、ゆっくりと覆面とサングラスの顔を上げて、彼の〝拳銃〟を持ち上げました。




「伏せろレン！」

　シャーリーの怒声に、レンは素早く反応しました。

　持ち前の俊敏性を生かして、残像を見せるような動きでしゃがみ、その頭の上を銃弾が飛び抜けていき、

「ぐっ！」

　すぐ後ろにいたエムの腹にめり込みました。

　ヒットポイントを減らしながら、エムが倒れていきます。伏せたレンの脇にドスンと崩れ落ちて、床を揺らしました。

「狙撃だ！　頭を上げるな！」

　シャーリーの叫び声。

　もし最初の警告がなければ、レンは自分が死んでいたことを理解しました。避けたからこそエムに当たったのですが、それは、彼には悪いですがどうしようもありません。

　エムのヒットポイントは、六割から五割に。腹に入っている防弾プレートがいい仕事をしたようですが、貫通していないのに一割減とは恐ろしい威力です。

「どっから？　なんで？　どうして？」

　レンによる、三連続質問。

　それはつまり、

『一体全体どのような場所から、こんな強力な弾丸が飛んできたのでしょう？　拳銃しか使えないエリアですし、近くには敵はいないではありませんか？』

　という意味。

　撃たれたエムが、倒れたまま答えます。

「狙撃だ。ライフル弾だ」

「そんなバカな！」

　モール内ではライフルは撃てないはず。すると──、

「外からか？　屋上とか？」

　ボスの言葉。

　確かに屋上に登って、ガラスを破って撃てば可能かもしれないと思ったレンですが、それらを全て、シャーリーが否定しました。

「違う。敵は中庭の反対側。２００メートルほど向こうだ！」

「そんな距離を撃てる拳銃はないぞ」

　ボスの反論に、

「ある！　お前等、勉強不足だぞ！　今それを見せてやる！」

　シャーリーは、彼女の銃を持ち上げました。







　酒場の観客達は、見ました。

　ジャージ覆面集団の一人が、フードコートのテーブルの上に彼の拳銃を据え付けるのを。

　それは全長が45センチにも届く、通常の拳銃の倍以上はあるシロモノで、

「おお！　《レミントン　ＸＰ１００》！」

　勉強を欠かさないガンマニアの一人が、その銃の名を叫びました。




　レミントン社製のＸＰ１００という銃を一言で言えば──、

〝ライフルの前と後ろを切って拳銃にした銃〟となります。

　レミントンといえばボルト・アクションのライフルで有名な会社（ショットガンでも有名ですが）。その会社が、〝ライフル弾をそのまま撃てる、射程の長い拳銃を造ろう〟と生み出したのがＸＰ１００。

　その目的は、狩猟です。

　強力で長距離を狙える銃が、コンパクトで軽ければメリットがあります。45センチはかなり大きめですが、１メートル近いライフルに比べればずっと短く、バックパックにだって入ります。

　射撃に必要な機構は、ライフルと何も変わらずボルト・アクション式。単発なので１発ごとにボルトを操作します。シンプルですが確実で、強力な弾丸でも撃てる機構。

　拳銃なので当然ストックがなく、ボディ中央部の下にあるグリップだけで保持する必要があります。

　またスコープを使わないと狙えないので、アイリリーフ（接眼レンズから目までの距離）が長い、拳銃用のスコープが装着されています。

　だとすると、これはもうライフルなのではないか？　または、主催者ルールで禁止されていた〝ライフルを切ったようなカスタム銃〟ではないか？

　当然そう思われますが、ＸＰ１００はメーカーが最初から拳銃として作り販売した以上、ＧＧＯにおけるカテゴリーは〝Handgun〟に入るのです。

　リアルでも、知る人ぞ知るマイナー銃。ＧＧＯにおいては、この世界に存在することすらほとんどの人に知られていない、珍銃でした。

　ライフルとしては射程が短くて狙いにくく、拳銃としては大きすぎるし、狙いにくい。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな性能のＸＰ１００を、狩猟ならさておき、戦闘で好んで戦いに使う人などはいません。

　今回のような特殊な状況でなければ。




　ベラルトのＸＰ１００には、ライフルに使うバイポッドが装着されていて、彼はそれでテーブルの上で安定させると、スコープを覗き、ピンクのチビを狙い、そして撃ちました。

　警戒を怠っていなかったシャーリーがいなければ、彼女の双眼鏡が、薄煙の向こうのわずかな動きを察知していなければ、レンはここで死んでいたでしょう。

　エムに当たったのを見たベラルトはボルトを操作して、空薬莢を弾き出しました。

　大きな空薬莢が飛び出して、床に落ちてから消えました。彼はベストの胸から新しい銃弾を、ライフル用の《．３０８ウィンチェスター弾》を銃に差し入れて、ボルトを閉じました。

　再びテーブルの上に置いた銃のスコープを覗き、２００メートル離れた、中庭を挟んだ反対側の空間を狙います。

「ん？」

　そして自分へと拳銃を向ける緑髪の女を認めて、

「ははっ」

　小さく微笑みながら、サッと身と銃を引きました。

　男が一瞬前までいた空間を、銃弾が通り抜けていきました。




　すぐ側で轟音が聞こえて、レンはその音の主へと目をやりました。

　10メートルほど南側で、一つの柱の脇で、シャーリーが、見たこともない大きな銃を構えていました。

　そのボルトを操作して、腰のポーチから取り出した大きな弾を装塡しています。

「なるほど。ＸＰ１００か。考えたな」

　エムが呟きました。





＊　＊　＊






　敵とまったく同じことを考え、結果的にまったく同じ銃を使うことになったシャーリーですが、最初からこの銃のことを知っていたわけではありません。

　なにせ、狩猟に使えそうな銃以外の知識は皆無な、ライフル馬鹿でしたから。

　拳銃に詳しいクラレンスと一緒に店で探した結果、目の利くクラレンスが見つけて、選び出したのです。

　ＸＰ１００は口径がいくつもあるのですが、シャーリーは当然、愛銃Ｒ９３タクティカル２と同じ．３０８口径を選びました。だからお手製の、そして必殺の炸裂弾を使い回すことができます。

　シャーリーは、バイポッドは装着しませんでした。少しでも軽くするためです。

　ライフルと違って肩につけて構えることはできないので、何かに銃を依託──、つまりもたせかけて、あるいは押しつけての射撃になります。

　シャーリーが練習の末に得た人間サイズへの必中距離は、およそ４００メートル。もちろんラインを見せないで、です。

　こうして彼女は、50メートル先まで狙えれば御の字とされる拳銃戦のなかで、八倍もの射程を得た、「ハンドガン・スナイパー」になりました。

　さっきフカ次じ郎ろうを狙った男の頭を吹っ飛ばしたのは、もちろんシャーリーです。







　ベラルトは、通信アイテムでＷＥＥＩの仲間達へと告げます。

「こいつは笑える。オレとまったく同じことを考えていたヤツがいたぞ。緑髪のスナイパー女だ。炸裂弾を撃ってくる」

　ゆっくりと匍匐前進しながら、仲間達からの返事を聞いた彼は、

「ここはオレが抑えるから、後は頼む。──いやあ、楽しい勝負ができそうだ」

　再装塡を終えたＸＰ１００を手に、近くにあったテーブルを力の限り蹴っ飛ばしました。




　シャーリーが、発砲しました。

　柱にＸＰ１００の左側を押しつけて撃って、それでも反動で、銃全体が大きく上に跳ねました。

　中庭のメリーゴーランドの上を飛び抜けた弾は、ベラルトが蹴っ飛ばしたテーブルに当たってそこで炸裂しました。

　通常なら射貫かれて１センチ未満の穴が開くだけの木板に、人の頭サイズで大穴が開きました。

「うほっ、コエエ、コエエ。銃はコワいねえ」

　ベラルトは飄々と言いながら堂々と身を出すと、ゆっくりと狙いました。

　ＸＰ１００がライフルとは違うのは、再装塡に、より時間がかかること。

　ボルトを引いて空薬莢を排出。新しい弾丸を、ポーチやベストの弾挿しから取り出して、引いたボルトの前に置いて、ボルトを押して閉じる。

　この一連の工程を素早くやるには、どうしても両手が必要です。構えたまま、つまりスコープを覗きながらやるのは難儀です。

　急いで再装塡をしていたシャーリーへ、ベラルトは堂々とバレット・ラインを発生させて、彼女に狙われていることを教えました。




「くそっ！」

　身を引いたシャーリーのもとへ、弾丸は飛んできませんでした。

「そうか……」

　床のタイルにキスをしたまま、同じスナイパーであるシャーリーは、男の意図を理解しました。

　仲間──、一応今は仲間のレン達へと、

「みんなここから離れろ！」

「え？」

　レンが反応して、

「敵スナイパーの目的は、私達をここに釘付けにすることだ！　移動しないとすぐに囲まれるぞ！」

「うっ！」

　それは大変によくない。

　レンも理解しました。

　この場所は危険です。ここで戦ってはいけません。

　理由その一・敵スナイパーからまる見えで、シャーリーが反撃してくれるとはいえ、防戦のために顔を出すと撃たれる可能性が高い。ライフル弾に撃たれたら、一撃即死コース。

　理由その二・敵の別メンバーが向かってきているに違いないが、二方に開けていて、どっちからでも敵の接近を許してしまう。

　ピトフーイも当然のようにそれを理解し、

「はーい全員にお伝えお伝え」

　気の抜ける声で言います。

「ここはシャーリーちゃんに任せて、私達は移動しちゃいましょうか」

　あとは若い人に任せてお見合いの席から立つおばさんのような、気軽な口調でした。

「ピトさんオイラは？」

　フカ次じ郎ろうの問いに、シャーリーは即答します。

「いらん！　行け！」

「おいおいつれねーなバディだろ！　そうさせてもらうか！」

「するのか」

　レンは呟きました。

「じゃあエヴァっちとフカちゃんでニューバディで！　さっきと違って先頭はエムと私。殿しんがりがレンちゃんね。さーて、皆さん探してぶっ殺しに行くか！」

　ピクニックにでも行くような気軽さですが、

「いいね！　行こう！」

　レンはそれには力強く同意しました。

　ファイヤのチームと堂々と戦い、両手に持ったヴォーパル・バニーで屠るために。

「このモールの中を、ヤツらの墓場にしてやる！」

「それでこそ私のレンちゃんだ」

「いや、ピトさんのじゃないから」

　大変に士気は高いチームＬＰＦＭです。

　ところで、誰かを忘れてはいませんかね？







　右、つまり東側に行くか、それとも左、つまり西側か。

　結局どっちに行っても敵はいるので、

「じゃあ右」

　ピトフーイの一言で一団は進み始めました。

　フードコートは敵スナイパーの視界の中なので、テーブルの下をコソコソと移動して、それを抜けたら一斉に立ち上がります。

　太い通路を行くのは、楯を持ったエムが先頭。とにかく突然撃たれても耐えられる態勢にします。後ろにピトフーイ。ボスとフカ次じ郎ろうが続いて、最後尾にレン。

　レンは、

「シャーリー、頑張って！」

　フードコートの柱の裏に一人残った仲間に、エールを送りました。

「言われなくてもな」

　どごん。

　シャーリーが大きな拳銃をぶっ放して、周囲に銃声が轟きました。

　聞こえるわけはありませんが、敵へと叫びます。

「さあ撃ってこい！　お前の相手は私だ！」




　ベラルトが隠れている柱に弾が飛んできて、炸裂することで、ごっそりとコンクリートを抉っていきました。かなりの損壊です。同じところにあと10発も撃たれたら、ひょっとしたら折れるかもしれません。

「なんだよ、ムチャクチャな威力だな。モールを壊すんじゃないよ」

　ベラルトはＸＰ１００を持ち上げ、テーブルの上にバイポッドで載せて構え、再装塡のためにサッと頭を下げたシャーリーの、その上を狙いました。

　轟音。

　短い銃身の分だけ、ライフルから撃つより加速が弱まりますが──、

　それでも拳銃弾より遙かに高速で飛び出した銃弾は、シャーリーから６メートル離れた場所に命中しました。




「なんだ？　どこを撃ってる？」

　失笑気味に言ったシャーリーが、再装塡を終えて顔を上げるのと、彼女の背中に向けてシャンデリアが落ちてくるのが同時でした。

「ぐがあっ！」

　直径１メートル。ライトを数段重ねたシャンデリアは、シャーリーの頭から、その下の背中から肩へと直撃して、彼女の体をタイルの床に叩き付けました。

「があ……、ああ……」

　ダメージ認定が体のあちこちから生まれて、ヒットポイントが勢いよく減っていきます。特にシャンデリア中央部が命中した頭部のダメージが強烈でした。４秒ほどのあいだに、九割あった残りが一気に四割弱に。

「くそう……」

　シャーリーはシャンデリアに押しつぶされたまま、左手で救急治療キットを取り出して打ちました。遅すぎる回復が始まります。

　それから、全身を動かして、たぶん数十キロあるシャンデリアから抜け出ようとして、

「くっ……」

　体が動きませんでした。

　痛みを再現して痺れている背中と肩が、重量物を押しのける力を出させてくれません。

　びゅん。

　頭の上を、銃弾が掠めました。シャンデリアに当たって、ガラスを砕きました。

「なぜ……、狙える……？」

　相手は自分と同じフロアにいるはず。

　どんなに背を伸ばして撃っても、床に伏せている自分への射角は得られないはずなのに。

　びゅん。

　悩んでいる間に次の弾が飛んできて、シャーリーのブーツを掠めました。




「なかなか当たらんな。この体勢じゃな」

　落ちたシャンデリアに向けて撃っているベラルトは、アクロバティックなことをやっていました。

　ストレージから出した３メートルほどのロープを柱に巻き付けて端を両手で持ち、それに寄りかかるように足を柱に付けます。そのままロープのテンションを張りながら上へとずらしつつ、足の力と共に柱を登ったのです。

　ほぼ天井まで、７メートルを猿のようによじ登ると、左手だけに捻ったロープをまとめて位置を保持して、そこからは右腕一本での射撃です。

　撃つと、斜めになっている体の腹の上に銃を置いて、右手でボルト操作。次弾を入れて閉じて、再び右手一本で狙い、射撃。

　今度はシャンデリアの中に着弾させましたが、まだ【Ｄｅａｄ】のタグは付きませんでした。




「ぐう……」

　今度こそ死ぬと、シャーリーは思いました。

　シャンデリアを貫いてきた銃弾が自分の尻に当たり、右足を痺れさせました。回復に逆らうように、ヒットポイントは一割に。完全にレッドゾーンです。

　それでも体をよじることで、少しずつ少しずつ、シャンデリアの束縛から逃れつつあります。

　前へ、前へと数センチずつ、

「ぐっ……」

　死なないために、ピトフーイを殺すために。シャーリーは最後まで諦めません。

　そんなシャーリーの顔に、真っ赤な線が差し込んできました。

　今度は間違いなく顔に当たるコースで、

「クソが！」

　シャーリーは、間もなく飛んでくる弾丸を歯で止めるために大きく口を開けて、ラインを喉に入れました。




　シャーリーの視界が水色になって、

　がんっ！

　金属を穿つ猛烈な音を聞きました。

「は？」

　目の前数十センチの位置にあるのは、電動カート。

　その運転席には、フカ次じ郎ろう。

「ようバディ！　困ってるな！」

　フカ次じ郎ろうは運転席から降りて、

「邪魔だゴラァ！」

　シャーリーを押し倒していたシャンデリアを、そのメインの支柱を両手で摑むと、ＡＬＯで鍛えた馬鹿力で持ち上げ、

「どっせい！」

　カートの向こうへと放り投げました。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとしつつも体の自由を取り戻したシャーリーは、手を離れていたＸＰ１００を摑むと立ち上がりました。

「そうだ逃げるぜ！」

　フカ次じ郎ろうが言いながら、既に数メートル逃げていましたが、シャーリーはそれに続きませんでした。

「え？　おいおい？」

　電動カートの後部座席を自分の掩蔽物にして、シートの上にＸＰ１００を構えると、スコープを覗きました。

　柱の上で電柱工事員よろしく張り付いている、そして再装塡を終えている男を睨むと、狙いをつけました。

　向こうもこっちに狙いをつけていて、

「いい度胸だ！」

　シャーリーは避けずに、引き金を引きました。

　反動で跳ね上がるレンズの中で、相手の銃口が光るのが見えました。
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第二十一章　「モールでの戦い・その２」









　シャーリーの目の前で、巨大な炎が生まれました。

　鮮やかなオレンジ色の火が視界を埋め尽くして、顔一面に熱を感じ、

「うわあ！」

　シャーリーは慌てて身を引きました。

　人間は本能的に火を恐れるので、ヴァーチャル世界であっても大変に恐ろしいものです。個人差はありますが、ＧＧＯではナイフや銃撃より、ずっとずっと怖いという人がほとんど。

　その炎は、電動カートの車体側面から生まれていました。親を飲み込む勢いですくすくと育っています。

　火柱はあっと言う間に高さ３メートルほどになり、派手すぎるクリスマスツリーのようにそびえました。ぶおおおおという法ほ螺ら貝がいを吹くような音が、大音響で続きました。

　電動カートの車体のバッテリーにライフル弾が直撃して、炎上させたのです。

　しかしシャーリーは、おかげで助かりました。そこにバッテリーがなければ、車体を貫いてシャーリーに当たっていたことでしょう。

　彼女はテーブルを押しのけながらカートから下がって、ＸＰ１００を再装塡します。

「おいおい逃げないのか？」

　既に20メートルは逃げているフカ次じ郎ろうが聞いてきて、

「奴の死を確認してからだ！」

　シャーリーは柱の陰にＸＰ１００を押しつけて、スコープを覗きました。

　中庭を挟んで２００メートル向こうで、柱の上にはもう誰もいませんでした。

　視界を下げると、床の上、テーブルとイスで見えない位置から【Ｄｅａｄ】のタグがポンと誕生しました。

「どうだっ！」







　シャーリーの渾こん身しんの一撃は、実はベラルトに当たっていませんでした。

　それは柱に当たっていて、そこで炸裂したことで彼が左手で保持していたロープを断ち切っていました。撃った直後だったベラルトは、当然ですが背中から落下していきました。

「うほほっ！」

　楽しそうに落ちていったベラルトは柱を両足で蹴っ飛ばすと、真下への落下のベクトルを、斜め下へと変換しました。

　おかげでダイレクトに床に叩き付けられるのを回避し、置いてあったテーブルとイスを薙なぎ倒たおしながら止まりました。

　ダメージとして認定され、ヒットポイントが三割減。とはいえ、死亡よりはずっとマシです。まだまだ戦えます。救急治療キットも三本残っていますし。

「ほほっ！　死んでないぜ？」

　仰向けのままベラルトが微笑んだ瞬間、

「そうだな。だから殺してやる」

　男の声と共に、サングラスの目にナイフが降ってきました。




　覆面男にコンバット・ナイフを深々と突き刺し、それだけで殺したデヴィッドは、体を低くしたままテーブルに隠れ続けました。

　やがて、

「リーダー、クリア。二人とも北側に向かった」

　ケンタの声に立ち上がりました。モールの反対側から、ＬＰＦＭのスナイパーと金髪のチビがいなくなったのです。

　デヴィッドはテーブルの間を縫うようにして素早く移動すると、ケンタがいる北側へ行き、フードコートの端で、そこにあるブリトー専門店の前で合流しました。

「ここまでは上出来だ」

　デヴィッドが言いました。

　彼等、たった二人だけになったＭＭＴＭの作戦名は──、

『オペレーション・こっそりコソコソ』。

　なお命名者はデヴィッド。

　わずか二人という人数で、最大で十八人いるかもしれない生き残りチームと正面切ってやり合うわけにはいきません。

　だから、どんなに無様でも格好悪くてもいいから、ひたすら見つからないように逃げ隠れしながら、一人二人を襲うチャンスがあれば仕掛けるプラン。

　狙撃に夢中になっていた男を倒して、なおかつシャーリーに見つからなかったのは、彼の言う通り上出来でしょう。

「次は？」

　ＡＰＸを手に周囲を警戒するケンタが、聞きました。

　デヴィッドは答えます。

「右手からあの戦いの裏へ行こう。卑ひ怯きよう上等だ」

　モールの中では、遠くからかすかな小太鼓の連打音が聞こえていました。







「なんで戻ってきた？」

　通路を東へ走るフカ次じ郎ろうの小さい背中に、シャーリーは聞きました。

　撃っても当たらないＭ＆Ｐを右手に、フカ次じ郎ろうはちらりと振り返りながら答えます。

「死にそうになって逃げて来たぜ」

「そうかよ」

　シャーリーは、噓であり、フカ次じ郎ろうなりの照れ隠しだと思いましたが、

「まーだやってるぜ！」

　通路を進むにつれて聞こえてきた激しい銃撃戦の音に、

「あ……、本当だったのか」

　考えを改めました。





＊　＊　＊






　時間は少し戻ります。

　三階南側のフードコートから通路を走り出したレン達は、敵との遭遇を覚悟しつつ疾走していました。

　東側と西側、両方から迫ってくる敵に挟み撃ちされるよりは、自分からどちらかへ──、この場合は東側へ突っ走り、その敵とぶつかり戦う方がマシというものです。

　そして、モール内通路の南東の外れ、左に大きくカーブしている箇所にさしかかり、それを半分ほど曲がった箇所で、

「敵！　正面！」

　エムが叫びながら、通路の真ん中でしゃがみました。その体を楯でカバーしながら。

　その瞬間に生まれる、猛烈な射撃音。

　ぱ───────────────────っ！

　フルオートの連続発砲音です。完全に繫がった、猛烈な高速連射音。サブマシンガンのそれです。

　か───────────────────っ！

　発射速度が速ければ、エムの楯に当たって立てる音の間隔もほとんどなくなります。人間の耳に感知できないほど繫がった音に。

　ピトフーイはエムと楯の裏に滑り込むように隠れながら、後ろから近づいてきていたレンとボスに、

「この階から逃げて！　邪魔になる！」

　鋭い声で命令しました。

「承知！」

　ボスがすぐに足を止めて、すぐ近くにあった動かないエスカレーターへと、手すりを乗り越えて跳び乗りました。

　レンも、一瞬遅れてそれに続きました。

　ピトさん達、ご無事で！

　仲間として支援したいのですが、ピトフーイの言っていることは正しく、このままエム達に近づいても、撃たれるだけでしょう。とはいえ銃弾が飛んでくる通路に戻るわけにもいかず、取れる最善手は別フロアへの待避しかありません。

　聞こえた敵の発砲音はフルオートで、レンは前を走るボスに聞かずにはいられません。

「アレ、アリなの？」

「ハンドガンのカテゴリーに入っていれば、アリなんだろう！　フルオート射撃ができる拳銃はあったはずだ」

「くそうズルい！」

「次があったら研究が必要だな。──ってフカ次じ郎ろうは？」

「あ？」

　ほとんど四階に着いたレンが振り返っても、その姿はありませんでした。

　レンは、思うところを答えます。

「逃げた」




　エムの楯には、ひっきりなしに弾が当たっていました。

　敵も然さる者、楯だけに弾を集中させません。その左右や上にも狙いをずらして、ピトフーイが顔を出して反撃する暇を与えません。

　バレット・ラインが楯の周囲に光っては、弾丸で消されていきます。

　ピトフーイはＸＤＭ拳銃を両手に、しゃがみつつ顔を出せずにいました。弾丸が途切れません。猛烈な継続連射。

「何あれ？　何人いるの？」

「見かけたのは二人だけ。撃っているのは一人だ」

　エムが答えました。撃っているのが一人だと分かるのは、相手の撃っている位置です。

　二人いれば、二箇所からラインが、そして銃撃が発生するはずですが、常に銃弾は一箇所から飛んできています。

「しょうがないなあ」

　ピトフーイはストレージを操作して、角を覗くときに使う鏡を出しました。

　コーナーミラーは、ＧＧＯでは一般的なアイテム。伸縮する棒の先についた鏡を、そっと楯の外に出すと、相手を確認──、した瞬間に撃たれて割れました。アイテム全損扱いで、棒までが光の粒子になって消えました。

「だからイヤよ。敵確認。ゴツい防弾装備男が通路の真ん中に。銃は多分《グロック１８Ｃ》を両手持ち。その後ろに再装塡要員」

　たった一瞬で敵戦力を理解したピトフーイが、淡々と言いました。




　20メートルほど離れた場所でエムを撃っていた男は、エムもかくやという大男でした。

　身長も高く幅も広く、青いジャージがなかなか似合っていません。

　そして胸や腹には、防弾プレートを入れられるベストを着ていて、腿や膝や臑すねには、野球のキャッチャーのようなガードがついています。もちろん野球用ではなく、防弾仕様でしょう。

　頭には頑丈なヘルメットを被かぶり、まだ覆面とサングラスの顔の前には、ヘルメットに装着された分厚い防弾シールドがあります。

　この防弾シールド、リアル世界でも警察の特殊部隊などが使っていて、拳銃弾なら完全に弾いてしまいます。

　男の手に握られていた得物は、ピトフーイが一瞬で見抜いたとおり、グロック１８Ｃ。

　自動式拳銃で有名なグロック１７、そのフルオート射撃が可能なバージョンが１８Ｃです。一応、カテゴリーはHandgunです。

　スライド脇のセレクターで、セミオートとフルオートが切り替え可能で、後者の発射速度が毎分１２００発、つまり１秒で20発とあまりにも速いのが特徴。

　グリップを遙か下に突き出す33発入りマガジンを装着していますが、全弾撃ち尽くすのに１．７秒しかかかりません。

　男はそれを１丁ずつ両手に持っていて、片手ずつフルオートで撃っていました。強烈な反動は筋力値だけで押さえ込んでいました。つまりは馬鹿力です。右手のを撃って撃ち終えると、左手のを撃ちまくりました。そして撃ち終わるとすぐさま右手のを──。

　弾切れなしの高速連射の理由は、ピトフーイが言った通り、再装塡をする人がいるから。

　男の後ろには、もう一人、青いジャージ姿の男がいました。

　小柄で細身の男です。ジャージの上には何も装着せず、腰の後ろにホルスターが一つだけ、横に装着されていました。

　その彼が、ピトフーイの言った再装塡要員。

　大きな男が片手で撃ちまくると、残弾がゼロになりスライドが後ろに下がったグロック１８Ｃからマガジンを落とし、手を後ろに回します。

　すると控えていた小柄の男が、マガジンをそこにずぼっと差し込むという寸法。

　マガジンは、大男の腰の後ろにバッグがあって、その中に売るほど入っています。

　二人一組の超高速連射が、彼等のバトルスタイル。

　そして今、エムとピトフーイを完全に釘付けにしていました。







「《ペネビア》だ。楯男とポニテ女を三階南東通路で止めている。《ロン》と一緒だ」

　グロック１８Ｃを撃ちまくりながら、男が言いました。

　ペネビアという名前の彼は、ずしん、と一歩前へと踏み出します。それに付いて、ロンという名前の男も、マガジンを差し込みながら続きます。

　撃ちまくっては、一歩前進。そしてまた一歩。

　じわりじわりと、二人はエム達に迫り続けました。

　グロック１８Ｃを撃ちながら、ペネビアは通信アイテムへと訊ねます。

「ピンクのチビとゴリラ女は四階に逃げた。そちらは誰かに任せて、このままこいつらと遊んでいいか？」

　３秒後、彼の耳に答えが届いて。

「了解だ。では楽しませてもらおう。──ＳＪの勇者達、実に楽しみだ」




　ば───────────────っ！

　か───────────────っ！

　銃声と着弾音が合わさって、まるで罵声のような騒音が続きました。

　平和で静かで買い物のためにあるモールは、銃弾飛び交う戦場になっていました。

　猛烈に楯を叩かれる中、後ろにしゃがむピトフーイは、

「うーん、鬱陶しい。このままじゃ、こいつらとやり合ってる間に今日が終わるわよ」

　エムが答えます。

「分かってる」

「じゃ、アイツは任すわね」

「…………。任された」

　ピトフーイは任すや否や、右腕を外側に振りました。

　同時にＸＤＭのマガジンキャッチを押していたので、マガジンだけがするりと抜けて飛んでいき、そこにすかさず銃弾が飛んできて空中で射貫きました。

　その隙に、ピトフーイは左側に飛び出していて、左手だけの連射で大男を、ペネビアを撃ちながら通路を横断、目の前の店へと疾走します。

　ペネビアには数発当たりましたが、防弾装備で全て弾かれました。

　彼の左手のグロック１８Ｃがピトフーイへと向けられてフルオートで吠えて、背中へと追いついていき──、

　黒いバックパックを捉える直前で、ピトフーイは店の中に飛び込んでいきました。




「お前の相手は俺だ」

　エムは、楯を構えたまま突撃を開始します。

　ペネビアは再装塡を終えた右手のグロック１８Ｃを撃ちますが、楯で弾かれ、なおかつエムの突進は止まりません。

「ふっ！　いいだろう」

　ペネビアは、覆面の下で微笑みました。

「ロン！　お前はあの女をやれ！　望み通り室内戦だ！」

　後ろにいた小柄な男に告げると、

「待っていたぜ！」

　マガジンを差し込む役目だった男も、覆面の形が変わるほど笑みを浮かべました。

　目の前にいた男の脇から飛び出る瞬間に、

「ファイヤのために」

　ロンはそう言い残して、

「ファイヤのために」

　ペネビアからそんな返事をもらいました。




　酒場の観客達は、見ました。

　通路の中央でぶつかっていく二人の大男を。

　一人はエム。一人は青ジャージの男。

　エムへと向けてグロック１８Ｃを撃ちまくった男は、それが２丁とも弾切れになると潔く投げ捨てました。

　そして、エムが楯を押しつけながら体当たりしてくるのを、両手と両腕を広げて待ち構えます。

　その右脇から、小柄な男がするりと飛び出して、エムとすれ違っていきました。

　エムはそれを認めたでしょうが、反応しませんでした。




「そっちに小柄が行った。遊んでやれ」

　エムはピトフーイにそう伝えながら、ペネビアに突進していきました。

　太い足が通路の絨毯を踏みしめ、ドスドスと床を揺らします。

　相手がもう撃ってこないことを知ると、楯の隙間を空けてそこから前を見据え、

「ふっ！」

　両手と両腕を広げている相手に向けて、微笑みました。

　相手は体中に防弾装備を身につけ、頭にはヘルメット、顔には分厚い防弾シールド。

　自分は両手に楯。

　ならばとエムは、腰のＨＫ４５を──、使いませんでした。

　代わりに楯を持つ腕を持ち上げ、その先端を相手に向けました。二枚の楯で、左右から殴りかかるスタイルに。

　当然ですが相手はそれを受け止めるべく腕の幅を少し狭くして──、

　今、巨体が激突しました。




　ペネビアが両手で受け止めた瞬間に、エムは楯のグリップから手を離しました。

　そして楯を彼に持たせたまま、エムは左肩から体当たりをかまします。それまでの走ってきた勢いをフルに乗せた、巨体によるショルダーチャージ。

　ペネビアの防弾シールドや防弾プレートに体を押し当てて、エムはあらん限りの力を足にかけました。

　衝突の衝撃で揺らぎ、

「むぐ！」

　さらに押され、踏ん張りきれずに下がっていくペネビアは楯を放棄しました。絨毯の上に二枚の楯が転がります。

　自由になった腕で、ペネビアはエムの腰を押さえるために、低い位置で摑みました。まるで相撲です。

　エムは力を緩めません。

「ぬおあああ！」

　気合いと共に押して押して、さらに押して──、

「ぐぬっ！」

　踏ん張り切れなかったペネビアをたっぷり10メートルは押して押して押しまくって、そこにあったガラスへと激突させて、それを粉砕しました。

　二人は一つの店に、ダイナミックに入店していきました。

　そして落ちました。

「お？」

「ぬ？」

　ペネビアとエムが、落ちていきます。

　室内が暗いのでよく見えなかったのですが、そこに床はありませんでした。

　ガラスの向こうは二階から三階へと繫がる吹き抜け空間で、二人はもつれ合ったまま落下を始め、あっと言う間に４メートルほどの落下を終えました。

「ぐは！」

「ぐう！」

　先に背中から叩き付けられたペネビアの方がダメージが大きく、抱き合っていたので彼がクッションになったエムは軽傷で済みました。

　落下の衝撃で二人は弾けるように離れました。そしてすぐに立ち上がると──。




　酒場の観客達は、見ました。

「落ちる！」

　二つの巨体がガラスをぶち破って、吹き抜けを落ちていくのを。

　そして落ちた先は──、

　空港でした。

　滑走路の真ん中に二人は落ちて、その真っ直ぐな線を蜂の巣のように歪ませました。

「は？」

「なに？」

　観客達は一瞬、ゲームがバグったのかと思いました。

　エム達が巨大化して、フィールドマップ右上の空港に現れたのかと。

　しかし、違いました。

　そこは広い空間でした。30メートル四方の正方形の室内に、20メートル四方の別の正方形が、中央に配置されています。その部分が、

「なるほど。この町のミニチュアか！」

　この空間は店ではなく、展示室でした。フィールドマップとまったく同じ様子を、もちろん世界が滅ぶ前の様子を、ミニチュアで再現しているのです。

　一辺10キロメートルがここでは20メートルになっているので、スケールは五百分の一。緻密な模型で再現されたこのフィールドは、上から見たらまるで空撮映像に見えました。

　カメラがグッと下がると、二階にあるこの部屋の入口が見えました。

　そこには英語で、この部屋はこの町のミニチュア再現パークであり、見学と写真撮影が自由で、通路が時計回りであり、そして地元の住人達がコツコツと数年かけて、一生懸命作ったことが書いてあります。

　実に手間暇がかけられた、微細で精巧なミニチュアでした。

　空港のターミナルは窓ガラス一枚一枚までプラスチックを切り抜かれ、透明な板がはめ込まれています。カラフルに塗られた五百分の一の飛行機がずらりと並んで、20センチの高さがある管制塔は塗装も鮮やかにそびえていました。

　そのターミナルを、四本の太い足が一瞬にしてぶち壊していきました。




　身長が２メートル近いエムとペネビアの二人は──、

　このミニチュア世界においては、身長約９００メートルの超々巨大怪物です。

　エムの右足が、空港の旅客ターミナルビルを薙ぎ倒しながら動き、滑走路に巨大な足跡を作ります。

　そこにペネビアが踏み込んでいき、周囲にあった小さな飛行機は衝撃で、フライパンの上のポップコーンのように宙を舞いました。
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「怪獣映画だ」

「いや、怪獣にしてはでかすぎる」

　観客達は巨体が暴れる様子を、上空から見ていました。

　ペネビアが、右腕でエムに殴りかかりました。エムは右後ろへ半歩下がって距離を取り、伸びた相手の右手を摑むとそのまま左側にひねって、強引に倒しにかかりました。

　ペネビアは自分からそっちの方へジャンプしつつ体をひねると、腕を軸にくるりと一回転、両足で高速道路をペチャンコにしながら踏ん張ります。

　エムは相手が回転を始めた時点で、手を離しました。

　そしてバックステップで距離を取って、３メートルほど一気に離れました。その際に蹴られた管制塔が、粉々になって砕けていきました。

「ほう、あのジャージ。格闘技ができるのか」

「これは、やりにくそうだ」

　エムは、ＨＫ４５を右腰から抜きました。撃っても弾かれるにしても、近寄らせない作戦に切り替えたようです。

　しかしその銃口を相手に向けたとき、ペネビアの太い右足のキックが、エムの手を襲いました。離れた位置からの、豪快な後ろ回し蹴りでした。こんなスキルは、当然ＧＧＯにはありません。

　ＨＫ４５が弾かれて、マップ中央の高速道路ジャンクションを通り越して町に落ちて、ミニチュアの家々を押しつぶしました。

　ペネビアが跳びました。大きなジャンプからの、右肘による殴おう打だ。尖った肘先が、エムの顔面左側へと、上から突き刺さっていきました。

「ぐっ！」

　エムの巨体が右側へと揺らぎ、さらにペネビアの右足の蹴りが脇腹を襲います。今度はキックボクサーのような、綺麗な横蹴り。

　ブーツの先端が、防弾プレートのない脇腹に刺さりました。エムの体が高速道路の上へと倒れて、その道を粉々にして──、

　そしてすぐさまスッと起き上がりました。




「お前……、やるなあ」

　ペネビアが、追撃を止めて声をかけました。もし追撃していたら、即座に起き上がってきたエムに弾き飛ばされていたかもしれません。

　ペネビアは視界の左上を見るため、目が一瞬だけ動きました。

　彼は空港の上に、エムは東西に走る高速道路の向こうにいます。今自分達が戦っているモールの模型が、エムのすぐ後ろに、ちょこんと置いてありました。

「エム……、だったな。ＳＪの中継見たよ」

　ペネビアは声をかけながら、左手を振りました。ウィンドウを操作して、彼の体から装備が消えていきます。重い防弾ヘルメットを含む防弾装備が全て消えて、一番身軽なジャージ姿になりました。

　この先も格闘で仕留めようという、彼の決意が見えました。なお、覆面とサングラスはそのままですので、顔は見えません。

「…………」

　エムは警戒して構えたまま、バックパックを脱ぎました。それがモールの模型の上に落ちて、立ち並ぶ建物をいくつも押しつぶしました。

　ペネビアが、楽しそうに言葉を続けます。

「お前さん、ずいぶんと〝殴られ慣れて〟いるなあ。力の受け流し方が、実に上手い」

　エムは無言を貫きました。

「俺はリアルでもずっと格闘技をやっていてな。こうなったら楽に勝てると思ったんだが」

　ここでエムは、初めて口を開きました。

「ご期待に添えず、申し訳ない」

「いいさ！　楽には勝てなくなったが、楽しくなったよ！」

「それはよかった。──お前達も強いな。さすがはファイヤの傭兵だ」

「傭兵……？　まあそうか。そうだな。あの人のために戦っているという意味では同じことか」

　ペネビアが首を傾かしげて、

「……？」

　エムもまた、それに倣いました。





＊　＊　＊






　エムが心の中で疑問符を浮かべる、２分ほど前のこと。

　ピトフーイが飛び込んだのは、紳士服販売店でした。

　縦横40メートルはある広い空間に、男性用のスーツがびっしりと並んでいます。

　展示に工夫はなく、ただ単にハンガーに吊って並べただけ。時々申し訳程度に、大きな姿見とスーツを着たマネキンが置いてありますが、基本的にはまるで工場のような無機質さと不気味さです。

　これで、この店に来てスーツを買いたくなる人がいるのでしょうか？

　ピトフーイがちらりとスーツのタグを見ると、サイズも文字も一緒。全部大人用Ｍサイズ。色は紺だけ。

　この店をＣＧで作るときに、面倒くさくなって同じスーツやマネキンを大量にコピー＆ペーストしただけだと、よく分かりました。廃墟の再現に拘こだわるＧＧＯにしては、手が抜かれた仕事です。

「そっちに小柄が行った。遊んでやれ」

　エムからの声を聞いたピトフーイは、再装塡を終えたＸＤＭ２丁を通路へと向けました。







　小柄なジャージ男ロンは、店に飛び込む直前に、腰から拳銃を抜いていました。

　彼の得物は、アメリカのスターム・ルガー社製《Ｍｋ３》、銃身一体型サイレンサー付き。日本語にすると〝ルガー〟で一緒ですが、ドイツの有名なルガーとは違います。

　Ｍｋ３は細身の自動式拳銃で、２２口径ロングライフルという、豆粒のような小さな弾丸を放ちます。

　しかし命中精度が高く、銃身と一体化したサイレンサーとの組み合わせで消音効果も素晴らしく、つまりは暗殺者の好む拳銃です。

　ロンは黒い拳銃を右手に店に飛び込むと、いきなり跳ねました。素早いジャンプでスーツの上に舞い上がると、その足下をピトフーイの放った銃弾が次々に飛び抜けていきました。

「軽業師か！」

　撃ったピトフーイはすぐさましゃがんで、スーツの森の中に隠れました。

　ロンはマネキンの肩の上に着地すると、そこからさらに飛び上がりました。

　アクロバットスキルをフルに発揮した、体重を感じさせない動きです。実際にアバターを動かしているプレイヤーは、まるで重力がなくなったかのように感じるのだとか。

　ロンは天井に吊されていた照明器具に左腕一本でぶら下がると、銃弾が飛んできたとおぼしきあたりに向けてＭｋ３を撃ちまくりました。

　２２口径がいかに小さくても、それは銃弾です。スーツなど余裕で撃ち抜いていきます。偶然もあったのでしょうがピトフーイの体に３発ほど命中して、小さな被弾エフェクトを煌めかせました。ヒットポイント、一割ほど減少して残り四割。

「ちっ！　大道芸かっ！」

　ピトフーイは悪態をつきながら転がって逃げつつ、同時にストレージ操作をするという器用な大道芸を見せました。そして回転が終わったときに目の前にあった物を摑みます。

　ロンは手を離して、スーツの列の間に静かに着地しました。

　そこに山なりに投げ込まれる物体。彼は後方宙返りを、それも銃を持っていない左手だけで行ってその場から高速で下がっていきました。体操選手もかくやという、素早さと正確さでした。

　物体は手榴弾でしたが、炸裂せずに煙を吹き出すスモーク・グレネードでした。

　広い店内で、灰色の煙が発生しました。風の動きが少ないので、煙はほとんど動かず、膨らんでいくだけ。

「ふっ！」

　たっぷりと距離を取ったロンは、左手でストレージ操作。目の前に現れたプラズマ・グレネードをスモークの中へと放り込みました。

　爆発で生まれた奔流と爆風が、一気に煙を消し去りました。

　ロンは再びの跳躍。ノミのように跳ねながら、スーツとスーツの間を飛び抜けて、空中からピトフーイを捜して──、

「ぬ？」

　いません。

　見えるのは爆風で放射状に倒れたスーツのハンガーと、倒れていないハンガーと、スーツを着たマネキン達だけ。

　そのマネキンの一つが自分に銃を向けているのに気付いたときには、少々遅すぎました。

　着地し、飛び跳ねる直前のロンの額に銃弾がめり込んでいき、ロンはヒットポイントを全損させながらジャンプして、空中で死体となりました。

【Ｄｅａｄ】タグと共に並ぶスーツの中に落ちてきたロンを見ながら、スーツをビシッと着込んだピトフーイがエムに訊ねます。

「こっちはやったわよ。そっちは？」

　ちょうど蹴られたところだったので、エムからの返事はありませんでした。







「せいっ！」

　ペネビアが気合いと共につかみかかってきて、

　エムはその掌てのひらを掌で受け止めました。

　高速道路の上の巨人が、がっつり組んでの力勝負を始めます。筋力値を鍛えた二人が、一瞬で拮きつ抗こうしました。太い腕が止まり、小刻みに震えます。

「はああ！」

　ペネビアが嬉しそうに吠えて、

「ぬう！」

　エムは気合いを入れ直しました。しかし、圧おし始めたのはペネビア。

　エムの腕が、どんどんと体に近づいていきます。背中が反り始めます。

　エムの背中が、グッと倒れました。ペネビアの体がエムに倒れかかり、その腹へと刺さるエムの右足。

　柔道でいうところの巴ともえ投なげを試みたエムでしたが、ペネビアは全て読んでいたようで、エムの足を右足の膝蹴りで撥はね除のけると、そのままエムを押し倒しました。

　半分崩壊していたモールが、エムの背中によって完全に崩壊しました。

　その腹に、ペネビアがドスンと馬乗りになりました。拳を組んで、仰向けに倒れたエムの顔に、猛烈な勢いで振り下ろします。

　ごすっ！

　イヤな音がしました。エムの顔から、ダメージ認定の光が生まれます。

　エムの手がペネビアの腕を摑むより早く、２発目が振り下ろされて、さらにエムの顔を光らせました。

「がっ！　ぐっ！」

　さらに３発目。

　どんなに打撃の受けが上手いエムでも、真上からの殴打はしのげませんでした。

　ハンマーのように打ち据えられる度に、エムの巨体がモールの瓦礫を砕いて沈ませます。とうとう４発目で、エムの手から力が抜けて、大の字に倒れました。

「ぬう。もちっと頑張ってほしかったがな」

　ペネビアが言いながら、トドメの拳を持ち上げました。そして振り下ろしました。

　彼の拳が叩いたのは、緑色をしたナイロンの塊でした。

　エムが右手一本で引っ張った、自分のバックパック。

　まだ防弾板が入っているそれは、ペネビアの打撃を全て受け止めました。

「ぬっ！」

　ちょうど仰向けのエムと自分の間にバックパックが来た形になったペネビアですが、

「それがどうした？」

　ごすん。

　ペネビアは、バックパックごとエムを叩きつぶす戦法に出ました。このまま続ければ、やがては防弾板がエムの顔を捉えて、押しつぶしていくでしょう。

　ごすん。

　６発目を終えて、再び振りかざしたペネビアの目に、エムの左手が見えました。

　バックパックの前に、何かを握ったエムの左手が現れました。その手の中にある丸い金属の球体が、

「なっ！」

　破砕手榴弾だと分かった瞬間に爆発しました。

　エムの左手の中での爆発は──、

　エムの左上腕を全て吹っ飛ばしました。

　バックパックのナイロンに大穴を空けましたが、防弾板を一つも貫通しませんでした。

　残りの破片はほとんど全て、ペネビアの上半身に突き刺さり、同時に衝撃波が彼を後方に吹っ飛ばしました。

「やられたぜ！　ははははは！」

　上半身を真っ赤に光らせたペネビアは、笑いながら死んでいきました。







「ああ、エムさんが瀕ひん死しだっ！」

　仲間のヒットポイントを見て、レンはエムのゲージがほんのわずかしか残っていないことを知りました。今ならレンのパンチで倒せそうです。

「それはいい！　今はこっちに集中だ！」

「そうなんだけど！」

　ボスとレンは、走って逃げていました。

　四階の通路です。位置はモールの南東部分で、逃げている方向は西。それは三階で向かってきた方向です。つまり戻っているのです。

　でも、仕方がありません。

　二人の背後で今、小さな爆発が起きました。ダメージはありませんが、爆風が体を揺らし、細かな破片が背中や頭に当たってきました。

「うひ！」

「なんなんだアレは！」

　レンが悲鳴を上げて、ボスは疑問を口にしましたが、答えられる人はいません。




　レンはもちろん高速が売りで、ボスもまた巨体にしてはかなり速いのですが、その後ろからしっかりと追いかけてくる、やはり足の速い青いジャージの男が一人いました。距離は50メートルほど。

　彼はジャージの上に、たくさんの小さなポーチが付いたベストを着ていました。そして右手に持っているのは、黒い拳銃。

　グリップの角度やフォルムから、一見すると回転式拳銃のようですが、レンコンのような回転弾倉もなければ、銃身はやけに太く目立っています。

　男が足を止め、通路を逃げるレンとボスの背中に向けて撃ちました。

　放たれたのは、直径２．７センチの、長さ10センチ以上の銀色の〝砲弾〟。

　羽の生えた砲弾としか思えない、しかしサイズとしてはとても小さいそれは──、

　通路を飛翔して柱の一つに当たって、そこで爆発しました。




「くそっ！」

　ベンチの陰に隠れて爆発と破片をどうにかしのいだボスは、ストリージを通路の奥に向けて連射しました。

　しかし相手までは50メートル。姿が見えるとはいえ、この距離では、到底狙って当てることはできません。

　まぐれを期待しての乱射でしかありませんでしたが、相手はバレット・ラインを見ながらサッと避けたり伏せたりして、あっと言う間に全弾が無駄になりました。

　マガジンを換え始めたボスを援護するように、レンもヴォーパル・バニーを両手で向けて、容赦なく撃ちまくりました。

　４５口径の重い銃声が、マグカップを並べている店とフライパンを展示している店の間で鳴り響きましたが、結果は同じでした。

　こんなときに、ピーちゃんがいてくれたら。

　手を背中に回して再装塡しながらレンは思いましたが、そうなっていたら相手はもっと強力なライフルを、あるいは４０ミリ口径のグレネード・ランチャーを撃ちまくっていたことでしょうし、拳銃エリアだから、自分達はまだ生きているのです。

　スライドをじゃこんと戻しながら、

　上手く使いこなさなきゃな……。

　レンが思うと、

「そうですよ！　少しはわたし達を活躍させてくださいよね！」

「拳銃の花は接近戦ですよ！　ほらほら、もっと近づいて！」

　ヴォーちゃん〝達〟の声が聞こえた気がしましたが、レンは無視しました。




　命中しない弾丸が周囲に飛んできている間、ジャージの男は、手の中の拳銃を半分に折りました。

　この銃は中折れ式。銃の真ん中から前半分がお辞儀するように折れて、太い銃身の後部が姿を現しました。金色の太い空薬莢が、上へと飛び出して床に落ちました。

　男はそこに、左手でポーチから出した銀色の筒を差し込みます。そして折れた銃を元に戻して、おもむろに構えて、再び発砲しました。




「グレネード・ランチャー？　あれズルい！」

　爆風で頭を下げたレンが怒りましたが、あれも拳銃です。

　ジャージの男が撃っていたのは、《ワルサー・カンプピストル》。第二次世界大戦中のドイツ軍が使った〝小型榴弾発射拳銃〟です。いわばグレネード・ピストル。

　元々この銃は、約２．６センチ径の信号弾を撃つためのものでした。しかしやがて、小型の榴弾を撃てるように改良が加えられ、〝戦闘拳銃〟などという名前がつけられたのです。

　おそらくは世界で最も小さなクラスの榴弾発射機で、ＧＧＯ内でのカテゴリーは、やはりハンドガン。だからモールの中でも、遠慮なく撃つことができます。

　レンとボスは、あの男に出会ってから一方的に追い立てられていました。

　相手の銃の射程は50メートル以上あるようで、銀色の砲弾が緩やかな山なりに飛んできては、何かにぶつかった瞬間に爆発します。半径２メートルほどが、破片の被害範囲でしょうか。

　相手は再装塡に時間がかかる単発なので、肉薄すれば二人の拳銃射撃で仕留められる気がするのですが──、

　さっきからそのチャンスがまったくありません。次々にグレネードが飛んできては爆発するので、危なくて近づけないのです。

　通路左右にある店の中に隠れて待ち伏せることも考えましたが、その店の中に立て続けに撃ち込まれては、反撃する機会もなく吹っ飛ばされてしまうでしょう。

　自分達が柱の裏に隠れているので、相手も無理に迫ってきません。適度な距離を保ちつつ、決して視界から外さないようにしつつ、じんわりと追いかけてくる腹積もりなのでしょう。イヤな敵です。実に厄介です。

「まったく、ファイヤの手下共はみんな強いな。しかも、拳銃戦に十分に備えてきていやがる！」

　ボスが悪態をつきました。

　そして、そのことに気付きます。ボスはハッとして、

「いや……、むしろ〝ここで戦うため〟のメンバーであり、装備なのか……。外で長物を出していなかったのは、最初から持っていなかった可能性すらある……」

　拳銃に特化して他の人よりずっと備えがよかったことや、チームを分断させて個別に対処する戦い方など、どう考えても誰よりも拳銃戦に備えていたのがＷＥＥＩ。そしてそこへやって来た自分達。導いたのは──、

「なあレン、まさか──」

「それはあと！　今は、奴を倒すことを考える！」

　レンはぴしゃりと言い返しました。

「分かった。そうだな」

　今は、考えている余裕はないのです。

　ピトフーイが、いろいろな状況の中で自分達を体よく誘導し、この場所に来るように仕込んだかもしれない、なんてことは。







　悩んでいてもいなくても、敵からの砲弾は飛んできます。

　太いバレット・ラインが緩やかな弧を描いて自分のすぐそばにきて、レンは飛び出しました。通路を斜め後方に逃げて、階段の脇にたどり着いたときに背中で爆発が起きて、さっきまで自分がいた場所を黒い煙に包んでいました。

「よう！　苦労してるみたいだな！」

　階段の下から大きな声が聞こえて、レンは反射的にそっちにヴォーパル・バニーを、しかも両手で向けてしまい、

「うひい！　撃つなよおい！」

　フカ次じ郎ろうから怒鳴られました。




「フカ！　無事？」

「なんとかな。ファイヤチームのスナイパーはやっつけたぜ」

　階段をひょこひょこと上がってくるのは、フカ次じ郎ろう。そして後に続いているのは、

「シャーリー！　──お願い！　強い敵がいるの！　撃って！」

　こんなときに絶対に頼りになる、ハンドガン・スナイパーの〝仲間〟でした。

「どこのどいつだ？　屠ってやる」

　３００メートルを狙えるシャーリーの得物があれば、50メートル先でうろうろしている相手などカモ中のカモです。

　レンはバレット・ラインに注意しつつシャーリーを導いて、階段を上がらせました。

　四階まであと数段という場所に伏せて、顔だけを出して通路を覗くと、

「あそこ！」

　まだいましたグレネード・ピストル男。堂々と通路の真ん中に立っている様は、まるで銅像のようでした。

　同じく階段に伏せたシャーリーは、ＸＰ１００を絨毯の床に押しつけて安定させて、スコープを覗きました。

「いける？」

　レンが訊ね、

「余裕だ。単なる的だ」

　シャーリーは即答しました。しっかりと狙い込んでから、シャーリーの指が引き金へとかかりました。

　銃声が階段に轟いて、

「がっ！」

　シャーリーの背中から、真っ赤な被弾エフェクトが煌めき始めました。




「え？」

　レンは階段の上まで押されて、四階に運ばれました。そして振り向いて、見ました。

　階段の下、三階の通路から自分達めがけて拳銃を撃ちまくっている二人の男を。

　直線基調の緑色の迷彩に見覚えがあります。鋭い顔つきに見覚えがあります。

「ＭＭＴＭだ！」

　空港で仕留めきれなかった連中が、ここに来て自分達の邪魔をするとは。

　シャーリーは背中を撃たれて、回復中だったヒットポイントがまた減らされました。残りは二割弱。

　レンもまた２発ほど撃たれていたのですが、背中のバックパックが、その中の防弾板が命を救いました。

　背中から大きく押されたので、軽いレンは階の上まで移動しましたが、おかげで次の弾が当たりませんでした。




「くそ……」

　撃たれたシャーリーは、階段に伏せたまま、ずらされたＸＰ１００の狙いを、再びジャージの男へとつけます。

　本当なら、すぐにでも立ち上がって逃げるべきなのでしょう。背中を撃たれたとはいえ、まだ足は動きます。

　しかし、シャーリーはそうしませんでした。

　スコープの十字線にジャージを捉えた瞬間に引き金を引き絞り、ＸＰ１００が咆哮して、必殺の炸裂弾が飛び出していきます。

　一瞬遅れてシャーリーの背中に次々に９ミリ弾が命中し、彼女のヒットポイントを完全に削り取りました。

　おかしいな？　なんで私は逃げなかったんだ？

　死にながらシャーリーは考えましたが、ＳＪ４のフィールドでは答えが出ませんでした。




　シャーリーがチームのために放った７．６２ミリ炸裂弾は、狙い違わず男へと飛んでいきました。

　青いジャージの男は、たまたま、左腕が腹の前にありました。右腰に付いているグレネード弾を取るために、そっちへ伸ばしていたからです。

　シャーリーの弾は彼の左腕に命中し、そこで炸裂しました。

「ぐっ！」

　ジャージの左腕が、肘から先が一瞬でポリゴンの欠片になって砕け散りましたが、おかげで男は死なずにすみました。




　シャーリーの体から【Ｄｅａｄ】のタグが煌めくのを見ながら、

「くっそ！」

　レンは階段前に伏せて、両手とヴォーパル・バニーだけを出して下へと撃ちまくりました。当たる可能性は無視。上ってこさせないための牽制です。

　12発撃ちまくったあとで、背中のバックパックに手を入れて再装塡──、しながらちょっとだけ顔を上げると、デヴィッドは階段の下で上手く身を隠していて、銃口と右目だけを出して、レンに向けて撃ってきました。

「うひっ」

　慌てて首を引っ込めた位置を、バレット・ラインと弾丸が通過していきました。

　銃撃はすぐに止みました。レンは相手の突撃に備えましたが、とりあえず彼は、すぐに突っ込んでくるつもりはないようです。

「ＭＭＴＭが一人、下の階にいる！」

　レンは、残った仲間にそう伝えて、背中から、

「了解！　グレネード男はまだ生きてる！」

　ボスからはそんな返事。

「分かった。フカはどこ？」

「ワシはここじゃ。見上げてみんしゃい」

　レンが顔を大きく上げると、四階から五階に上る階段の途中にいました。角度的に、グレネードからもＭＭＴＭからも安全な場所です。

「シャーリーもやられたか……。ひとまずみんな上に逃げろや。逃げまくるのは、決して恥じゃないぜ？」

　敵の位置を見失うのはイヤだけど、そうするしかないか。

　レンが思った瞬間に、上の階から激しい銃声が轟いてきて、

「うひっ！　おほっ！」

　フカ次じ郎ろうが怪しい声と共に、階段をお尻から滑り落ちてきました。

　どごん！　と重苦しい銃声が再び響いて、階段の手すりに当たった弾丸が豪快な金属音を立てました。手すりは半分ほどにへしゃげました。拳銃弾にしては、最強クラスの威力です。

　レンのすぐそばに降りてきた、あるいは落ちてきたフカ次じ郎ろうが、

「ダメだ上にジャージが一人いた！　見つかった！　出たら撃たれる！」

「だああ！　ファイヤか？」

　もしそれがファイヤなら、刺し違えるのを覚悟で向かってやろうと思いましたが、

「違う、ノッポじゃなかった。バカみたいにでけえ拳銃撃ってくるぞ」




　五階の通路脇、階段から20メートルほど東側に離れた店の柱の陰に──、

　青いジャージの男が一人いました。ここまでジワジワと迫ってきていて、階段を上ってきたフカ次じ郎ろうを見つけて、撃ってきた男でした。

　よく眠れると評判の枕専門店の柱から右腕だけを出して構えているのは、黒く巨大な自動式拳銃、《デザートイーグル》。

　．３５７マグナムや．４４マグナムなど、既存のマグナム弾が撃てる自動式拳銃の代名詞となったこの銃は、大きくて無骨でパワフルという三拍子で、大人気銃になりました。

　ＷＥＥＩの一人が持つのは、その最大口径にして、最強の拳銃弾の一つである《．５０アクション・エクスプレス（ＡＥ）》を使うモデル。

　この弾丸は、近距離であればＡＫ４７の使うライフル弾と同等の運動エネルギーを持つ、実に強力なもの。もちろん拳銃なので遠距離は狙いにくく、弾丸が大きく重く空気抵抗が大きいので、そもそも遠距離までは飛びませんが──、

　モールの中の戦いでは、食らえば一発即死があり得る恐ろしい代物でした。




「フカ！　じゃあ西だ！」

「オウよ！」

　通路の東側はダメ。階段の上も下もダメとなれば、この階を西へと逃げるしかありません。

　不利な状況を覆すために、唯一の可能性に賭けたレンでしたが、

「うひゃ！」

　レンの見ている先で、フカ次じ郎ろうはまた撃たれました。

　通路の向こうからジグザグ走りで現れたのは、ＭＭＴＭの一人、ケンタ。

　チーム一の俊足の彼が三階通路を戻って、おそらくはエスカレーターを駆け上って四階へと来て、西側から挟み撃ちに来たのです。

　彼の撃ったＡＰＸの弾丸が、立ち上がり走り出していたフカ次じ郎ろうの右足を抉って、

「ぶへっ！」

　彼女をその場に転倒させました。ヒットポイント、残り五割。

「くそったれえい！」

　汚い言葉を吐きながら、フカ次じ郎ろうは絨毯に伏せたまま、横に構えたＭ＆Ｐを連射、というか乱射。

　当たらなくてもいいので撃ちまくったおかげで、弾丸は通路の幅いっぱいに広がっていきました。

　こうなると、ちゃんと狙って撃たれるより避けにくいものです。

　ケンタは潔くそれ以上の突撃を諦めて、彼から見れば右側、レン達から見れば左側の、つまり南側にある高級女性用下着店へと飛び込んで隠れました。位置としては、レン達より30メートルほど先。

　ピンクのブラジャーをつけたマネキンの脇で、ケンタは棒の先に付いた鏡を出して、通路を見み遣やります。

　そして、階下にいるデヴィッドへと、唯一生き残った仲間へと情報を伝えます。

「四階の西側に取り付いた！　狙撃女は死亡。残りはピンクと金髪とゴリラ。五階のどこかと、四階の東側に一人ずつ敵！」

「了解！　エムと毒鳥はいないか……。よし、もう積極的に出るな。敵さんに頑張ってもらおう。逃げてきたら屠れ！」







　銃声がひとまず止んで、数秒の静かな時間が訪れて、

「逃げられ、ない……」

　レンが呟きました。

　今自分が伏せているのは、四階通路。階段のすぐ脇。

　東側50メートルの位置には、グレネード・ピストルをぶっ放してくる敵。

　目の前にある階段の下には、デヴィッド。

　頭の上にある階段の上には、強力な弾丸をぶち込んでくる敵。

　西側30メートルの位置には、店の中にケンタ。

　これでは、どっちに逃げても、確実に撃たれます。

　これでは、どっちに攻めても、後ろから撃たれます。

「ダメ、か……」

「レン！　諦めるな！」

　10メートルほど脇で、柱に巨体を隠しているボスが叫びました。

　数発ストリージを放ちましたが、左手のないグレネード・ピストル男は、ボスの正確な射撃をひょひょいと避けました。ただ、片手になったことで再装塡が面倒になったのか、さっきほどパカスカと撃ってこなくなりました。様子を窺っている様子が窺えました。

　レンは仲間のヒットポイントゲージを見ました。エムは瀕死。ピトフーイは四割ほど。フカ次じ郎ろうは五割。自分は、回復が効いて一応はマックス。

　ボスに[image: 叱]しつ咤たされても、

「ぐっ！　でも……」

　レンにはこの状況を打開する案が浮かびませんでした。

　そんな頭に聞こえてくる、飄ひよう々ひようとした声。

「つったく、しゃーねえな。ここはカッコ可愛い私の出番かな？」

「フカ？」

「右みぎ太たも左ひだり子こも失った私だけど、まだプラズマ・グレネード弾頭はあるんだぜ？　ベストの腹のポーチに入っているのが、みんなそうだ」

「で？」

　レンが理解できずにいると、どこにいるか分からないピトフーイの声が続きます。

「いいわね！　じゃ、今から10秒後にやりましょう！」

「ピトさん？」

「がってんだ！　──おいエヴァ！　やるこたー分かってるな！　お前の拳銃の腕が必要だ。今度は額じゃねーぞ？」

　柱の陰でくるりと振り向きながら、

「ああ！」

　ボスが怖い笑顔で応えました。

「オッケ！　借りた物は床に置いておくぜ！」

　え？

　まだ何も分からないレンの前で、

「ごう、よん、さん」

　ピトフーイのカウントダウンが続きます。

「にい、いち──、それやれ！」

　レンが悩む暇もなく、最後の戦いが始まりました。
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第二十二章　「心に火をつけて」









「行くぜ！」

　フカ次じ郎ろうが立ち上がると、走り出しました。四階通路を西へ向けて。床の上に、実体化したデグチャレフ対戦車ライフルを残して。

「なっ！」

　レンが、予想外の行動に目を丸くしました。

　それはＭＭＴＭのケンタがいる方向で、ほとんど自殺行為です。

　いえ、違いました。

　それは自殺でした。

　フカ次じ郎ろうはＭ＆Ｐを乱射しながら、つまりケンタに顔を出させないようにしながら30メートルを駆けると、

「やれえ！」

　弾切れになった瞬間にくるりと回転して、後ろを向きながら走りました。

　それはちょうど、高級女性用下着店の前で、

「なろっ！」

　当然ですがケンタは、目の前数メートルに現れたフカ次じ郎ろうにＡＰＸの銃口を向けました。

　ケンタとボスが、同時に撃ちました。

　ケンタの銃弾は、フカ次じ郎ろうの顔に食い込みました。

　ボスの銃弾はそれより一瞬だけ遅れて、フカ次じ郎ろうのベストに、腹の位置にあるグレネード弾ポーチに命中して──、

「おっしゃ！」

　満足げに叫んだフカ次じ郎ろうを、青い爆発の奔流が包みました。




　１発の爆発は誘爆を生んで、数発分の連続爆発が起きました。

　直径20メートルの爆発です。

　モールの四階通路は瞬時に粉砕されて、床と天井に大きな穴が開きました。左右の店も抉られて、

「リーダー逃げて！」

　ケンタの体は、爆風で舞い上がったたくさんのブラジャーやショーツに包まれながら、消滅していきました。




　爆発の奔流は、三階と五階にも伝わりました。

　三階の階段脇にいたデヴィッドには爆風が襲いかかり、

「ぐわっ！」

　ケンタの警告で立っていた彼を台風のように吹き飛ばし、実に20メートルほど西側に移動させました。

　彼はベンチの一つに頭をぶつけてダメージを食らいましたが、いた場所には大きな瓦礫が落ちてきたので、吹っ飛ばされなければ死んでいたことでしょう。




　爆風はレンも襲いました。

　フカ次じ郎ろうが振り向いたところで、彼女がやりたいことをようやく理解したレンは、

「ぐっ！」

　高速で回転することで、柱の裏へと隠れることができました。その柱へと爆風が、そして抉られた建物の破片が飛んできました。

　地震のように建物を揺らす衝撃の中、視界の左上でフカ次じ郎ろうのヒットポイントが全損するのを見ました。




　フカ次じ郎ろうが飛び出したのと同時に、五階通路の東側から突進してくる巨体がありました。

　左腕をなくしているエムでした。

　通路の中央を、絨毯なのに足音を響かせながらの猛進。

「ぬっ！」

　青いジャージの男が気付いて振り向いて、40メートルほどに迫るエムへとデザートイーグルを向けて、

「……？」

　その真っ直ぐ突っ込んでくる様子に首を傾かしげながらも、しっかりと両手で構えて、狙い込みました。

　バレット・サークルが一番小さくなったときにエムの巨体へと完璧に収まって、男は引き金を引き絞りました。

　フカ次じ郎ろうが爆発して、その衝撃が五階の男を襲ったのは、撃った直後でした。

　だから．５０ＡＥ弾は真っ直ぐに飛び出して、真っ直ぐにエムにぶつかっていきました。

　エムの顔面に命中した弾は、残り少ない彼のヒットポイントを削り取って、巨体は走ってきた勢いのままで前へと倒れ込みました。

　その背中から、黒い影が飛び出しました。

「なっ！」

　五階にも吹き荒れた暴風によって前に押し飛ばされながら、ジャージの男は見ました。

　自分めがけて突っ込んでくる、黒い服の女を。

　その左腕の先で青く光るフォトンソード──、ムラマサＦ９を。




「うっしゃああ！」

　爆風で揺らめく体では狙いはつけられず、その間にピトフーイは猛烈な勢いで迫ってきました。青い光が、危ない女の白い歯に反射して不気味に光りました。

　しかしまだ距離は、30メートルはあります。

　男は爆風の揺らぎから解放されて、巨大な銃口をピトフーイに向けようとして、

「クソっ！」

　彼女の右腕が大きく振られるのを見ました。その先から飛んでくる、黒くて丸い物体。

　通常タイプかプラズマ・グレネードかは分かりませんが、自分めがけて転がってくるのはよく分かって、

「っ！」

　男はデザートイーグルを撃つのを諦めて、右脇、斜め前にある店へと飛び込み──、かけて止めました。

　その一軒右隣の店へと、デザートイーグルの連続発砲でガラスをぶち破りながら、飛び込みました。

　飛び込んだ瞬間に伏せて、耳を塞いで口を開けた男でしたが、爆発は起きませんでした。

「やっぱりトラップか！」

　爆発しなかったグレネードの代わりに、女が迫ってくる音が、フォトンソードが空気を焼く音が聞こえました。

　男は立ち上がって逃げると、そこに飾ってあった〝この店の商品〟を手に取ります。




「死にたい子はいねええがああああ！」

　左手に光る剣という刃物を持ち、ナマハゲ的な台詞せりふを吐きながら、ピトフーイはさっき転がした手榴弾を右手で拾い上げると、安全ピンを口で抜いてから店に放り込みました。

　通常タイプの破砕グレネードは──、今度は爆発しました。

　とはいえ店が広いので、吹っ飛ばされたのはごく一部。ピトフーイは最初からそれで相手を仕留められるとは思っておらず、その証拠にフォトンソードの刃を消すと、薄く広がった爆煙に紛れて店にするりと転がり込みました。

　再び青白い刃を出したピトフーイに向けて、何か大きな物体が飛んできて、

「せっ！」

　大きすぎることによりデカネードではないと判断したピトフーイは、それを横よこ一いつ閃せん、薙なぎ払はらいました。

　ＳＡＯのベータテスト時代に散々剣を振り回してきたピトフーイならではの、真っ直ぐで速い剣筋。飛んできたものは真っ二つになって──、

　そして爆発しました。

　目の前で生まれた衝撃がピトフーイの体を押し、左手からはフォトンソードを弾き飛ばしました。

　刃が出たままの物体は、地面に落ちる前に持ち主の腕を切断していきました。ピトフーイの黒い左手が、肘から先が、ゴトンと床に落ちました。

「ぐっ！」

　それが運がいいのか悪いのか。もう少し外側にズレていたら手は無事だったでしょう。もし内側にズレていたら、つまり体に向けて飛んできていたら、即死だったでしょう。

　爆発はグレネードのそれではなく、その証拠に黒煙ではなく白い蒸気を伴いました。

「水蒸気爆発……？」

　ヒットポイントを二割にまで減らされたピトフーイが呟くと、一瞬で冬の風ふ呂ろ場ばのようになった、つまり蒸気で視界がまったく利かない店内に、相手の声が聞こえました。

「ようこそ、〝水屋〟へ。喉が渇いただろと思ってな」

　ピトフーイの脇には、さっきの手榴弾の爆発で倒れた棚が転がっていました。３ガロン（約12リットル）や４ガロン（約15リットル）の水を蓄えた、大きなプラスチックボトルが横になっています。

　いくつかはまだ水を湛たたえ、いくつかは手榴弾の破片で裂かれて、水を床に流しています。

　さっき男が投げてきたのは、このウォーター・サーバー用の４ガロンボトルでした。

　ピトフーイはそれを、空中で真っ二つにしていたのでした。中の水ごと。

「勉強不足だな、光剣使い。ブレードが水に触れるとこうなるのを知らんとは」

　姿の見えない青ジャージ男の声に、ピトフーイは眉をひそめました。

「なにそれ？　ライデンフロスト効果は？　というか、それ言いだしたら、水分たくさん含む人体は？」

　水蒸気爆発とは、熱量がある物が水に触れたとき、一気に蒸発──、つまり体積が増える勢いが爆発になってしまうこと。

　ピトフーイが疑問に思ったライデンフロスト効果とは、熱い物と水との間を水蒸気の膜が包むことで、瞬時に全体に熱量が伝わることを防いでしまう効果のこと。熱したフライパンの上で、水がすぐに蒸発しないで動きまくるのは、この効果のおかげです。

　だからピトフーイは、素早くぶった切れば水蒸気爆発はしないはずだと踏んだわけです。そもそも今までたくさん切ってきた人体は、設定上水分がたくさん含まれるわけですし。

　至って真面目な質問でしたが、男は答えを逃げます。

「いやあ、そのへんは分からんな。開発者に会えたら、そいつに聞くのがいいんじゃないか？　市井の反応が見たくて、時々ログインしているって噂だぞ」

「なら、聞く前にぶっ殺す」

「じゃ、ＳＪ４からは退場してくれ」

　男が言い終えると同時に、空気が動く音が聞こえました。

　どんな馬鹿力の賜たまものかは分かりませんが、15キロ以上あるボトルが、ピトフーイの顔面へと飛んできました。

「舐めんなあ！」

　ピトフーイはそれを──、

　ぶん殴りました。

　切れないのなら殴るまで。ピトフーイは重い物体を右腕のパンチ１発で弾き飛ばすと、飛んできた方へと猛ダッシュします。

　途中には棚がありました。ボトルを何個も置いた。

　それをピトフーイは、腿と腰で弾き飛ばしました。闘牛が、よけ損なった闘牛士を吹っ飛ばすかのように。

　そして水蒸気の向こうから見えてきた、デザートイーグルを右腕で構えようとしている青いジャージ姿の男。

「遅いわよ！」

「ぐっ！」

　男が撃って、室内にマグナム弾の轟音が響き渡りましたが──、

　そのときピトフーイは、彼の顔と銃の間にいました。

　抱き付くように懐に飛び込んだピトフーイは、右足で男の左足爪先を踏みながら、右手で顔面を押しました。

　そのまま男を押し倒して背中から床に叩き付け、

「がっ！」

「うらあ！」

　左足でデザートイーグルを持つ手首を踏みつけながら、勢いよく腰を落として、右足の膝を男の鳩尾に叩き込みました。

「ごぼふっ！」

「はーい、まだ死なないでね」

　ピトフーイは右腕を伸ばして、床に落ちていた４ガロンボトルを引き寄せ、親指でボトルの栓を押し開けました。

　そして持ち上げたボトルの先端を、

「〝喉が渇いただろと思ってな〟」

　男の口へと突き立てました。覆面の布越しにボトルの先端が顔に埋め込まれて、水が送り込まれていきます。

「ごぼぼぼぼが！」

　男が何かを言っているのを無視しつつ、

「ほうら、たんとお飲み」

　ピトフーイは男の体と、軽くなっていくボトルを力の限り押さえ続けました。

「おぶっ！　ごげっ！　がふっ！」

　ごぼん、ごぼん、ごぼん。

　ボトルの中で、空気の泡が勢いよく上っていきます。当然その分の水は、男の口の中に。

「ごぼぼっ！　ごぼぼぼぼががあが！」

「うん！　そうよね、言いたいこと、分かるわあ！」

「ごぼげごぼがぼげが！」

「休日も出勤かあ。お仕事大変よねえ」

「ごがががあ！」

「え？　チキンカレーが好き？」

「ごぼっ──」

　静かになった男が窒息モードに入り、ヒットポイントを全損させ【Ｄｅａｄ】のタグが出るまでの20秒ほど、ピトフーイは手足を細かく痙けい攣れんさせる男の上で、

「Schlafe, schlafe, holder, süßer Knabe, leise wiegt dich deiner Mutter Hand」

　日本語訳だと〝ねむれ、ねむれ〟で知られるシューベルトの子守歌を、素敵な歌声で歌っていました。
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　時間が少し戻って、フカ次じ郎ろうが豪快な自爆によってケンタを倒した直後。

　大きな爆発には吹き戻しがあります。爆発によって一瞬真空になった場所へ、外側からの風が戻ってくるから。

　それが室内だと、空気の動きが制限されるのでより苛烈になります。モールの中を駆け抜ける吹き戻しの暴風が、

「うひゃあ！」

　柱の陰に隠れていたレンの小さく軽い体を大きく揺らして、

「おっと！」

　重く逞たくましい体を持つボスが、抱き付くようにして支えました。お下げだけが、バタバタと揺れました。

「ボス！」

「フカ次じ郎ろうがくれたチャンス、生かすよ！」

「うん！」

　風が弱くなり、ボスはレンから手を離すと、さっきフカ次じ郎ろうが床に置いていったものを摑みます。

　ＰＴＲＤ１９４１、デグチャレフ対戦車ライフル。長さ２メートルの槍。

「それ、どうするの？」

　撃てないことは分かっているレンが聞いて、ボスは行動で答えます。通路の脇に無造作に置いてあった電動カートへと飛びついて、そのハンドルの隙間に突き刺しました。




　爆風で揺さぶられたのは、カンプピストルを撃っていたジャージの男も同じで、片腕がない分バランスを崩して派手にひっくり返りました。

「くそう」

　前から後ろへ、そして後ろから前へ。通路の中に吹き荒れていた風がようやく収まって、男は伏せたまま顔を上げました。

「ぬっ！」

　そして見ました。

　自分へと突撃してくる、一台の電動カートを。

　伏せたまま、右腕一本でカンプピストルの狙いを向けたとき、

「なんだと……」

　それが無人だということに気付きました。

　後部座席にも運転席にも、誰も乗っていません。代わりに、ＰＴＲＤ１９４１対戦車ライフルが、車体先端の運転席に縦に突き刺さっています。

　男は瞬時に理解しました。あの長くて重い鉄の棒が、ハンドルとアクセルを縫い付けるように固定しているのだと。

　通路はほとんど真っ直ぐなので、無人のカートは男めがけて驀進してきます。とはいえ避けるのは容易いこと。真っ直ぐしか走れない車なのだから、横に転がって、２メートルもずれればいいだけです。

　時速40キロメートルほどで突っ込んでくる電動カートを、男はあえてすぐに避けませんでした。

　ピンクのチビとゴツいお下げ女は見えませんので、カートの後ろ側にいるはず。──もしあの場から逃げていなければ。

　つまり、こうしている間は相手からの攻撃もないわけで、電動カートは自分を守ってくれている楯にもなるわけです。

　残り20メートルほどになって、男は転がって避けました。

　どっち側でもよかったのですが、左腕がないので右側に。切れた箇所での痛みは感じませんが、なんとなく最初に傷口を床に叩き付けるのがイヤだったからという、そんな理由。

　そしてそれを、レンは読んでいました。

「とった！」

　空中で叫びながら、両手に持ったヴォーパル・バニーの狙いを男に向けて撃ちまくりました。




「なにい！」

　体のあちこちに銃弾を食らいながら、男は転がり続けました。止まったら死にます。このまま転がり続けて、通路の右側にあった店に転がり込むために。

　回転する景色の中で、男は見ました。

　空中にいるピンクのチビを。自分へと楽しそうに撃ちまくっている相手を。

　自分と相手の距離はわずか10メートルほど。拳銃でも当てられる距離。

　なぜそんなに近くにいるのか。接近されたのか。

　男は理解しました。ヒントとなる電動カートが、運転席に槍のようなＰＴＲＤ１９４１を刺した乗り物が、さっきまで男のいた場所を通り抜けていったから。

　あのピンクのチビは、電動カートのすぐ後ろを走ってきていたのです。小柄な体で、俊敏さをフルに生かして全速力で。つまり車体と同じ速さで。

　そして最後は大きく飛んで、空中の高い位置からの攻撃。電動カートに気をとられている相手の死角を突くために。

「はっ！　やるじゃあねえか！」

　男が楽しそうに吠えながら、両開きのドアを体当たりで開けながら、ごろごろごろ──、回転しながら店へと入っていきました。

　同時にレンが着地。開ききったドアまでは７メートルほどの位置です。レンは空中で12発撃ちまくったので、腰の後ろに、バックパックにグリップを突っ込んで再装塡。

　その間のわずか３秒ほどですが、攻撃が緩んだ隙に男は、回転しながら店の奥へ消えていきました。

　逃がすか！

　ここで逃げられて、アイツの左腕の復活を許すわけにはいきません。ボスが追いついてくるのを待つ余裕もありません。

　レンは両手のヴォーパル・バニーを顔の前でハの字に構えて、男の入った入口へと突撃していきます。

　入口の上には《ベースボールショップ》の文字がありました。




　飛び込んだレンが見たのは、まさに野球用具店でした。

　明るく広々とした店舗の中に、壁や棚をレイアウトされて、綺麗に整然と陳列されている野球用品──、

　それは色とりどりのグローブであったり、ステッチの綺麗なボールであったり、氷水を入れておく大きなバケツだったり、憧れの大リーグ選手のユニフォームであったり、カラフルなスパイクシューズだったり、長い木製バットで殴りかかってくる片腕の男だったり。

「うげっ！」

　レンが己の最高の速度で身を引かなければ、右腕一本のバットの唸りを聞くことはできなかったでしょう。なぜなら、頭をかち割られていたから。

　撃ってくると思っていたレンにはまったく予想外の攻撃でしたが、避けられた以上は反撃あるのみです。

　倒れろ。

　レンは目の前にいる男へと４５口径の銃口を向けて、容赦なく撃ちました。

　撃ちすぎて弾切れをしないように、左右それぞれ３発ずつ。合計６発。近くにいる相手に対しては、十分な数です。

　どうだ？

　さすがに目の前２メートルにいる相手は外しようがないので、レンは勝利を確信しましたが、レンが見たのは自分の腹めがけて突き出されるバットでした。

「ごふっ！」

　レンの口から濁った空気が漏れました。

　男がフェンシング選手のように、右半身を大きく突き出して、レンの胸をバットの先で突いたのです。

　軽いレンの体は３メートルほど後ろに飛ばされて、強制的に退店させられました。肋骨を折られたと判定されてダメージを食らい、ヒットポイントが一気に三割減りました。それでもヴォーパル・バニーを両手から離さなかったのは、根性のなせる業でした。

　背中のバックパックから落ちたので上半身はまだ上を向いていられて、

「このっ！」

　レンは残弾を気にせずに、残り６発を撃ちまくりました。

　ほとんどが、男に当たりました。体中から被弾エフェクトが煌めいています。覆面の頰の部分でも、赤く光る部分があります。

　しかし、まだ死んでいませんでした。

　４メートルほど前で、男はバットを持つ手をゆっくりと背中に回しながら、

「ふう……。両方とも弾切れだな……」

　レンの両手を、つまりスライドが下がりきって止まっている２丁のヴォーパル・バニーを見ながら言いました。

「タ……、タフ！」

　レンは呆れました。

　拳銃弾とはいえ体中に数発、そして顔にも食らってまだ死なないとは。コイツの体力値はどうなっているのかと。エムかピトフーイ、あるいはそれ以上の頑丈さです。

「なあに、あとほんのわずかだよ。デコピンでも死ぬかもしれないなあ」

　覆面の口が歪みました。サングラスもあって顔は見えませんが、楽しそうに笑っているのだろうと、レンは思いました。

「体中が痺れて、実に動きづらい。強烈な鍼治療みたいだね。でもまあ、これから君の頭をかち割るくらいはできる。君を殺すのが、俺達のＳＪ参加の目的だからね」

　けっ！

　レンは心の中で舌打ちをして、そのままの勢いで、男へと憎まれ口の一つも叩たたきたくなりました。

「そうだよね！　ファイヤの傭兵として、勝たないとお金もらえないもんね！」

　すると男が、レンがまったく予想していなかった行動に出ました。

「お金？　──ふざけるな！」

　怒ったのです。

「ふざけんなよ！　そんなものはいらん！　俺は社長のために戦っているんだ！　社長の本気の恋のために！　俺達はみんなそうだ！　社長の未来のために戦っているんだ！」

　その口調には、本気の怒気が含まれていました。勢い余ってファイヤを〝社長〟と呼んだということは、彼の下で働く従業員なのでしょう。

　戦う理由は金ではなく、ファイヤの、いえ、西にし山やま田だ炎ふあいやの未来のために。

　レンの心の油断と隙を、男は見逃しませんでした。

　男は突撃ではなく、何気ない歩き方でレンに近づいてきました。あまりに自然なので、気付くのが一瞬遅れて、

「やばっ！」

　レンは腰の後ろに手を回してリロードを始めましたが──、

　それは取り返せない一瞬でした。

　間に合わない！

　男が急に歩む速度を上げて、右腕の木製バットを振りかぶりました。

　ヴォーパル・バニーは新しいマガジンを咥え込み、レンの両手がスライドストップを押し下げながら前へと戻っていきますが──、

　レンには、それより先に木製バットの先端が自分の脳天へと振り下ろされる軌道が、しっかりと見えていました。

　あ、死んだ。これ、デッドった。

　レンが思った瞬間、そのバットが消えました。

　男は何も持たない腕を振り下ろして、その体勢でレンの目の前で動きを止めて、

「あ？」

　レンの目をサングラス越しに見つめて、

「御免！」

　そのレンの目が、４５口径の銃口二つに代わりました。

　目の前にいる男へと、サングラスの下の両目への、同時射撃。

　脳天を２発撃ち抜かれたら、さすがの男も死にました。即座に、【Ｄｅａｄ】のタグが点灯しました。

　ぼてん、と力なく倒れた男の体から後ずさりながら、

「ボス……、助かったありがとう……」

　レンは自分の左側、20メートルほど離れたところでストリージを構えている仲間へと告げました。

　高速で振り下ろされるバットへの、この距離からの一発射撃。よくぞ当てたものです。

「いいってことよ。──しかし、レンにしては油断したな。いったい何を話していた？」

　レンは、素直に答えることができませんでした。




「もらった！」

　ケンタの必死の一言で命を長らえた男が、突撃しながらＭ９─Ａ１を撃ちまくりました。

　９ミリ拳銃弾は通路の上を飛んで、

「ぐっ！」

　ボスの足首に当たって、彼女の巨体をその場に倒しました。

　デヴィッドはそのボスへとさらに数発ぶち込んでから、狙いを20メートル先のレンへと変えて、

「ひゃ！」

　レンの周囲にもラインが煌めいて、とっさにレンは背中を見せて縮こまって、バックパックに命中して防弾板が受け止めました。

　デヴィッドはボスまで５メートルの位置にある柱へと抱き付いて、動いていないボスはもう無視しました。ひたすらに、レンへと撃ちまくりました。

「きゃ！　きゃ！」

　背中に次々に命中して、そのたびにレンは揺れます。必死になって体を丸めて、身を守ります。

「ちっ！　あのバックパック！」

　５メートル前にボスが倒れているのに、死にかけで悶もだえているのに、デヴィッドは無視しました。

　柱に身を押しつけて安定させ、25メートル離れた場所で丸まっているレンへと狙いをつけて、１発１発冷静な射撃。

　全てが背中に命中し、

「うひっ！　ひゃ！」

　レンの体を揺さぶり続けます。両手に握るヴォーパル・バニーに残弾はありますが、とても振り向いて撃てる状態ではありません。立ち上がって逃げようとしたら、その瞬間に撃たれるでしょう。

　デヴィッドは柱の陰から撃ちつづけました。レンを確実に、ここで屠るために。逃がさないために。

　とうとう１発が、バックパックを掠めてレンの足に当たり、ブーツで被弾エフェクトを煌めかせました。

「ひっ！」

　レンの体が震えた隙に、もう１発が肩を抉っていきました。

　ヒットポイントを三割に減らされて、レンは悲鳴を上げます。

「うひゃあ！　誰か助けて！」

「りょーかい！」

「え？」




　Ｍ９─Ａ１を撃ちきったデヴィッドは、すぐさまそれを投げ捨て、腹部からベレッタＡＰＸを抜きました。

　そして柱の陰から、一気にレンとの距離を詰めて確実に屠るために飛び出して──、

　その目の前に、ピトフーイが落ちてきました。




　エレベーターが突然出現したのかと思いました。

　ピトフーイは丸い床材の上に乗ったままドスンと四階に、駆けるデヴィッドの目の前に落ちてきて、

「どんぴしゃあ！」

　叫びながら、残った唯一の腕で光剣を突き立ててきました。

　この距離での光剣の破壊力は絶大です。ＡＰＸを撃って反撃しても、９ミリ弾の１発や２発では相手は殺せず、その前に自分が貫かれて死んでしまうタイミング。しかし、

「しゃらくせえ！」

　デヴィッドは最大火力の反撃を試みました。

　一瞬の出来事です。彼は左手をＡＰＸから離すと、その人差し指をトリガーガードに横に突っ込み引き金に当て、右手を前に押し出しました。

　左手の指が引き金を引いて銃が放たれ、銃の反動が腕の力より強いので、どうしても少し下がります。このとき引き金は元の位置に戻り、つまりリセットされて再び撃てる状態に。

　右手が銃を前に押し続けているので再び引き金が引かれ、また反動で引き金がリセットされて──、結果的に超高速で射撃を繰り返すことに。

　これが〝バンプファイヤ〟と呼ばれる、セミオートの銃の高速連射方法。普通に引き金を引くよりずっと速く、フルオートもかくやという乱れ撃ちができます。

　ピトフーイの光剣がデヴィッドの胸を反対側まで貫くのと、デヴィッドの高速連射がピトフーイの胸を抉えぐるのが同時で、

「がはっ！」「がっ！」

　シンクロして息を吐いた二人は、まるで抱き合うようにそこで静止しました。

「いやあ、強くなったわねえ……」

　死にゆくピトフーイの言葉に、

「誰かさんのおかげで、な……」

　死にゆくデヴィッドは答えました。

　フッと微笑んだピトフーイが、

「そんなに強くなるのなら……、本気で惚ほれてあげてもよかったかもね……、ダビド……」

　後ろに倒れながらそんなことを言って、デヴィッドは膝から崩れ落ちながら、

「悪くない言葉だぜ……」

　そう漏らしました。

　二人は同時に死んでいきますが、最後にピトフーイがデヴィッドに残した言葉は、

「あ、もちろん冗談だから。本気にしないでねー」

「てめえこのア──」

　デヴィッドの抗議は、最後まで言えませんでした。







「ああ……」

　銃撃が止んでから恐る恐る振り向いたレンは、見ました。

　わずか10メートルほどの場所で仰向けで死んでいる、ピトフーイとデヴィッドを。

　二人の間には丸く切り取られた床があって、見上げると天井に穴が開いていて、五階が少しだけ見えています。

　さっきピトフーイは床を切り取って、四階まで、デヴィッドの目の前まで落ちてきたのでしょう。そして、相打ちになったのです。

　ピトフーイの右手から離れたフォトンソードは、まだ光の刃を出していました。

　それが床に触れて、絨毯を焼いて、その下の構造体を溶かしながら沈んでいきます。まるでバターに熱いナイフを置いたかのよう。

　スルスルと沈んで、とうとう床から消えてしまいました。このままバッテリーが尽きるまで、地の果てまで潜っていくのでしょう。

「ああ……。ピトさん……」

　レンの視界左上の仲間のアイコンには、×印が五つも並んでいます。

　クラレンス、シャーリー、フカ次じ郎ろう、エム、ピトフーイ──、みんなみんな死んでしまいました。自分のヒットポイントだけが、たった三割とはいえ残っているのが奇跡のようです。

「ピトフーイには、謝らんといかんな」

　ボスの声が聞こえました。

　痺れた足でゆっくりと巨体を起こす彼女は、デヴィッドに撃たれてあちこちを光らせていましたが、どうにか生きていました。さすがのタフさです。

　ボスは、楽しそうに両目を見開いて死んでいるピトフーイを見ながら、

「ヤツは、ファイヤのためになんて、まったく考えていなかったよ……。さもなきゃ、あそこで助けには来ないだろう……」

　ボスの言うとおりでした。ピトフーイが五階から降ってこられたということは、上にいた青ジャージは倒したのでしょう。

「そうだね……。戻ったら、疑ったことを謝らなくちゃ……」

　レンは立ち上がると、ボスのもとへと歩み寄りました。

「ＨＰの残りは？」

「一割強ってところかな。数発がマガジンポーチに当たったおかげで、命は助かった」

「よかった！　ラッキーガールだね！」

　レンは手をさしのべて、

「お前には負けるけどな」

　ボスがそれをしっかりと摑み、起き上がろうとしてレンが引っ張られてすっころびました。

「ぎゃふ！」

「おお、スマン」

「重い！　まったくこのデカ女！」

「悪いな、チビ助」

　それから二人は、

「ぷっ！　あはははははあはは！」

「わははははははははは！」

　重なり合ったまま笑いました。

　30秒くらいでしょうか。穴があちこちに開いて、死体が転がるショッピングモールの通路に、甲高い声と野太い声が響き渡りました。

　二人でしっかりと笑ったあと、

「よし！　ちょっと殺り合うか！」

　レンがパッと起き上がりながら言って、

「それは願ってもない申し出だが──、もしレンが負けたら、ファイヤとの約束はどうなる？」

　ボスが巨体を、痺れの取れた太い足で持ち上げながら訊ねました。ストリージを再装塡しながら周囲を確認しますが、敵の姿はありません。

　今でもレンのことを心配してくれるボスに心の中で感謝しつつ、レンはニヤリと笑って答えます。

「負けるつもりはないよ！　ま、そのときは、全力でしらばっくれるよ！」

「お主もワルよのう……。じゃあ、遠慮なく──」

「やっちゃいますか！　どこで、どうやる？」

　レンが聞いて、どこでどんな方法でも受けて立つという意気込みだと知ったボスが微笑みました。怖い笑顔でした。

「ここで、今すぐ」

「よっしゃ！」

　このとき、ボスとレンの距離は２メートルほど。

　ボスは、腰のホルスターにストリージをカチンと戻しました。

　レンは、両手に持っていたヴォーパル・バニーのマガジンを新しいものに換えてから、安全装置をかけずに、腿のホルスターに戻しました。

　ボスは広い通路を使いながら、ゆっくりと下がって距離を取りました。およそ10メートルという、拳銃戦としてはちょうどいい距離を取って、

「では、決闘スタイルでいこう。以前、ＢｏＢの予選で見たことがあって、一度やってみたかったんだ」

　ボスはポーチから、ストリージの予備マガジンを取り出しました。

「コイツを投げて、床に落ちたらお互い抜く。それでどうだ？」

「いいよ。西部劇みたいだね。勝負は一撃で決まるね」

「ああ」

　残ヒットポイントはレンが三割、ボスが一割ですが、そもそも二人の耐久力には大きな差があります。実際に死ぬまでに必要なダメージは、レンの方が少ないくらいです。恐らく二人とも、１発食らえば死ぬことになるでしょう。

　レンの方が小さく素早いので有利に思えますが、ボスだって決して遅くはなく、何よりも拳銃を使い慣れています。一方レンは、今日初めて手にしたばかり。

　ほぼ条件はイーブンだとレンは思い、だからこそボスが最後の勝負に提案してきたのだと理解しました。断る理由など、ありはしません。

　レンは、バックパックを脱いで、床に置きました。

　身軽になるためではなく、背中の防弾装備がズルになると判断してのこと。

　再装塡ができなくなるので、撃てるのはヴォーパル・バニーに入っている７発×２ですが、勝負が14発で決まらない場合、自分は間違いなく死んでいるでしょう。

　レンは少しだけ腰を落とし、両手で腿のホルスターをポンと叩きました。ストラップを付けていないので、銃は抜くだけです。

　そのまま手は、ホルスターの脇で、グリップに触れるか触れないかの位置へ。

「いつでもいいよ」

　ボスもまた、右手をホルスターの脇で保持したまま、

「いくよ」

　左手でアンダースローで、マガジンを高く放り投げました。

　さすがは新体操部のボス、投げた物が逸それることがありません。マガジンは天井スレスレまで上ったあと、二人の間、どんぴしゃりの場所に落下を始めます。

　レンは、楽しそうなボスだけを見ていました。

　ボスは、楽しそうなレンだけを見ていました。

　その視線の間に、マガジンがゆっくりと回転しながら落ちてきて──、

　どすっ！

　絨毯で静かに音を立てました。







　ボスがホルスターから恐ろしい速さでストリージを抜くのと、レンが跳び上がるのが同時でした。

　レンはその場でジャンプしながら、右回りで回転──、しつつヴォーパル・バニーを抜いていました。

　回転の途中、レンの体が横を向いた瞬間、つまり被弾面積が一番細くなったときに、ボスの放った９ミリ弾が、胸の前を通り過ぎていきました。

　回転が終わる前に、まだ空中で身を捻っている間に──、

　レンは両手でヴォーパル・バニーを発砲しました。

　放たれた２発の弾丸は、１発はボスの肩の上を通り越して、もう１発は、

「がっ！」

　２発目を放とうとしていたボスの額に命中し、脳内までめり込んでいきました。




「みご、とだ……」

　最後にどうにかそれだけ言い残して、ボスは絶命してうつぶせに倒れていきます。巨体が通路の上に倒れて、低音を響かせました。

「……はあっ！」

　両手にヴォーパル・バニーを構えたまま着地したレンは、鋭く息を吐きました。

　そして、

「上手く……、いった……」




　レンは、わずかな可能性に賭けました。

　ボスの方が抜くのが、そして弾を放つのが速いのだから──、

　それを躱すことができる、いえ、躱せる可能性が少しでも高い方法を考えた末の、ジャンプからの高速回転。

　普通にしゃがんだり横に避けるだけなら、ボスに反応されてしまうでしょう。でも、その場での素早い回転ならば、気付いたときにはもう引き金を引いてしまっているはず。

　もちろん、そうしてボスが撃った弾がそのまま自分の側面に当たる可能性だってありました。だからこれは、相打ちすら許されない、勝つか負けるか、フィフティ・フィフティの賭けでした。

　しかしレンは、勝ちました。

「やりましたね！　さすがはレン！」

「まあ、半分は外しましたけどね。あの距離で！」

　２丁のヴォーちゃん達が、褒めたり憎まれ口を叩いたりしました。

　レンはそれらをホルスターに突っ込むと、

「むぎゅ」「むぎゅ」

　落としたバックパックを背負って、しっかりとストラップで固定しました。

「勝って兜かぶとのなんとやら。まだ、勝負は終わってないからね……。まずはファイヤを見つけ出す……」

　レンの独り言が通路に響いて、

「いや、勝負は君の、君達の勝ちだよ」

　男の声が、それに答えました。




「っ！」

　レンはヴォーパル・バニーを両手で抜いて振り向いて、声のした方へと銃口を向けました。凄まじい速さでした。

「な──っ？」

　そこにはさっき倒した青ジャージ男の死体しかなくて、

「俺は、無線機に話をしているよ」

　その死体が身につけている通信アイテムからの声だと気付きました。それがファイヤの声だとも。

「ファイヤ！　──ずっと盗み聞きしていたのか！」

　レンは理解しました。男の腰の脇にはスピーカー付きの通信アイテムがあって、今までファイヤに声や状況を送り、今はファイヤの声を返しています。

　すると間違いなく、ちょっと前の『オメー、幾らもらってるんだ？』発言や、さっきの『しらばっくれるよ！』発言は聞かれていたことでしょう。

　盗聴の変態め！

　レンは憤りましたが、約束を守らない方がちょっと悪くはありませんかね？

「ファイヤ！　残りはあなただけだ！　こっちもわたしだけだ！　どこにいる！　今すぐ倒しに行ってやるぞ！」

　レンは通信アイテムへと叫びましたが、同時に思いました。

　もしファイヤが、その場にトラップでも仕掛けていたらマズイと。

　彼がどんな武器を持っているか、どんな戦い方をするか、レンにはまったく分かりません。

　バトルは初心者であろうファイヤですが、拳銃戦用に数々の装備を調えていたチームメイトを考えると、彼も相当の準備をしてきているに違いありません。リアルマネーにものを言わせて、強力な拳銃や防具をしこたま身につけているはず。

　残り三割のヒットポイントで倒せるかは、正直分かりません。

　それでも、行かねばなりません。

　ここまで自分を守るために戦ってくれた、そして死んでしまった仲間達のために。

「俺は、中庭にいるよ。メリーゴーランドの前だ。降りてこられるかい？」

「３秒で行ってやる！」

　それはさすがにムリでしょう。





＊　＊　＊






　脅威の全力ダッシュでも、四階から駆け下りて中庭に出るまで、30秒はかかりました。

　レンが弾丸のように中庭に飛び出すと、周囲は建物の中とは思えない巨大な遊園地で、動かなくなったアトラクションが、静かに佇たたずんでいます。

　そして、タイルの床が開けた場所に、メリーゴーランドがありました。

　あちこち塗装は剝げていますが、ケバケバしい色で塗られた馬たちが、胸を鉄柱で貫かれた馬たちが同心円状に並ぶ、デコレーションケーキのようなテント。

　その前に、手すりに軽くもたれかかって、背の高い男が立っていました。

「ファイヤ！」

　周囲にトラップが仕掛けられるような物がなく、ファイヤの手に武器はない様子を見ても、レンは油断しませんでした。

　広々とした空間を駆け抜け、30メートルほど手前で足を止めると、ヴォーパル・バニーを両手で突きつけたまま、

「来てやったぞ！　勝負だ！」

　最高に楽しそうな笑顔で叫びました。

　ファイヤは、ハンサムな顔を歪ませるでもなく、綻ばすこともなく、淡々と語ります。

「さっき言っただろう？　勝負は君の、君達の勝ちだよ」

　トラップなのか？

　レンは思いましたが、周囲に誰かがいる様子は、見受けられません。ファイヤまでの空間はただのタイルの床。何度見ても、手榴弾が仕掛けられる場所もありません。

　レンは、何が起きても驚かないように気を張り詰めつつ、視界の全てを警戒しつつ、ゆっくりと歩いて近づいていきます。

　残り10メートルで、もう撃てば絶対に当てられる距離で、レンはファイヤを狙ったまま訊ねました。

「まだあなたがいる！　なんで戦わない？　なんでかかってこない？」

　ファイヤは、長い両腕をゆっくりと体の前で開きました。

「方法がない。俺は、武器を何も持っていないからね」

　さすがのレンも、これには驚きました。

「は……、い？」

「俺はね、銃とかナイフとか、人を傷つける道具が嫌いだ。ゲームの中でも、持つという選択肢はなかった。だから、今回は仲間を信じて待った。みんなは、とても頑張ってくれた。でも、少し及ばなかった」

「…………」

　レンは絶句しました。

　ラスボスたるファイヤが、どんな強力な、あるいは奇想天外な武器を持ってくるのか構えてみれば、何も持ってきていないとは。

「驚きで人が殺せるのなら、今頃わたしは負けていたよ」

　思わず言ってしまいました。

　レンは、撃つ覚悟を決めました。しっかりと狙いを定め、指が引き金に触れると、バレット・サークルが出現して、ファイヤの体をほとんど捉えました。

「そうだ、今のうちに一つだけ言っておきたい」

　自分に刺さるバレット・ラインを見たであろうファイヤがそう告げて、

「遺言？　どうぞ」

　レンは引き金を引き絞るのを、少し待ちました。

「フルダイブ型ＶＲゲームを、そしてこのＧＧＯを馬鹿にしてすまなかったね。あの言葉は撤回する。知らなかった人間の愚かな意見だったと、笑ってやってほしい」

　驚きで殺せるのなら、二回目の死亡だったことでしょう。

　レンは目を丸くしつつも、素直に答えます。

「……分かった。その言葉は、もらっておく」

「よかった。言えてすっきりしたよ。それを言わずに死ぬのだけは、避けたかったからね。じゃあ、遠慮なく撃ってくれ。賭けは、君の勝ちだ」

「…………」

　レンは、最後に何か、憎まれ口でも、それとも健闘を称える言葉でも言おうかと、３秒ほど悩みました。

　思いつきませんでした。

　だから、最後くらい、ファイヤとちゃんとした話をしようとしました。

　ここでなら、誰にも聞かれる心配はありません。

　さっきのファイヤの謝罪を聞いて、レンの心の中にも、彼に言いたいことが一つ生まれました。たぶんこれで会うのは最後だから、今ここで言っておこうと、思いました。

　レンはファイヤを見ながら、口を開きます。

「あの──」

　ファイヤの背中に一頭の馬が現れて、大きな口を開けました。




　モンスター！

　馬鹿！　ずっとじっとしていたから！

　ファイヤは愚かにも、この場所に５分以上いたのです。

　だから湧き出した、馬のようなモンスター。レンは一瞬、メリーゴーランドの馬が動き出したのかと思いましたが、違いました。

　悪趣味にも、似たような姿のモンスターを出したのです。

「くそっ！」

　悪態をつきながら、レンは撃ちました。

　２発の弾丸は馬の顔に命中し、そいつをポリゴンの欠片へと変えて消滅させました。気付いていなかったファイヤが、首を傾げました。

　そしてそれは、当然ですが別のモンスター達を呼び寄せることになります。

　じゅわり……。

　静かだったモールの中庭に、何かがざわつく気配がしました。生き物の気配です。それも大量の。

「うげっ！」

　レンは見ました。

　自分の周囲のタイルに滲み出てくる、モンスターの体の一部を。

　それはどう見ても人間の指で、やがて手になり、そして腕になり、続いて顔になりました。

　キモい！

　それを一言で表するのなら、〝ゾンビ〟でした。

　人間の形をして、人間の衣服を着ているが、皮膚の色は不気味に灰色に染まり、目は白濁して濁り、ゆらゆらと体幹の筋肉がないような動きをする二本足の生き物。

　人が集まるショッピングモールの中だから、人型のモンスターを出すということなのでしょうが、

「えぐい！　超悪趣味！　考えたヤツ出てこい！」

　レンはアイデアを出した人の思考と嗜し好こうを本気で嫌けん悪おしました。あのクソ作家に違いありません。

　ばん！

　レンは自分の足元に湧いてきたゾンビを、腐りかけの腕で足を摑まれる前に撃ち抜きました。拳銃弾１発で消え去るモンスターですが、何せ数が多いです。

「おや？　これはすごい景色だね」

　ファイヤはまだメリーゴーランドの前で、ワラワラと動く死人が湧き出る地獄のような光景を見ていました。

「何してる！　ひとまず逃げろ！」

　レンが叫びましたが、

「なあに、勝負は終わりだよ。君こそ逃げるといい」

「くそっ！」

　レンは撃ちまくりました。自分とファイヤの間に生まれつつあるゾンビの頭をスパスパと。

　弾切れを起こしたヴォーパル・バニーを背中に回し、新しいマガジンがジャコンと差し込まれて、再び撃ちまくります。

　くそおお！　わたしは何をやってるんだ！

　撃ちまくりながらもファイヤに近づいていくレンに、

「いいじゃないですか。暴れ足りないようですから、やっちまいましょうよ」

「まだまだ弾はありますよ。もっともっと、吠えさせてくださいよ」

　ヴォーちゃん達は唆し、

「ああやってやる！　くそったれえ！」

　きらりん。レンの目が怪しく光りました。

「おまえらぜんいんぶっころす！」




　レンは右手で撃ちました。若い男ゾンビの腐りかけの顔が半分吹き飛びました。

　レンは左手で撃ちました。中年男ゾンビの喉を貫いた弾は後ろにいた若い女ゾンビの胸に当たって、彼女が揺らめいたところをレンは左足で蹴り飛ばして床に叩き付け、その脇を通り抜けるときに無造作に左手で１発撃ち込みました。

「ふうっ！」

　一息つく暇もなく、ゾンビの群れが、お爺じいさん、お婆ばあさん、お父さん、お母さん、中学生っぽい娘──、つまりはこのモールに買い物に来ていたらしい白人の裕福そうな一家がレンを取り囲んできて、

「おらあ！」

　レンはまず一番近かった髭もじゃのお爺さんの顔面に両手で１発ずつ叩き込んで、身長を低くしました。次に手をクロスして、左右にいたお婆さんと娘の心臓を吹っ飛ばしました。

　正面からジタバタと駆け寄ってきたお父さんの胸に両足で蹴りを入れつつ、その反動でお母さんへと飛びながら回転、その勢いを乗せたまま、ヴォーパル・バニーの側面で顔を思いっきりぶん殴りました。腐りかけていた口が、そのまま塊になって顎ごと吹っ飛んでいき、

「うばーばーばーばーばー！」

　まだ消滅せず、そこから濁った声が漏れましたが、

「うるさいだまれ」

　レンは左手のヴォーパル・バニーをその空間に突っ込むと引き金を引きました。頭の後ろが吹っ飛んで、銃の前部が首に食い込みました。

　レンはそのまま回転して、起き上がってきたお父さんの脳天を撃ち抜きました。




　くそっ！　数が多い！

　ゾンビは弱い敵ですが、それまでチームで対処していた数を一人で屠るのはそれは大変です。

　しかし、

「やれやれやっちまえ！」

「それでこそレン！」

　ヴォーちゃん達の応援があるから、

「ああっ！」

　まだまだ戦えます。

　右手のが弾切れ、左手一本で撃ちつつ再装塡します。そっちが弾切れ、そして再装塡。

　ゾンビを数体蹴り飛ばしながら、馬のモンスターが迫ってきて、

「ちっ！」

　レンは横っ飛び一閃、暴走馬の進路から外れると、通り過ぎた巨体のケツに数発ぶち込んでやりました。

　タチの悪いことに、ゾンビの中には普通のモンスターも混じっていました。

　豹ひようのような化け物はゾンビの足元から跳び上がってレンに襲いかかると、爪を立てて前脚を薙ぎ払い、

「がっ！」

　バックパックを引っかけられたレンはぐるんと回転してから床に叩き付けられました。どうにかダメージ認定はされずに済みました。

　バックパックの側面が裂けて、中のマガジンがバラバラとこぼれ落ちていきます。

「くそう！」

　ありがたかった再装塡装置も恐らく壊れたことでしょう。レンはくるりと向きを変えた豹の顔面を、

「うらあ！」

　ボコボコの穴だらけにしたあと、

「ごめん！　どっちか！」

　先に弾切れになった左手のヴォーパル・バニーを、

「ひーどーいー！」

　悲鳴ごと投げ捨てました。

　裂けたバックパックも脱ぎ捨てると、タイルの上にマガジンが転がる場所を陣地と定め、右手一本で迫るゾンビを撃ちまくりました。

　前を撃って、右を撃って、後ろを撃って、左を撃ちました。

　古式ゆかしき、〝走れないゾンビ〟なのが、唯一の救いでした。のっそりのっそりと迫るゾンビの顔へと、

「うら！　ほら！　どりゃ！　だっ！」

　どごん、どごん、どごん、どごん。

　４５口径の鉛弾を、確実にぶち込んでいきます。弾切れするとサッとしゃがんでマガジンを左手に摑み、交換。

　そのときに、ちらりとファイヤの姿が見えました。

　ファイヤはまだ、メリーゴーランドの前に佇んでいました。

　ゾンビ達はファイヤを、一切襲いません。まるで電柱のようにその脇を、通り過ぎていきます。

　なぜだ？　そうか！　武器を持っていないからか……。

　レンは訝いぶかしんだ瞬間に答えに気付きました。

　斥候を撃ち倒さないと湧いて出てこないように、武装していないプレイヤーキャラクターを、モンスターは襲わない設定になっているのです。

　設定をした人は、バトルの結果武器をなくしたキャラクターの救済措置として拵えたのでしょうが──、まさか最初から一切持たずに来る奴がいるとは思っていなかったでしょう。

　つまりこのままでは、ひたすらにレンが襲われ続け、死んだら負けるということに。

　面白い！

　レンは滾りました。

　勝負を投げたファイヤには納得いかなかったレンにとって、これが新しい勝負となりました。

　湧き出るモンスターを全部倒せば、レンの勝ち。

　今決めました。そう決めました。

　どどどん！

　右手一本で高速連射して、横並びで迫るゾンビを屠りながら、レンはファイヤに向けて犬歯を見せました。




　１００秒以上は、戦っていたはずです。

　時間の概念がなくなり、足元のマガジンもほとんどなくなった頃、ゾンビの群れもごくわずかになってきました。一定数以上は出ないはずなので、今存在しているこいつらで最後でしょう。

「おら！」

　どん！

　高そうな一眼レフカメラを首から提げた観光客ゾンビを、レンは黄泉よみの国くにに送ってあげました。

「うりゃ！」

　どん！

　テディベアを抱えていたワンピース姿の女の子を、レンはテディベアごと撃ち抜きました。

　そして弾切れ。

「へい、リロード頼んます。このままでは、ただのピンクの文鎮ですよ」

　ヴォーちゃんの声が聞こえましたが、

「ないっ！」

　拾い上げたのは、既に空になったマガジンでした。次に拾い上げたのも、空。足元を見たら、金色の銃弾が見えるマガジンは一つもありませんでした。

　唸りを上げながら、のったくったと迫るゾンビはあと八体。周囲４メートルほどで自分を囲んでいて、逃げ道はありません。

　しかし──、

　ポリスメン！

　そのうちの一体が、紺色の制服を着ている警官だと、レンは気付きました。

　腰には手錠や警棒を吊った装備ベルトを身につけていて、そこにはホルスターもあって、

「えいっ！」

　ヴォーちゃんを、レンは投げつけました。

「うわあなにをするー？」

　飛んでいったヴォーパル・バニーは警官ゾンビの顔に当たって、彼を怯ひるませました。その懐ヘとレンは飛び込んで、右腰のホルスターに左手を伸ばしました。

　そして摑んで抜いたのは、米国警官の友、《グロック１７》。

　ＧＧＯ世界で再現されている銃なら、これだって撃てるはず。レンは身を引きながらグロック１７を右手に持ち替えると、警官のお腹に向けて、引き金を引き絞りました。

　カチン。

　乾いた音がして、グロックは発砲してくれませんでした。古すぎる雷管が発火しなかったと認定されての不発です。

「だあ！　こんなところだけリアルにするな！」

　レンは叫びながら、その拳銃を持ち主の顔面へと投げつけました。

　もうこれで、レンに銃はありません。

　ゾンビ達は迫ってきます。一歩、また一歩と。逃げ道はありません。

「ふっ！」

　レンは微笑みました。

　バックパックの下で眠っていた、腰の後ろに装備されていた最後の武器へと、後ろ手に右手を伸ばします。

　握り慣れたそのグリップを、しっかりと指で包み、

「さあいくよ！　ナーちゃん二世！」

　コンバット・ナイフを引き抜きました。

「合点承知の助！　ああ、もうレン殿、今回は出番がないかと思いましたぜっ！」




　メリーゴーランドの前で佇むファイヤの目に、レンが映っています。

　レンは警官ゾンビの前で軽くジャンプして、同時に喉笛を切り裂いていきました。

　警官ゾンビが消える前に、レンは左側でポップコーンの袋を持っていた男の子ゾンビへと襲いかかり、目の前を風の速さですり抜けたと思うと、男の子の首がころんと転がりました。

　両手を伸ばしてつかみかかってきた中年黒人女性ゾンビの前で、

「ふっ！」

　レンは右手を残像しか見えない速度で動かしました。

　ゾンビの手がストンと落ちて、続いて腕も落ちました。

　それでも嚙みついてくる女性の胸に、レンはナイフを横にして、肋骨の隙間から心臓を一刺ししました。

「残り五つ！」




　そのとき、レンに向かおうと動いたファストフード店の制服ゾンビが、何かを蹴飛ばしました。

　蹴飛ばされたその何かは、タイルの上を綺麗に滑って──、

　コツン。

　ファイヤのブーツの足先に当たりました。

　それは、スライドが下がって止まっていた、ピンク色をした拳銃でした。

「…………」

　ファイヤは、長身をかがめて、それに手を伸ばしました。




「あと三つ！」

　店員ゾンビの脇腹をごっそり切り裂いたレンは、

「え？」

　残りのゾンビのうちの二体──、パーティーでもあったのか、真っ赤なセクシードレスの女性ゾンビと、対照的にＴシャツ姿でまるまると太ったオッサンゾンビが、ファイヤの方へと歩いているのを見ました。

「なぜっ！」

　その一瞬の油断を見逃さず、近くにいたスーツ男ゾンビがレンにのしかかるように倒れてきて、

「っ！」

　小柄なレンをタイルの上に押し倒しました。

「うーばー」

　その口を大きく開いて嚙みつこうとしてきて、

「せっ！」

　レンは逆手で、刃の突きを喉の中に叩き込みました。そのまま腕を振り上げると、男の顔が縦に半分に割れました。

　床に倒されたレンは、逆さまのまま見ました。

　ファイヤへと迫る二体は、残り３メートルほど。

　ファイヤは微動だにせず、まるで殺されるのを待っているかのよう。そしてその手に、自分がさっき放り投げたヴォーパル・バニー。

　弾が入っていなくても、銃は銃。ピンク色でも、銃は銃です。持った瞬間にゾンビが反応して、ファイヤをロックオンしたわけで、

「あの馬鹿！」

　レンはバネのように飛び起きると、駆けました。二体のゾンビの背中までは、５メートル。

　少し足の速かった女ゾンビが、ファイヤへと迫りつつ手を伸ばしました。見えませんが、口も開いていることでしょう。

　もう、レンが駆け寄っても間に合わないことが分かって、

「ああもう！　食らえっ！」

　レンはナイフを手の中でくるりと回すと、投げました。

　刃は女ゾンビの脊髄へと食い込んで、ファイヤの目の前で彼女を倒しました。しかし、残った一体が、太ったオッサンゾンビが迫り、

「うおおおおおおっ！」

　レンは跳びました。

　手に武器はありませんが、それがどうしたというのでしょう。

　まだ戦えます。レンは死ぬまで戦えるのです。

　ちょうど、ＳＪ２でピトフーイを倒したときのように。

　迫ったレンは大きく鋭く素早く跳躍すると、オッサンゾンビの巨体に飛び移り、

「うがあああ！」

　その喉に嚙みついていきました。




　ざくっ！

　レンの口の中に、喉の皮膚を嚙み抜いた感触が伝わり、同時に左目の中に鈍い痛みが走りました。

　オッサンゾンビの太い親指が、彼なりに必死の抵抗をした結果、レンの左目に食い込んでいました。ゴリゴリと、奥へと入り込んできました。

　くそっ！

　減っていくヒットポイントを見ながら、レンはさらに口へと力を込めて──、

　ぐしゃり。

　とうとうゾンビの首筋を、頸けい動どう脈みやくを嚙かみ切きりました。

　光の粒子になって、オッサンゾンビは消えていきます。体も、左目に食い込んでいた指も。

　レンはその場に落下して、

「ぶべっ！」

　背中から落ちて、高くそびえるファイヤを見上げました。

　ヒットポイントの減りは、止まりませんでした。左目だけでなく、奥の脳をやられたと判断されての大ダメージ。

　すぐに残り一割を切って、自分の死が避けられないことを知ったレンは、

「ファイヤ、わたしは──」

　最後に言いたいことを言ってやろうとして、言えませんでした。

　レンは最後まで右目を開いていましたが──、

　ヴォーパル・バニーを手にしているファイヤの姿が、その静かで冷たい顔が、視界から消えていきました。







　酒場の観客達は、二つの画面を同時に見ました。

　一つの画面では、レンが死んでいるすぐ脇で、背の高いジャージ姿の男がウィンドウを操作する様子を。

　そして、力なくその場に倒れる様子を。降参を示す【Ｒｅｓｉｇｎ】のタグが、ポンと生まれました。

　もう一つの画面では、高速道路を必死になって走る三人──、プロテクター装備に覆面姿の男三人へと、大量の銃弾が雨のように降り注ぐ様子を。

　マップ北西部の廃墟から、ファイヤの救援のために、割れた湖を迂う回かいしてずっとずっと走ってきていたＶ２ＨＧの三人は、ショッピングモールを目の前にして死にました。







『CONGRATULATIONS!!　WINNER ZEMAL!』

　ケバケバしいファンファーレと、巨大な文字が煌めく空の下で──、

　大きなバックパックを背負い、そこから金属レールが繫がったマシンガンを抱えた五人の男達と一人の女は、高速道路にいました。

　道の真ん中で堂々と撃ちまくった男達の後ろで、

「おめでとう！　これで優勝よ」

　ビービーが声をかけました。

　すると、うっすらと煙を立たせるマシンガンの銃口を下ろした男達が、次々に、ゆっくりと振り向きました。

　全員の顔にあるのは、優勝の喜びではなく、驚き。

　バンダナ男のトムトムが、ちょっと泣きそうな顔で言います。

「あのう、女神様、恐れ多くも発言をお許しくださいませ……」

「なあに？」

「これで、このゲームはお終いでしょうか？」

「もちろん！」

「だとすると……、自分達は、かなり悲しいです」

「え？　優勝できたのに？」

「そうなのですが、正直言うと、もっともっと撃ちたかったです……。撃ちまくりたかったのです……」

「は？　すると、優勝が目的じゃ、なかった？」

「いえ、まあ、ずっと撃ち続けるには最後まで生き残るべきなので、それは良いんですが……」

　ビービーは、どこか悲しそうなトムトムと、他のメンバーを見ながら呟きました。

「うーむ、やり方間違えたかしら……？」




　試合時間、２時間58分。

　第四回スクワッド・ジャム、終了。

　優勝チーム・『ＺＥＭＡＬ』。

　大会総発砲数・２３４，９０１発。
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第二十三章　「香か蓮れんの憂鬱」









　２０２６年８月29日。土曜日。

　霧きり島しま舞まいは出勤しました。

　朝８時半に軽自動車で自宅アパートを出発し、素晴らしくよく晴れた空の下で、周りには緑しか見えない大自然の中の道を走り抜けていきます。

　ネイチャーガイドである舞まいの仕事に、土日は関係ありません。夏休み中なら、なおのことです。

　もちろん北の大地、ここ北海道での短い夏休みは終わっています。この場合は、本土の夏休み。長い休みの最後に、北海道を訪れる家族連れは多いのです。

　リアルでは二十四歳の日本人女性である舞まいは、彼女が使うＧＧＯのアバター、シャーリーとはまったく違った外見をしていました。

　まず、身長が低いです。１５５センチほど。ＧＧＯのキャラクターが、全体的に日本人の身長より高いので、これは当たり前と言えば当たり前なのですが。香か蓮れんや美み優ゆが例外なのです。

　髪の色はもちろん黒で、長さはセミロング。それを真後ろで一つに縛っています。

　唯一似ていると言えるのは、顔つきでしょうか。よく言えば逞しい、悪く言えば野生児のような、可愛らしい服装が似合わない雰囲気を醸かもし出だしています。

　服装は、有名アウトドアブランドのジーンズと、赤色がメインのフランネルシャツ。その上にポケットがいっぱいの、目立つオレンジ色のベスト。頭には防水のナイロン製キャップ。

　夏にネイチャーガイドをやるときの服装はいつも同じで、ほとんど制服のようになっています。ベストなどボロボロで裾がほつれているので、そろそろ買い直したいところです。

　第四回スクワッド・ジャムから、３日。

　あのとき暴れ回ったシャーリーですが、結局はピトフーイを討てませんでした。

　それだけを考えれば悔しいのですが、戦いを振り返れば思う存分暴れて殺すことができて、それなりに満足のいく３時間でした。

　つまり、楽しかったのです。悔しくなかったのです。

　舞まいは、

「シャーリー、悩みすぎるなよ！　もっと人生、じゃなくてゲーム人生、気楽に過ごそうぜ！」

　あのときクラレンスが言った台詞を思い出しました。

　ハンドルを握っているので、ハンヴィーで無茶苦茶な運転をしたことも思い出しました。

「ふふっ！」

　舞まいは軽く微笑むと、３日前より自信を持って、カーブを曲がっていきました。とはいえ安全運転で。

　そして、

「ヤツをぶっ殺すチャンスは、まだまだあるさ」

　警官に聞かれたらまずいことを、笑顔で言いました。




　あれ以後、クラレンスとは一度も話をしていません。

　ＳＪ４から戻ったら、先にログアウトしていたようです。だから、今度ＧＧＯでクラレンスと会ったら、言いたいことができました。

　それは、

「直接会ってもいいぜ」

　という言葉。

　８月が終われば、舞まいにも遅めの夏休みがやってきます。

　そのとき、クラレンスのリアルの住すみ処かが日本のどこであろうとも、例えば一番遠い沖縄の離島でも、こっちからその土地を訪れて、観光ついでに会ってもいいと思いました。

　そして、

「ゲーム、気楽に楽しんでいるよ」

　そう言いたいと思いました。

　そんなことを考えている間に、舞まいは本日の出勤先、地元の観光牧場に到着しました。さて、仕事です。

　朝の９時前でした。車を止めて事務所で挨拶をします。

　今日の彼女の仕事は、東京から来ているお客さん一人を馬に乗せて、自分も馬上からガイドして、広い広い大自然をのんびりと散策すること。

　夏休み中にはよくある仕事で、大抵は家族連れがガイドの対象になるのですが、今日は少し違いました。

　観光牧場の経営者はご夫婦で、そのうちの奥さんの方、四十代の女性が、お客さんの事情を舞まいに丁寧に説明します。

　10時頃やってくる予定の今回のお客さんは、東京に住む、不登校の中学三年生女子。

　幼い頃からクラスや学校になじめず、とうとう小学校四年生の頃から学校に通えず、以後は家で自宅学習をしているとのこと。ずっと引きこもっている状態を心配した親が、どうにか宥なだめ賺すかして連れてきたのです。

　だから普通のお客さんと違って、繊細な彼女を一切傷つけないように、言動には気をつけるように要望されている──、などと言われても舞まいは困ります。

　舞まいには不登校の経験などなく、学校といえば好きな友達や教師などと毎日笑って過ごせる最高に楽しい場所でした。その子の心の痛みなど、おそらく何一つ分かりません。

　思っていることが顔に出たのか、サバサバした性格の女性が言います。

「まあ、普段通りで大丈夫っしょ。舞まいちゃんは優しいから」

「う？　そうですか？」

「そうよー。言ってなかったっけ？　最近は、より一層ね。角が取れたっていうか。なんだっけ？　みんなでやってる、〝ガンゲイル・オンラインなんとか〟ってゲームの影響かしらね？　ゲームの中でも、優しいの？」

　遊んでいない彼女には分かりませんが、ＧＧＯ内でのシャーリーは悪あつ鬼き羅ら刹せつの類いです。人を撃ち殺しまくり撥ね殺しまくりのヒドい奴です。

「どうでしょうねえ……」

　舞まいは言葉を濁しつつ、ヴァーチャルですっきりすればリアルは丸くなるのかな？　などと思いました。

「ところで、ゲームタイトル、全部言えてますよ」





＊　＊　＊






　馬と馬具の準備が終わる10時頃、レンタカーに乗って母親と一緒にやって来たのは、舞まいと同じくらいの身長の女の子でした。

　黒い髪を背中まで伸ばした、顔も手もどこか病的に白い、瘦せていて不健康そうな──、いえ、お人形のような女の子。花柄のワンピース姿。

　経営者の女性がとても愛あい想そよく出迎える脇で、舞まいはその子を眺めていましたが、ふと目が合うと、サッと外されてしまいました。

　うーむ、会話できるかな？　ずっと黙られると、キツいぞ……。

　舞まいは思いましたが、仕事は仕事です。いつも通り、事務所へと案内することにしました。







　小お野の田だ亜あ衣いという名の十五歳の女の子は──、

　意外や意外、ちゃんと喋ることができる子でした。

　乗馬用のツナギに着替えてもらう際や、馬に乗せる練習中や、舞まいが綱を引いての体験中は、

「はい……」

「いいえ……」

「分かりました……」

　この三つしか喋らなかったのに、いざ牧草地を歩き出したら、

「綺麗です。素敵な景色です」

「馬に乗るのは初めてですけど、最初は怖かったけど、面白いです」

「乗ってみたかったんで、嬉しいです」

　それまで体験させた他の子達と同じように、素直な感想が言える子でした。

　終始口調がとても丁寧で、育ちと頭の良さを窺わせます。

　馬に乗る注意事項も全て一回で覚えて、その扱いも上手です。人生初の乗馬でこれなら、本気で鍛えたら、かなりの乗り手になるでしょう。ひょっとしたら舞まい以上の。

　万が一の落馬に備えて、二人とも頭には乗馬用ヘルメットを被かぶり、落馬の際はワイヤーが引かれて展開するエアバッグベストを着ています。

　多分それらが必要ないほど、大人しい性格の馬は、ゆっくりと二人を運びました。

「うんうん。上手上手」

　舞まいは感心しつつも安心して、少し馬の歩を速めました。

　二人が乗っている馬は、北海道和種、通称《どさんこ》と呼ばれる馬。一番よく知られているサラブレッドより小さく、ずんぐりむっくりした体型。そして、左右の前後脚が同時に動くという、揺れの少ない歩き方をします。

　二人を乗せた二頭の馬と、そしていつも付いてくる事務所の飼い犬──、〝ジョージ〟と名付けられた雑種の大型犬は、丘が連なる牧草地を抜けていきました。

　さらには細い小道のある森に入り、馬に乗ったまま沢をゆっくりと渡りました。

「本当に楽しいです。北海道に、来てよかったです」

　青白い顔で笑顔を作る亜あ衣いに、

「それはよかった！　お客さんがそう言ってくれると、私も嬉しいよ！」

　舞まいも素直に微笑みました。

　森を抜けた一行は、休耕地を、真っ平らな草原を進みます。

　ジョージを先頭に、二頭の馬を横に並べて歩ませながら、亜あ衣いが聞かれてもいないことを喋ります。

「私、学校がキライで行ってないんですけど、それ以外のことは、全て楽しいです。なんでもやってみるものだと思いました。学校以外は」

　学校、という言葉を二回重ねたということは、よっぽど嫌な場所なのでしょう。

　舞まいは、自分の楽しかった過去は脳内から放り投げて、

「それなら、そんなの行かなくていいっしょ──、って無責任に言っていいのか分からないけどね。他にどんなことが好き？」

　時々隣を歩く亜あ衣いの顔を見ながら訊ねました。

「一日に決めた勉強の時間以外は、好きな音楽を聞いていたり、自分や家族の分の料理をしていたり、インターネットで本を読んだり、映画を見たりしています。ゲームは、フルダイブのＶＲゲームをしていたりします。どれも好きです」

「へえ」

　相あい槌づちを打ちながら舞まいは、フルダイブゲームなら自分もやっていることを言おうか悩みましたが、止めました。

　遊んでいるゲームを伝えればアバター名も聞かれそうです。危険な性格のシャーリーであることは、仲間達以外には知られたくありません。

「オンラインゲームは、遊んでいるタイトルは言えないんですけど──」

　亜あ衣いもまた、遊んでいるゲームのことは言いませんでした。賢い子です。

「ゲームの中だと、別人になれるのがとても好きです。臆病で弱い女の子じゃなくて、強くて格好いい人になれるのが好きです」

「うんうん。わ──」

　分かる、と言おうとして舞まいは踏みとどまり、

「わあ、なるほどねー」

　言い直しました。

　危ない危ない。澄んだ空を見上げながら、舞まいは思いました。

　同時に、この青い空はＧＧＯにはないなあとも、思いました。

「私がゲームで一番学んだのは──」

　亜あ衣いが話したがっていたので、舞まいはそれに乗ることにしました。向こうが喋ってくれるのなら、共感しつつ聞いていればいいので楽です。

「みんな汚いってことです。私も」

「はい？」

「えっと、少し説明させてください。オンラインゲームだと、いろいろな人がいろいろなキャラクターを動かしているんですけど、ゲームの中だから、リアルじゃないからどんなことだってできます。綺麗なことも、汚いことも」

「そうだね。そうなるね。すると？」

　相あい槌づちだけに収まらず、舞まいは訊ねていました。

「ご存じないと思いますけど、フルダイブゲームって、リアルとアバターの性別を変えられないんです」

「へえ」

　よく知っているのに、舞まいは感心してみせました。

「私は女のアバターだから、いろいろな男の人から、いろいろなことを言われました。ほとんどは、エッチなことです」

　だよね。

　舞まいは言いそうになりました。

　シャーリーのところへも、ゲームの中だからと、軽口に始まり、リアルでできないような下卑た言動を取ってきた男達がたくさんいました。今もいます。

　亜あ衣いも、別世界でそんな経験をしてきたことでしょう。

　アバターが例えばセクシーな大人の女性でも、動かしているのは中三の、十五歳の女の子。

　そんな子供にそんなことを言うとは、許しがたし──、と思いましたが、向こうはそれを知りようがありません。

　リアルが見えないネットゲームの良くないところだなあと、舞まいは思うしかありませんでした。

　すると亜あ衣いが、馬に揺られながら続けます。

「でも、私だって同等に汚いんです」

「はい？」

　舞まいが顔を向けると、そこには、しっかりと自分を見据える、白い顔がありました。静かで落ち着いていましたが、どこか微笑んでいるような面持ちでした。

「そんな男の人達の邪よこしまな気持ちがよく分かって、私は思う存分に利用することにしました。本当の自分じゃないアバターでエッチなことをするなんて、全然抵抗がありません。だってまったく別の私なんですから。むしろ、リアルでできないことをやるのが、面白いくらいです」

　ぬう……。

　舞まいは、心の中で唸るしかありませんでした。

　あまり賛同したくなかったのですが、リアルでできないことをやりまくっている快楽は、舞まいがシャーリーで一番楽しんでいることなのですから。

「それで？」

「私はアバターのエッチな格好──、といっても、ゲーム内では裸になれないので下着姿くらいですけど、それをチームメイトの男の人達に見せるかわりに、相手を強ゆ請すりました。録画アイテムでこっそりと撮った相手の恥ずかしくて情けない声を使って、これをネットにアップされたくなければって言いました。そうしてできた仲間に、ゲームのお金やアイテムを融通してもらったり、普通じゃ絶対に聞いてもらえない、無茶な命令に従ってもらったりしました。おかげで、キャラクターはあっと言う間に強くなりました」

　うげっ！

　舞まいは、かなり引きました。ドン引きでした。

　中三の女子が、ＶＲゲームの中とはいえ、そんな〝美人局つつもたせ〟や〝ハニートラップ〟のようなことをやっているとは。

　いや、違うか……。

　中三だから、まだいろいろな面で子供だから、そういうことが思いっきりできるのかもしれないなあと、舞まいは考え直しました。

　もちろん中学生とはいえ女子は男子よりずっとませているのは、自分もそうだったから分かります。

　自宅でずっとインターネットをしていれば、それは耳年増にもなりましょう。学校に行っていないからこそ、世代を超えた知識が入ってくる、そしてそれを、若く賢い頭でスポンジのように吸収してしまう。

　舞まいは、ほとんどずっと外で飛び回って遊んでいた自分の少女時代を思い出しながら、亜あ衣いには悪いけど、自分はこうして馬の背に揺られる方を選んでよかったなと思いました。

　亜あ衣いの独白を聞いて、舞まいは会話の着地点を探しました。

「なるほどねえ。そんな遊び方もあるのかあ。ま、あんまり褒められたものじゃないけど、まるっきりダメなわけでもないね。ゲームとリアルをキッチリと使い分けられるのなら」

「それだけは、絶対に。お父さんとお母さんに、これ以上心配をかけたくないので」

「ならよかった。安心した。この話、他にしたことは？」

「ありません」

「じゃ、私が最初で最後ね。私は誰にも言わないし、この馬達もジョージも、黙っていてくれるいい子達だし」

「[image: 叱]らないんですか？」

「[image: 叱]ってほしいの？」

「分かりません」

「じゃあ、[image: 叱]らないよ。私はね、他人に人生を教えられるほどできた人間じゃない。今日ここで教えられるのは──、馬の乗り方だけだね」

「じゃあ、あえてお訊ねします。私は、このままでいいんでしょうか？　それとも無理矢理にでも、もっとみんなと同じように、いろいろなことを我慢して学校へ行って、ちゃんと生きなければならないんでしょうか？　明日からでも」

　舞まいはこれが、亜あ衣いが一番自分に訊ねたかったことだと理解しました。

　これを聞くために、誰にも言わなかったことを言ってくれたのだと。

　だから、

「そうだね。私に言えるのはこれだけだね──」

　舞まいは応えることにしました。

「悩みすぎなくていいよ。もっと人生、気楽に過ごそうぜ！」







　話している間に、川に出ました。

　草原を少し下った先を流れる、水の少ない、浅い川です。ジョージはジャブジャブと楽しそうに泳いで渡って、二頭の馬はそのまま、舞まいの先導でゆっくりと渡っていきます。

「この上流にね、川の脇がそのまま温泉になっている場所があってね。時々仲間と入りに行くよ」

　舞まいが話題を変えると、亜あ衣いの目が輝きました。

「素敵ですね！　私も行ってみたいです！」

「いいね！　私も最初に聞いたときはそう思ったよ！　でもまあ、とんでもない山奥だから、馬の足でも３時間以上歩かなくちゃいけなくてね。しかも深い川を三回も渡るんだ。ガイドで連れていけるのは、乗馬経験のある大学生以上だね」

「ずいぶん、先になりますね……」

「それまで、別の楽しいことを楽しんでね。勉強でもゲームでもさ。温泉は逃げないよ」

「じゃあ、舞まいさんは、それまでガイドをやっていてくれますか？」

「私はこれ以外の仕事は向いてないよ」

「ならよかった。安心しました。私、もうちょっといろいろ、悩みすぎないように考えてみます。またここに来たら、もっと馬の乗り方を教えてください」

「分かった」







　昼過ぎ。

　当初の予定よりずっとずっと長くなった乗馬体験を終えて、少し日に焼けた亜あ衣いは、ホッとした様子の母親と一緒に、車で去っていきました。

　乗る前に、そして最後に舞まいに、深々と頭を下げてから。

　舞まいの隣でにこやかに手を振っていた経営者の女性が、車が防風林の脇に隠れた瞬間、

「ふひー！　いやあ、待っている間、お金持ちそうなお母さんにメッチャ心配とか質問とかされたわ！　〝大丈夫でしょうか？　娘が迷惑かけないでしょうか？〟って三十二回も言われたわ！」

　憑つき物ものが落ちたかのように言いました。

　舞まいは振っていた帽子を被って、

「大丈夫ですよ。さっきも言ったけど、素直ないい子でしたよ」

「舞まいちゃん、あの子とどんなお話をしたの？　というか、会話が成立したの？」

「もちろん。景色を楽しんでくれて、今度また、馬の乗り方を教える約束をしましたよ」

「あらま。じゃあ毎年来てくれる？　太い客？」

　商魂たくましい女性に舞まいは微笑みつつも、

「そうなるかも、しれませんね」

　そうなってほしいと思いながら答えました。

「じゃあ、そのときは舞まいちゃんに専属で任せるね！」

　舞まいの心の中を知ってか知らずか、女性が言って、

「別にいいですけど、その際はお給金アップ？」

「うーん、どうしよっかなー！　ま、とりあえず遅い昼ご飯にしましょうか！」





＊　＊　＊






　２０２６年８月29日。土曜日。14時半。

　香か蓮れんは、東京にあるショッピングモールの入口にいました。

　それなりにお洒しや落れをして、咲さき達からもらったネックレスを提げて。

　ファイヤと──、

　いえ、炎ふあいやとデートをするために。







　３日前。

　ゾンビに目を潰されて死ぬことで自分のＳＪ４が終わって、すぐさま待機エリアに飛ばされたレンですが、先に来ていた仲間達と話をする間もなく、大会そのものが終わってしまいました。ＺＥＭＡＬの優勝で。

　足元にあったピーちゃんと一緒に、一瞬で戻ってきたのは酒場。

　スタートが個室だったので、レン達四人は同じ部屋に戻されました。待機エリアにはいたシャーリーは別の場所に飛ばされたようで、いませんでした。

　そして、酒場の喧けん噪そうを聞くことになりました。

　それはＺＥＭＡＬを称える観客の声。レンがちょっとだけドアを開けて見てみると、

「よくやったああ！」

「お前等最高だぜえええ！」

「優勝おめでとう！　そして、おめでとう！」

「俺もマシンガンを買ったらスコードロンに入れてください！」

「お姉さんデートしてください！」

「俺は信じていた！　いつかお前等がやってくれるって！　最初のＳＪのときからずっと！」

「いや、それはぜってー噓だ」

　皆さん口々に好き勝手なことを言っています。ＺＥＭＡＬの男達は、観客達に囲まれて囃し立てられて、どうにもばつの悪そうな顔をしています。

　実況プレイヤーのセインが、

「では優勝チームにインタビューをしてみましょう！　まずは、見事な指揮を取られた、そちらのお姉さんから！　ずばり、優勝した一番の要因は？　やはり、お姉さんの采配ですか？」

　ビービーに小型マイクを突きつけていて、

「え？　みんながよくやってくれたからよ。命令に黙って従ってくれたからこそ、思うように指揮ができた」

　彼女がすらすらと答えています。

　全員がその様子に注目し、ビービーの一言一言に大きく盛り上がり、四位になったチームのことなど、誰も気にしていない様子でした。

　これ幸いと、レン達はローブを被ってこっそりと個室を出て、酒場から出ました。

　薄暗い路地を歩きながら、

「さーて、思いっきり負けた感想を言いながら打ち上げでもしましょうかね？　なんか飲み行こう！　エムのおごり！」

　ピトフーイが言いましたが、

「ゴメン、ピトさん。さすがに、ダイブ時間が長すぎるので疲れた。落ちるね」

　レンはそれを断りました。

「あらそう。じゃ、お疲れー！　楽しかったわよ！　拳銃はそのままあげる！」

「おう。レン、またな！」

「今日はよくやった」

「ありがと。みんな。今度、改めてお礼を言わせてね！」

　ウィンドウ操作をするレンに、ピトフーイが訊ねます。

「そうだ！　ヤツとのデート、どうするの？」

　レンは、消えながら答えました。

「約束は、守るよ」







　ＳＪでは聞く余裕がなかった西にし山やま田だ炎ふあいやの連絡先は──、

　父親に聞くまでもなく分かりました。

　彼の珍しい名前をインターネットで検索をすると、彼が社長を務める会社のウェブページがヒットしました。

　ビジネスニュースサイトにも、インタビュー記事が載っていました。それも一つや二つではありませんでした。

　香か蓮れんは、彼の会社のウェブページへ飛んで、見ました。

　たくさんの従業員に囲まれて、中央で写っている西にし山やま田だを。

　まるで卒業生が、恩師と撮るような写真でした。

　百人を超える本社の従業員は全員、とても楽しそうに──、このチビでデブな社長が自分達の自慢であり誇りでもあるかのように、笑っていました。

　香か蓮れんは会社にメールを送り、返事は２分で戻ってきました。







　最初のデートの場所に西にし山やま田だが提案してきたのは、東京のど真ん中にあるショッピングモールでした。

　土曜日は、天気が悪くなることが予想されていて、実際にとても悪い日になりました。外は大雨です。室内で完結するモールでのデートは、助かります。

　香か蓮れんのマンションから、地下鉄を乗り継いで一度も外に出ることもなく来られる場所でした。さらには映画館から水族館からレストランから、ありとあらゆるものが揃っている場所です。

　西にし山やま田だが丁寧な文面で提案してきたのは、昼の２時間だけ。

　しかも太い通路に面したオープンカフェでお茶を飲むだけ、というデート。

　香か蓮れんにデート作法の知識はありませんが、いきなりドライブやいきなり映画、あるいはいきなり高級レストランでディナーなどではない、とても気楽な誘いでした。

　美み優ゆには、電話で報告済みです。

「おっけー。いいんじゃないか？　そこなら衆目もあるし、突然壁ドンされて抱きしめられたりどこかに連れ込まれたりはしないだろ。ほんじゃあグッドラック。私も心配だから隣のテーブルで見ていてあげたいけどさ、その日は、急きゆう遽きよ予定ができちゃったんだよなあ……」

「いいよ！　そのためにわざわざ東京に来なくても！　終わったら……、ちゃんと報告するし」

「そっか。まあ、デートなんて、ただのお茶会だ。人生最初だからって、気張る必要は全然ないぜ？　私なんか、何度やっても鼻歌交じりさ。遠慮容赦なく聞きたいことを聞くし、男が情けなかったらダメ出しするぜ？」

「なるほど……、だから──」

「おっと？」

「うんなんでもない。あと、念のために念を押しておくけど……」

「念が多すぎだぜ。なんだ？」

「エルザさんや豪ごう志しさんには言わないでよね」

「分かった！　言わない！　メールにしておくね！」

「おい待て」

「まあ、二人だってそこまで暇じゃネーだろ。言ったって見になんてこねーよ！」




　二人とも、十分に暇でした。

　モールの通路の反対側にある別のレストランから、その一番奥の席から見ている人がいました。

　それは今朝北海道から飛行機でやって来た篠しの原はら美み優ゆと、阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しと、神かん崎ざきエルザでした。しかしそれぞれが変装し、とてもそうは見えない格好をしています。

　美み優ゆは長い金髪のカツラを被り、ど派手なメガネをかけて、服もカラフルで派手なもの。

　豪ごう志しはいつものスーツですが、顔にはもっさりとした髭を生やし、彼もカツラを被っています。半分白髪が交じったカツラなので、四十過ぎの中年に見えました。そこにスポーツサングラスをかけているのが、なんとも似合わなくて変です。

　神かん崎ざきエルザは帽子を目ま深ぶかに被ってマスクと、割とオーソドックスな顔の隠し方。もちろん三人ともこの格好でここに来たわけではなく、さっきトイレでコソコソと着替えたのです。

　テーブルの上には、食べ終えた料理の皿がずらり。彼等は１時間以上前からここで陣取っていました。

　14時40分。約束の時間より20分も前にカフェの席についた、スーツ姿の西にし山やま田だを遠目に見ながら、

「さあて……、どうなる？　コヒーの恋！　あ、韻を踏んでる」

　美み優ゆが呟きました。

　彼女の視界の先で、時間より18分も前に、香か蓮れんがやって来ました。

　ウェイターに案内されて、二人は通路に面して、直角の位置取りで座りました。




『遅れて、すみません』

　突然豪ごう志しが小さな声で言って、美み優ゆが、

「ほい？」

　驚いて振り向きました。

『いえ……、俺も今来たところです』

　豪ごう志しが言葉を続けて、代わりにエルザが説明します。

「コイツは唇が読めるのよ。もちろんここからじゃそこまで見えないから、さっき植え込みの中に小型カメラを隠してきた。それをメガネの中の映像で見てるの」

「うわすげえ！　なんでそんなことが？　そんなスパイグッズ的なものが？」

　美み優ゆは二回驚きました。

「いわゆるストーカー技術とギミックね」

「うわキモっ！　超キモ！」

　美み優ゆは二回呆れました。

「姉さーん、やっぱり付き合い考え直した方がいいですよ」

「そうねえ」

「マジヤバイっすよー。今からでもポリスでアレストっすよー」

「それもアリかもね」

　ボロクソに貶けなす二人を無視して、

『今日は、来てくれてありがとう。──いいえ、約束ですから。──そうだね。ありがとう』

　豪ごう志しは西にし山やま田だと香か蓮れんの唇を読み続けました。

「でもすげえや。私もメッセ送るのが捗はかどる！」

　そんな美み優ゆもスマートフォンをテーブルの下で保持していて、猛烈な速さで、スパスパと誰かにメッセージを書いて送っていました。

　内容は、

『始まったぜ！　最初は無難な挨拶の欧州！　じゃなくて応酬！』

「ん？　誰に？」

　人のスマートフォンを覗のぞき見たエルザが訊ねて、美み優ゆはサラリと答えます。

「ボスのリアル達ですぜ。あそこまで一緒に戦ったんだから、結果がどうしても知りたいって言われちゃ、こりゃあ断れねーなってことで。今頃は誰かの家に、六人全員で集まっていて、私からの報告にドキハラしてるはず！」







　超長身の香か蓮れんと、ずんぐりむっくりの西にし山やま田だと。

　凸凹すぎる二人は、それなりに注目を集めていました。カフェの客はチラチラと見てきますし、二人の座るテーブルの前の通路を歩く人達は、ほぼ必ず見ていきます。

　しかし、香か蓮れんはもうそんなことを気にしてはいません。

　今やるべきは、この人とちゃんと話をすること。

　頼んだお茶が、温かいハーブティーが目の前に運ばれてきました。香か蓮れんは洒落たティーカップを持ち上げて、少しだけ口にしました。

「美お味いしい」

　一方西にし山やま田だは、まったく口にしませんでした。

　彼にしては──、とはいえリアルでは一度パーティーで会っただけですが、そのとき見せなかった固い表情のまま、何かを考えている様子でした。

　あるいは、ひどく緊張している様子。

　むしろ自分の方が、とてもリラックスしているかもしれない。

　香か蓮れんは思いつつも、会ったら言おうとしていたことを言うことにしました。

　これを言わないことには何も始まらないと、一昨日から心に決めていたことを。

　香か蓮れんは右隣に座る西にし山やま田だに顔を向けて、まずは、

「西にし山やま田ださん──、いえ、炎ふあいやさん。あ、なんだかこっちの方が呼びやすくなってしまったので、そう呼ばせてください」




　豪ごう志しからその台詞を聞いて、

「おいおいコヒー、いきなり下の名前呼びかよ！　しかも可愛いかよ！　そりゃ男を煽あおっちゃうぜ！」

　美み優ゆが呆れ口調で言いました。エルザが、

「あるいはソレが狙いかも。やるわね香か蓮れんちゃん」

「え？　まさかー。やべえよ！　コヒーが魔性の女になっちゃうよ！」




「分かった。もちろん構わないよ。香か蓮れんさん」

　やっぱり覇気があまりない西にし山やま田だに、硬めでも笑顔で言い返されて、香か蓮れんは小さく頷きました。そして、

「今日はちゃんとお話をするために来ました。でも、どうか、これだけは最初に言わせてください。あのとき、最後に言いたかったことです」




「な、な、何言い出すんだよ……」

　美み優ゆがイスの背もたれに体を預けました。不安そうです。

「まさか自分から告白？」

　エルザが前へと身を乗り出しました。楽しそうです。

　そして豪ごう志しの口が動きます。

『炎ふあいやさんのチームメイトは、連合を組んだチームの皆さんは、大変立派に戦ってくれました。だから、わたしの失礼な勘違いを謝らせてほしいのです』

「なぬ？」




　無言で自分を見つめる西にし山やま田だに、香か蓮れんはほとんど一方的に話し続けました。

「皆さんに、わたしからごめんなさいと、謝辞をお伝えください。大会が始まってからずっと、皆さんを〝傭兵〟だと、お金だけで動いていると思っていました……。それはとんでもない勘違いでした。皆さんは炎ふあいやさんの部下やご友人や、その仲間達で……、誰一人としてお金などではなく、友情で働いていることを、最後の最後になって知りました。そんな人達がたくさん、あっと言う間に集まるなんて──、わたしは自分を恥じて、そしてあなたを尊敬しました」

「…………」

　しばし無言だった西にし山やま田だでしたが──




『分かった。伝えるよ。約束する。みんな、とっても、喜んでくれるはずだよ』

「何を言い出すかと思えば……」

　美み優ゆが呆れて、

「香か蓮れんちゃんらしいわねえ」

　エルザはニヤニヤと──、マスクの下で笑っているに違いないです。




「ありがとうございます。伝えたかったことを言えて、すっきりしました」

　香か蓮れんはカップを持ち上げて、静かにハーブティーを飲みました。

　やるべきことはやった。あとは──。




　イスの角度を西にし山やま田だに向けた香か蓮れんを見て、

「やべえよコヒーが完全に〝告白受け入れモード〟になってるよ！　あれはイエスって言いたい女の顔だよ！」

　美み優ゆが、名画『（ムンクの）叫び』の真ん中にいて、叫び声に耳を塞いでいる男のような外見になりました。

「美み優ゆちゃんさすがね。分かるのね」

「姉さん。いったい何度私がやってきたとお思いで？　でもまさか、コヒーが……」

『香か蓮れんさん、一つだけ、質問させてほしい』

　豪ごう志しが、西にし山やま田だの言葉を繰り返しました。




「はい」

　香か蓮れんは背筋を伸ばして、西にし山やま田だの次の言葉を待ちました。

　どんな内容であっても、素直に、しっかりと答えよう。

　そう思いながら。

　そして西にし山やま田だが言ったのは、

「今の香か蓮れんさんと……、ＧＧＯの中でのレンと……、どっちが本当のあなた？」

　少し意外な言葉でした。

　意表を突かれた香か蓮れんでしたが、答えはすぐに決まりました。

　それは素直な気持ちでした。他に考えられない答えでした。そんなことは、あの日から決まっているのです。髪を切った日から。いや、ボスに勝った日から？　まあ、どっちでもいいのです。

　香か蓮れんは、手を自分の胸にそっと当てて、西にし山やま田だへと言葉を返します。

「両方とも、わたしです」




[image: ]

「あの……、本当にすみません……。俺の、いや、私の話を聞いてください……」

　いきなり敬語になった西にし山やま田だに、

「は？」

　香か蓮れんは、口を開けて間の抜けた顔を作りました。つまり、ぽかんとしました。




『あの……、本当にすみません……。俺の、いや、私の話を聞いてください……』

　いきなり敬語になった豪ごう志しの言葉に、

「ほい？」

　美み優ゆは、口を開けて間の抜けた顔を作りました。すなわち、ぽかんとしました。




「いや、その、あれですね……。ちょっと、大変言いにくいんですけどね……」

「え？　はい……」

「きょ、今日はこれで失礼させてください……」

「は？」

　西にし山やま田だは立ち上がりました。立ち上がっても、座っている香か蓮れんと同じくらいの高さにあるその顔には、びっしりと玉のような汗。

「ひょっとして、体調でも──」

「すみません！」

　香か蓮れんが心配する声を振り切って、西にし山やま田だは鋭く一礼して、そして去っていきました。とんでもない慌てっぷりでしたが、それでも一応、支払いのための伝票は持っていきました。

　西にし山やま田だがレジ前で支払いを済ませて、そして一度もこちらを見ずに去っていく様子を、

「はい……？」

　香か蓮れんは最後まで見送りました。







　何が、炎ふあいやに起きた？

　お腹でも壊した？　今飲んだものが良くなかった？

　それとも、慣れないＶＲゲームを長時間やったことでの体調不良？

　香か蓮れんは一人残されたテーブルで考えました。

　ＶＲゲームのやり過ぎでの体調不良は、香か蓮れんも経験があります。

　今でこそ４～５時間くらいはこなせても、最初の頃は２時間もすれば、ログアウト直後や翌日に頭痛や軽い酔いに襲われていました。そいつは脳の筋肉痛だな、と美み優ゆは言っていましたが、本当のところは分かりません。

　香か蓮れんは考えます。

　先日のＳＪ４、延々３時間近いバトルは、ＶＲゲーム初心者の西にし山やま田だにとっては相当なダメージだったのではないでしょうか？

　そしてその後遺症が、今になって来た可能性は否定できません。

　もし西にし山やま田だが慌てて救護室にでも駆け込んだのだとしたら、自分は一緒について行くべきだったのではないか？

　今頃になって香か蓮れんはそう思い至って、慌てて立ち上がろうとしたとき──、

　ハンドバッグの中でスマートフォンが震えました。

　その西にし山やま田だからの連絡かもしれないと、香か蓮れんは立ち上がるのを中断し、画面を見ました。

　するとそこにはやはり、先日登録した西にし山やま田だの名前がありましたが、通話ではなくメールでした。

「炎ふあいやからか？　なんて書いてあるんだ？」

　美み優ゆの声を聞いて、

「ちょっと待って。──今開くから」

「おいよ」

　香か蓮れんは画面を叩いて、メールの本文を出しました。それを読む前に、

「う？」

　顔を上げて、

「おブっ！」

　人生で一番変な声を出しました。

　目の前には、三人の怪しい人達がいました。

　そして全員、よく見ると誰だか分かりました。

　その三人が、空いている席にするりと座ってきました。マスクをつけたままのエルザが、ここまで案内したであろうウェイターに、

「同じの三つね」

　お茶を注文していました。黙って従い、西にし山やま田だの残したカップと共に恭うやうやしく去っていくあたり、ウェイターもなかなかのプロです。

　香か蓮れんは、口を小刻みに震わせて、

「なっ！　なななななななな──」

　美み優ゆが、両手を香か蓮れんの頰に伸ばして左右から挟みました。

「むぎゅ」

「ほらほら、驚くのはあとでいいから、ほれほれ、メール読んでみ？」

　美み優ゆが手を離すと、香か蓮れんは爽やかな笑顔で言います。

「美み優ゆ、あとでちょっと締め上げるね」

「うん、あとでいいから。いや、あとでもやらないでいいから、とにかくメール読んでみ？　なんか凄いことが書いてあるかもしれないぜ？」

「凄いことって？」

「そうだな……、『突然去ったのはサプライズプレゼントのタメだぜ！　花屋の花を買い占めたからプレゼントするぜ！』とか、『一緒に海外旅行に行こうぜ！　ファーストクラスで！』とか」

「なんだそりゃ」

「まあ、単に『緊張してお腹いたくなっちまった恥ずかしくてゴメン。でも、君のことを愛するあまり──』とかかもしれないじゃんか？」

「……いや、その、愛って言われても……」

「いいから、とにかく読んでみるんだ。読んでみなければ何も始まらないんだ」

「むう……」

　美み優ゆの言う通りにするのは癪ですが、香か蓮れんはスマートフォンの画面に目を戻しました。

　そして、そこに書いてある、日本語の文章を読むのです。

　そこには──、







「美み優ゆさんからの連絡が、途絶えた……」

　そう重苦しく漏らした咲さきの自室に──、

　カナが、詩し織おりが、萌もえが、リサが、ミラナが、つまりはＳＨＩＮＣの中の人達が、附属女子高の制服姿の六人がいました。

　あまり広い部屋ではないので、床の上では女子高生が車座になっています。人口密度が高くてぎっしりです。

　咲さきは自分のスマートフォンの画面を睨んで、五人がそれを取り囲んで、真剣な顔をしていました。

　美み優ゆから次々に届いていた香か蓮れんのデートの報告メールが、ここ３分間ほどないのです。

　一体、香か蓮れんに何があったのか。

　西にし山やま田だに言葉巧みに唆されて、女子高生は行けないような場所にでも連れ込まれているのではないか。

　さらには美み優ゆの存在もバレて、二人一緒に連れ込まれているのではないかっ！　女子高生が行けない場所にっ！　つまりは、ご休憩っ！

　咲さきが妄想を暴走させたとき、手の中の物体が小さく震えました。

「キタッ！」

「なんてっ！」

　五人の声がピッタリと揃いました。さすがは新体操部。

「まて……、お嬢さん方……、今読む……」

　咲さきが、恐る恐る画面に目をやって、そこに書いてある日本語を口にします。

『全員で、ここまでおいで』

「は？」

　五人の声がピッタリと揃いました。さすがは。

　咲さきが、

「まて……、なんかアドレスが張ってある」

　メッセージの下にあるリンクへ、咲さきの細い指が恐る恐る近づいていきます。

「まさか、ご休憩場所……」

　そして触れて、立ち上がった画面では、

「あれ？」

　ここから地下鉄で三駅離れた大きな駅にある、カラオケ店のホームページが煌めいていました。





＊　＊　＊






　15分後。

　咲さき達六人は制服のまま、移動に必要な最短時間で、カラオケ店に到着しました。

　カウンターで、〝篠しの原はら〟の名前で入っていますと告げると、一番上の階へと案内されました。

　そこまでの道すがら、咲さき達は一体何が起きたのか口々に論じてみましたが、納得できる答えを見つけ出せた人はいません。

「失礼しまーす……」

　恐る恐るドアを開けた咲さき達が見たのは、

　じゃかじゃかじゃん。

　怪しくアコースティックギターをかき鳴らす、白いマスクを顔につけて、大きな帽子を目深に被った小柄な女性と、

「…………」

　その脇で、背筋をピンと伸ばし座りながら、無言でタンバリンを叩いているスーツ姿のイケメン男と、

「はあっ……、はあっ……」

　一人立ったまま、マイクを片手に荒い息をしていた香か蓮れんと、

「よう！　みんな来たな！　早かったじゃん！」

　自分達に気付いて笑顔で手を上げた美み優ゆでした。

　曲が今まさに終わったようで、最後の音が伸びて──、ギターを弾いていた怪しい女性が、じゃじゃじゃん、とコードを響かせました。

　次の曲の予約は入っていなかったようで、カラオケルームは静寂に包まれました。

「あ、あのう……。これは一体……」

　開けたドアから入れずにいた咲さき達を、

「ああ、いいから入って入って。ちょいみんな詰めて詰めて」

　美み優ゆは怪しいギター女とイケメン男を引き寄せて、咲さき達が座れるスペースを取りました。そこそこに広い部屋ですが、合計十人が入るとそれなりにみっちりしました。

「では、失礼します……」

　咲さきを先頭に、夏服姿の女子高生六人が恐る恐る入室して、ソファーに座りました。

　不気味すぎるカラオケルームでした。

　マスクで鼻と口を隠した怪しい女は、帽子の下の目元にニマニマ笑みを浮かべながら見ていますし、イケメン男はずっと無言で背筋をピンと伸ばして座っています。

　二人とも誰なのか、何な故ぜいるのか分かりませんが、正直怖いです。

「ああ、咲さきちゃん達か……、いらっしゃい……」

　香か蓮れんが、半分死んだ魚のような目で、疲れた笑顔で挨拶してきたのも相当にホラーです。

　そんな中で、

「ああ、咲さきちゃん達はジュースだね。飲み放題だから欲しいものを好きに頼んで頼んで！　なんも気にしないでいいよ今日は大人達のおごり！」

　美み優ゆだけが普通に接してくれているので、実に助かります。

「では、ごちそうになります……」

　咲さき達は、注文用端末でジュースを人数分頼むと、厨ちゆう房ぼうが部屋に近いのか、それらがあっと言う間に運ばれてきました。

　怪しい大人達の群れに女子高生がたくさん加わったというカオス空間にも動じず、

「ごゆっくりお過ごしくださーい！」

　にこやかな笑顔と共に店員が去ってから、

「あのう……、香か蓮れんさん美み優ゆさん……、その……、一体全体、何が起きたんでしょうか……？」

　咲さきは本当に恐る恐る、そう切り出しました。

　黙ったままのイケメンと目が笑いまくっているマスク女が怖いですが、六人は意図的にそっちは見ないことにしました。

「それがなー……。コヒーや、スマホ借りていいかい？　見せた方が早いよな？」

　美み優ゆが、隣でズズズとアイスティーをすする香か蓮れんを突っついて、

「ん……」

　香か蓮れんはストローを咥えたまま、差し出してきました。

　美み優ゆはそれを持って咲さき達の脇に行って、見せようとして──、

　じゃじゃじゃじゃん！

「うひっ！」

　マスク女がいきなりギターをかき鳴らしたので、咲さき達はかなりビビりました。

「こりゃ姉さん！　若い子をからかわないでおくれ！」

　美み優ゆがそう[image: 叱]ったので、咲さき達はますます首を傾かしげます。

　この人は美み優ゆのお姉さんなんでしょうか？　そんな話聞いたことがありませんが。または同じマンションに住んでいるという香か蓮れんのお姉さん？　するとイケメンは旦那さん？

　謎が蠢うごめく空間ですが、しかし今一番重要なことは、この二人の正体ではありません。

　咲さき達は、美み優ゆが、

「これがな、さっき西にし山やま田だ炎ふあいやから香か蓮れんに送られてきたメールじゃ……」

　そう言って見せてきた画面を、一斉に顔を寄せて見ました。

　そこに浮かぶのは、こんな日本語でした。

『香か蓮れんさんとレンが同じだというのなら、怖いです。

　お付き合いは、私には、無理です。

　本当に、ごめんなさい。

　私のことは、どうか、忘れてください。

　本当に、ごめんなさい』




「え？」「ほへ？」「ほい？」「あう？」「はい？」「なんで？」

　咲さきが、カナが、詩し織おりが、リサが、ミラナが、萌もえが、同時に声を漏らしました。

　タイミングはシンクロしていましたが、言葉は全部違いました。

「ええええええええええっ！　どういうことですかこれっ！」

　咲さきが爆発して、二つのお下げが派手に揺れました。

「まあつまりあれだ。知っての通り約束を果たすために覚悟を決めてデートに臨んだコヒーだが、イエスと言うか断るか以前に、向こうから一方的にフラれたってことだ」

　美み優ゆは、身も蓋も容赦もない言葉で返しました。

　美み優ゆにとってはフるフラれるなど呼吸をするようなものなので、言い方が実に普通です。

「そ、そんな……」

　咲さきは録画を見たので、ＳＪ４で自分が真っ向勝負に負けて死んだ後で、レンが何をしたか知っています。

　知っていますが、たったあれくらいで付き合いを断るなんて──、

　あれくらいで……、あれぐら……、あ、いや、けっこう怖いな。

　咲さきは言葉を続けませんでした。

　そんな乙女心を察したのかしなかったのか、美み優ゆが空気を入れ替えます。

「まー、終わったことはシャーないよな！　だから今、こうして〝フラれ女大慰めカラオケ大会〟を開催中なのだ。悪いが、事情を知るおぬしらも、ちょっと付き合ってくれい！」

「そ、そういうことなら喜んで！　香か蓮れんさん！　応援します！　ファイトです！」

　咲さきが叫び、部員達が座っている順番に続けます。

「お付き合いします！　お気を落とさないで！」

「ご一緒に歌わせてください！」

「ボクたちが付いています！」

「是非ともです！」

「私も、微力ながらお供します！」

　女子高生達に連続して同情され、そして慰められ、

「あはは……、うん……、みんな……、ありがとう……」

　完全に死んだ魚のような目で香か蓮れんが返しました。その胸元では、プレゼントにもらったネックレスが小さく揺れました。

「よっしゃそういうことなら──」

　じゃかじゃかじゃん！

「燃える歌、歌うかっ！」

　ギター女がマスクの下から叫んで、

「あのう……。つかぬ事をお伺いしますが……」

　ここで咲さきは、さっきから猛烈に訊ねたかったことを、ようやく訊ねることにします。

「こちらのお二人は……？」

　よくぞ聞いてくれたさすが部長！　と言いたげな新体操部全員の視線を集めながら、謎のマスク女が答えます。

「ＳＨＩＮＣのみんな！　初めまして！　私は、あの世界ではピトフーイの名で知られている女よ！　隣はエム！　以後よろしくっ！」

「えええええっ！　──ほ、本当ですか？　美み優ゆさん」

　咲さきが驚きを口に出し、残りの五人は顔に出していました。揃って〝まさか！〟と言いたげな顔をしていますが、

「うん、そうなんだー。割と前からリアルは知っていてなー」

　美み優ゆがサラリと言えば、冗談を言っているようにも思えません。この人が真顔で真剣な口調で言っていれば、冗談かと思ったでしょう。

「紹介するぜー。こちらがピトさんのリアルで、隣のイケメン男がエムさんのリアル」

　豪ごう志しがスッと立ち上がって、

「皆さん、初めまして。いろいろなＳＪで、大変にお世話になりました。こうしてリアルでもお会いできて、嬉しく思います」

　丁寧に告げて、頭を下げました。釣られて咲さき達が、ぺこりと会え釈しやくして、

「なんと……。驚きました。こんにちは……。えっと、私達は──」

「ヘーイ！　言わなくても分かる！」

　怪しい帽子の女が大声で言って、六人は何を言い出すのかと構えました。

「私には分かるわー！　ＳＨＩＮＣなのはもう話の流れで知っているけど、誰が誰か、ってことが！　左端から、ボスに、ソフィー、ローザ、ターニャ、トーマ、アンナね」

「なんと！」

　咲さき以下、ずばり当てられた全員が目を丸くして、

「どーして分かるんで？」

　美み優ゆがマスク女に訊ねました。

「雰囲気。どんなに外見が違っても、キャラクターから出ている小さな動きとか、佇まいとかは似るからね」

「さっすが、スゲー」

　素直に感心した美み優ゆが、

「ほんじゃこちらから──」

　順番に、咲さき達の名前を伝えました。

　新体操部の面々は、さすが体育会系、名前を呼ばれる度にスタッと立ち上がって頭を下げました。

　そして最後の萌もえが座った後、右隣にいるミラナが訊ねるのです。

「お姉さんのそのギター、神かん崎ざきエルザモデルですよね！」

　神かん崎ざきエルザ愛用のアコースティックギターは、指を押さえる場所であるフレットに、歩く白い猫が、そして足跡がステッカーで貼られているのが特徴。

　ミラナの言葉に、他の部員達も、当然気付いていたぜ、と言わんばかりに頷きました。

「そうよー！　よく気付いたわね！」

「エヘン！　みんな神かん崎ざきエルザが大好きですから！」

　ミラナが胸を張ると、

「あら嬉し！　でも、今日から嫌いになるかもよ？」

　冗談として受け取ったミラナが、屈託のない笑顔を見せます。

「はい？　そんなことありませんよー！」

　そして咲さきが鼻息荒く、

「香か蓮れんさん達に負けないほど、神かん崎ざきエルザのファンですよ私達は！　倒置法ですよ！　いつかみんなで、神かん崎ざきエルザのライブに行くのが夢なんです！」

「そいつはいいね！」

　じゃじゃじゃじゃん。

　マスク女はギターをかき鳴らしました。

　その後ろで、アイスティーをすすり終えた香か蓮れんが、カラオケの端末機械で曲を打ち込んでいました。

　他に予約していないので、その歌のタイトルが、大きな画面に映し出されます。

　香か蓮れんの入れた曲は──、神かん崎ざきエルザ・《Independence》。

「おお！」

　咲さき達が身を乗り出してガッツポーズ。全員歌えます。

「香か蓮れんさん！　私達がサビ前のコーラス入れますよ！」

　じゃじゃじゃじゃん。

「じゃあ私がギターで！」

　マスク姿の女が、そう言って勢いよくマスクを剝ぎ取りました。

「え？」

　新体操部の六人が目を丸くした瞬間、イントロ前のメロディが始まって、そしてサビと同じメロディライン。

　それに合わせてギターをかき鳴らすエルザの姿は──、間違いなく神かん崎ざきエルザでした。

　その脇でシャンシャンとタンバリンを鳴らす男のことはひとまず放っておいて、

「きゃー！」

　六人が、ドアのガラスが割れそうな歓声を上げました。

　ピトフーイが神かん崎ざきエルザという、驚愕にして衝撃の事実を知った少女達の脳内にいろいろなものが去来するなかで、そんなことはお構いなく、音楽は鳴り響きます。

　スピーカーからの、そしてギターからのイントロが高まっていくなか、

「フラれ女！　小こ比ひ類るい巻まき香か蓮れん！　歌いますっ！」

　マイクを持った身長１８３センチが、すっくと立ち上がりました。




　あれこれ悩んだ結果

　自分だけ悲劇のプリンセスかい？

　ってさ　そんな柄じゃないね




　香か蓮れんの声が、弾けました。

　神かん崎ざきエルザの中でも勢いのあるロックチューンですが、香か蓮れんも勢いでは負けていませんでした。歌詞の最後に吃驚マークを二つくらい付けたいシャウトでした。大迫力でした。鬼気迫っていました。

　そして歌が上手でした。もちろんエルザには負けますが、素しろ人うととしてはかなりのレベル。香か蓮れんの歌声を初めて聞いた咲さき達が、一度顔を見合わせてから、

「ひゅー！」

　両手を突き上げて歓声を上げました。

　詩し織おりとリサがマラカスを手に、豪ごう志しのタンバリンに合わせてリズムを刻み始めました。

　エルザはもちろんギターを全開で、普段よりずっと多めに、音を刻んでいました。




　ゆらゆら揺らいだBlind faith

　思想　主張　所詮は流動性

　ただ　Cogito ergo sum




　Ａメロを大迫力で歌って、いよいよサビの前のコーラスを含むパートになります。

　歌唱者本人のギターに乗って──、

　咲さき達が揃って声を張り上げます。




　（幾百とある選択へ）




　六人の息がピッタリと揃うと、それは圧力のあるコーラスでした。

　すぐさま続けて、香か蓮れんが負けじと歌います。




　見失いそうな




　（たった一択の決断を）

　　命の輪郭を

　（幾千とある抑圧へ）

　　確かめるのは

　（たった一槌の抵抗を）

　　この指だけ




　新体操部と香か蓮れん、一丸となった協力熱唱が終わり──、

　そして、魂のサビが始まります。

　歌詞を全て覚えている香か蓮れんに、もう画面など必要ありません。

　目を閉じ小さく涙をこぼしながら、香か蓮れんはマイクを握りしめました。

　成じよう仏ぶつしろよ。

　美み優ゆがその後ろで、親友の終わった恋が天国へ行けるように、片手で祈っていました。




　Don't discard　悪魔にだって

　どうかしたって売り渡せない

　手にした　Independence

　Meant to be　呼吸　鼓動が

　永久に止まるときぐらいは

　I will never let fate decide for me





＊　＊　＊






　二番まで歌いきって、最後のメロディがスピーカーとギターから流れ終えて──、

　歌いきって顔中汗だらけの香か蓮れんの背中を、美み優ゆがポンと叩きました。

「いい歌だった！　香か蓮れんよ──、明けない夜は、ないんだぜ？」

「うー……」

　香か蓮れんはとてもとても何か言いたげでしたが、ゴクリと飲み込んで言いませんでした。

「大丈夫よ香か蓮れんちゃん！　男なんていなくても幸せになれるって！」

　大切なギターを豪ごう志しに持たせて、誰よりも小柄な体で美み優ゆの脇をにゅるりと近づいてきたエルザが、

「なんなら私が、今夜一晩一緒にいてあげようかあ？」

　聞きようによってはセクハラ発言の、実際セクハラ発言をすると、香か蓮れんはその体を左腕一本で阻止しました。迫る顔に手を当てての、強引な阻止でした。

「むぎゅ」

　小さな体でじたばたするエルザを止めながら、その風景にキョトンとしている咲さき達に見られながら、香か蓮れんは叫ぶのです。

「わたしは、これからもＧＧＯに生きる！」

　マイクがまだ手元にあったので、それは大絶叫として部屋中に響き渡りました。





（おわり）










あとがきガンゲイル日記・その９






　皆様こんにちは。作者の時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちです。

　Ⅷ巻発売から四ヶ月ぶりのごぶさたです。読者の皆様、お変わりないでしょうか？

『ソードアート・オンライン　オルタナティブ　ガンゲイル・オンライン』（以下〝本作〟）も、とうとうⅨ巻を迎えることができました！　嬉うれしい。

　そしてこの、作者が自由になんでも書いていい『あとがきガンゲイル日記』も、〝その９〟となりました。

　Ⅰ～Ⅷ巻までのこのコーナーでは──、

　背中が痒かゆいときの踊り方についてや、作者の好きな弾丸についてや、手の薬指が人差し指より長いことについてや、太巻き寿ず司しを天ぷらにするレシピについてや、月面までレンタカーで行く一番簡単な方法についてや、人生初の中巻が出たことまで、実にいろいろなことに触れてご好評頂いてきましたが、今回のテーマはずばり、〝激動の２０１８年〟についてです。







　もしあなたがこの本を発売日に購入されていれば、今は12月の頭。

　２０１８年も、終わりつつあります。師し走わすです。先生走ってますね。

　これを書いているのは10月なので、そこまでの記録と記憶しかないのですが──、

　それでも私は声を大にして書きたい。

『２０１８という年は、時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちにとって激動の一年であった！』と。

　これほどの一年を、私は知りません。記憶にございません。







　今年は、大変に大量の仕事をこなした一年でした。

　理由はもちろん、前の巻でも書いたＧＧＯのアニメ化の仕事。

　アフレコとダビングの立ち会いは、皆勤賞でした。全部行きました。

　突然脚本を書くことになって、結果的に脚本家デビュー作となった５．５話も頑張りました！

　円盤六巻に収録された、特典小説の執筆も！

　もちろん４月からの放送と、７月からの嬉しい再放送の宣伝も頑張りました。ツイッターのアカウント取っておいて、よかったです。持っていなかったら地元の駅前で拡声器で叫ぶしかありませんでした。ただの怪しい人になっていたところです。




　そんな中、アニメ放送に匹敵するくらい嬉しいことがありました。

　日本を代表するエアガンメーカー東京マルイさんから発売された、ピンクに塗ったオフィシャルグッズ──、

　電動エアガン『Ｐ９０　バージョン・レン』！

　正式なコラボモデルとして、自分の作品のエアガンが発売されるなんて……。

　ああ、エアガンが好きでよかったと、心の底から喜びに包まれました。ピーちゃん抱きしめました。何も言ってくれませんでした。たぶん私がレンでないからに違いない。

　こちらにも特典短編を書かせてもらったので、その執筆も鼻息荒くこなしました！




　そしてそして、作家としてメインの仕事として頑張ったのが、皆さんが今手にしているこのＧＧＯⅨ巻の執筆です。

　ＳＪ４、いよいよ終わります。その勝負の行方は？

　それにしても、本が分厚いですよね。プロットを全て描ききるために書いていたらこんな厚さになってしまいました。ＧＧＯはⅢ巻も同じくらい肉厚なのですが、若干記録を更新しました。

　文章量が多すぎて、そして〆切りに間に合わなくなりそうで──、

　あわやⅦ巻《上》とⅧ巻《中》の次が、Ⅸ巻《下の上》・Ⅹ巻《下の下》になってしまいそうでしたがそこは気合いで収めました。危なかった。







　さて、今回カバーに描かれている、レンが両手でぶっ放している、拳銃の話をさせてください（余談ですが、ＧＧＯの表紙で、レンが発砲しているシーンというのは今回が初めてなんです）。

　本文の内容ネタバレはせずに説明しますが、この銃は、《デトニクス》と呼ばれる実在の拳銃にパーツを取り付けて、カスタムしたものです。

　カスタムデザインは、『キノの旅』で、キノが使う架空の分割式セミオートライフル、『フルート』のデザインを起こしてくれた、さらにはＧＧＯⅢ巻では巻末の銃器解説のイラストを描いてくれた、《秋あき本もとこうじ》さんの手によるもの。

　秋あき本もとさんが東京マルイさんで、現実にはない、いわゆる〝架空銃〟のデザイン仕事をしていたので、とあるイベントで発表したのを写真で見せてもらいました。

　それが格好よすぎて血圧が上がったので、今回の作中に、レンの拳銃としてまんま採用させてくれとお願いして、許諾を頂きました。

　秋あき本もとさん、東京マルイさん、その節は本当にありがとうございます！

　秋あき本もとさんには、レンが使うのだからとピンクに塗ってもらって、さらに私のたってのお願いで、パーツの中の耳みたいに見える場所に白いラインを、レンの帽子みたいなラインを入れて頂きました。

　ＳＪ４を描くとき、ずっとずっと〝レンに相応ふさわしい拳銃は何か？〟と悩み続けていたのですが、結果的には作者大満足の一丁（両手だから二丁？）になりました。

　これから読む皆さん、作中での大活躍に、ご期待ください！







　怒ど濤とうのＧＧＯ漬けの慌ただしい日々の中で──、

　ちょっと時間が戻って７月の頭に、《アニメ・エキスポ》という、全米最大のアニメコンベンションにお呼ばれされました。

　行ってきましたよ、人生初のロサンゼルス！

　昨年にアニメ『キノの旅』の件で、サンフランシスコで行われた《クランチロール・エキスポ》という催し物にお呼ばれしましたので、二年連続の、夏の海外出張でした。

　そしてそのロサンゼルスですが、いやあ、暑かったです……。

　それでなくても暑いカリフォルニア州なのですが、このときはまさに、記録的な熱波到来のどんぴしゃりタイミングでした。現地の人も呆あきれる暑さ。

　結局手元の温度計で〝摂氏４３[image: ]〟という、日本では体験できない暑さを味わってきました（まあ、そのあと日本でも、記録ずくめの蒸し蒸しした猛暑を味わうことになるのですが……）。

　イベント後は１日観光の時間を頂けて、久々に実弾射撃を経験してきました。初めて撃つ銃が多かったので、大変に参考になりました。

　取材は重要ですね。またグアムとか行かねばなりませんね。時し雨ぐ沢さわって、本当に研究熱心ですね。

　撃ち終わった同行スタッフが超暑い中で待っている間、次々に弾丸を追加したことなんてナイショです。




　こうして私の２０１８年は、ＧＧＯ尽くしで過ぎていきました。

　同時に、プライベートなことでも、大変なことが、いろいろありました。

　これはツイッターでも呟つぶやいたのでここでも書きますが──、

　２０１７年の末から、闘病生活を送っていた母が昏こん睡すいで二ヶ月間入院して、そして亡なくなりました。

　それは、人生で一度しか経験できない、出来事でした。

　母は私の本を必ず読んでくれたので、サンプルが出ると渡して、たぶん世界で一番早く読んでくれていた読者がいなくなってしまいました。寂しいです。

　ご存じの方も多いかと思うのですが、骨こつ壺つぼを納めた箱って、しばらくほんのりと温かいんですね。

　入院中の物言わぬ母の肌の暖かさと、亡くなった後の冷たさと、抱きしめた温かい箱と。

　私は２０１８年を、一生忘れることはないでしょう。

　その母ですが、たぶん今頃は異世界に転生して大活躍していると思いますので、噂うわさを聞いた方は私にコッソリ教えてください。







　悲しい出来事を真っ先に書いてしまいましたが、プライベートでも、楽しいことも本当にたくさんあったのです。

　仕事に、病院にと忙しい中、一緒に食事や旅行に行ってくれた仲間達たちには、感謝してもしきれません。

　来年も、一緒に人生を楽しみたいなと、思っています。







　アニメキノの打ち合わせ開始（つまり17年の１月）以来、仕事で出かけることが多くて外食が増えて運動が減ったので、必然的に体重がぐんぐん増えてしまいました。大変によろしくない状態になりました。

　人間ドックの結果、お医者さんに〝瘦せろ〟と言われまして、これを書いている今は、減量真っ最中でございます。

　この本が出る頃には、果たしてどうなっているか。自分との勝負です。負けるな頑張れ。私がついてるぞ。







　そんなこんなで、２０１８年について語ったこのコーナーもそろそろお終しまいのお時間になってしまいました。

　次の巻がどうなるか、まだ私にも分かりませんが──、

　実は一度くらい、ＧＧＯで短編集を出したいと思っています。

　サブキャラにスポットライトを当てたり、残った謎に迫ったり、ＳＪ１より前のレンを描いたり、香か蓮れんと美み優ゆの高校での出会いをプレイバックしたり。

　激動の２０１８年を無事に抜けた先も──、平成が終わって次の時代が始まる来年２０１９年も、今年みたいに頑張ります。




　今回はここまで。次の巻のこのコーナーで、またお会いしましょう！

　ちなみに次回は、〝パソコンのモニターをまな板にして料理をすれば、手順と手元が一緒に見られて便利ではないか？〟について熱く語る予定です。ご期待ください。


時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち
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